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この報 告書 は、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収益 の 一 部 で あ る機械

工業 振 興 資 金の 補 助 を受 け,昭 和51年 度 に実 施 した 「ア パ レル産

業 設備 状 況調 査 事 業 」 の結果 を と りま とめた もの で あ ります 。



、



ー



序

⑱

♪
/

ド
6

わ が 国 にお け る繊維 産 業 の構 造改 善 を 図 る ことを 目的 に,政 府 で は,知 識 集

約化 の 方 向で各 種 の施策 が講 ぜ られ て お ります。

当 財団 で は,同 産業 に お け る シス テ ム化,情 報 化 の側 面か ら,こ の 問題 に関

して通 商 産業 省 を初 め各 界 の ご指導,ご 支援 を得 て調査 研 究 を 進 め て お ります

が,こ れ まで の成果 を も と に,研 究 成 果 を具 体 化 す るた め,ア パ レル生 産 設備

を 中 心 とす る実 態把 握 と今 後 の 動向 な どハ ー ド部 門 の改 善 との リンケ ー ジを は

か る こ とが 重要 で あ るとの 観 点 か らア パ レル生産 設 備実 態 等 の調 査,検 討 を行

な い ま した 。

本 報 告 書 は,そ の成果 を と り まと めた もので す 。

こ こに,本 調査 実施 に あ た り,有 益 な ご意 見 を賜 わ りま した,ア パ レル産 業

設 備 状 況調 査 本委 員会 及 び 同 実行 委 員 会 の メ ンバ ー,お よび貴 重 なデ ー タを ご

提 供 いたX'き ま した アパ レル産 業 の 生産 事 業 所,関 係 団 体各 位 な らび に ⑮ 日

本 衣料 縫製 品協 会 に厚 く感謝 申 し上 げ る次 第 であ ります 。

昭和52年3月

キ
財団法人 日本情報処理開発 協会

会長 植 村 甲 午 郎
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1.調 査 の 目 的

わが 国繊 維 産業 は,海 外諸 国 との競 争 力の 低 下,繊 維 製 品需 要 の 多様 化,高

級 化 な どの 消費構 造 変 化 の なか に あ って,従 来 の素 材生 産 指向 の マス プ ・ダク

シ ョン供 給 体 制 か ら消 費者 の ニ ーズ に対応 した高 付 加価 値 の 繊維 製 品の 生産 供

給 構造 へ の転換 が求 め られ て い る。

繊維 産 業 の なか に あ っ て アパ レル業 界 は,消 費者 とテ キス タ イル部 門 との 接

点 に あって最 終的 な衣 料 製 品 を供 給 す る立 場 に あ る とと もに 消 費者 の 需要 動 向

を と らえ,素 材,生 地,色 柄,ス タ イル な どの製 品要 素 を具 体 的 な生 産活 動 へ

と展 開 で き る重 要 な位 置 に あ って今後 の繊維 産 業 の 消長 に大 きな影響 を及 ぼ す

重要 な役割 を担 って い る とみ られて い ると ころで あ る。

アパ レル産 業 が,こ の よ うな可 能 性 を十二 分 に発 揮 す るた め には,急 速 に 変

化 す る消 費者 の ニ ーズ を 迅速,的 確 に把握 し,こ れ を商 品企 画,製 品生 産,販

売 な どの諸 活 動 に反 映 で き る近 代的 な流通 ・生 産 体制 の構 築 が 求 め られて い る。

この ことは,昭 和51年12月,繊 維 工 業 審議 会が 「新 し い繊維 産 業 の あ り

方 につ いて 」の繊 維政 策 提 言 の な かで 示 され た,ア パ レル産 業 の充 実,強 化 の

必要 性につき,特 に同 審 議 会 内 に設 け られた アパ レル ワー キ ング委 員会 で の 実態

解 明 と将来 の課 題 検 討 の結果 報 告 書 におい て指 摘 され てい る通 りで あ る。

同報 告 で しめ され た アパ レル産 業 の特 質 と して

1)ア パ レル生 産 の 労 働 集約 性

アパ レル製造 業 にお いて,そ の 大半 を 占め る衣 料縫 製業 で は,そ の生 産 方

式か らみて労働 集約性が著 しく,設 備投 資が相対的に少 な くてすみ生産 コス

トの か な りの部 分 が賃 金 で 占 め られ てい る。 また,市 場 に お け る商 品 の 多様

化 と季 節性,流 行性 な どか ら生産 面で は,多 品種 少量 生産 が主 とな り規 模 の

経済 性 が発 揮 し難 い産 業 で あ る。

2)需 要 の 不確 実 性 が特 に高 い
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近 代 産業 の多 くの分 野 で は,需 要 の不 確 実 性 に よる リス クを さま ざ まな方

法 で軽減 す る ことに よ って,そ の成 立基 盤 の 強化 を 図 っ て きた 。 しか しなが

ら今 日の 予測 技 術 水 準 を も って して も流行 の変化 を予 測 す る こ とは むつか し

く,フ ァ ッシ ョン要 素 の 強 い ア パ レル製 品が もつ 需要 の不 確 実性 は,極 め て

高 い産 業 で あ る.

ことを 指摘 し,こ れ に対処 す るた めに は,

① わ が国 の 良質 の労働 力や 高 い技術 水準 を生 かし,発展 途 上 国商 品 との製 品差

別化 を実 現 し,さ らに生 産 管 理 技 術 の向 上 や流 通 の 合理 化 を強 力に 推進 す る。

② 個 々の アパ レル企 業 の体 質 を強 化 し,製 造 な らび に マ ーケ ッテ ィング能 力

を高 め ると と もに,知 識 集 約的 活 動 を通 じ,ア パ レル 産 業全 体 の生産,流 通 シ

ス テ ムの近 代 化 に よっ て,需 要 の不 確 実 性 の 克服 と リス ク の軽 減 を 図 る。

ことが重 要 で あ る と述 べ られ てい る。

現在,ア パ レル 製造 業 界 で は,ア パ レル産 業 の知 識 集 約 化 を すXめ るた め,

新 商 品又 は新 技術 の開 発,設 備 の近 代 化,経 営 の規 模 適 正 化 な どの構 造 改 善事

業 に積 極的 に取 組 む と と もに,衣 料 縫 製業 界 で は,業 界 中央 団 体 を 中心 に,ア

パ レル の企 画 ,生 産,流 通,販 売 の諸 活 動 にお け る情報 を統 一 的 に把 握 し,そ

れ ぞれ の情報 の有機 的 な 結合 とそ の活 用 を 図 る統 括的 な情 報 システ ム(フ ァ ッ

シ ョン情報 シス テ ムの形 成)に 関 す る調 査,研 究 事 業 を 実 施 してお り,同 じ く

メ リヤス製 造業 界 にお い て も,原 糸 編立 か ら製 品 に至 る メ リヤ ス工業 シ ステ ム

化 の調査,研 究 な らび に 生 産 管理 シス テ ム化 に 関 し,機 械 開発 を含 む事 業 を 進

め るな どア パ レル産 業 の情 報 化,シ ス テ ム化 の 推進 を 図 って い る。

この よ うな,ア パ レル 産 業 システ ム化 を よ り一 層 推 進 す るた め,本 年 度 事業

で は,

1)ア パ レル生 産 面 で の合 理 化,省 力化,高 付 加 価値 化 を実 現 す るた め,ア パ

レル生産 設 備 体 系 の構 造 的 変 革 を すXめ る必要 が あ る。

2)ア パ レル産 業 の シス テ ム 化 に つ い ては,こ れ まで 主 と して ソ フ ト分野 で の

調 査,研 究 が進 め られ て きた が,ハ ー ド部 門で の改 善 との 有機 的 な連 結 を は
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か る こ とが不 可欠 で あ る。

3)こ の た め,そ の シス テ ム化 お よ びそ れ に伴 うアパ レル 生産 設備 の 現状
,実

態 の解 明,今 後 の設 備 投 資動 向,な らび に改 善 の 方向 を調 査 分析 し ,ア パ レ

ル産 業 にお け る生 産 シス テ ム近代 化 の形成 を促 進 す る。

こ と,な どに つ いて調 査 を行 うこ とと した 。

●
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2.調 査 の 内 容

前 記 の 目的 を達成 す る ため,ア パ レル 製造 業 界 の設備 近 代 化 の現 況,今 後 の

設 備 投 資 計画,生 産 体制 面で の 問題 点 な ど生 産設 備 を 中 心 とす る供 給 実 態 を 明

らか にす るた め,次 の 主要6項 目につ いて 調 査 を行 な った 。

① アパ レル生 産 事業 所 の現 況(そ の経 営 組 織,生 産 作 業 場規 模,従 業 員,主

要 生 産 品種)

② アパ レル生 産設 備 の設 置 現 況(設 備 設置 経 過 年 数別 台 数,新 規 設 備 投 資予

定 台 数)

③ アパ レル の生産 形 態 と生 産 能 力(加 工 区分 別 生産 形 態,ニ ッ ト製 品,輸

出製 品生 産,出 荷 額,加 工 料 収 入額 と主要 支 出)

④ ア パ レル製 品 の 出荷 先 地 域(流 通 フ ロー)

⑤ 生 産 管 理 の 方法(生 産 管 理 の水 準)

⑥ ア パ レル生産 事 業 所 の 当 面す る懸 案事 項

なお,調 査 内容 は.調 査対 象 事 業 所 の大部 分 が,中 小零 細事 業 所 で あ る こと,

業 界団 体 非加 盟(ア ウ トサ イ ダ ー)の 事 業 所 が 多 い ことを 考慮 し,調 査 内容 を

最 少限 に と どめた が ア パ レル生 産 の 主要 設 備 で あ る ミシ ン設備 につ いて は,用

途 別 分類 に よ る機 種 に細 分類 し,調 査 す る こ と と した 。

■

《

■
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3.調 査 の 方 法

調査 の実 施 方法 は,調 査項 目を書 面 に 印刷 した 調 査票 に よ り調 査 対 象事 業 所

宛 に郵 送,必 要事 項 記入 の 上 回送 を求 め る郵 送 調査 法 を中 心 と して実 施 した 。

調査 実 施 に あた っては,社 団 法 人 日本 衣料 縫 製 品協 会(以 下 「日雑 協 」と い

う。)と 日本 ニ ッ ト工 業 組 合連 合 会(以 下 「ニ ッ ト工 連 」とい う.)の 両業 界 団 体

組 織 の ネ ッ トワーク と 日本工 業 ミシ ン協 会 の協 力 の もとに事 業 の推 進 を 行 な っ

た 。

日経 協 関連 の対象事業所は,特 定4地 区 を 除 き,日 縫揚 よ り全 国都 道 府 県 の 対

象事 業 所 に,ニ ット関連対 象事 業 所 につ い て は,ニ ッ ト工連 よ り郵 送 し,そ れ ぞ

れ 傘 下 の各 地 区 業 界組 織 の協 力を得 て 中 央 へ の回 収 を行 な った。

(1)特 定4地 区産 地 調 査

日雑 協 関連 の特 定4地 区 調 査 対 象 事 業 所 につ い ては,傘 下の 当 該 地 区 工 業

組 合 組織 の 全 面的 協 力 の も とで,調 査 票 を地 区 組 合 より発 送 を行 な っ たほ か,

回 収 に あ た っ ては,地 区 組 織 の組 合 員 企業 が地 区内担当 地 域 を 設 け,調 査 対

象事 業 所 所 在 地 を直 接 訪 問 して回 収 を 行 な うほ か,地 方 自治 体 の 繊維 担 当 セ

ク シ ョンの 協 力の もとに,調 査 実 施 説 明 会 を 開催 す るな ど,調 査 事 業 の実 効

確保 の た め積 極的 な努 力が 行 なわ れ た 。

このほ か,こ れ ら特 定4地 区 の アパ レル生 産 構 造 の特 性等 把 握 のた め,当

該産 地 関連 の既 存 資料 の収集や,調 査委 員 に よる現地 訪 問調 査 な らび に 関

係 先 地区 組 合 等 の事 情 聴取 等 を実 施 し た。
＼

調査 実施 に あた って 予 め 想 定 した 特 定4地 区 の産地特 性 は,次 の通 りで あ'

り,こ れ らの産地 特 性 は 全 国各 地 域 それ ぞ れ の生 産地 に共 通 要 素 を もつ一 般

的 モ デ ル と して活 用 が可能 で あ る との観 点 か ら設 定 した もの で あ る。
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特 定地区 産地の特性

群 馬 県 東京都(消 費地)直 結型

大 阪 府 消費都市周辺型

愛 媛 県 地方大型生産(輸 出)型

島 根 県 後発 地方進 出生産型
4
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4.調 査 対 象 事 業 所 の範 囲

調 査 対 象事 業 所 の範 囲 は,通 商 産 業 省工 業 統 計 産 業分 類 番 号21「 衣 服 そ の

他 の繊維 製 品 製造 業 」(当 該分類 番 号211,212,
、2132,2152,2153,

2154,2159)の 事 業 所28 ,530社 と,同 分類 番 号205「 メ リヤス製造業 」

の うち,横 縞,経 線,丸 綿生地 及 び 同製 品 製 造業(当 該 分 類 番 号2051 ,2052,

2053)の13,955社,合 計42,485社 を基 礎 と したが,調 査 対 象 事 業 所 の所

在 地 リス トア ップな らび に実施 方 法等 の制 約 条 件 を検討 の結果,実 施 対 象 事 業

所 の範 囲 を 限 定 の 上 実施 す る こと と した 。

また,本 調 査 対 象 事 業 所 は,現 在 衣 服 類 生 産 に 直 接稼 動可 能 で あ る生 産 設 備

設 置 現況 の把 握 に重 点 を お くため,企 業 単 位 で は な く,生 産事業所(生 産工場)

を単 位 と して調 査 対 象 と した。更 に,メ リヤス 製造 業事 業所 に つ い て も ,編 立 襟

に よ るメ リヤス生 地 の み を生産 す る事 業 所 につ いて は,調 査 対 象 と しな い こと

と した。以 上 の 結果 最 終 的 な調 査 対 象事 業 所数 は,次 の通 り とな った 。

調 査対 象事 業 所 数 合計23,295

① 衣 料 縫 製 品製 造 業 小 計13 ,805

・⑮ 日本 衣 料 縫 製 品協 会 傘 下 組合 員 全事 業 所

・同協 会 員 外者 事業 所(但 し ,従 業 員規 模9人 以 下 を除 く。)

② メ リヤ ス 製 品 製造 業 小 計9 ,490

・日本 ニ ッ ト工 業 組合 連 合 会傘 下 組合 員全 事 業 所

・同連 合 会 員 外者 事 業 所(但 し,従 業 員規 模9人 以 下 を 除 く。)

7,094

6,711

8,092

1,398

章 注:員 外者 事 業 所 で あって 従業 員数9人 以 下 を 除 いた の は ,事 業 所 所 在 地

リス トア ップが不 可 能 の た めで あ る。
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5.調 査 結 果 の 概 要

5.1調 査 の 視 点

アパ レル産 業 は,国 民 衣生 活 の 向 上,充 実 の た め多 種 多様 な衣 料製 品 を円 滑

に供 給 す る使命 を担 ってお り。 今 後 更 に 消 費者 ニ ーズ に対 応 した 生 産,流 通 体

制 の 実現 の ため,関 連 業 界全 体 の構造 的 問題 の改 善努 力 を通 じて アパ レル産 業

の安 定 と発 展 を 図 らなけ れば な らな い。

このた め には,消 費者 の 質 ・量 ・価格 な どの衣料 製 品 ニ ーズ の 変化 が求 め て

い る生産 面 に おけ る基 本 的 な課 題 と して は,次 の諸 点 で あ ると思 わ れ る。

需 要

ニーズの多様化

供 給 の 迅 速 化

品 質 の 向 上

価 格 の 安 定

特 徴

量 の 細 分 化

時間の短縮化

情報の価値化

コス トの抑制

課 題

多 品 種 少 量 生 産

短 サ イ ク ル 生 産

技 術,管 理 体制 近 代 化

生産性向上,設 備近代化

流 通 合 理 化,短 路化

この よ うな,解 決 課題 は,現 在 の 体制 の も とで は主 とし て,消 費情 報 の収 集,

商 品企 画,生 産 計画 の決 定機 能 を もつ段 階 で の対 応 が先 行 し,生 産 面 に反 映 さ

れ る プ ロセス とな って い る こと よ りみ て,生 産 体制 面 のみ が独 自 にそ の課 題 を

解 決 し う る もの で ない が,こ の調 査 で は,現 実 の生 産 を担 当 す る事 業 所 に お い

て の 対応 が どの よ うに進 め られ て い るのか を 明 らか に す ると と もに,今 後 の ビ

ジ ョン方 向 につ いて の検 討 に 資 す るた め衣 料生 産 の主 要設 備 で あ る縫 製設 備 面

に重 点 を置 い て調 査 を行 な った もの で あ る。

.4

ψ

5.2ア パ レル 製 造 業 の 業 種 区 分

昭和50年 度 にk・け るアパ レル の マ ー ケ ッ ト規 模 は,約8兆 円(小 売価 格)

に達 す る とみ られ,う ち,織 物 製 ・ニ ッ ト製 の既 製衣 服類 は3兆5,000億 円
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程 度 を 占め る規 模 を もつ もの と推定 されてい るが,こ れ らの製 品 を生 産供 給 す るア

パ レル 製造 業 は ,わ が 国工 業 統 計 の産 業 分類 上 で は外衣 製 造 業,中 衣 下着 製 造

業,お よび メ リヤ ス 製造 業(メ リヤス生地 ・同 製 品製造業)な どに 大 別 され て

い る。

この他,歴 史的 な業 種 の分 類 区 分 と して は そ の取扱 品種 に よ って,

① 紳士 用 外衣 〔背広(上 下服),上 衣,ズ ボ ン,礼 服,オ ーバ コー トな ど 〕

を主 力 とす る紳士 服 製 造 業

② 婦 人,子 供 用 外衣 類 を主 と して取扱 う婦 人服,子 供服 製造 業

③ 学生 服,作 業 用 被 服,運 動着 な ど を主 として取 扱 う被 服,学 生 服 製 造業

④ ワイ シ ャツ,肌 着,衛 生 白衣 な どの 中衣,下 着 類 を中心 とす る市 島製 品製

造業

⑤ メ リヤ ス製 衣 服(ニ ッ ト衣 服 と もいわ れ る)を 取扱 う メ リヤ ス製造 業

な どに区 分 され て い る。

ア パ レル 製 造 業 で の 業種 別区 分 は,明 治 以 降 衣 服 の洋 装 化 普 及 に 伴 い,当 時

の衣 服 素材 で あ った,木 綿,毛,絹,麻 な どの天 然繊維 よ り製 織 され た織 布 生

地 に もとつ いた 製 品区 分 で あ る。 例 えば,毛 織物(ラ シ ャ地)は 紳 士婦 人用 の

注文 服や 既 製 服 に,綿,絹 な どの 薄地 の織物(金 巾,キ ャラコ,ポ プ リンなど)

は 布 吊 と呼 ば れ,ワ イ シ ャ ツ,ブ ラ ウス,肌 着,衛 生 衣 な どに,厚 地 の綿 織物

な ど(ギ ャバ ジろ デ ニ ム,三 綾 な ど)は,作 業 用 被服,学 生 服 として そ れぞ れ

の 製 品分類 基 準 と して 用 い られ る と と もに業 種 別 の区分 が 行 な わ れ て きた。

また,メ リヤス 製造 業 は,従 来,丸 編(肌 着 類),横 縞(セ ー ター類),経

編(婦 人肌着 類),く つ 下,手 袋 な ど,生 地 編 立,成 型 親立 と これ らの縫 製 が

な され て い たが,近 年 そ の取扱 製 品分 野 を拡 大 し,織 物 製 衣 服 を 中 心 として い

た 製品 分野 へ の進 出が すXみ.ラ ン ジ ェ リー,ワ イ シ ャツ(経 線,ト リコ ッ ト)

か ら丸,横 縞 の カ ッ ト ・ア ン ド ・ソ ー(織 物 生 地 の様 に メ リヤ ス生 地 を裁 断 し

て縫 製 す る)に よる外 衣 類 の縫 製 加 工 が行 な わ れ るな ど,従 来 の業 種 別 区分 の

境 界が不 明確 に な って きた 。
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この よ うな,歴 史 的 な繊維 素 材 や縫 製,編 立 などの加 工 法 に も とつ いた分 類 は,

近年,素 材 の化 合繊 化 の普 及 の発展,ニ ット化,ア パ レル の フ ァ ッシ ョン化 に 伴

う カ ジュアル 化 な ど素 材 や 製 品用 途 な どの変 化 が進 む と とも に,業 種 の区分 や

製 品分類 を は じめ統 計 上 の分類 体 系 面 な ど色 々 な点 で の矛 盾 が生 じてお り,新

しい観 点 に たっ た分 類 基準 と体系 の再 検討 が求 め られ て い る ところで あ る。

以 上,ア パ レル 製造 業 の現 状 に関連 して 上記 の業 種 区 分 にお け る問題点 にふ

れ た のは,今 回 の ア パ レル生 産 設 備 調査 は,メ リヤス製 造 業 に お け る編 立 か ら

の一 貫 生産 お よび 絹地 の裁 断,縫 製 を行 な う場 合 と,織 物 生地 等 を裁 断,組 立

て縫 製 を行 な う縫 製 品 製造業 が あ るが,生 産 設備 面 で,両 業 種 に共 通 す る縫 製

設 備 を 中心 と した ア パ レル の生 産供 給現 状 の把 握 を 行 う上で,ニ ッ ト化 の影 響

を 予 め考慮 す る必要 が あ る と思 わ れ るた めで あ る。

5.3調 査 結 果 の 概 要

ア パ レル産 業 の 中核 とな るア パ レル 製造 業 は,構 造 面 で は,企 業 規 模 の 中小

零 細 性 が 強 く,生 産形 態面 では,製 造 卸 売業,卸 売業 な ど流通,販 売 業 を 主体 と

す る問屋制 下請 生 産 形 態 の も とで過度 競 争 や 分散 細 分 化 され た状 況 の 下 で 非効

率的 な生 産 を余 儀 な くされ て い る。

今後,ア パ レル産 業 が 近代 的 な生 産,流 通 体 制基 盤 を強 化 し,健 全 な発 展,

成長 の過程 を辿 るため には,ア パ レル製 造業 界 が 自主的 な 立場 に た って,そ の

基 本的 な機能 で あ る生 産 体 制 の 現 状 を把握 し,問 題 の解 明 と業 界 ビ ジ ョンの追

及 を進 め なけ れ ば な らな い。

アパ レル製造 業 は,そ の事業所数で は約4万 を超 え るが,従 業 員 規 模20名 以

下の中,小零細事業所 が全体の85%を 占 めてお り,事 業 所 立地 の分 散,流 動化 が 著

し く,取 扱 生 産 品種 も,広 範 に亘 るな どの 外,そ の取扱 品種 に よ り生産 ・流 通

構 造 が複雑 に相 違 す るな ど全 容 の解 明は至 難 で あ る。

このな か に あ って,本 調 査 は,こ の困難 な テ ーマ に対 して の ア プ ローチ の一
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環 として最 も基礎 的 な生 産事 業 所 の生 産 設備 に重 点 を置 き,現 状 の把 握 を行 な

った もの で あ り全 国 で約6,000事 業 所 の協 力 を得 る ことに よ り,こ れ まで 明

らか に され て い なか った実 態解 明へ の貴 重 なデ ー タを得 る こ とが 出来 た 。

調査 対 象 の範 囲,調 査 項 目,内 容 等 の 点 につ いて は,必 ず しも充 分 で は な く,

生 産 面 に 重要 な影 響 をも た らす取 引流 通 面や 経営 資本,労 務,技 術 問題 な ど ア

パ レル生 産 の構 造 面 を ふ くむ 環 境条 件 との係 り合 い な どにつ いて の突 込 んだ 実

態 解 明は,今 後,本 調査 結 果 を 足 がか りと してデ ー タの補 完 と充 実 を 図 る こ と

が望 まれ る。

本 調査 結果 に よ る回 答 サ ン プル事 業 所 は4,427で あ るが,集 計 結 果 に 示 さ

れ て い る通 り,事 業 所平 均 従業 員数 は,日 縫 揚44.9人,ニ ッ ト工 連35.9人

とな って お り主要生 産 設 備 の平 均 設 置台 数 につ い て も 日縫揚 で は,本 縫 ミシ ン

25.6台,特 殊 ミシ ン18.0台,同 じ くニ ッ ト工 連 で は本 縫 ミシン9.5台,特

殊 ミシ ン17.7台 を設 置 す るな ど ア パ レル生 産事 業 所 の なか で も中核 的 位置 を

占め る生 産 事 業 所 で あ ると思わ れ る。

これ ら回答 事 業 所 では,ア パ レル 需要 構 造 の 変 化 に も とつ く 多 品種 少量 生

産,短 サ イ クル生 産,品 質 の安 定 向 上 の要 請 と生 産 性 向 上,コ ス ト引 下 げ の シ

ビア ー な要 請 の も とで 懸命 な対 応努 力 が進 め られ て い る こ とは,後 述 の生 産 主

要 設 備 の分 析 結 果 で,特 殊 用 途 向 け ミシン設備 の配 置 比重 の増 加,自 動 糸 切

り装 置 つ き本縫 ミシ ンの導 入 普 及 の進 展,設 備 の近 時点 で の設 置 比 重 が高 く,

自動化 省 力化 設備 導 入意 慾 が 強 い こ とな ど の結 果 が 示 す如 く,各 事業 所 での設

備 近代 化 の進 展 を うかXわ せ る結果 となっているところ より推察するこ とがで きる。

また,ア パ レル製 造業 にお け るニ ッ ト製 品 の生 産 事 業所 実 態 に つ いて は,こ

れ まで 殆 ん ど明 らか に され て い なか った が本 調 査 に よって その 生 産 面 で の特 質

の一 端 が 明 らか と され た ことは,今 後 の アパ レル生 産,流 通 体 制 を検 討 す る上

で の貴 重 な デ ー タ とな るで あ ろ う。

生 産 され た製 品 の 出荷 先 フ ロー の集 計 結果 は,全 国各 地域 間 相互 に複 雑 に交

差 す る フ ロ一-6r示 し,取 引流 通 面 に お け る複雑 迂 回 性 を うかSわ せ る と とも に,
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生産事業所へ の多種,多 様 に亘 る生地 の搬入 をふ くむ物 流面での非効率的 な流

通 の現状の一端 が反映 されてい る。

更 に,生 産事業所 の当面する懸案事項 にみ られる経営者 の問題意識 は,商 品

開発力の強化,的 確 な情報 の入手,管 理,技 能,技 術者等人材 の確保な ど知識

集約的な構造問題に対する関心は相対的に低位に あり・長期間にわ た る不況事態

の下で当面 の事業を維持 するた め労働 力の確保,操 業の安定維持,取 引条件 の

改善 など日常的で あるが事業所 としての基本的な問題解決 に全力を挙げ て対処

しなければな らない経 営環境条件 の厳 しさをうかX'わ せ る結果 となってい る。

禽

■

'
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6.今 後 の 課 題

ア パ レル産 業 が 当 面 す る基 本 的 な課 題 は,内 外経 済 環境 の変 化 の な か で わ が

国経 済 の安 定成 長 下 におけ る,需 要構 造 の変 化 に対応 して,従 来 の量 的 拡 大 を

ペ ース とす る生 産.流 通 の供 給 体制 か ら,国 民生 活 に不可 欠 の生 活産 業 と して,

消 費者 指 向 の キ メ細 か な対 応 を可 能 とす る柔 軟 な生 産,流 通 体制 の基 盤 整備 を

早 急 に 図 る ことで あ ろ う。

こ のた め には,現 在,産 業 施 策 と して実施 され て い る 「特 定繊 維 工 業 構 造改

善 臨 時 措置 法 」に も とつ く,構 造 改 善事 業 の積極 的 な推進 を 図 る こ とが有 力 な

手 段 と な る。

この施 策 の 中心 と なる知 識 集 約 化 のね らい は 「価格,品 質 等 に 関 す る消 費者

動 向 を商 品の企 画,生 産 お よび 販 売 に 迅速 か つ的 確 に反映 す る諸機 能 の 強 化 を

図 るた め,情 報 収 集機 能 お よび商 品販 売機 能 の統 合 で あ る」 とさ れ て い る・

す で に,こ の よ うな施策 の 目指す意 図 に もとつ い て企業 間 の 垂 直 的連 携 の も

とで機 能 の 有機 的 結 合 を 図 るグ ル ー プ化,系 列 化 な どの トータ ル化 の動 きは 政

府 施策 の 助成措 置 を得 る,得 な い にかSわ らず各 面 で進 んで お り。 今後 更 に

この よ うな生 産,流 通 活 動 の トー タル シス テ ム化 が広範 に 進 展 す る こ とが予 測

され てい る。
ノ

アバ レル産 業 の 中 核 とな るア パ レル製 造 業 が,そ の取扱 品種,企 業 組 織 な ど

業 種 業 態 の相 違 は あ って も,そ の基 本的 な機能 で あ る生産 能 力 を十二 分 に 生 か

す た め に は,

(1)生産 設 備 面 で の近代 化 をすXめ,多 品種 少量 生 産 に適 応 した合 理 化,省 力

化機 器 に よ る設備 装 備率 を高 め,機 械 生産 効 率 の向 上 をはか る こ とで あ る。

② 生 産設 備 の近 代 化 と ともに,準 備 工程,裁 断,、縫製,仕 上,出 荷 に至 る生

産工 程 の プ ロセス に おけ る作 業 動 作 の 合 理 化,標 準 化,小 ロ ッ ト短 サ イ ク

ル生 産 を 可能 とす る生 産 方 式 の 開発 な ど,ソ フ ト面 での生 産 工 程,管 理 技 術 の
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充 実 な ど組 織 的 系統 的 な生 産 管理 技 術 の導 入 を 図 る こ とが必 要 で あ る。

な ど,一 般 製造 業 に比 較 して立 遅 れ の著 しい近代 的 な工 業生 産 体 制基 盤 の早

急 な整 備 を 図 らなけ れ ば な らな い。

また,こ の よ うな工 業生 産 体制 基 盤整 備 の課題 は,生 産技 術 面 で の近 代 化 推

進 に と ×'まらず,一 方 に お い て多様 で変 化 の 激 しいア パ レル の需要 動 向を 的確

に把 握 し,こ れ を商 品 企 画 に反 映 して,生 産,販 売 す る流通 体 制 面 で の近 代化

の 推進 と同 時平 行 した有 機 的 な連携 の もとで の トー タル シス テ ム と しての 観点

か らの ア プ ロ ーチ と対 策 が求 め られ る ところ で あ る。

アパ レ ル産 業 の 目指 す べ き生 産,流 通 の トー タル シス テ ム化 ビジ ョンに対 し,

現 実 の生 産 事 業 所 の お か れて い る実態 との 断 層,格 差 は 大 き いが,中 小生 産事

業 所経 営 者 自 身 の 自 主 的 な 資 本,技 術,人 的 能 力強化 な どの努 力 も さる こと

なが ら,中 小企 業 者 の努 力が 企業 の健 全 な発 展 に結 びつ く ことが可 能 とな る よ

うな構造 的 問題 をふ くむ 制度 的 な環 境条 件 の整 備 も強 く要 請 され る とこ ろで あ

るo

4
＼

'

ぐ
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7.ア パ レル産業設備実態等調査集計結果

7.1調 査 票 回 収 の 状 況

設 備 調査 書面 調査 票 は,北 海 道 か ら沖縄 まで の 全 国に わ た る23,297事 業 所

に発 送 しそ の 回収 を行 な った。

そ の 結果 最 終 的 な回 収状 況 は,日 縫 揚 関 連事 業 所 では30%,ニ ッ ト工 連 関

連 事業 所 で は19.4%,合 計 で は,対 象事 業 所4に つ き1の 割合5,950(25.7

%)の 調 査 票 を回 収 した 。

これ ら回収 調 査 票 の うち有 効 サ ンプ ル と して最 終 的 集計 に用 い た サ ン プル 数

は4,427と な った 。

な お,こ の調査 実 施 に あ た って設 定 した 日経筋 組織 傘下 の特 定4地 区 で の 重

点 調査 は,当 該地 区業 界組 織 を 動 員 して未提 出事 業 所 への訪 問 回収 に あた るな

どの積 極 的 な活 動 の結 果 を反 映 して愛 媛 地区 で は97.4%の 高 い回 収 とな っ

て お り,4地 区 計 で は 約75%と い うこの種 の調 査 では 異例 の高 い回 収 結 果

とな った。(資 料1-1,1-2)

資料1-1調 査 票 の 発 送 と 回 収 状 況

項 目

区 分

調 査 対 象

事 業 所 数

回 収 数

回収率調査対象外④
事 業 所

回答事業所◎

(サ ンプル数)

合 計

④+◎

日

縫

揚

組合員事業所数 6,978 793 1,545 2338 342%

員 外事 業 所数 ⑤711 62 1,711 1,773 26.4

計(1} 13,689 855 3,256 4,111 30.0

ニ

ッ
ト

工連

組合員事業所数 &092 607 954 1,561 19.3

員 外事 業 所数 1,398 61 217 278 19.9

計 ② 9490 668 1,171 1,839 19.4

合 計

{1}+(2)
2a179 1,523 4,427 5,950 2評

(註)調 査 対 象外 事 業 所⑦:事 業所在地において生産 活動を行 なっていない もの,

及 びニ ッ ト関係 では,メ リヤス生地 のみの生産事業所 。
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資料1-2 特 定4地 区 回 収 状 況

← 対象事業所数 回 収 回 収 率 産 地 特 性

群 馬 338(155) 204 60.3% 東京都直結型産地

大 阪 1,722(1,155) 1,285 74.6% 消費都市周辺型産地

島 根 127(9) 80 63.3% 後発地方進出型産地

愛 媛 312(135) 304 97.4% 地方大型生産(輸 出)産 地

計 a499(1,454) 1,873 74.9% 一

声
、

(註):O内 は対象事業所中組合員事業所数

7.2生 産 事 業 所 の 現 況

生産 事 業 所 の現 況 は,経 営 組 織,生 産事 業 場 規 模,従 業 員数,主 要 生 産 品種

の各項 目に よ って その 現況 を み たが,回 答事 業 所 に おけ る平 均 的 な規 模 は,調

査 対 象範 囲検 討 段 階 にお い て,事 業 所 従業 員規 模9人 以 下 の 員外 者 事業 所 を リ

ス トア ッ プ困難 のた め除 外 した(但 し,日 雑 協,ニ ッ ト工連 加 盟 事 業所 は全 数

を対 象 と した 。)こ と もあ って,中 小零 細 規 模 で は あ るが工 業 統 計 表 に も とつ く

平 均 従 業 員規 模.衣 服 製 造業14.1人,メ リヤ ス製造 業12.3人 と比較 して約

3倍 の従 業 員 規 模 とな って い るな ど アパ レル生 産 事業 所 規模 として は,中 堅 的

役 割 を もつ事 業 所 の現 況 を示 す とみ られ る結 果 とな っ てい る。

7.2.1生 産 地 の地 域 分布

まず,調 査 対 象事 業 所 に よ って アパ レル生 産 の地域 的 分 布 を み る と,日 縫

揚 で は,関 東,東 海 ・北 陸,近 畿 の3ブ ・ ックで全 体 の約5割 を 超 え る他,

全 国的 に亘 る事業 所 分 布 が み られ るの に対 し,ニ ッ ト工 連 で は,関 東,近 畿.

東海 ・北 陸 ブ ロ ックで 約85%に 達 し,東 北 の 山形,福 島 を加 え る と約95

%を 占め.西 日本地域 に は事 業 所 が極 め て す くない,な どの特 徴 が み られ メ

リヤ ス生地 編 立 製造 と関連 して生 産 事 業 所 分布 に産 地 性 が うかyわ れ る結果 と

な っ てい る。(資 料1-3,図 表1)
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図表1.調 査対象事業所数 による地域 ブロック別分布図
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都道府県調査対象事業所分布一覧表資料1-3

団
体 名

都道

府県別

日 経 協 ニ ッ ト

合 計

①+②

組 合 員

計

①

組合員

小 計

員外者

小 計
計

②
輸総連 日布連 全婦 連 全紳連 白波連 日既連, 小 計 員 外者

1 北海道 83 83 83

2 青 森 10 10 65 3 68 78

3 岩 手 51 51 43 21 64 115

4 宮 城 87 87 87

5 秋 田 79 79 21 27 48 127

6 山 形 48 48 442 16 458 506

7 福 島 80 80 105 185 428 45 473 658

8 茨 城 244 244 84 29 113 357

9 栃 木 51 51 233 284 436 63 499 783

10 群 馬 54 89 12 155 183 338 410 13 423 761

11 埼 玉 92 92 363 455 271 38 309 764

12 千 葉 116 116 ll6 45 161 277

13 東 京 29 451 266 139 50 1417 2,352 343 a695 1,383 75 1458 4,153

14 神 奈川 43 24 52 119 75 194 21 3 24 218

15 新 潟 10 16 122 148 128 276 261 128 389 665

16 長 野 90 90 373 26 399 489

17 山 梨 43 43 174 11 185 228

18 静 岡 51 51 51

19 愛 知 30 73 66 55 306 530 247 777 708 51 759 1536

20 岐 阜 407 123 543 1ρ73 419 1,492 83 12 95 1587

21 三 重 123 123 30 18 48 171

22 富 山 4 13 17 41 58 168 10 178 236

23 石 川 38 25 9 44 116 58 174 494 15 509 683

24 福 井 11 52 63 65 128 107 38 145 273

25 滋 賀 91 91 91

26 京 都 76 20 8 104 116 220 220

27 奈 良 20 34 54 78 132 502 7 509 641

28 大 阪 64 276 177 157 80 401 1,155 L722 1β35 920 563 1,483 3205

29 兵 庫 34 31 65 219 284 284

30 和歌山 6 70 35 111 123 234 275 65 340 574

31 鳥 取 19 19 110 129 129

32 島 根 9 9 118 ]27 127

33 岡 山 45 6 17 153 221 558 779 779

34 広 島 38 21 71 130 461 591 591

35 山 口 64 64 64

36 徳 島 28 8 36 148 184 184

37 香 川 63 63 194 257 208 37 245 502

38 愛 媛 74 56 130 181 311 311

39 高 知 84 84 84

40 福 岡 32 53 85 120 205 69 39 108 313

41 佐 賀 29 29 29・

42 長 崎 43 43 43

43 熊 本 64 64 64

44 大 分 25 25 25

45 宮 崎 9 9 9

46 鹿 児島 18 18 18

47 沖 縄 ,「 6 6 6

計 641 1,284 1030 524 446 3P531 6,978 ∪711 13,689 8,092 1,398 9,490 23,179
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7.2.2生 産 事 業 所 の規 模

(1)調 査 対 象事 業 所 の経 営 組 織 に 関す る調 査 結果 で は,法 人組 織 が65%に

対 し個 人事 業 所 が33.5%で,組 合 組織 事業 所 は51(1.1%)他 とな っ

て い る。

経 営 組織 に つ い て 日経筋 組 織傘 で 下 請 縫 製 企 業 を 中 心 と し て組 織 さ

れ て い る日本 既 製服 縫 製 工 業 組合連 合 会 にお いて 組合 員2,546社 に よる

経 営 実態 調査(昭 和50年6月)に お け る経 営 組織 の 状 況 に よる と全 体 の

'55%の 事 業 所 が個 人事 業 所 とな
って い る。(資 料2-1,図 表3)

② 次 に,事 業 所 の うち直 接 生産 に用 い られて い る作業 場 面積 に よってみ た

規 模 別 で は,33m2,以 下 は 僅 か373(8.7%)に とX'ま って お り,

100m2を 基 準 と して 大 別 す る と100m2を 超 え る作 業場 規 模事 業 所 は,

日縫 揚 で は 回 答 サ ン プ ル 中70.3%,ニ ッ ト工 連 で は77.5%と な って

い るほ か,1,000m2を 超 え る事 業 所 も全 体 の14%,607と な って い る。

縫 製 工 場 で の附 帯設 備 をふ くむ ミシ ン1台 当 りの 所要 スペ ー スの標 準 は4

～5m2と され ているが ,こ の調 査 に よ る平 均 ミシン台 数 設 置 台 数 は 約40

台 で あ るこ とな ど よ りみ て,延 反,仕 上,出 荷 場 をふ くめ一 般 の生 産 事 業 所

水 準 よりかな り規模的 に も高い事業所が多い と思われ る結果 となった。(資 料2-2

図表4)
(3)生 産 部 門従 業 員

調 査 回 答事 業 所 の総 従業 員数 は,188,298人 と な って お り,性 別 では

男 子 従 業 員36,316人,女 子従 業 員151,982人(比 重81%)で あ る。

雇 傭 形 態 別 の従 業 員 数 で み る と全従 業 員数 の うち常傭 従業 員数では,男 子

従業 員 は総数 の91%を 占め る32,986人,女 子 従業 員 で は総 数 の88%

の133,569人 とな っ てお り,総 従業 員数 に 占 め る常傭 労 働 者 の比重 は,

88.5%と な る。従 業 員総 数 に 占め る常傭 従業 員 の ウ エ イ トは 日雑 協 が や

や高 くなっ てい る。

臨 時 又 は パ ー ト従業 者 の 雇 傭状 況 を み るとサ ン プル1事 業 所 当 りの臨 時

又 は パ ー トの雇 傭人 員 は,男 子で平 均2人,女 子 で は平 均7.5人 の 雇 傭 と
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な って い る。

個 人事 業 主及 び 家族 従業 員 は,平 均 して3.5人 が 従 事 して お り,男 子

1.6人,女 子1.9人 の計5.1人 で あ る。

サ ン プル1事 業 所 当 りの 平 均 従業 員 数規 模 では 日経 協 で44.9人,ニ ッ

ト工 連 では35.9人 の規 模 とな る。 昭和48年 工 業 統計 に よ る事 業 所平 均

従 業 員規 模 は,衣 服 製造 業 で14.1人,メ リヤ ス製造 業 で12.3人(ア パ

レル ワ ー キ ング報 告 デ ー タに よ る)と な って い るのに 比 較 して約3倍 の従

業 員 規 模 で あ る ことが わ か る。

従 業 員 規 模別 事 業 所 数 に つ い て,性 別区 分 に よ ってサ ン プル事 業 所 が ダ

ブル カ ウン トの集 計 と な るの で,一 一:一応 従業 員数 の81%を 占め る女 子 従業

員 数規 模 を基 準 と して整 理 した 上 で,常 傭従 業 員規 模別 事 業 所 の 分布 をみ

る と,日 経協 サ ン プル事業 所 で の 常 傭 女 子 従 業 員9人 以 下 事 業 所 の比 重

は31.2%.ニ ッ ト工連 サ ン プ ル事 業 所 に よ る と42.1%と な る。 常傭 女

子 従 業 員規 模 に も とづ き サ ンプ ル事業 所 の規 模別 分 布 を み る と次 の 図表 に

み られ る通 り従 業 員 規模10人 以 上 ～99人 の層 が 厚 くな って お り,日 縫

揚 では100人 以 上規 模事 業 所 が約9%,ニ ッ ト工 連 で は5.2%を 占め る

な ど全 体 の事 業 所 平 均 レベ ル を押 し上 げ て い る要 因 とな って い る こ とが う

かyわ れ る。(資 料2-3,2-4)

図表2従 業 員 規 模別 分 布(常 傭女 子従 業 員)

30

事
業
所
比
重

20

〈 日経協 〉
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蜘
人
以
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⑨
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⑳
～

四
人

10
～

19

人

9
人

以

下

o
殉

子
員
模

-
(

業
女
従
規

一20一

◆

ノ

4
い



^

し

7.2.3主 要 生 産 品種

サ ン プル事 業 所 の取 扱 生産 品種 に つ いて は,ア パ レル の フ ァ ッシ ョン化 の

傾 向 を反 映 して,外 衣 類 の生 産 比 重 が高 く,紳 士,婦 人,子 供 外衣 生産 事 業

所 の 合計 比 重 は64.3%を 占め,同 じ く中衣 類 で は20.2%,下 着 類 他 は,

15.5%と な る。 この生 産 品 種 比 重 に つ い ては,繊 維 工 業 構 造 改 善 事業 協 会

で 実 施 され て い る 「衣料 品生 産 実態 調 査 」(昭49～50年)資 料 にk・い て

も 同様 の パ タ ー ンが み られ る。 例 え ば,昭 和50年 度 調 査 の金 額 ベ ー ス に よ

る外 衣 類生 産 比 重 は63.6%,中 衣類 は15.9%,下 着 類9.7%,乳 幼 児 服

類4.2%と な って い る。 また,外 衣 類 の生 産 額 の49年 対 比伸 び率 につ い

て み て も,生 産 額 全 体 の伸 び7.9%を 上廻 る12.6%の 伸 び を 示 す な ど外 衣

類 の生産 比 重 が高 ま る傾 向 に あ るが,中 ・下着 類 の国内生 産 比 重 の相 対 的 低

下 に は,海 外か らの輸 入 の影 響 も あ るの で は な いか と も思 わ れ る。

次 に,生 産取 扱 品種 に お い て,日 縫揚 と ニ ッ ト工連 関 連事 業 所 の相 違 が顕

著 で あ る。 す な わ ち外 衣類 に お いて 日経協 で は,紳 士,婦 人 外 衣類 が64.3

%を 占 め るが,う ち,紳 士 外衣類 で 約40%と な って い るの に対 し,ニ ッ ト

工連 で は,紳 士 外衣 類 は15.1%に 対 し婦 人 外 衣類 では.約30%の 取 扱 比

重 とな って い る。

同 じ く,中 衣 類 に つ いて み る と,取 扱 比 重 は 日雑 協 の1.7%に 対 し 二9

ト工 連 で は26.5%と な り,下 着 を ふ くめ る と この差 は更 に拡 大 す る結 果 と

な る。

これ は,両 業 種 の歴 史的 な発 展 の経 過 と して 日雑協 で は,織 物 製 紳 士 外衣

類 の縫 製 か ら フ ァ ッシ ョン 化 の 伸 展 に 伴 い カジ ュアル 用途 の軽 衣 料 品 へ と

取 扱 品 種 の変 遷 が み られ,他 方 ニ ッ トで は,メ リヤス肌着,セ ー ター な どか

らニ ッ トシ ャツ,ス カ ー ト,ス ー ツな どの 外衣 類 へ の需要 分 野 を拡 大 して き

た こ とを 示 して お り,両 業 種 の製 品分野 が婦 人 外衣類 で 接 近 重 複 して お り,

ア パ レル の フ ァッション化,婦 人服 にお け る ニ ッ ト化 な どが,カ ジ ュア ル 用 途

アパ レルを 中 心 と した 展 開 が すNん で い る こ とが うかYわ れ る と ころで あ る。

(資 料2-5,図 表5)
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資料2-1 経 営 組 織 別 事 業 所 教

組織別

区 分
個 人 法 人 組 合 そ の 他 合 計

日 雑 協

(員 外者を含む)

1,133

(35.4)

2,020

(63.1)

42

(1.3)

6

(02)

3,201

(100%)

.ニ ッ ト工 連

(員外者 を含む)

318

(2&1)

802

(71)

9

(08)』

1

(0.1)

1,130

(100%)

合 計
1,451

(335)

2,822

(652)

51

(1.1)

7

(02)

4,331

(100%)

ノ

,

図 表3 経 営 組 織 別 、事 業 所 比 重
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資料2-2 生産作業場規模別事業所数

規模別 3坪
坪 未満 坪未満 坪 未満 坪未満 坪 未満

300坪

合 計
区 分 未 満 3～10 10～30 30～50 5(ト100 100～300 以 上

54 240 654 474 629 723 413 3,187

日 縫 揚

(1.7) (75) (20.5) (14.9) (19.7) (227) (13) (100%)

9 70 179 133 226 336 194 1,147

ニ ッ ト工 連

(08) (6.1) (15.6) (11.6) (19.7) (293) (16.9) (100%)

63 310 833 607 855 1,059 607 4,334

合 計
(1.5) (7.2) (19.2) (14.0) (19.7) (244) (14.0) (100%)

図表4

日 縫

ニ ッ ト工 連

102030405060708090100(%)
,¶`IIlI`1,

脇

連

1

(92)

2

(20.5)

3

(1491

4

(19.7)

5

(22.7)

6

(130)

1

(69⊃

2

(156)

3

(11.6)

4

(19.7)

5

(29.3)

6

(16.9)

-

-

つ
」

5

10坪 未 満2.10～30坪 未 満

30～50坪 未 満4.50～100坪 未 満

100～300坪 未 満6.300坪 以 上
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事業所数一覧表・規模別)・雇用形態(性 別生産部 門従業員資料2-3

模別 事 業 所 数

1連 別'＼ サンル 1～3人 4～6人 7～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人 以上

合

計

日 経 協 男
女

4」59
5592

2,607
21320

566
620

25
298

410
818

153
401

110
467

44
406

13

262

ニット工連 男
女

L49l

l,955

847

891

249

232

】20

137

17.5
247

51

い杜
31

n8
16

135
1

54

合 計

'
男
女

5,650
7L547

3,454
3,211

815

852

376

435
585

1,065

204

542
14|

585
60

541
14

316

常

傭

従

業

者

日 経 協 男
女

2,639

2,877

1,135

436

533

289

250
175

404
568

153

341
川0

421
44

392
10

255

ニッ ト工連 男
女

958
・977

331
197

236
126

[19

88
174

】67

51
115

31

】05

15
128

1
5!

合 計 男
女

3,597

31854

L466
633

769
4」5

369
263

578
735

204
456

141
526

29
520

ll
306

臨パ
時 い
又 ト
は従
※
者

日 経 協 男
女

260
1,5]0

232
693

18
326

4
122

6
249

一

59

一

44

一

14

一

3

ニッ ト工連 男
女

Il4
562

101
284

11
103

4

448
1

80

一

26

一

]3

一

71

一

1

、合 計 男
女

374
2,072

333

977

29

429

5
|70

7
329

一

86

一

57

一

21

一.

4

個
入家
事放
業従
主業
者

日 経 協 男
女

k,260

1,205

1,240
1,191

15

5

2
1

一

1

　

1

一

2

一

一

3
4

ニッ ト工連 男
女

419

4】6

415
410

2
3

一

1

一

一

一

一

一

一
1

一

一

2

合 計 男
女

1,679

1,621

Il655

1.60】

】7

8

2

2

一

1

　

1

一

2
1

一

3

6

生産部 門従業員数資料2-4

態 性規模教
訓 分

事菊所数

⑭

サンプル数

⑧

従 業 員 数

⑥

男 女 人 員

合 計

合

計

日 経 協
男

女
3,256

4,159

5,692

26,947入 人

(82)119β19

(366)

1、46,266人

(449)

ニ ッ ト工 連
男

女
1,171

1,491

、1,955

9β69人

(8.0)32β63

(279)

42ρ32

(359)

合 計

'

男

女

4,427

5,650

7,547

36,316入

(&2)151,982

(343)

18δ298

(425)

常

傭
従
業
者

日 経 協
男
女

一
2β39

2β77

24,479人 人

・105253 129732人

ニ ッ ト工 連 男
女

}

958

977

&507
27,7]6

36,223

合 計
男
女

一
3,597

3β54

32,986

133,569
166,555

「

臨 パ

時1

又 ト

は従

業

者

日 経 協
男
女

一
260

L510

498人 人

11,192
11.690人

ニ ッ ト工連
男
女

一

ll4

562

203

4,071
4,274

合 計
男
女 一

374

2ρ72

701

】5,263
15,964

個
人家
山族
業従
主業
者

日 縫 協
男
女

　
1260

1205

L970人 人
2274

4244人

ニ ッ ト工 連 男
女

一
419

416

659

876
1,535

合 計
男
女

一
輻679

1,621

2,629
'3

,150
51779

.

)内 事業所平均従業員数◎/⑭註:(
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」



O

見

ノ

資 料2-5・ 主要生産品種別事業所数

品 種別区
業 サ

紳 士 婦 人 子 供 紳 士 婦 人 子 供

下着 類

乳幼児
そ の他 計

分 所 ン ・数 フ
ル 数

外衣類 外衣類 外衣類 中衣類 中衣類 中衣類 服 類

3256 3,245 1,3Q6 80P 202 217

「

267 77 152 65 】95 3,290

日 縫 協 卜

(39.7) (24.6) (6.1) (6.6) (8,1) (2.3) (46) (2) (6) (100%)

lJ71 1,134噛 253 501 121 156 177 、 川2 234 59 66 1,679.

ニ ッ ト工 連

(15.1) (29.8) (7.2) (9.3) (10.5) (6.7) (13.9) (3.5) (4) (100%)

一 一

4,427 4β79 1,559 1,310 323 373 444 189 386 ユ24 261 4,9 .69

合 計

(31,4) (26,4) (6.5) (7:5) (&9) (a8) (7.8) (25) (5.2) (100%)

(註)1主 要 生 産 品 種1品 種 の み の 記 入 を 求め たが 若 干 の 重 複記 入 あ り,

図表5主 要生産 品種(日 雑協 ・ニ ット工遠別)比 重

日 経 協

■

・
・

39.7%

24.6%

6.1%

6.6%

8.1%

2.3%

4.6%

2%

6%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

.
⑧

◎

紳 士 外 衣 類

婦 人 外 衣 類

子 供 外 ・衣 類

紳 士 中 衣 類

婦 人 中 衣 類

子 供 中 衣 類

下 着 類

乳 幼 児 服 類

そ の 他

ニッ ト工連

/////ll5.1%

－
Zヨ7.2%

Z2ヨ9.3%

〃 〃 コ10.5%

Z]6.7%

〃//λ13.9%

Z23.5%

ZI4%

29.8%
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7.3生 産 設 備 の 現 況

7.3.1対 象 設 備

アパレルの生産 とは,一 般 に縫 製 と呼 ば れ て い る通 り,簡 単 に い えば 織物,絹

地,レ ー ス地,な め しか わ,毛 皮 な どの生 地 を裁 断 し,縫 い合 せ て製 品 をつ

くる ことで あ る。

ア パ レル の生 産 工 程 は,大 別 して 準備 工 程,裁 断,縫 製,仕 上 げ の主 要 工

程 が あ り,そ れぞ れ の工程 に必要 な生 産 設 備 が 用 い られ て い るが,そ の中 心

と なる もの は工 程 の70～80%を 占め る縫製 工 程 に用 い られ る ミシ ン設 備

で あ る。

現 在,ミ シン設 備 の 種類 は 約3,000種 類 に及 ん で い るが,基 本 的 に は,

汎 用 性 の高 い本 縫 ミシ ン と多 種 多様 な用 途 に合 せ て用 い られ る特 殊 用 途 向 け

ミシ ン とに区 分 され る。

ミシ ン設 備 の分類 は,本 縫 い,環 縫 い,偏 平 縫 い,縁 かYり 縫 い,な ど縫

い方 式 に よって 大 分類 され,さ らに 大 分類 した ミシ ンは用途 別 に 中分 類 され

てい る。

また,中 分類 され た ミシン は ベ ッ トの形 状 に よ って更 に 小分 類 され る。

(日 本 工 業 規格)

今 回 の生 産 設備 調 査 で は,上 記 の工 業 用 ミシンの 分類 の うち,用 途 別 設 備

状況 を把 握 す るた め 中分類 に よる機 種 を 中心 と した ほか,自 動化 ミシ ン(自

動制 御 装置 付 で,作 業者1人 で,同 時 に,同 種 又 は異 種 の工 程 を2以 上操 作

で き るもの)を 加 え て対 象 と した 。

そ の他,裁 断 工 程 で は,通 常最 も一 般 的 に用 い られ てい る裁断 工 に よっ て

使 用 され る裁 断 機 と特 殊 裁 断 機 を,プ レ ス 機 で は そ の使 用 工程 用 途 と し

て 中間 プ レス機,仕 上 ブ レス機,そ の他 ブ レス機 を 横綿製 品(セ ーターなど)

な ど の縫 い合 せ に用 い られ る リン キ ング マ シン,そ して編立機 と主要 設 備5,

機 種 別 に24区 分に よ って調 査対 象 設 備 と した 。

一26一
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7.3.2設 備 の 設 置状 況

(1)調 査 集計 結 果 に よ る主 要 生 産 設 備 の総 台 数 は,裁 断 設 備14 ,081台,

1本 針本 縫 ミシ ン94,581台,特 殊 ミシン79 ,436台(内,自 動 化 ミシ ン

1,537台),リ ン キ ン グ マ シ ン6,068台,ブ レス機13388台 ,編 立

襟28,786台 が設 置 され て い る。

これ を 主要 生産 設 備 別 に つい て,回 答 サ ンプル事 業 所1社 当 り平 均設 置

台 数 を求 め る と,裁 断 機3.2台,ミ シ ン設 備39.3台,リ ン キ ング マ シ ン

1.4台,プ レス機3台,編 立機6,5台 とな る。

この調 査 結 果 か ら,全 国 の アパ レル生産 事 業 所 の総 設置 台 数 につ いて の

推 計台 数 の算 出に つ いて 検 討 した が,基 本 的 に,全 国生 産 事 業 所 の 規模 別,

品 種別,地 域 別.縫 製 品製 造 業,メ リヤ ス製 造業 の うち衣 服 製 造 事業 所数

な ど,拡 大 推計 の基 準 と な る母集 団 の確 定 に は,不 確 定 要 因 が 多 く,数 多

くの前提 条 件 を設 け て拡 大 推計 を行 な うことに は 問題 が あ る と思 わ れ る こ

とな どか ら行 なわ なか った が,サ ンプル事業 所4,427の デ ー タを基 礎 と

して活 用 を は か る方 向 で 今 後検 討 を行 な うこ と と した い 。

設備 設 置 状 況 を,日 縫協,ニ ッ ト工連 の両 業 種 区 分 に よ っ て集計 を行 な

った 結果 に よ る と,両 事業 所 にお け る生 産,加 工 方法 の 相 違 を端 的 に反 映

す る結果 となっ てい る。 回 答 サ ン プル事業 所 で の主要 設 備 総平 均 台 数 に よ

って 両業 種 の設備 設置 状況 の相 違 をみ る と下記 の通 りとな る。(資 料3-1,

3-2)

図表6主 要 設 備 別 ・平 均設 置 台数

要設備 1本 針本 特 殊 リンキング

裁 断 機 プレス機 編 立 機
区 分 縫 ミ シ ン ミ シ ン マ シ ン

日 雑 協 台 台 台 台 台 台
2.6 25.6 18.0 0.1 3.7 0.2

(a256)

ニ ッ ト工 連

2.0 9.5 17.7 4.9 1.3 24.1

(1,171)

註:O内 はサ ンプル数
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日経 協 関連 事 業 所 で は,主 と して織物 生 地 に よる裁 断,縫 製 加工 を行 な

うた め,裁 断 設備,本 縫 ミシ ン,プ レス機 等 の設 備 設置 台数 が高 く,ニ ッ

ト工連 事業 所 で は,編 立 機,リ ン キ ングマ シ ン,設 備 とへ1J縫 ミ シンな ど

特 殊 ミシンの 設置 比 重 が高 い ことが 明 らか とな って い る。

② 主要 生 産 設 備 設 置台 数 と生 産 品 種 との 関連 性 に つ いて み る と,当 然 の こ

とな が ら取 扱 品種 別 事業 所 の 多 い外 衣類 の設 備設 置 比 重 が高 い 結果 とな る。

従 って,主 要 設 備 別平 均 設 置 台 数 を基 準 と して,生 産 品種 別 に設置 台 数

の多 い もの を ピ ック ア ップす る と次の よ うな特 徴 が み られ る。

紳 士 外衣 類 生 産 事 業 所 で は,中 間,仕 上 プ レス機 の設置 比 重,婦 人 外衣

類 で は,リ ンキ ン グマ シン,横 編 機 の設置 比重,紳 士 ・婦 人 中衣 類 で は ボ

タン付 ミシ ン,ボ タ ン穴 かSり ミシン,へ り縫 ミシン,丸 編 機,下 着類 で

は,後 列 縫 ミシ ン,千 鳥,刺 し ゅ う ミシン,へ り縫 ミ シンな らび に丸 編機.

子 供 乳幼 児 服類 で は裁 断 機,へ り縫 ミシン な どの設 置 比 重 が そ れ ぞ れ生産

品種 の特 性 と対 応 して高 くな って い る こ とが うか 雲わ れ る。

また,自 動化 ミシ ンは,子 供 中衣類,下 着 類 のほ か婦 人外 衣 類 で の設 置

比重 が 高 く,1本 針 本 縫 ミシ ン 自動 糸切装 置 つ き ミシ ンで は紳 士 ・婦 人 中

衣 類,紳 士 外衣 類 で の設 置 比 重 が高 い 。

生 産 品種 別 に 新 規設 備 投 資 ニ ー ズの状 況 をみ る と、1本 針 本 縫 ミ シン 自

動 糸 切装 置 付 きの導 入 ニ ーズは 全 般 に高 いが,紳 士 ・婦 人外 衣,紳 士 中衣

類 で 若干 高 くな っ て い る。そ の他,特 に導 入 ニ ー ズが強 い設 備 と生 産 品種

との関 連 は、1本 針 本 縫(送 り機 構 付)で の婦 人 ・子 供 中衣 類 、 飾 り縫 ミ

シ ン と乳 幼 児服 類,中 衣 類,ヘ リ縫 ミシ ン と中衣 類,安 全縫 ミシ ン と紳士

外衣 類,リ ン キ ング マ シ ン と子 供 外衣 類,横 編機 と子 供 外衣 と下着,丸 編

機 と下着,中 衣類 な どでのニーズが 高 くなっている。(資 料3-3,3-4,3-5)

(3)主 要 設 備 間 の 相 互 設置 関連 状 況 を ク ロス表 で み る と,裁 断機 を設 置 す る

事 業 所3,460の うち,3,429(99.1%)は ミシ ン設 備 を設 置 して い

るが,11ン キ ング マ シ ン は,267(7.7%)が 併置 す るに す ぎない ・ 同
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様 に,プ レ ス 機 は55.7%,横 編 機(8.6%),丸 編 機(5.1%),経 編

機(0.5%)の 事 業 所 が 併 置 し て い る 。

次 に,,ミ シ ン 設 備 設 置 事 業 所4,160に つ い て み る と,こ の う ち リ ン キ

ン グ マ シ ン を 併 置 す る 事 業 所 は399(9.6%),ブ レ ス 機 は2,154

(52%),横 編 機539(13%)の 関 連 が わ か る 。

同 様 の ク ロ ス 分 析 に よ り,日 縫 揚,ニ ッ ト工 連 の 区 分 に よ っ て そ の 特 徴

を み る と,例 え ば 日 縫 揚 で は,ミ シ ン 設 備 設 置 事 業 所 の 大 部 分 は 裁 断 機 を

設 置 し て お り,同 じ く約50%の 事 業 所 に は プ レ ス 機 が 併 置 さ れ て い る が,

リ ン キ ン グ マ シ ン や 横 編 機 を 併 置 す る事 業 所 は ほ と ん ど み ら れ な い 。

こ れ に 対 し.ニ ッ ト工 連 事 業 所 は,ミ シ ン 設 備 設 置 事 業 所929の う ち

リ ン キ ン グ マ シ ン を 設 置 す る も の は 約40%。 プ レ ス 機54%。 横 編 機

55%,丸 編 機21.2%,経 編 機1,8%の 事 業 所 で 併 置 さ れ て い る こ と が

わ か る。

ま た,同 ク ・ス表 に よ り,総 サ ンプル 数か ら当該 設 備 設置 事 業 所 を差 引

い た数,こ れ は 当該 設備 を 設置 して いな い事 業 所数 を示 す が,こ れ に よる

と,日 縫 揚 で裁 断機 を設 置 して い な い事 業 所 が467(14.3%),ミ シ ン

設備 を設 置 してい な い事 業 所 が25と な っ て い る。

同様 に,ニ ッ ト工 連 の場合,ミ シン設 備 を設 置 して い な い事業所 が235

(21%)あ る こ とが わか る。(資 料3-6)

以 上,主 要生 産 設備 の設置 状 況 につ いて,設 置 台数,生 産 品種 との関 連,

主 要 設 備 相互 間 の 関連 な どの現 状 を みた が,各 事 業 所 で はそ の取 扱 品種,事

業 所 規 模 な どの 実 情 に応 じ設備 面 で の充 実 に努 力 が傾 け られ て い る こ とが う

かS"わ れ る設置 状況 で あ る。

また,ア パ レル製 造 業 の なか に あ って,織 物 生地 の裁 断,組 立 縫 製 を 主 と

す る 日雑 協(縫 製 品製 造業)と,メ リヤ ス生地 編立 を 主 と し,裁 断,縫 製 を

行 な うニ ッ ト工 連(ニ ッ ト外衣 製 造)の 加工 技術 面で は,そ の生 地 や 製 品特

性 に基 づ く相 違 が あ り,生 産 設 備 面 で の設 置 状 況 に も この点 が 明 らか とな っ
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て い る。

また,ニ ッ ト工連事 業所 に お い て編 立 設備 の設置 のな い事 業 所 が み られ る

が,近 年,ニ ッ ト外衣 取 扱 事 業 所 で は,生 地 編 立部 門 と裁 断,縫 製部 門 との

分離 に よ り生産 が行 なわ れ るケ ース が増 加 してい る傾 向 を示 す もの と推測 さ

れ る。 声

4
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資 料3-'1 生産設備設置台数 ・

内 訳
設 備 台 数

新 規 の 購 入

設 備 名 .経 ・過 年 数 経 過 年 数 計
希 望 台 数

5年 未 満 5年 以 ・上

たて刃 2,352 2,000 4,352 324

④ 裁 断 機(丸 刃)

電動式 6,276台 4,660台 10,936台 546台

◎
打抜 き,バ ン ドナイ プな ど 1,076 813 1β89 157

特 殊 裁 断 機 1,782 ・1
,36・3 31145 205

3,428 2,813 6,241 481

小 計 ・
8,058台 6,023台. 14,081台 751台

①

一本針直線本縫 ミシン 1,983 754 2,737 .535

(自動糸切 り装置付の もの) 22,241台 8,843台 31,084台 3.832台

一本針直線本縫 ミシン 1,453 883 2,336 190

②
麟 も霧 曝 。)

、

10,047 6,519 16,ち66 766

⑨

一本針直線本縫 ミシン 1,873 1,937 3,810 183

(上 記①,② 以外の もの) 20,243 26,688 46,931 1,50g

復列縫 ミシン 1,262 1,185 2,447 153

④
(本 縫,単 環 、,2重環 縫を含 む) 6,126

.6,381 12,507 421

千鳥縫 ミシン及び刺 しゅう 780 804 1,584 76

⑤ 縫 ミシン

(多 頭刺しゆう機を含む) 3,528 2,692. 5Z20 181

1,120 1,074 2,194 110
.⑥ ボタ ン 付 ミシ ン

2,028 1,968 3,996 155

⑦
ボ タ ン穴 か が り ミシ ン ユ,896 1,623 3,519 217

及 びか んぬ き止 め ミシン 5,475 5,578 11,053 353

568 349 917, 72

⑧ 飾 り縫 ミ シ ン
1,830 1,135 2,965 111

L

1,480 1,311 2,791 104

⑨ す くい 縫 い ミシ ン
3,306 3,196 6,502 162

⑩
へ り縫 い ミ シ ン 2,187・ 』 11840 4,027 237

(オ ー パー ロシク) 13,540 11,200 24,740 890

231 223 454 22

⑪ 安全 縫 ミシ ン
1,245 1β50 2,595 148

自動化 謹 製竺叉ε同時。＼ .391 106 497 136

⑫
・・シン 膓」罐 無 爵 も 1,216 321 1,537 293

⑬
その他 の工業用 ミシン 307 262 569 46

(キ ル チング マシン を含む) 1,795 1,901 3,696 132

⑭
そ の他 の特 殊 605 437 1,042 79

用 途 向 け ミ シ ン 2,764 L861 4,625 184

16,136 12,,788 28,924 2,160
'小 計

94,384台 79,633台 174.017台 9.137台
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内 訳 設 備 台 数
新 規 の 購 入

1経 過 年 数 経 過 年 数
計 希 望 台 数

設 備 名 5年 未 満 5年 以 上

ダ イ ヤ ル 216 180 396 43

⑮
リ ン キ ン グ マ シ ン 1,547台 1.422台 2,969台 167台

フ ラ ッ ト 123 103 226 13

⑯
リ ン キ ン グ マ シ ン 1,493 1,606 3,099 89

339 283 622 56

小 計
3,040台 3,028台 6,068台 256台

中 間 ブ レ ス 機 697 436 1,133 90

④(電 気及びスチームの
アイロン含まず) 2,948台 2,174台 5,122台 162台

仕 上 プ レ ス 機 865 639 1,504 109

⑬(箏 ㌍ ㌶ ニムの・
3,046 2,829 5,875 202

そ の 他 仕 上 機

く接着又はセット機〉◎

(電気及びスチームの)

828

1,420

431

971

1,259

2,391

79

89
ア イ ロンを含 まず

2,390 L506 3,896 278

小 計
7,414台 5,974台 13,388台 453台

'

経 過 年 数

7年 未 満

経 過 年 数

7年 以 上
計

新 規 の 購 入

希 望 台 数

556 508 1,064 164

① 横 編 機
7.646台 11,970台 19、616台 647台

227 176 403 69

①
.丸 編 機 3,778 4647 8,425 304

19 28 47 4

⑩ 経 編 機 142

603 745 7

802 712 1,514 237

小 計

12.027台 16,759台 2&786台 958台

註:左 上数 値は当該台数 に対 するサ ンプル事業所・数
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資料3-2生 産 設 備 設 置 台 数(日 経 協 ・ ニ ッ ト ェ 遠 別)

区 分

項 日 経 協
'

ニ ッ ト 工 連

、

合 計

目
主要設備 経 過 年 数 経 過 年 数 経 過 年 数

A計 A A計
口 新 規 ロ 計 新 規 口 新 規

5年 未 満 5年 以上 5年 ・未 満 5年 以 上 5年 未 満 5年 以上

⑧ ⑳ ⑭ ⑰ ⑤∋ ⇔ ⑭ ⑧ ④
裁 断 機 の 合 計

ム6
,707口

ム5
,007ロ

ム11

,714口

ム660
口

ム
1,351口

ム1
,016口 2367台 91台 8、058台 6,023台 14,081台 751台

A
(83.2) (83.1) (83.2) (87,9) (16.8) (16.9) (16.8) (12.1) (100) (100) (100) (100)

⑭ @ ⑰ ⑰ 迂∋ ⑫ 唾⊃ 亟⊃ ⑪
一 本 針 ミ シ ン の 小 計 46,156 37,319 83,475 5,241 6,375 4,731 1L106 866 52,531 42,050 94,581 6,107

㈹
(87.9) (88.7) (88.3) (85.8) (12.1) (11.3) (11.7) (14.2) (100) (100) (100) (100)

⑧ ⑤ 趣③ 唾ゆ ⊂め ⑳ 10,827 ⇔ @
特 殊 ミ シ ン の 小 計 31,345 27,378 58,723 2,281 10,508 10,205 20,713 749 41,853 37,583 79,436 3,030

(B)
(74.9) (72.8) (73.9) (7'5.3) (25.1) (27.2) (26.1) (24.7) (100) (100) (100) (100)

12,709 9,753 1,724 3,427 3ρ35 436 16,136 12,788 2,160

ミ シ ン 設 備 の 合 計 77,501 64,697 142,198 7,522 16β83 14,936 31,819 1,615 94,384 79,633 174,017 9,137

ω+(B)
(82.1) (81.2) (81.7) (82.3) (17.9) (18,8) (18.3) (17.7) (100) (100) (100) (100)

⑳ ⑲ ⑤ ◎ ⑧ ① ◎ ⇔ ⑲
リ ン キ ン グ の 合 計 227 135 362 18 2β13 2,893 5,706 238 3,040 3,028 6,068 256

(7.5) (4.5) (6) (7.0) (92.5) (95.5) (94、 (93) (100) (100)
.

(100) (100)

ピ⑥ (∋ ⑳ ⑭ ⑭ ⑲ ⑧ @ ⑳
プ レ ス 機 の 合 計 6,582 5,317 11,899 402 832 657 1,489 51 7,414 5,974 13β88 453

(88,8) (89) (88.9) (88,7) (11.2) (11) (11.1) (11.3) (100) (100) (100) (100)

⑭ ⑪ ⇔ 迄∋ ◎ ⑳ ⑫ ⑫ ⑳
編 立 機 の 合 計 273 305 578 34' 11,754 16,454 28,208 924 12,027 16,759 28,786 958

(2.3) (1.8) (2.0) (3.5) (97.7) (98.2) (98.0) (96.5) (100)i(100) (100) (100)

,

註:()内 は 主要 設備 ご との項 目別 日縫 協 ・ ニ ッ ト工遠 別 それ ぞれ の 割 合 ○ 内 サ ン プル数

.
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資料3, 3 生産品種別 ・主要設備保有状況 覧表

()内 サンプル事業所 当り平均保有台数

品 種 別 紳 婦 子 紳 婦 子 下 乳 そ

士 人 供 士 人 供 幼

合
外 外 外 中 中 中 着 児 の

衣. 衣 衣 衣 衣 衣 服
設 備 計 類 類 類 類 類 、類 類 類 他

5年 8.り25台 2,780台 1.942台 456台 733台 794台 479台 505台 982台 320台

未満 (3.2) (3.1) (2.7) (2.4) (3、4) (3.o) (3.9) (2.4) (12.6) (2.3)

裁 5年 5,935 2,」77 L239 495 750 642 364 666 170. 287

断

機
以上 (2.8) (z、8) (2.3) (4.o) (3.5) (2.6) (3.6) (2.8)

.

(2.4) (2、4)

の 13,960 4β57 3,181 951 11483 1,436 843 1,五7▲ 1,152 607

合計 ,

計 (4.1) (4.1) (』3.り (4.o) (5.o) (3.8) (5.2) (3.7) (u.o) (3・1)

748 259 196 50 168 43 26 25 21 35

新.規
(1.8) (1.6) (1.6) (1.8) (4.2) (1.4) (1.4) (L3) (1.4) ひ2)

5年 94,084 34,754 23,127 6,370 1L149 101103 5,293 9,013 2,316 5,876

ミ 未満 (27、1) (286) (23.2) (z3.o) (37.9) (29.7) (33.9) (30,8) (z2.9) (29,1)

シ 5年 78,959 26,860 ▲71445 4,310 10,306 8,120 4,178 121502 21409 4,066

ン

設
以 上 (26、7) (25.4) (20.7) (22.7) (36.2) (28、2) (32.6) (42.1) (26.2) (23.5)

備 173,043 61,614 40572 10,680 21,455 18,223 9,47▲ 21,515 4,725 91852

合計
の

(41.9) (41、2) (34.z) (35、o) (6L1) (44.o) (53.2) (60,3) (41、4) (41.9)
計

9,036 314.81 2,206 834 922 672 4互5 645 210 576

新規
(lo.2) (11.5) (8.3) (11.6) (1{}.6) (9、2) (11.9) (8.4) (7.2) (口.1)

5年 3,028 849 2,083 471 88 137 35 74 40 27

り 未.満 (▲u.4) (11.2) (11.7) (11.o) (6.3) (6.5) (3.9) (3,4) (5.o) (3.9)

ソ
5年 3,028 L238 21062 479 264 Z48 57 93 16 19

キ

ン 以上 (12.6) (16.7) (13.2) (14.1) (13.9) (10.3) (5.7) (5、2) (4.o) (3.8)

グ
「

合計
6,066 2ρ87 4,145 950 352 385 92 167 56 46

の (14.8) (18.3) (16、7) (15.6) (12.1) (11.0) (5.8) (5、2) (4.7) (5.1)
計

256 42 ▲72 76 1 ▲[ 11 1

新規
(5.o) (2.8) (5.1) (6.3) (1.o) (2、o) (3.7) @.o)

5年 7369 4,098 1,868 378 661 516 166 193 34 ll1

プ
'

未満 (4.6) (7.2) (3.3) (3.1) (4.2) (3己) (2、4) (2.4) (」.9) (3・0)

しノ 5年 5,9Z8 3,440 LII4 246 806 334 85 164 17 64

ス 以上 (5.9) (9.o) (3.6) (4.8) (5.5) (3.6) (2.o) (2.i) (1.7) (1、7)

機 13,297 7,538 2,982 624 ll467 850 251 357 51 175

の 合計
(6.2) (10.o) (4.」) (4.1) (6、2) (3.8) (2.6) (2.6) (1.8) (2.5)

計
450 213 169 21 28 13 4 6 3 11

新規 '

(2.2) (25) (2.4) (1.6) (1.9) (L2) (1.o) (].2) (1.5) (L8)

5年 1[,03z 2,732 5,842 L366 L315 2,130 L109 ㌧399 279 476

未満 (17・1) (15.2) (15.5) (16.5) (21.6) (30.9) (35、8) (25.9) (12.7) (13.2)
編

5年 15,888 5,258 8,876 2,061 24白 2,372 L404 2,703 380 L396
ウー

機 以上 (27.1) (29.7) (26.9) (29.4) (42.4) (37,7) (66.9) (44.3) (20.o) (36.7)

の 26ρ20 7,990 141518 31427 3,729 4,502 2,5」3 4,102 659 L872

合計
計 (34.1) (36.3) (32.6) (34.6) (47、8) (51.8) (76.2) (54.o) (24.4) (42.6)

895 252 397 221 75 123 70 135 48 56
新.規

1 (4.3) (4・2) (3、4) (6.5) (4.7) (5、4) (7.8) (9.o) (3.7) (4.o)
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資 料3-4 品種別 ミシン設備状況明細
()内 サンプル事業所当り平均保有台数

品 種 別

ミシ ン設備

紳士

外衣類

婦人

外衣類

子供

外衣類

紳士

中衣類

婦人

中 衣類

子 供

中衣類
下 着 類

乳幼児

服類
そ の 他

一

本

針
本

縫
ミ
シ
ン

5年 未 満

ム

201216ロ

(10.6)

台13
,784

(8.8)

台3
,681

(88)

台5
,651

(11.3)

台4
1941

(9.o)

台L973

(9.o)

台2
,506

(6.8)

ム
ロ975

(6.9)

台3
1364

(12.3)

5年 以 上
14,875

(11.o)

10β46

(99)

2,301

(9.7)

5,543

(13.1)

3,789

(11.4)
L605
(10.0)

41425

(1α4)

「

1,002

(9.6)

1,901

(8.0)

合 計
351691

(13.5)

24,130

(11.4)

5,982

(1L2)

111194

(16、1)

81730

(11.8)

3,578

(11.8)

6,931

(11.1)

1,977

(10.6)

51265

(13.7)

特

殊

ミ

シ,

ン

5年 未 満
13,382

(3.9)

8,980

(3.1『)

2,662

(3.5)

5,331

(5.5)

5,104
r4.8)

3,278

(6、0)

61442

(6.3)

L325

(3.3)

2,388

(4.2)

5年 以 上
11,831

(3.7)

7,050

(3.3)

1,990

(38)

4,718

(5.0)

41294

(4.7)

2,564

(5.0)

8,040

(6.5)

11396

(4,0)

2,152

(4」)

合 計
25,213

(4.7)

16,030

(39)

4,652

(4.3)

10,049

(6.8)

9β98

(5.8)

5,842

(7.1)

14,482
(8.3)

2,721
(4.7)

4,540

(5.3)

自

動

化

ミ

シ

ン

5年 未 満

ムロ

556

(2.7)

ムロ

363

(39)

台

27

(1.5)

A口

167

(3.3)

ムロ

58

(3.1)

台

42

r47)

A
口

65

(4.6)

ム
ロ

16

(2.3)

ム
ロ

34

(38)

5年 以 上
154

(3.5)

49

(2.6)

19

(3.8)

45

(2.4)

37

(3.1)

9

(1、8)

37

(2.9)

11

(2,2)

13

(3.3)

合 計
710

(3.1)

412

(3.9)

46

(2.3)

212

(3.4)

95

(3.7)

51

(4.3)

102

(4.4)

27

(2.5)

47

(3、6)

¶

・
ρ

資.料3-5 品種別 ミシン設備状況明細(新 規購入予定)

品 種別 紳 士 婦 人 子 供 紳 士 婦 人 子 供
下 着類

乳 幼 児
そ の他

ミシ ン設備 外 衣類 外衣類 外 衣類 中衣類 中衣 類 中衣 類 服 類

一 本 針
台

2,344
台

1,596
台

544
台

588
台

439
台

225
台

300
台

91

台

321

本 縫 ミ シ ン (6.8) (5.3) (15.7) (17.7) (6.6) (6.2) (7.4) (3.9) (5.1)

LOI9 523 261 290 207 177 330 91 246

特 殊 ミ シ ン
(3.5) (L8) (2.1) (2.1) (2.1) (24) (2.5) (2.5) (2.8)

118 87 29 44 26 13 15 28 9

自 動 化 ミシ ン
(1.9) (1.9) (3,6) (3.7) (4.3) (65) (3.8) (5.6) (L8)

「
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主要設備相互設置状況ク ロス分析表資 料3-6

〈全 体 〉

裁 断 機 ミ シ ン 設 備 リンキングマシン プ レ 〔 機 横 編 機 丸 編 機 経 編 機

裁 断 機 3,460 3,429 267 1,926 298 179 17

ミ シ ン 設 備
一 4,160 399 2,154 539 216 20

リ ン キ ン グマ シ ン 一 一 411 283
,

342 lll 10

プ レ ス 機 一 一 一 2,165 328 144, 12

横 編 機 一 一 一 一 692 165 15

丸 編 機 一 一 一 一 一 279 13

経 編 機 一 一 一 一 一 一 35

註:サ ンプル$業 所数4,420

〈 日 経 協〉

裁 断 機 ミ シ ン 設 備 リン キング マシ ン プ レ ス 機 横 編 機 丸 織 機 経 編 機

裁 断 機
'2

,798 2,777 28 1,543 25 18 2

ミ シ ン 設 備 一 31231 32 1,651 30 19 3

リン キ ン グ マ シ ン 一 一 33 25 10 4 一

ブ レ ス 機 一 一 一 L655 17 11 1

横 編 機 一 一 ・一 一 30 14 1

丸 編 機 一 一 一 一 一 19 2

経 編 .「 機'
一 一 ,一 一 『 一 3

註:

〈 ニ ッ ト工 連 〉

サ ン プ ル 事 業 所 数3.256

裁 断 機 ミ シ ン 設 備 リンキ ング マシン プ レ ス 機 横 編 機 丸 編 機 経 編 機

裁 断 機 662 652 239. 383 273 161 15

ミ シ ン 設 備 一 929 367 503 509 197 17

リ ンキ ン グ マ シ ン
一 一 378 258 332 107 10

ブ レ ス 機 一 一 一 510 311 133 11

横 編 機 一 一 一 一 662 151 14

丸 編 機 一 一 一 一 一 260 11

経 編 機 一 一 一 一 一 一 32

註:サ ン プ ル 事 業 所 数1,164
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7.3.3設 備 近 代 化 の 動 向

生産 設備 設 置 状況 資料 に よ り,事 業 所 の ミシ ン設 備 を 中心 とす る設 備 設 置

現 況 に 若干 の 分析 を行 な い,近 代 化 の進展 動 向 の把 握 を行 な った 。

調査 集 計 結 果 に ょ る特 徴 として以 下の 点が 指摘 され る。

{1)特 殊 用 途 向 け ミシ ン設備 の設置 比重 増加

アパ レル 生産 事 業 所 で使 用 され る設 備 の大 部 分 は ミシ ン設 備 で あ り,ミ

シ ン設備 の うち最 も基 本的r－用 い られ るの が1本 針 本 縫 ミシンで あ る。

小零細 規 模事 業 所 で は,汎 用性 の高 い この1本 針 本縫 ミシ ンのみ を設 置

して縫 製 加工 が行 な わ れ て い る事 例 も多 い。

近年,製 品 の 多様 化,高 級 化 の進 展 は,加 工仕 様 の多 様 化 と小 ・ ッ ト化

な どい わゆ る多 種 少量 生 産 の傾 向 をつ よめて い るが,こ の傾 向に対 応 して

生 産 設備 の設 置 面 に お い て も,変 化 がすXん で い る。

す なわ ち,ミ シン設備 総 台 数 に対 して,汎 用 性 の高 い1本 針 本 縫 ミシ ン

の 設 置比 重 が54.3%,特 殊 用途 向 け ミシ ンの設 置 が45,7%と その 設 置

比 重 が均 衡 してい る結 果 となっ て い る。

従来,生 産 事 業 所 に お け る一 般的 な設備 配 置 の 本 縫 と特 殊 ミシ ンの 配備

バ ランス は ,本 縫 ミシ ン7に 対 し特 殊 ミシ ン3程 度 とされていたが,近 年製

品仕 様 の面で の 多様 化,加 工 の高 度化 に伴 う特 殊 用 途 ミシ ンの使 用 な らび

に専 用 自動機 や 補 助 器 具 の 稼 動 効 率 化 を 図 るた め の特 殊 ミシ ンの導入 配

置 が すSめ られ た 結果 に よる変 化 とみ る こ とが で き る。

また,製 品 多様 化 に対 応 して多 種類 に わ た る特殊 用 途 向 け ミシ ン設 備 の

導入 設 置 が すSめ られ た 反 面,特 殊 ミシ ン の特 性 上,稼 動 率 の低 下,設 備

の 遊休率 が増 大 す る とい うデ メ リ ッ トも増 大 して い る もの と推測 され る。

② 設 備 の更 新 進展

現在,縫 製 品製 造 設備 の法 定 耐 用年 数 は7年(メ リヤス 編立 襟 は10年)

とな っ てい るが,企 業 にお け る設 備 の老 朽 化,陳 腐 化 に対 処 して設備 更 新

を 図 るた め の 償却 目標 は通 常5年 程 度 と され る ことが一 般 的 で あ る。
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本 調 査 にk・いて も,設 備経 過 年 数5年(編 立 機 で は7年)未 満 の設 備 と

以 上 とに 大 別 す る こ とに よ り,設 置 設備 の老 朽,陳 腐 化 状 況 を把握 す るた

め の基 準 とす る こ と と した。

この よ うな観 点 か ら,設 備 設置 状 況 調査 結 果 を機 種 別 に みた 結果 は以 下

の通 りで あ る。(資 料3-7)

① 自動 糸切 り装 置 付1本 針 本 縫 ミシ ンの普 及 がすXむ 。

1本 針 本 縫 ミシン計94,581台 の うち,自 動 針 定位 置 停 止,自 動 糸切

り装置 付 ミシ ン(一 般 に 自動 糸切 り装置 付 本 縫 ミシン と いわ れ る。)は,

高 速 度 で 回転(4,000～6,000r.p.m)す る ミシ ンをNC制 御 に よ り針

棒 を一 定位 置 に停 止 させ.同 時 に縫 糸 の切 断 を行 な う機 構 を もつ もので,

従来 の普 通 本縫 ミシン と比較 して 縫 い終 り時 点での糸切 り作業が省略され

る こ とに よ って ミシ ンの稼 動 率 向 上効果 の高 い設備 と して評 価 が高 い が,

価 格 が 普通 本 縫 ミシ ンの約3倍 程 度 とな る こ とな どか ら生 産事 業 所 で の

導 入 普 及 が 設備 近 代 化 マ イ ン ドを示 す バ ロメ ー ター とみ られ てい る。

調 査 結 果 に ょ り,同 ミシ ンの設 置 状 況 は,1本 針 本 縫 ミシン合計 台 数

31,084台 の うち33%と な って お り,う ち経過 年 数5年 未 満 に導 入 さ

れ た台 数 は22,241台 で72%に 達 してお り,近 年 同 設 備 の普 及 が進 展

した ことを しめ して い る。

② 特 殊 送 り機構 付 本 縫 ミシ ンの 多用 傾 向

1本 針 本 縫 ミシ ンの うち,針 送 り,差 動送 りな どの送 り機 構付 本 縫 ミ

シ ンは16,566と な ってお り普 及 がすXむ 傾 向 に あ る。

これ は,製 品多 様 化 に伴 い,使 用 素材,生 地変 化 へ の対 処 や 品 質 向 上,

安 定 化 の た め各 種 の ア タ ッチ メン ト(補 助 器 具 な ど)の 活 用 とそ の 円滑

化 の た め,送 り機 構 を もつ本 縫 ミシ ンの使 用 が増 加 して い る傾 向 を 示 す

もの とみ られ.今 後 も積 極的 な導 入 が す す む設 備 とい え る。

③ 自動化(省 力化)ミ シ ンの普 及

生 産 に 拾 け る合理 化,省 力化 に よ る生産 性 向上 に 積極 的役 割 を もつ 自
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動 化 設備 の導 入 状 況 は,こ の調 査 結果 で は 自動 化 ミ シ ン の 設 置 台 数 で

1,537台,ミ シ ン設 備 全 体 に 占め る比 重 は約1%.5年 未 満 設置 ミシ

ン台 数 比 で は3%と な っ て い る。 自動 ミシ ン台 数 の うち約80%は ,経

過 年 数 別 で5年 未 満 と な っ て い る こ とが注 目 され る。

近 年,縫 製 機 器 メー カ ーで は,従 来 の マス プ ロダ ク シ ョン に適 応 した

専 用省 力化 設 備 か ら多 品 種 少 量 生産 に対応 して活 用可 能 な汎 用 性 の高 い

自動,半 自動 ミ シン設 備(ダ ー ツ シー マ ー,ロ ン グ シ ーマ ー,サ ー ジン

グ な ど)な ど の研 究,開 発 が 指 向 され てい る。

④ フ ァ ッシ ョン化,高 級 化 へ の対 応

アパ レル の フ ァ ッシ ョン化 進展 に伴 い,し しゅ うや飾 り縫 い な どの加

工 が 増加 して い るが本 調 査 結果 で は,飾 り縫 ミシ ン2,965台 とな って

お り,う ち約62%の1,830台 が近 時5年 以 内 に設 置 され て い る。

それ以 外 で は,そ の 他特 殊 用 途 向け ミシ ンの5年 以 内 の設 置 比 重 が高

くなっ て い る。

最 近.一 部 メ ー カ ーで は,製 品差 別 化 を打 出す た め,自 社 独 自 のオ リ

ジナル 製 品仕 様 に適 応 した 専 用 の特 殊 用途 向け ミシ ン開発 の オ ー ダ ーが

出 され るな ど設 備 面 にお け る ニ ーズ に あ って も多様 化 の傾 向 が顕 著 で あ

る。

⑥ プ レス機 の設 置 増 加

近 年,ア パ レル の化 合 繊 化 と関連 して,加 工 面 で 接 着 芯地 の利 用 に よ

る省 力化,品 質 安 定化 を図 る ケ ース が増 加 して い る。 これ と関連 して,

設 備 面 で の 接着 又 は セ ッ ト仕 上機 の導 入 が すxん で お り,合 計 台 数

・2 ,391台 中60%が5年 以 内 に設 置 され て い る。

また,婦 人服 な どを 中心 とす るニ ッ ト外衣 類(カ ッ ト ・ア ン ド ・ソー

製 品 の普及)の 増 大 に対 し,そ の折 り作業 をかが り縫 い に代替 させ るな ど

省 力効 果や 既 製服 の絶 対 量 の増 大 な どの背景 を反 映 し,オ ーバ ー ロックミ

シ ンの導 入設 置 が すXん で い る。
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そ の他,ニ ッ トの セ ー タ ーや ス ー ツな どに お け る高 級 化 指 向や 効 率 化

を はか るた め,安 全 縫 ミシ ンの導 入 や フ ラ ッ ト1Jン キン グか らダ イ ヤ ル

リンキ ン グへ の更 新 な どの傾 向 が うか 貰わ れ る。

⑥ 設 備 効率 の低 下傾 向 ・

先 に,特 殊 ミシンの 導入 増 加 に伴 う稼 動 率低 下の傾 向 を指摘 した が,

本 調査 結果 に ょ る従 業 員1人 当 りの ミシ ン設 備 設置 台 数 は0.9台 ～1.0

台 とな って い る。

この こ とは,生 産 品種 や加 工 仕様 に よ って 若干 の相 違 は あ るが,一 応

主要 品種 に おけ る標 準的 な工程 分析 と所 要 の生 産工 数 に 基 づ いて 必 要 ミ

シン台数 を 試算 した 場 合,大 部 分 の生 産 品種 で は従業 員1人 当 り所 要 ミ

シ ン設 備 台 数 は,0.5～0.6台 の設 置 で十 分 の効果 が 得 られ る と技 術 面

か ら判 断 され る との こ とで あ る。

従 って,調 査 結果 で は,か な りの余 剰 設 備 が あ る もの と推測 され る。

この こ とは.生 産事 業 所 にお け る多 品種 少 量 生産 の進 行 を反 映 す る もの

で は あ るが,サ ン プル事 業 所 の平 均 的 規 模 を考 慮す る と設 備 の効 率 的 配

置 とそ の稼 動効 率 の 点 にお いて 問題 を もっ て い るので は な いか とも推 測

され る と ころ で あ るo

最近,生 産 事業 所 に お いて,発 注 先企 業 の 商 品 企 画 で の 製 品 差別 化

を追 求 す るあ ま り,生 産 面 で の効 率 化 に つ いて の 配 慮 を 軽 視 し た 過 度

の 多 品 種 少量 生産 の要 求 に困 惑 す る ケース の 多い ことが 指摘 され て い る

が,生 産 面 で の効 率 化追 求 は,商 品企 画 面 や 合理 的 な生 産計 画 との バ ラ

ン シ ン グが 重視 され るべ きで あ ろ う・

以 上,限 られ た調 査 デ ータの範 囲 の なか で は あ るが,主 要 ミシ ン設備 に

お け る設 置 経 過年 数 区 分 に よる近 時点 で の導 入 状 況 と,機 種 別用 途 の点 か

らみ た生 産 事 業 所 に お け る設 備近 代 化 へ の姿 勢 は,多 種 少量 生産 傾 向 がす

Xむ なか に あ って積極 的 な対応 努 力 を うか ×わ せ るに十 分 な結果 を示 して

い る。
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なte,生 産設 備 面 で は,従 来 の機 械 設 備 の範 囲 に とX'ま らず 近年,デ ザ

イ ニ ング,パ タ ーン メー キ ン グ,グ レー デ ン グか ら カ ッテ イ グな どア パ レ

ル の 設計,準 備 工程 な どへ の コン ピ ュー タ シス テ ムの導 入 や,生 産 管理 面

な どで の機 器 導 入 が進 展 す る傾 向 に あ るが,今 回 の調 査 対 象 と して掲 げ な

か っ たが アパ レル生 産 シス テ ム化 推進 の観 点 か らソ フ ト面 をふ くめ今 後 更

にそ の動 向 の把 握 やそ の影 響 を評価 す る こ とが必 要 で あ る。

7.3.4設 備 の新 規 投 資 動 向

この調 査 で は,生 産 事 業 所 の今 後1ケ 年 以 内 に新 規 購 入 を 予 定 す る設 備 台

数 の記 入 を求 めた が,集 計 結果 に よる と,長 期 にわ た る不 況事 態 の なか で 各

生 産 事 業 所 と も経 営 の現 状 維 持 に追 わ れ新 規 の設 備 投 資 マ イ ン ドは極 め て低

調 とみ られ る結果 とな って い る。

先 にふ れ た通 り現 行 の縫 製 設 備 の耐 用年 数 は7年 とな って い るの で,既 設

備 を法 定通 り償却 し更 新 す る もの と仮 定 す れ ば,年 間保 有 設 備 の約14%が

新 規 設備 更 新 に あて られ る こ とに よっ て現 状 が維 持 され る こ と とな る。

調査 結 果 で は,本 縫 ミシ ン設備 で現 状 台 数 の6.4%の 導 入 予 定

体 として5.3%程 度 の台 数 に とS'ま っ て い る。

しか しな が ら機 種別 の 投 資 マ イ ン ドに よる と,厳 しい環境 条 件 の なか に あ

って 生 産 性 向上,品 質 の安 定,納 期短 縮 な ど の課題 解 決 のた め.合 理 化,省

力化 設備 な ど の特 定機 種 に つ い ての新 規 投 資 を予 定 す る とい う選 択的 導 入 指

向 を しめ す結 果 となっ て い る。

この こ とは.1本 針 本縫 ミシ ンの 自動 糸切 り装 置 ミシ ンの導 入 予 定 が現 在

の 同設 備 台 数 に対 し12.3%の3,832台 に達 して い るこ とか ら,明 らか で あ る。

また,自 動 ミシ ンの導 入 に つ い て も関 心 が 高 く,設 置 台 数1,537台 に 対

して 約300台(20%)の 導 入予 定 と なっ て い る。

自動 化 ミシ ンの 導入 に つ い ては,最 近 の動 向 として.ニ ーズ が2つ にわ か

れ る傾 向 が あ るとい わ れ て い る。 そ の1つ は.汎 用 性 の高 い ダ ー ツ シー マ,

、
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'

ロ ング シ ー マ,エ ッジ シー マ,自 動 サ ー ジ ン グな どの動向 で あ り,こ の場 合,

生産 事 業 所 規 模 が そ れ程 大 き くな い 中小規 模事 業 所へ の導 入 活 用 が可 能 で あ

る。

次 に,専 用 的 自動機,例 えば.ポ ケ ッ トセ ッタ ー,パ ター ン シ ーマ,穴 か が

り,釦 付 け な どで あ り事 業 所規 模 と相 関 して導 入 が すXめ られ る設 備 で あ る。

調査 結果 で は,ど ち ら の傾 向 につ い ての ニ ーズ で あ るか は 明 らか で は な い

が,ア パ レル 生産 事 業 所 の一般 的 規 模 か らみ て 汎 用性 の強 い省 力化 設 備 へ の

ニ ー ズが強 い もの と推測 され る。

そ の他,主 要機 種 別 では,ニ ッ ト外 衣類 生 産 と関連 して安 全縫 ミシンや ダ

イヤル リン キ ン グ,特 殊裁 断機 な ど の導 入 意 向 が強 い 結果 と な って い る。

資 料3-7生 産 設 備近 代 化(合 理 化)動 向 分 析 指標

(1)本 縫.特 殊 ミシ ン配 備 比 重

㌫:1設 竺ヒ∵ 籔(本
② 主要 設備 の経過年数比重

(ミ シ ン設 備 計)174,017台

(5年 未満 内設置比重)

縫)94'581台

・1・ ・)

本 縫 ミシ ン

特 殊 ミシ ン

裁 断 機

リ ン キ ン グ

プ レ ス 機

52,531台

55.5%=×100

52、7%=

57.2%=

94,581台

41,853台

79,436台

50.0%=

×100

8,058台

×100

55.4%=

14,081台

3,040台

6,068台

7,414台

×100

編 立 機(7年 来満設 置)41・ ・%一

13,388台

12,027台

×100

28,786台

×100
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(3)主 要 機 種 の経 過 年 数 比 重

(5年 未満 設 置 比 重 の特 に高 い機 種)

1本 針本 縫 ミシ ン(自 動 糸 切装 置付 の もの)

1本 針 本 縫 ミシ ン(特 殊 送 り機 構 付 の もの)

飾 り 縫 ミ シ ン

自 動 化 ミ シ ン

そ の他 特 殊 用 途 向け ミシ ン

中 間 プ レ ス 機

そ の他 接着 セ ッ トプ レス他

(そ の他5年 未 満 設 置50%を 超 え る機 種)

ボ タ ン 付 ミ シン

す く い 縫 ミ シン

へ り 縫 ミ シ ン

ダ イヤル リンキング

仕 上 ヴ レ ス 機

(4)新 規 設 備 投 資 動 向

(主 要 設 備 別)

裁 断 機5、3%=

71.6%

60.7%

61.7%

79.0%

59.8%

57.6%

59.4%

50.8%

50.9%

54.8%

52.1%

51.9%

本 縫 ミシ ン

特 殊 ミシ ン

リ ンキ ング
'マ シ ン

751台

×100

14,081台

6.4%-6・107台 。1。 。

94,581台

3.8%-3・030台 。1。 。

79,436台

4.2%-256台 。1。 。

プ レ ス 機3.4%=

編 立 機3.3%=

6,068台

453台
×100

13,388台

958台
×100

28,786台
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(新 規 設備 投 資意 欲 の高 い機 種)

1本 針 本 縫 ミシ ン(自 動 糸切装 置 付 の もの)12.3%

自 動 化 ミ シ ン19'6%

1本 針 本縫 ミシ ン(特 殊 送 り機 構 の あ る もの)4.6%

安 全 縫 ミ シ ン5.7%

ダイヤル リンキング5.6%

特 殊 裁 断 機6.5%

(5)ミ シ ン設 備 台 数 と従 業 員

ミ シ ン 設 備 台 当 り 従 業 員 数

174,017台

0.92台=

188,298人(全 従 業 員)

174,017台

1.04台=

166,555人(常 傭 従 業 員)

φ

ノ

7.4生 産 形 態 と 生 産 能 力

7.4.1生 産 形 態

アパ レル の生 産 形 態 の最 も大 き な特 徴 と して は.一 般 に メ ー カ ー と よば れ

て い る 企 業 で あ っ て もそ の概 念 は 必 ず し も明確 で はな く.ア パ レル の小 売

を行 な いな が ら自社工 場 を保 有 して 製造 卸 を行 な うもの や,卸 売業 か ら100

%の 発 注 を うけて 自社工 場 で 生 産 す るもの,或 い は,そ の一 部 を更 に外 部 に

再 下請 加工 を行 な うものな ど,そ の構 造 は 複雑 に入 り組 んで い る 。 メー カーが

自家 生産 を行 な って い るか,行 な って い な いか は別 に,現 実 の アパ レル生 産
'

h、

は,そ の大 部 分 が 下請 製 造 業 に よ って行 なわ れ てお り,従 来 の 問屋 制 下 請 生

産 の 色彩 を強 く残 存 す る構 造 と な って い る。

この調 査 で は,生 産 構 造 面 に つ い て 直 接 に は ふ れ ず ,生 産 の 実態 面 に お

い て の主 要 な形 態 とみ られ る 自か ら原 材料 を購 入 し,製 品生 産 を行 な うもの,
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原材 料 等 の支給 を うけ て 製 品生 産 を行 な うもの,製 品生 産 の一 部分 の み を行

な うもの,の3形 態 に大 別 し,更 に生 産主 要 工程 との 関連 を把握 し よ うと し

た。

先 ず,回 答 事 業 所 の 主 要形 態 別 をみ る と次の 通 りと な って い る。

図表7生 産 形 態 別 比 重

生 産形 態 別0204060801(吻

十言
口

日 縫 揚

ニ ッ ト工 連

【lIl

原材料 もち

製 品生産

(32.3)

賃 加工 製 品生産

(65.1)

一

'

/1
ノ

(23.6)(74.2)
1-、

＼＼/
、 、

、 ノ、

'

(56.4) (39.8)

賃 加 工
パ ー ツ生 産

(2.6)

(2.2)

(3.8)

全 体 で は,賃 加 工 製 品生 産形 態 事業 所 が65.1%,原 材 料 もち製 品生 産形

態 の 事 業 所 は32.3%の 比 重 とな ってい る。 これ を業 種 別 で み る と 日経 協

で は,原 材 料 もち製 品生 産 形 態 を とる事 業 所 は少 な く,賃 加工 製 品生 産形 態

を とる事業 所 が74.2%と な って い るが,ニ ッ ト工 連 で は,原 材 料 も ち製 品

生産形態の事業所比重 が56.4%,賃 加工 製 品生 産形 態 の事 業 所 は約40%と な

って い る。

また,生 産 形態 別 そ れ ぞ れ の事 業 所 に お い て も生 産形 態 ク ・ス表 に み られ

る通 り,日 縫 揚 で は,原 材 料 もち製 品 生産 形 態 を とる事 業 所821の うち,

27%の 事 業 所 では 賃 加 工 製 品 生 産 を 併 わ せ て 行 な っ て お り,ニ ッ ト工

連 で も同様714の 原 材 料 もち 製 品生産 を と る事 業 所 の うち,14.4%の 事

業所 で賃 加工 製 品生 産 が併 せ て行 な われ て い る。

生産 形態 面 で は,商 品企 画 か ら生 産 ・販 売 の一 貫機 能 を もつ製造卸売企業 と
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下 請 賃 加工 を専 業 とす る 下請 メ ー カー とが ふ くまれて い る縫 製 品製 造 業 と,

卸売 機 能 は もた ないが 原 糸か ら編立 て,製 品化 の一 貫生 産 機能 を もつ ニ ッ ト

製 品製 造業 との生 産流 通 シ ス テ ムの相 違 が 反 映 さ れ る結果 となっ て い る。

生産 形 態 別事 業 所で の 生産 主 要 工 程 別生 産 との関連 性 に つ い て は,日 縫揚

で は,原 材 料 も ち製 品生産 事 業 所821を 基 準 と して主要 生 産 工程 別 関連 を

み る と,裁 断 工 程 を行 な う事 業 所 は764(93.1%),縫 製 工 程 は776

(94.5%)と な って い るが仕 上 工程 で は617(75.1%)と な って お り,

約4分 の1の 事 業 所 で は,仕 上 工 程 を 下請 に依存 してい る もの と推測 され る。

同 様 の 方 法 で賃 加工 製 品生 産事 業 所2,588を 基 準 と して工 程 との 関連 を

み る と裁 断工 程 では.1,833(70.8%),縫 製工 程2,555(98.7%),

仕 上工 程1,395(54%)と な ってお り,賃 加 工 製 品生 産事 業 所 の約30

%は 裁断工繊 細 ・%の 事新 は仕 上工程 を他の事業所に依存 して・・る と

み られ るo

ニ ッ ト工 連事 業 所 につ いて は,原 材 料 もち生 産 事 業所714の うち ,編 立

工 程492(69%),裁 断工 程593(83%),縫 製工程623(87.3

%),仕 上工程529(74.1%)と な って い る。 同様 に,賃 加 エ 製 品生 産

事 業 所 の504で の編 立工 程288(57.1%),裁 断 工程245(48.6

%),縫 製工 程330(65.5%),仕 上工 程226(44.8%)の 結果 と

な る。

とのようなク ロス集計 か らみ ると,原 材 料 もち製 品生 産事 業 所 の うち約30

%は,編 立 工 程 が分 離 され て い る こ とや 賃 加 工 製 品生産 事業所において も43

%が 編 立 工 程,縫 製工 程 で も34.5%が 仕 上 工程 で は55%の 事 業 所 が,当

該 工程 の生 産 を他事 業 所 に依存 す る形 態 が と られ て い る もの と推 測 され る。

アパ レル の生 産,流 通 の構 造 は,そ の商 品素 材,生 産 な ど の特 性 に よ っ て

それ ぞ れ異 った条 件 の も とで 生産 が 組み合わされてお り,同 一事業所 内で,一 貫

した生 産 工 程 が 編成 され て い る場合 の 方が む し ろ少数 で あ る とい う現状 が 示

され て い る。(資 料4-1,4-2)
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資 料4-1

〈 全 体 〉

生産形態別工 程区分一覧表

工程

形態
編 立 裁 断 縫 製

仕 上
(プ レス仕上) 合 計

原材料もち

製品生産
540

(12.2)

1,357
(30.5)

1,399

(31.5)
1,146
(25.8)

4,442
(100)

賃加工
製品生産

313

(4.5)

2,078

(30」)

2,885
(41.8)

1,621
(23.6)

6,897

(100)

賃 加 工
パ ー ツ生 産

41

(21.8)

40

(21.3)

79

(42)

28
(14.9)

188
(100)

合 計
894
(7.8)

3,475
(30.1)

4,363
(37.9)

2,795
(24.2)

11,527
(100)

〈 日 経 協 〉

編 立 裁 断 縫 製
仕 上

(プ レス仕上)
合 計

原材料もち
製品生産

48
(2.2)

764
(34.6)

776
(35,2)

617
(28)

2,205
(100)

賃加工
製品生 産

25
(0.4)

1,833
(31.6)

2,555
(44)

L395
(24)

5,808
(100)

賃 加 工
パ ー ツ生 産

2

(1.5)

35
(26.7)

70
(53.4)

24
(18.4)

131
(100)

合 計
75

(0.9)
2,632
(32.3)

3,401
(41.8)

2,036
(25)

8,144

(100)

〈 ニ ッ ト 〉

編 立 裁 断 縫 製
仕 上

(プ レス仕上)
合 計

原材料もち

製品生産

492

(22)

593

(26.5)

623

(27.8)

529
(23.7)

2,237

(100)

賃加工
製品生産

288

(26.4)

245

(22.5)

330

(30.3)

226

(20.8)

1,089

(100)

賃 加 工
パ ー ツ 生 産

39

(68,4)

5
(8.8)

9

(1'5,8)

4

(7)

57

(100)

合 計

819

(242)

843

(24.9)

962
(28.4)

759

(22.5)

3,383

(100)

一48一

暫

俗

w

」
、



〃

〆

〈 全 体 〉

資料4-2 生 産 形 態 別 ク ロス 分 析表

原材料もち
製 品生 産

賃 加 工

製 品 生 産

賃 加 工

パ ー ツ 生 産

原材料 もち

製 品 生 産

※1,535

(100)

325

(21.2)

14

(0.9)

賃 加 工

製 品 生 産

一
※3,092

(100)

28

(0.9)

賃 加 工

パ ー ツ 生 産

一 一
※125

(100)

註:サ ンプル事 業所 数4,392※ はそれ ぞれの生産 形 態のみ 記入 の 事業 所

〈 日 縫 揚 〉

原材料もち 賃 加 工 賃 加 工
製 品 生 産 製 品 生産 パ ー ソ 生 産

原材料 もち
、

※821 222 6

製 品 生 産 (foo) (27.0) (0.7)

賃 加 工 ※2,588 20
一

製 品 生 産 (100) (0.8)

賃 加 工 ※77一 一

パ ー ツ 生 産 (100)

〈 ニ ッ ト 〉

原材料 もち 賃 加 工 賃 加 工

製 品生 産 製品生 産 パ ー ツ 生 産

原材料もち ※714 103 8

製 品 生 産 (100) (14.4) (1.1)

賃 加 工 ※504 8
一

製 品 生 産 (100) (1.6)

賃 加 工 ※48
一 一

パ ー ツ 生 産 (100)

一49一



7.4.2ニ ッ ト製 品生 産

アパ レル の カ ジ ュア ル化 を 反 映 して,ニ ッ ト製衣 服 の生産 が増 加 の傾 向 に

あ る。

この調査 で は,生 産 量 の定 量 的 把握 は行 な って いな い が,事 業所 を 単位 と

して当該 事 業 所 で の ニ ッ ト製 品生産 比重 の状 況 を集計 した もの で あ る。

この結果 に も とつ いて,事 業 所 に おけ るニ ッ ト製 品生 産 比 重 の加重 平 均か

らニ ット製品生産比重をみ ると全体 としてサンプル 事 業 所 に お け るニ ッ ト製 品生

産 比 は41.3%と な っ てい る。 また,日 経協 事 業 所 で の生 産 比 重は23.6%

で,内100%ニ ッ ト製 品 を生 産 す る事 業 所 は,3,256事 業所 の 内450

(13.8%),50%以 上 ニ ッ ト製 品生 産 事 業 所 を加 え る と24%と な るが,

この反面,ニ ッ ト製 品生 産 を行 な っ て いな い事 業 所 が1,959(60.2%)

とな って い るこ と とな る。

次 に,ニ ソ ト工 連 事 業 所 で は,当 然 の事 なが ら ニ ッ ト製 品 生産 事 業 所 の生

産 比 重 は90.4%の 高 い比 重 を 占め てお り,う ち,100%ニ ッ ト製 品生 産

事 業 所 は,1,171の うち995(49.7%),50%以 上 ニ ッ ト製 品生 産

事 業 所 を ふ くめ1,060で90.5%に 達 す る結果 と な る。

他 方,ニ ッ ト製品 生 産 を行 な って い な い と回答 した 事業 所 も77み られ る

な ど,当 初 にお い て ふれ た業 種 区分 の不 明 確 となっ て い る現 状 が この よ うな

調 査 結果 の なか に も反 映 さ れて い る とみ る こ と もで き る。(資 料5-1)

資料5-1 ニ ッ ト製 品 生 産 比 重

項 目

区 分

事 業 所

サンカレ数

生 産

比 重

生 産 比 重 規 模 別

0% 1～9% 1〔トー29% ①～49% 5(ト99% 100%

ニ

ッ

ト

製
品

生
産

日 縫 揚 a256 23.6% 1,959 94 250 170 333 450

ニ ッ ト工 連 1,171 90.4 77 一 12 18 69 995

合 計 4427 41.3 2036 94 262 188 402 1,445
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7.4.3輸 出向 け生 製 生 産

わ が 国 の ア パ レル製 品 輸 出は,昭 和40年 代以 降,発 展 途 上 国の追 い上 げ

に よ り年 々縮少 方 向 を辿 って いた が,主 要 仕 向地 で あ った米 国 の輸入 規 制 ,

為 替 レ ー トの調 整,石 油 シ ョ ック以 降 の 国内 コス トの急 騰 な ど,海 外で の競

争 力 を急 速 に 失 って お り,昭 和45年 度 実 績 約3億 ドルが 昭 和50年 度 で は

2億 ドル 弱 と約35%の 減退 となっ て い る。

こ の よ うな事 情 を背景 として,こ の調 査 結 果 に おい て も ,輸 出向 け 製 品生

産 事業 所 生 産 比 重 は,日 縫揚,ニ ッ ト工 連 とも2 .7%に とX'ま る結果 とな っ

て い る。 また事 業 所 数 にkい て も,50%以 上輸 出向け製 品 の生 産 を行 な う

事 業 所は126(2.8%),若 干 で も生 産 を行 な って い る事 業 所 を加 えた全

体 で も238(5.4%)に とX'ま っ て い る。

なお,調 査 回 答事 業 所 のみ で全 体 の 輸 出生 産 を 行 な って い るもの で は な い

が,輸 出生 産 実 績 を勘 案 す る と,輸 出向け 生 産 比 重 に比較 して事 業 所 数 が相

対 的 に 少 くない こ とか ら,輸 出向 け製 品生 産 事 業 所 の平 均事 業 所規 模 は大 型

の事 業 所 が 多 い もの と推測 され る。

わが 国 ア パ レ ル 製 品 の 輸 出は,欧 米先 進 国や 香港 な どの製 品輸 出 と比較

して極 端 な不 振 ・ 低 迷 を続け て い るが,国 内 生 産 ,流 通 構造 の改 善,知 識 集

約型 高 付 加 価値 製 品生 産 体制への質的転換努力の集積 の上 に た った 輸 出振 興 の

諸対策 の 推 進 が望 まれ る。(資 料5-2)

資料5-2輸 出向 け製 品生産 事 業 所 の生 産比 重

項 目

区 分

事 業 所

サンプル数

生 産

比 重

生 産 比 重 規 模 別

0% 1～9% ]0～29% 30～4{% 一 100%

輸
出

製
品

生
産

日 経 協 3,256 2.7% 3094 27 32 9 53 41

ニ ッ ト工 連 1,171 2.7 1,095 13 25 6 23 9

合 計 4,427 2.7 4,198 40 57 15 76 50
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7.4.4出 荷 額 ・受 注 加 工 高 と主要 支 出

① 製 品 出荷額,受 取 加 工 高

製 品 出荷額 記入 サ ン プル事 業 所 は1,752で 合 計 出荷 額 は6,677億70

百 万円 とな り,1事 業 所 当 り381百 万 円 とな って い る。

また,織 物 製 外 衣類 生 産 比 重 の高 い 日縫 揚事 業 所 の平 均 出荷 額 は,ニ ッ ト

生 地 製 品取扱 の多 い ニ ッ ト工 連 事 業 所 に 比較 して 出荷 額 が3割 程 高 くな って

い る。

出荷 額 規 模 別 の事 業 所 分布 を み る と,日 経 協,ニ ッ ト工 連 ともほ ×同 じ よ

うなパ ター ン とな って お り,最 も出荷額 規 模 の厚 い層 は1億 円～3億 円 の規

模 事業 所 で あ る。

次に,受 取 加工 料 規 模 で は,総 加 工料 で2,841億50百 万 円 で,う ち

88%が 日経協 事 業 所 の集 計 高 で 占め られ,1事 業 所 当 り平 均 受取 加 工 料 で

も,ニ ッ ト工連 事 業 所 の61百 万 円 に比 較 し約30%高 い93百 万 円 の結果

とな っ てい る。

加 工 料規 模別 の事 業 所 の分 布 で は,日 経 協 で は,3,000万 円～9,900万 円

規 模 の層 が最 も厚 く,837(31.3%)を 占め,5,000万 円を超 え る規 模

事 業 所 は1,056で 全 体 の40%と な る。

ニ ッ ト工 連事 業 所 で は,900万 円以 下 の規 模事 業 所 が最 も多 く,5,000

万 円規 模 を超 え る規 模事 業 所 は113(19.3%)と な って お り,ニ ッ ト工

連事 業 所 の賃加 工形 態 事 業 所 の規 模 は,こ の調 査 集計 か らみ る とか な り小規

模事 業 所 が多 い とみ られる結果 となっ ている。

以 上 の調 査 回 答集計 に も とつ い て,受 取 加工 料 を製 品 出荷 額 に換 算 す るた

め 出荷額 に 占 め る加 工 原 価 比 重 を0.45と して 試算 す る と,製 品 出荷 額 は,

換 算 出荷 額 で667,770百 万 円 とな り,調 査 回 答事 業 所 全 体 の総 出荷 額 規 模

は ラフな推計 では あるが計1兆3,000億 円程度の規模 に達することとなる。(資料6-1)

② 主 要 支 出項 目の構 成

製 品 出荷額 の みを 記入 した サ ンプル 事 業 所 に よって支 出項 目の構成 を,同 じ
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φ

く受取 加工 料 収 入 に 占 め る主 要 支 出項 目の平 均 構成 比 につ いて み る と,そ れ

ぞれ 次 の よ うに なっ て い る。

図 表8主 要 支 出項 目別平 均構 成 比

(製 品 出荷額)

日 縫 揚

ニ ッ ト工 連

0 20 40 60 100㈲

他

)

費

M

経

口

膿
▲

人

1く

ー

料
】

注

工
1

加

5

外

払

1

1

支
(

費料

)2

材

64

原

(

(22.0)

0

(受 取加工料)

日 縫 揚

ニ ッ ト工 連

20 40 60 80 100㈲
1!lll

/原 材 料 費(7・4)
〆

外 注
支払工料

(17.0)

人 件 費

(40.3)

その他経費

(35.3)
ノ'

//
//

//
/ノ

〆
(14.6)

1
(40.1)

五)
(40.2)一

製 品 出荷額 収入 で の原 材 料 の 占め る比 重 は,日 雑協,ニ ッ ト工 連 事 業 所 と

も,ほX'45～46%を 占 め るが,ニ ッ ト工連 事 業 所で は,主 要 項 目の うち

外 注 支払 工 料 の 比重 が 高 い結 果 となっ て い る。

しか し,規 模 別 に みた 場合,日 雑協 で は4～6人 規模 事 業 所 で の 外注 比 重

が26.4%と な って い るな ど中小 規 模事 業 所 に お け る外 注 比 重 が比 較 的 大 き

い こ とが わ か るo

一53一



ニ ッ ト工 連 で も7～9人 規 模 事 業 所 で の外 注 費 比重 が29%と 高 く,規 模

が大 き くな るほ ど外注 費比 重 が低 下 して い る な どほX'同 様 の パ ター ンを 示 し

て い る。 また,人 件 費 の比 重 は,日 縫協,ニ ッ ト工 連 とも30人 以 上 の規 模

事 業 所 で の構 成 比 が高 くな っ てk・・b,生 産 事 業 所 規 模 が30人 以 上 に な る

と,諸 管理 要 員 の配 備 が必 要 と され る な ど間 接 労務 費 をふ くむ総 人件 費 の 占

め る比 重が 相 対 的 に高 くなっ てい る事情 を示 す もの と推 測 され る。

次 に,受 取 加 工 料 に 占め る主 要 支 出の構成 比 重 を み る と,日 雑協,ニ ッ ト

工 連 とも 人件 費 の構 成 比 重 が約40%を 占め る結果 とな って い るほか,日 雑

協 で は,従 業 員規 模20人 以 下 と100人 以 上 の規 模事 業 所 で の人件 費比 重

が 調査 平 均 を下 廻 り,中 間規 模 事業 所 での 比 重 が相対 的 に高 くなっ て い る。

ニ ッ ト工 連事 業 所 で は,従 業 員20人 以 下$業 所 で の 人件 費 比重 が低 く,

そ れ 以 上 の規 模 事業 所 で は逆 に平 均 値 を大 き く上廻 って い るが,反 面,外 注

費 比重 は小 さ くなっ てい る。(資 料6-3～6-10)

受取 加工 料 に 占 め る人件 費比率 に つい て,昭 和50年 度 の 中小企 業 の経営

指標 を参 照 す る と,被 服 製 造 業 平均 の 人件 費 比 率 は46.8%,既 製服 製 造 業

平 均 では43.2%で 同 じく メ リヤス 製造 業 平 均 で は41.8%と 本調 査 に ょ る

平 均 比 重40%を 上廻 る指標 とな って い るが,今 回 の調 査 範 囲 の集計 結果 か

ら生 産事 業 所 の経 営 内容 に わ た る詳 細 な分 析 は困 難 で あ り,今 後 の検 討 課題

と した いo

なお,製 品 出荷形 態 事 業 所,受 取 加工 形 態 事 業 所 の規 模別,都 道 府 県 別 分

布 を一覧 表 と して参考 に供 した。(資 料6-11,6-12)
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資料6-1 製品出荷高規模別事業所

マ

サンプ
ル事 項 目

区 分 ㌔ 薮

製 品 出 荷 規 模 別 事 業 数 製品出荷高

合 計 額

一企業当り

製品出荷額
百万円

1～49 ,。頃 靹 1。。三夏把 3。。～脚 ,。。頭 目
百万円LOOO
以 上

日 縫 協 IIOO3

(100)

196

(19.5)

155

(15.5)

291

(29.0)

128

(12.8)

131

(13,1)

102』

(10.1)

百万 円

4201868

百 万 円61

419.

ニ ッ ト工連 749

(100)

127

(17,0)

97

(13)

276

〈16.8)

115

(15.4)

91

(12,1)

43

(5.7)

246,902
64329
.

合 計 1,752

(100)

323

(18.4)

252

(14.4)

567

(32.4)

'

243

(13.9)

222

(12.7)

145

(8.2)

667,770
15381
.

一

千

資料6-2 受取加.工料規模別事業所

項 目ンプ
ル

区 分 事業所数

受 取 加 工 料 規 模 別 事 業 所 数 受取加工料

合 計 額

一企業当 り

受取加工料百万円
1～9

百万円
10～j9

百万円
20～29

百万円
30～49

百万円
50～99

百万円
100～199

百万円
200～499

百万円500

以 上

日 経 協 21672

(100)

.492『

(18.4)

442

(16.5)

295

(11.0)

387

(14,5)

450

(16.8)

333

(12.5)

200

(7.5)

73

(2.8)

百 万円

248,652

百万円
0693
.

三 ッ ト工 連 585

(100)

191

(32,6)

100

(17.1)

52

(8.9)

72

(12、3)

81

(13.8)

57

(9.7)

22

(3.8)

10

(1.8)

35,498
6860

.

合 計 3,257

(100)

683

(21)

542

(16.6)

347

(10.7)

459

(14.1)

531

(163)

390

(12)

222

(6.8)

83

(2.5)

284150
2487
.

資 料6、-3 製品出荷高に対する事業所規模別収支状況(日 経協)

単位1百 万 円

`

'

.ノ

ノ

規模別 〆

金 トー3人 4-6人 7-9人 10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100メ 以上

項 目 額

収
百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

29L276 L149 3,616 3β58 21,005 17,750 30,819 68β30 144249

製品 出荷 高

入 (100%) (04%) (L2%) (1.3%) ・(7 .2%) (6、1%) (10.6%) (23.6%) (49.5%)

134,533 422 1,665 1,793 91441 8,281 13,743 32,793 66395
原 材 料 費

(0.3%) (1.2%) (13%)

支

44,043 250 956 849 3,910 3,698 5,485 11,119 17,776

出
外注支払工料

項 50,380
1

104 309 350
、2

,122 1,613 3,881 10,237 31,764

目

人 件、 費

62320 373 686 866 5,532 41158 7,710 14,681 28,314

その他 経 費
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資料6-4製 品出荷高に対する支出項目別比重(日 経協)

規模別

項 目 比重(%)

1-3人 4-6人 7-9人 10二19人 20-29人 30-49人 50-99人 100人 以上

収

入
製 品出荷 高 100 1』00 100 100 100 100 100 100 100』

原 材 料 費 46.2 36.7 46.0 46.5 44.9 46・7
.

44.6 47.6 46.0

外注支払工料 15.1 2L8 26.4 22.0 18.6 20.8 17.8 16.2 12.3

人 件 費 17.3 9.1 8.6 9.1 10.1 9.1 12.6 14.9 22.0

その他 経 費 21.4 32.4 19.0 22.4 26.4 23.4 25.0 2L3 19.7『

亨

特

.

資料6-5 製品出荷高に対する事業所規模別収支状況(ニ ッ.ト工連) 単位:百 万円

規模別

1-3人 4-6人 7-9人 10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100巫

項 国 領

収
百万円

1691925
百万 円
724

百万円
2,716

百万円
5,373

百 万 円

19,001

百万 円
20,785

百万 円
28,406

百 万 円

41,911

百万 円
51,009

入
製品 出 荷高

(100%) (0.4%) (L6%) (3.2%) (11.2%) (12.2%) (16.7%) (24.7%) (304)

76,202 361 1,166 2.6L6, 8,404 9,067 13,584 17,812 23,192

原 材 料 費
'

支
37:346 196 779 L560 4,820 5,740 7,056 91005 8,190

外注支払工料 、

出

23,509 75 644 699 2,117 2,389 3β94 5,826 7,865

項 人 件 費

目

32,868 92 127 498 ぴ660 3,589 3,872 9,268 lL762

そ の他 経 費

●
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資料6-6製 品 出荷 高 に 対 す る支 出項 目別 比重(ニ ッ ト工連)

規模別

項 目})
1-3人 4-6人 7-9人 10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100人 以上

収

入
製 品 出荷高 100 100 100 100 100 100 100 100 100

支

出

項

目
・

原 材 料 費 44.8 49.9 42.9 48.7 44.2 43.6 47.8 42.5 45.5

外注支払工料 22 27.1 28.7 29 25.4 27.6 24.9 21.5 16.1

人 件 費 13.8 10.3 23.7
、

13 11.1 11.5 1y, 13.9 15.4

その 他 経 費 19.4 12.7 4.7 9.3 19.3 17.3 13.6 22.1 23

亀 ト

資料6-7受 注加工料に対する事業所規模別収支状況(日 経協)

規模別
1-3人 4-6人 7-9人 10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100刈 上

項 目 額

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
収 195,452 2,595 6」13 3,921 17,862 14,Ol4 25,292 43919 81,736

受 取 加工 料 1

入 100 1.3 3.1 2.0 9.1 7.2 12.9 22.5 41.8

14.466' 87 143 174 L658 696 988 3,167

'

7,553

原 材 料 費
100

支

33216 569 654 1,000 3,691 2,625 4,423 6,950 13304

出
外注支払工料

項 78,732 768 1,441 L448 6,209 6,498

'

10,228 21,605 30,535

人 件 費

目

69,038 1,171 3,875 1,299 6,304 4」95 91653 12ユ97 30,344
そ の他経 費
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資料6、-8受 取加工料に対する支出項 目別比重(日 経協)

規模別

、

項 目 比重(%)

1-3人 4-6人' 7-
.9人

10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100人 以上

収

入.
受 取加 工 料

%
100

%
100

%

100

%

100

%
100

%

100

%

100

%

100

%

100

支

出

項

目

原 材 料 費 7・4

,

3.4 2.3 4.4 9.3 5 3.9 7.2 92

外注支払工料 17 21.9 10.7 25.5 20.7 18.7 17.5 15.8 16.3

人 件 費 40.3 29.6 23.6 36.9 34.8 46.4 40.4 49.2 37.4

そ の 他 経費 35.3 45.1 63.4 33.2 35.2 29.9 38.2 27.8 37.1

.・.

■

.、

資料6-9受 取加工料に対する事業所規模別収支状況.(ニ ット工連)

規模別
1-3人 4-6人 7-9人 10-19人 20-29人 30-49人 50-99人 100ノ ・以 上

項 目 金 額

収
百万円

22,469
百万 円

3β74

百万円
3,945

百万円
870

百万 円
2,667

百万円
L553

百万円
1326

百万円
3914

百万円
4,320

入
受取 加 工料

100 17.2 17.6 3.9 11.9 6.9 5.9 17.4 19.2

Ll42 8 28 9 99 27 64 252 655

原 材 料 費

支

3,285 1,103 166 230 5qo 347 194 389 356

外注支払工料
出

項 9,002 480 L256 340 813 643 724 2ユ63 2,583

人 件 費

目

9,040 2,283 2,495 291 1,255 536 344 1,110 726

そ の 他 経費
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資 料6-10受 取 加工 料 に対 す る支 出項 目別 比 重(ニ ッ ト工 連)

吟 、

'

規模別

項 目 金 額

.1-3人
4-6人 7-9人 10-19人 20-29人

1

30-49人 50'-99人 100,似 ヒ

収
「

入
受 取 加工 料 100 100 100

1

100 10`0 100 100 100 100

支

出

項

目

原 材 料 費 5.1 0.2 0.7 1.0 3.7 .1.7 4.8 6.4' 15.2

外注支払工料 14.6 28.5 4.2 26.4 18.7 22・3 14.6 9.9 8:2

人 件 費 40.1 12.4 31.8 39.1 30.5 41.4' 54.6 55.3 59.8

、

そ の 他 経 費 40.2 58.9 63.3 33.5 47.1 34.6 26 28.4 16.8

～

⇔

＼

＼
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製品出荷形態事業所の規 模別,都 道府県別分布一覧表資料6-11

従業員

規模別都 道

数府県 名
1～3人 4～6人 7～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 」「)0人以上

1 北海道 6 2 1 2 1

2 青 森 4 2 1 1

3 岩 手 4 1 1 2

4 宮 城 」1 2 1 1 1 6

51 秋 田 7 1 1 1 4

6 山 形 34 2 1 5 」o 12 4

7 福 島 19 2 1 1 3 5 2 ・5

8 茨 城 8 2 . 2 2 2

9 栃 木 37 1 4 11 9 2 7 3

10 群 馬 35 1 3 13 7 3 6 2

11 埼 玉 35 1 4 4 8 3 9 4 2

12 千 葉 12 1 1 3 2 3 2

13
{

東 京 130 10 17 12 36 18 10 15 12

14 神奈川 10 1 1 2 1 3 1 1

15 新 潟 69 1 2 3 11 6 '夏3 17 16

16 長 野 22 1 1 1 5 4 2 5 3

17 山 梨 5 2 3

18 静 岡 5 1 1 2 1

19 愛 知 129 3 14 21 32 26 14 13 6

20 岐 阜 17 1 4 7 2 2 1

21 三 重 11 1 2 2 1 1 2 2

22 富 山 7 1 1 1 2 2

23 石 川 7 1 1 2 1 1

24 福 井 12 1 3 2 5

Z5 滋 賀 3 1 1 2

26 京 都 12 2 3 2 5 4

27 奈 良 38 4 3 3 13 3 4 20 3

28 大 阪 182 10 16 .18 56 21 25 4 」6

29 兵 庫 膓5 1 3 2 3 3 2

30 和 歌 山 13 1 1 1 1 4 2

31 鳥 取 4

32 島 根 14 」 1 14 8

33 岡 山 51 1 2 5 5 13 7 11

34 広 島 29 1 4 3 8 2 6

35 山 口 7 3 1 2

36 徳 島 6 2 5 3

37 香 川 17、 1 3 2 4 9 2

38 愛 媛 39 1 1 4 9 5 6 4

39 高 知 2 1 1 1

40 福 岡 7 3 1 1 2

41 佐 賀 3. 1 2

42 長1崎 6 3 5

43 熊 本 6 1 1 1

44 大 分 1 1 3

45 宮 崎 5 2 2

46 鹿 児 島 6 1 3

47 沖 縄 1
▲

合 計 1,099

(100%)

37

(34%)

68

(6.2%)

89

(8.1%)

244

(22.2%)

14」

(12.8%)

168

(15.3%)

189

(17Z%)

163

白4.8%)
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受取加工形態事業所 の規模別,都 道府県別分布一覧表資料6-12

従 業 員

都 道 事業 所 ・規 馴致

府 県 名

1～3人 4～6人 7～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人 以上

1 北 海 道 7 1 1 3 2

2 青 森 8 2 1 5

3 岩 手 12 1 3 2 3 3

4 宮 城 15 2 2 1 5 5

5 秋 田 16 1 2 5 4 4

6 山 』形 17 4 2 5 2 4

7 福 島 39 3 6 2 4 1 11 6 6

8 茨 城
.

32 3 2 2 5 8 3
.

4 5

9 栃 木 42 7 4 1 14 6 6 4

10 群 馬 165 16 21 15 46 30 21 11 5

11 埼 玉 54 5 2 」 18 1」 9 6 2

12 千 葉 16 2 1 4 3 1 3 2

13 東 京 186 50 28 18 38 19 14 14 5

14 神奈川 14 3 4 1 3 1 1 1

15 新 潟 36 2 2 7 9 7 5
'

4

16 長 野 22 5 5 4 3 1 1 2 1

▲7 ・山1梨 .6 1 1 2 1 ,1

.'18 静 岡 8 1 1 3 3

19 愛 知 66
」. 8 12 7 16 3 10 10

20 岐 阜 56 3 4 5 19 6 8 8 3

2▲ 三 重 23 1 1 4 6 4 7

22 富 山 24 2 2 4 3 4 7 1 1

23 石 川 54 9 3 2 13 10 9 7 1

24 福 井 24 ▲ 5 6 7 4 1

25 滋 賀 17 2 1 3 3 2 3 3

26 京 都 34 2 5 2 4 8 5 4 4

27 奈 良 49 7 10 7 13 7 3 2

28 大 阪 860 268 178 102 123 45 54 60 30

29 兵 庫 ;38
.

1 1 13 6 3 11 3

30 和 歌 山 26 2 1 1 6 7 7 1 1

31 鳥 取 26 4 3 4 2 13

32 島 根 57 3 5 8 14 22 5

33 岡 口」 75 2 6 23 11 7 14 12

34 広 島 54 1 2 14 12 11 9 5

35 山 口 8 3 4 1

36 徳 島 42 1 13 3 9 9 7

37 香 川 40 1 8 8 6 12. 5

38 愛 媛 248 1 5 7 81 53 47 36 18

39 高 知 9 、2 4 3

40 福 岡 25 2 3 2 9 4 5

41 佐 賀 」1 2 1 4 4

42 長 崎 10 1 1 1 3 4

43 熊 本 12 5 5' 2

44 大 分 7 1 1 4 1

45 高 崎 5 1 1 3

46 鹿 児 島 8 」 1 1 3 2

47 沖 縄 1 . 1

合 計 2,604
、

(」oo%)

40」

〔15.4%)

305.

(16.7%)

208

(8.o%)

531
、.

(20.4%)

314

(12、1%)

324

(12.4%)

337
.

(12、9%)

184

(7.o%)
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7.5生 産 品 の 出 荷 地 域

アパ レル の生 産 は,7.2.1に お い て 調 査 対 象 事 業 所 の地 域 分 布 を み た が,

衣服 縫 製 業 で の 消費都 市周 辺 か ら労 働 力確 保 と低 廉 な労 働 力 を求 めて の地 方分

散 化 と メ リヤ ス製造 業 の産 地 型生 産 の差 異 が み られ るものx,生 産 地 の地 方分

散 の傾 向 が な お進 行 して い るもの とみ られ る。

生 産事 業 所 を地域 ブ ・ ック毎 に 大 別 し,製 品 の 出荷 先 との 関連 を み る と,同

一 地域 ブ ロ ック 内で生 産 し ,同 一 ブ ロ ック 内 に 出荷 され る比 重 の高 い地 域 は,

大 消費都 市 を 包含 す る関 東,近 畿,東 海北 陸 で,東 北 と中国 山 陰,四 国 ・九 州

は,生 産 重 点型 とな って い る ことが わ か る。

次 に,生 産 地 と出荷 先 地域 との ル ー トを み る と各地 域 間 を複雑 に交 錯 してお

り,例 えば,東 京 都 に対 し,近 畿,中 国 山 陰,四 国,九 州 な ど西 日本 か らの 出

荷 が約30%を 占め てい るの に対 し,逆 に 関 東,東 北,東 海北 陸 方面 か ら19

%の 出荷 を うけ て い る こと とな っ て い るな ど,取 引流 通 面 の複雑 迂 回 性 を うか

が わ せ る交 差 と な って い る。

東京,大 阪,名 古屋 な どの 大 消 費都 市 以 外 の 全 国地 方 消 費地 へ の 出荷 とみ ら

れ る そ の 他 地 域 向 へ の 出荷 は,関 東,近 畿,東 海北 陸 の3地 域 ブ ロ ックで 全

体 の61%が 占 め られ て い る。

この他,輸 出 向け 出荷 では,四 国 地域 の 比重 が43.4%と 最 も高 く,近 畿 と

合 せ て61.3%を 占め るな ど輸 出生 産 の ウエ イ トが西 日本 方 面 に集 中 して い る

こ とが 明 らか に され る結果 とな っ て い る。(図 表9～13,資 料7-1)
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図表9同 一地区内出荷比率

吻 同一城 内

%)内 全 国 サ ンプ ル数 に 占め る ウエ ー ト
19,8%

図表10① 東京都内向け出荷地域別比重

'

亀

層
ノ

陰

国

山

中

間
違

関 東

52,4%

註 小 丸 内 パ ー セ ン トは,全 国 出荷 先 サ ン プ ル数

に 占 め る地 域 の ウ エ イ ト
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図表11② 大阪府向け出荷地域別比重

●

図表12③ 愛知県内向け出荷地域別比重

四 国

6,7%

関 東

10.5%

陰

国

%6

山

中

H
近 畿

18.6%

◆
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図表13④ そ の他地域(東 京,大 阪,愛 知を除 く)向 け出荷地域別比重

東 海

13.3%

陰

国

%9

山

中

31

関 東

24.9%

近 畿

23%

輸 出 向 け 出 荷

四 国

43.4%
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製品出荷別地域分布

 

1資料7一

項 目

都 道

府県名

1

同 一都 道

府 県 内

2

東京 都 内

3

大 阪 府 内

4

愛 知 県 内

5

そ の 他

国内 地 域

6

輸 出 向 備 考

1 北海道 13 6 4 1 4 28

2 青 森 5 9 3 3 21

3 岩 手 6 17 4 2 6 34

4 宮 城 13 25 8 6 12
・3

67

5 秋 田 4 23 10 4 10 1 52

6 山 形 24 47 24 5 24 124

7 福 島 23 55 18 5 16
'1

118

8 茨 城 7 45 5 2 8 67

9 栃 木 37 86 25 11 22 1 182

10 群 馬 58 181 19 3 45 10 316

11 埼 玉 57 110 11 7 55 1 241

12 千 葉 7 33 5 1 6 1 53

13 東 京 36 51 21 47 4 436

14 神奈川 10 22. 6 4 6 3 51

15 新 潟 81 81 39 6 35 242

16 長 野 18 46 17 13 22' 1 117

17 山 梨 9 17 3 2 6 37

18 静 岡 13 15 8 4 9 1 50

19 愛 知 97 73 223 68 5 466

20 肢 ・ 阜
,

62 22 1 25 39 20 2 170

21 三 重 5 8 32 17 12 74

22 富1⊥ 」 20 12 17 10 11 4 74

23 石 川 58 37 53 20 28 4 200

24 福 井 22 20 27 10 13 3' 95

25 滋 賀 3 9 18 6 11 1 48

26 京 都 24 15 39 7 18 103

27 奈 良 30 32 95 13 23 5 198

28 大 阪 158 1,互06 76 」50 15 L505

29 兵 庫 31 23 55 13 17・ 3 142

30 和 歌 山 14 16 44 6 9
■

2 91

31 鳥 取 4 8 33 3 11 2 61

32 島 根 16 17 52 9 23 4 121

33 岡 山 93 59 95 43 67 1 358

34 広 島 55 35 54 22 34 3 213

35 山 口 9 7 16 5 11 ▲ 49

36 徳 島 3 ▲9 50 7 19 2 100

37 香 川 19 28 54 16 26 10 153

38 愛 媛 66 60 195 22 86 54 483

39 高 知 2 3 12 2 2 3 z4

40 福 岡 27 9 22 8 13 6 85

4且 佐 賀 5 7 9 4 6 31

42 長 崎 9 10 18 7 9 」 54

43 熊 本 7 5 8 2 12 34

44 大 分 .4 3 5 3 3 18

45 宮 崎 . 3 7 8 9 7 34

4; 鹿児島 2 8 5 2 、 、 17

47 沖 縄 1
.

1 1 1
＼4

合 計 979 Il907 2,484 704 1,048 159

、

7,281
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7-6生 産 管 理 の 方 法

ア パ レル生 産 体 制 の課 題 は,ア パ レル 生産 部 門 に おけ る労働 集 約 性 を最 少限

に とYめ るた め機 械 装備 率 の向 上 を はか る と と もに,生 産 プ ロセス の近 代 化 を

ソ フ ト面 で の生 産 計 画,進 捗,品 質,外 注,在 庫 な どシステ ム化 が重 視 さ れ る

と ころ で あ るo

この生産 管 理 面 の事 業 所 にお け る現 状 を把握 す るた め,生 産管 理 に どの よ う

な 方法 が とられ て い るか とい う観点 か ら調 査 を行 な った 。

回 答 結 果 で は,コ ン ピュー タ利 用 シス テ ム をふ くむ,管 理 カ ー ド,グ ラ フな

ど一 応 定量的 に 数値 化 され た 方式 に も とつ い て生産 管理 が行 な わ れ て い る と思

わ れ る事 業 所 は,日 雑 協 で は31.3%,ニ ッ ト工 連 で は35.3%,全 体 と し て

約33%の 事業 所 に お いて一 定 の管理 体 制 が とXの え られて い る とみ る こと が

出来 る。 この反 面,残 りの事 業 所 で の管 理 方 法 は,経 理伝 票 な ど併 用 に よる管

理 方法 が と られ てい る こ と となる。

この点,昭 和49年 度 に通 産 省 アパ レル産 業 シス テ ム化委 員 会 に よ って.

(社)日 経 協 が 傘 下 組 合員企 業1,000社 を対 象 と して 実 施 した シ ス テ ム化 実

態 調査 に よ ると,大 部分 の事 業 所 は 下 請 生 産 メ ー カ ー で あり,商 品企 画 や 情

報 収集 の機 能 は 弱 く,主 た る機 能 で あ る製造 面 で も,生 産 計 画 の立案 に際 し.

正確 な 数 値 に よる生 産能 力情報 を持 って い な い。 また,工 程 進 捗 状 況 管理 の サ

イク ル も週 単 位 以 上 の長 期 に わ た るほ か,経 理 伝 票 な どとの兼 用 で 大 体 の 管 理

体 制 が と られ て い る との 指摘 が 行 わ れ て い る。

～

・
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生 産 管 理 の 内容 は,事 業所 の取 扱 品種,事 業 所 規模,管 理 の対 象,内 容 な ど

に よって 方法,密 度 な ど相違 す るほ か,管 理 コ ス トとの点 をふ くめ この調査 項

目結果 に よ って全 体 の レベ ル評 価 は行 な えな いが,回 答 事 業 所 の 平 均 規 模 が

従業 員数 で42.5人 で あ る こ とを考 慮 す る と これ を下 廻 る規 模事 業 所 実態 と併

せ,業 界 全 体 の生 産事 業 所 に おけ る管理 シス テ ム化 の レベル 強 化 が 重要 な課 題

の1つ で あ る こ とは 明 らかで あ る。(資 料8-1)

資 料8-1生 産 管 理 方 法 別 実 施 状 況

方 法

区 分

サ ン プ ル

① ～ ⑤ 計

①

伝 票 の み

②

管 理 表

(グ ラフなどを含め)

③

特 殊 なカ ー ド

(チ ケ ットな どを含 め)

④

コン'ピ ュ ー グ

処 理

⑤

そ の 他

日 縫 協 3,261

(100%)

2,186

(670%)

844

(259%)

114

(35%)

61

(1.9%)

56

(1.7%)

ニ ッ ト工連 1,385

(100%)

858

(619%)

362

(261%)

97

(70%)

31

(22%)

37

(2.7%)

合 計 4,646

(100%)

3,044

(655%)

1,206

(26.0%)

211

(4.5%)

92

(2.0%)

93

(2.0%)

●

7.7事 業 所 当 面 の 重 要 課 題

事 業 所 が 当 面 す る重要 課題 と して想 定 され る10項 目につ い て回 答 を求 め,

事 業 経 営 者 の 問題 意識 を ア ン ケ ー トした もの で あ るが,集 計 結果 に よ る と.日

縫 揚,ニ ッ ト工 連 とも事 業者 の 問題 指摘 は,3つ の項 目に集 約 され て い る。 そ

の1つ は,従 業 員 の採 用,定 着.高 令 化 とい う労働 力に関 す る問題 で あ り次 い

で工料 の 引上 げ や 取引 条件 の改 善 とい う収 入 の問題,そ して,生 産 事業 所 と し

て最 も苦 心 す る操 業度 の安 定 す な わ ち生 産量 の確 保 で ある。

'

≠

・
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己

▼

この3つ の 問題 に対 して,日 縫 揚 とニ ッ ト工連$業 所 の生 産 体 制 の相 違 が 優

先 順位 の差 とな って反 映 され て い る。

これは,日 縫揚 で は,賃 加工 形 態 を 中心 とす る縫 製 加工 が主要 生 産 機 能 とな

っ てお り,労 働 集 約 度 が 高 い事 情 を反 映 して,労 働 力 の確 保,定 着 や 管 理,技

能,技 術者 等 の確 保,レ ベ ル 向 上 な ど人 の 問題 に集 中 した問題 意 識 と して示 さ

れ て い るo

これ に対 し,編 立 と縫 製 の両 生 産 機能 を もつ ニ ッ ト工連 関 連事 業 所 で は,設

備 投 資へ の投 下額 も高 く,ニ ッ ト製 品 の季 節 性 をふ くめ投 下資本 の 回転 率 向 上.

操 業 の安 定維 持 へ の関 心 が と くに強 い とい う結果 となっ て い る。

生 産事 業 所 の経 営 問題 は,最 近 の経 営 環境 条 件 の変化 を 反 映 して,資 金 借入

れ(4.8%),設 備 の近 代 化,合 理 化(5.6%)と 相 対的 に低 率 で あ るほ か,

商 品 開発 力 の強 化,的 確 な情 報 の確保,管 理水 準 の向 上 な ど戦 略 的対 応 検 討 の

余 裕 を もつ こ とが 困難 な環 境 条 件 の な か で当面 の事 業所 の 経 営安 定 に追 わ れ て

い る事情 を端 的 に物 語っ て い る もの と推測 され る結果 で あ る。(資 料9-1図

表14)

'
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資料9-1 生産事業所当面の重要課題

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑥ ⑨ ⑩
項 目 サ ン プル 管理 ・技能 加工料の

資 金 従業員の 技術者等 生産量の 設備の近 品質管理 引上げや 商品企画 下請工場 的確な情

① ～⑩ 計 採用定着 の確保 と 代化や合 などの水 取引条件 開発力の

区 分 の借入 高 命 化 質の向上 安定確保 理 化 準 向 上 の 改 善 強 化 の 確 保 報の確保

日 経 協 3,201 144 973 384 450 187 261 542 126 105 29

(100%) (4.5%) (30.4%) (12.0%) (14.1%) (5.8%) (8,2%) (16.9%) (3.9%) (33%) (0.9%)

ニ ッ ト工 連 1,061 59 196 124 237 50 101 167 88 28 11

(100%) (5.6%) (18.5%) (11.7%) (22.3%) (4、7%) (9.5%) (15、7%) (8.3%) (2、6%) (1.o%)

合 計 4,262 203 1,169 508 687 237 362 709 214 133 40

(100%) (4.8%) (27.4%) (11.9%) (16.1%) (5.6%) (8.5%) (16、0%) (5、0%) (3.1%) (0.9%)

●

●

図表14生 産事業所当面の重要課題

30.4%

(日 経 協)

4・5%1%一
12・%一

14・1%一

・・%唖

8・2%一

169%一
・・%巳

・・%雁

・・%巨

① 資 金 の 借 入

従 業 員 の 採 用◎
定 着 、 高 令 化

管理、技能、技術者⑳
等の確保と質の向上

④ 生 産量の安定確保

(日)灘 ㎝ ㈹ ヒや鵠 イヒ

⑥品蛎 鷺 ㍊ 上

⑦加認 織9改 善

砲)商品企画開発力の強化
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8.特 定4地 区 設 備 実 態 調 査

8,1特 定4地 区 調 査 の 視 点

81.群 馬地区調査結果

8.|..1群 馬県に おけ る衣服縫製業 の概況

(1)一 般 的概況

群 馬県 におけ る衣服縫製業は,全 製造 業のなかに占める繊維工業(産 業

分類20)の ウ エイ トが昭和35年 以 降 大幅 に減 少 してい る の に対 し て,

相対 的 にそ の地位 が向 上 して き てい る。 この よ うな傾 向 は,全 製造 業 に対

す る繊 維 工 業 む よび衣 服 その他 の繊 維 製 品 製造 業(産 業 分類2])の 事 業

所数,従 業 者数 ・製 造 品 出荷額 等 の推 移 を 参 照 する こ とに よって ・明 らか

に す る こ とが で き る。

まず最 初 に事 業 所数 の推移 を み てみ ると,昭 和30年 の繊 維 工業 の事 業

所 数は5,515事 業 所 とな って い るの に対 して ・昭和50年 では3,635

事 業 所数 とな ってお り,大 幅 にそ の数 が減 少 してい る。 この こ とは 必 然 的

に全 製造 業 に 占 め る繊 維 工業 の地 位 の後退 を意 味 し,そ の 構 成 比 は 昭 和

30年 でば全 製造 業 の半 ば以 上 を占 め る52.5%と な っ てい るの に対 し て,

昭和50年 では21.2%と 全体 の 約4分 の1に まで落 ち こん で きた。

これ に対 して衣 服縫 製 業は,昭 和30年 では367事 業 所 ・構 成 比3.5

%に す ぎな か ったが,昭 和50年 には1,694事 業 所,構 成 比9.9%と 全

製造 業 のほぼ]割 を 占め るに至 った 。

この よ うな繊 維 工業 に赴 け る事 業所 数 の大 幅 な減 少 お よび衣 服産 業 に赴

け る着 実 な増 加傾 向 は,当 然 の こ とな が ら従 業 者数 の推移 に も反映 してか

り,繊 維 工業 は昭 和30年 では41,349人,構 成 比45.2%で あ ったの

に対 して ・昭 和50年 では23,698人,構 成比10.6%に まで落 ち こん

だ 。 これ とは 逆 に ・衣 服縫 製 業は 昭和30年 では3,249人 ・構 成 比3.6

%で あ った ものが ・昭 和50年 では]3,820人,構 成 比6.2%に まで増

加 した 。絶 対 数 にお いては 約4倍 の従 業 者数 の増 加 を み てい る。
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ま た,製 造 品 出荷額 等 に も前 記 の傾 向 が如 実 に現 わ れ てお り ・繊維 工業

にkけ る昭 和30年 の出荷 額 が25,319百 万 円 ・構 成 比34.8%で あ っ

た の に対 して,昭 和50年 では]45,]30百 万 円 と絶 対額 は 伸 び ては い

る もの の,構 成比 は7.4%と 昭 和30年 当時 の約5分 の1に まで減 少 し て

きてい る。 こ れ に対 して衣 服 縫 製 業は,昭 和30年 では1,229百 万 円,

構 成 比1.7%で あ った が ・昭和50年 では48,386百 万 円 ・構 成 比2.5

%に まで増 加 し.絶 対額 の伸 び率 にお い ては,繊 維 工業 が20年 間 に6倍

弱 の 伸 び率 しか示 してい な い の に対 し て,約40倍 の伸 び率 を 示 し てい る。

な:5-,参 考 ま で に昭 和35年 以 降 の事 業 所 数 ・従業 者 数,製 造 品 出荷 額

等 の推移 を以 下 に示 してか く。

表8.1.1.]-1

()内 は指数30年 一100

30年 35年 40年 45年 50年

事

業

所

数

全製 造 業 (100)
10,510

(114)
11,985

(129)
13,571

(150)
15,776

(164)
17,186

繊 維(20)
(100)

5,515
(96)

5β02

(9D)
4,950

(74)
4,085

(66)
3,635

構成比 52.5% 44.2% 36.5% 25.9% 21.2%

衣 服(21)
(100)

367
(247)

907
(333)

1,221
(377)

1,384
(462)

1,694

構成比 3.5% 76% 9.0%

、

8.8% 9.9%

従

業

者

数

全 製 造 業 (100)人

91,482

(155)
141,812

(205)
187,474

(253)
231,385

(245)
224,566

繊 維(20)
(100)

41,349
(99)

41,030
(田)

38,385

(77)
31,652

(57)
23,698

構成比 45.2% 28.9% 20.5% 13.7% 10.6%

衣 服(21)
(100)

3,249
(251)

8,157
(395)

12,846
(383)

12,434
(425)

13,820

構成比 3.6% 5.8% 6.9% 5.4% 6.2%

製

造

品

出

荷

額

等

全製 造 業 (100)百 万 円

72,810

(221)
161,150

(535)
389,275

(1,488)
1,083,239

(2β82)

1,952,970

繊 維(20)
(100)

25,319
(139)

35296
(246)

62,176
(416)

105,327
(573)

145,130

構成比 34.8% 21.9% 16.0% 9.7% 7.4%

衣 服(21)
(loo)

1,229
(337)

4,146
(1,029)

12,647
(1,642)

20,177
(3,田7)

48,386

構成比 1.7% 2.6% 3.2% 1.9% 2.5%

一72一
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また,ち なみ に群 馬県 にts・け る衣 服 そ の他 の繊 維 製品 製造 業 の上 記3項

自の全 国構 成 比 を 昭和40年,45年 お よび48年 につ い て調 べ てみた ら

頃

つ ぎ の よ う に な っ た 。

表8.1.1.
一2

()内 は繊 維 工業

昭和40年 昭和45年 昭和48年
・

事
業
所
数

全 国 24994(10(X157) 33455(112,754) 38β42(116,692)

群 馬 1,221(4950) 1,384(4085) 1,403(3β55)

構成比 4.9%(4.9%) 4.1%(3.6%) 37%(3.1%)

従
業
者
数

全 国 3、。083(1β26β72仏 413786(1264228ト 496β19(1,、6716。 ぐ

群 馬 12β46(38,385) 12434(31,652) 12,712(26828)

構成比 4.1%(2.9%) 3.0%(2.5%) 26%(2.3%)

製
造
品
出
荷
額

全 国
自力 円

440,961(2β02330)
自力 円

956,710(4389β78) 1川832(、 β54品四

群 馬 12β45(62,176) 20ユ77(105327) 25203(142250)

構成比 2.9%(2.4%) 2.1%(2.4%) 1.5%(2.2%)

'

資料:「 工業統計表 」

これ に よれ ば,群 馬県 の衣 服縫 製 業 は事 業所 数 ・従業 者 数(45年,48

年 には 若 干減 少 した が ・50年 には 約13,000人 とな ってい る 。),出 荷

額 とも徐 々に伸 び てい るに もかか わ らず,全 国 構成比 は逆 は 減 少 して い る。

これ は全 国的 に衣 服縫 製 業 が群 馬 県 の伸 び率 以 上 に成長 してい るた め で あ

る。 これ に対 して繊 維 工 業 は絶 対 数 にお い て も全 国 構成 比 に おい て も衰 退

の 一途 をた ど り ・そ の地 位 は 大幅 に後退 して きて い る 。

しか し ・昭和50年 の群 馬県 の工 業統計 調査 結果 に よれ ば,事 業 所 数,

従 業者 数 に むい ては ・全 製 造業 中繊 維 工業 が電 気機器 ・輸 送 機器 製造 業 に

つ い で 第3位 の 地 位 を 占め,衣 服 縫 製業 が第7位 を 占 め てい る。 また,

同 じく製 造 品出荷 額 等 につ い ては,繊 維 工業 が第4位 ・衣 服 縫 製 業 が第]4
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位 にそれ ぞ れ位 置 づ け られ てい る 。

これ らの こ とか ら ・群 馬 県 に おけ る繊 維 産業 は ・全 般 的 には後 退 して い

るに もか か わ らず,依 然 として有 力 な 地場 産 業 を形 成 してい る といえ よ う。

(2)輸 出 動 向

っ ぎに群 馬県 に 赴け る繊 維 産業 の最 近 の輸 出 動 向 を,群 馬 県 商工労 働 部

作成 の 「昭和5]年 版群 馬県 繊 維産 地 生産 実 態 調査 表 』を もとに,衣 服産

業 を 中心 に概 観 し てみ よ う。 な な・本 調査 表 は 未組 織 の業 界 あ るいは 非組

合 員 を調 査 対 象 と して いない の で ・そ の点 につい て あ らか じめ お断 りして

お きた い。 したが って ・昭和50年 工 業統 計 調 査 結果 の繊 維 工業teよ び衣

服 そ の他 の繊 維 製 品 製造 業 の出荷 額 が]93,5]6百 方 円 とな ってい るの

に対 して ・本 調 査 表 の合 計 金額 が]54,64]百 万 円 とな ってお り,そ れ

は 工業統 計表 の 出荷額 の約80%に 相 当 してい ると い うこ とに 留意 してお

い て いた だ きた い。

次 表 は 上記調 査 表 を もとに昭和50年vas5け る群 馬 県 の繊 維産 業 の内需

と輸 出金 額 お よび そ の構 成 比な らび に輸 出比 率 に関 す る一覧 表 で ある。

表8.1.1.]-3

単位:百 万 円

業 種 内需旬 構成比 輸 出(B) 構成比 合計◎ 構成比 B/C

織 物 36,942 272% 5,635 29.4% 42,577 275% 13.2%

メ リ ヤ ス 11,640 8.6 240 1.3 11,880 7.7 2.0

レ ー ス 7,471 5.5 1,134 5.9 8,605 5.6 13.2

染 色 5,110 3.8 1,919 10.0 7029 4.5 273

撚 糸 1,725 1.3 46 0.2 1,771 1.1 2.6

二次加工品 31,774 23.5 9,815 51.1 41,589 26.9 23.6

製 糸 26,015 19.2 一 一 26,015 16.8 一

紡 績 1,766 1.3 217 1.1 1,983 13 lo.9

そ の 他 13,007 9.6 185 LO 13,192 8.6 1.4

合 計 135,450 100 19,191 100 154,641 100 12.4
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これ に よれ ば,二 次 加 工 品は 内需 では31,774百 万 円,構 成 比23.5

%と 群 馬県 の伝 統産 業 であ る織 物 につい で ウエイ トが 高 くな って いる 。 し

か も,こ の関係 は輸 出 では逆 転 して二次 加工 品 が全輸 出額 の2分 の1を 占

め てい る。 また ・輸 出比 率 は約24%で あ り,48年 ・49年 とほ ぼ 同 一

比率 を た も ってい る。 しか し,こ の比 率 は,い わ ゆ る 「]ド ル ブラ ウス」

の輸 出 全盛 時 な らび に オ イ ルシ ョ ック以 前 の ジ ャ ンパ ー ・スキ ーウ エア ー

等 の輸 出好 調 時 に較 べ ると大幅 に後 退 してい る もの と思 われ る 。 ちな み に

現 在 の 二次加 工 品 の輸 出 向け 主 力商 品は 先染 め産地 の特 性 を生 か した ス カ

ー フ,マ フ ラー,ス トール等 の身 のまわ り品 が 大 きな ウ エ イ トを 占め,か

つ ての花 形 商 品 であ る ブラ ウスは 対米 輸 出規 制 の影 響 もあ って現在 では ひ

じ ょ うに少 な くな って きてい る。'・ ＼

また ・他 の業 種 の輸 出動 向 を概 観 す る と,輸 出構 成 比 に かい て二 次 加 工

品 につ い で高 い比率 を 占 め てい るのが織 物 であ り,つ いで染 色 とな ってい

る。 しか し,織 物 輸 出 の大部 分 を担 って いる桐 生 織物 協 同組 合 の動 向 をみ

てみ ると,全 生 産額 の75、6%を しめて いた昭 和46年 以 降 年 々輸 出 額 が

減 って きて 拾 り・昭和50年 には52.7%に まで落 ち こん で きた 。た だ,

同 年 には 中近 東 ・ア フ リカ向 け 見本 市 の影 響 もあ って 受注 が増 加 し ・48・

49年 よ りもか な り輸 出額 が増 え てい る。中近 東,ア フ リカ向け輸 出 が急

増 し,北 米,東 南 ア ジア ・オ ー ス トラ リア向け 輸 出が減 少 してい る のが織

物 の全般 的 な輸 出動 向 であ る。

この調 査表 か ら も知 られ る よ うに群 馬県 に おけ る繊 維 製 品 の輸 出は 「川

上 」か ら 「川 下」 に至 る まで適 遍 な く輸 出 され て お り,昭 和50年 では全

体 で]9,191百 万 円 ・全 生産 額 の124%に 達 し てい る 。 この輸 出 比率

は,日 本全 体 の繊 維 製 品 の輸 出 比率 が 最近 では 昭和45年 の約25%を ピ

ークに年 々減 少 し・昭和50年 では わず か約3%し か 占 め て いない(『 繊

維 統計 月報 』と通 関 統計 によ って求 めた数 量 ベ ース によ る比 率 な の で ・実

際は も っと輸 出比 率 は低 い もの と思 わ れ る。)の に対 して金額 ベ ース によ
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る ものの相 当 高い比 率 を示 してい る 。 しか も,昭 和47年 に調査 した群 馬

県 商 工労 働 部 商政 課 の 『輸 出生 産 企 業 名簿 』に よれ ば ・全 輸 出関 連 企業 数

352企 業 の うち,繊 維 関係 が204社,58%を 占 め てい る ことか ら も

知 られ る よ うに ・群 馬県 にむ い ては繊 維 産 業 が 有 力 な輸 出 産業 で あ る こと

が わか る。 この うち,二 次 加工品 の輸 出 が2分 の]を 占 め.つ い で織 物,

染 色 が これ につ づ き ・この3業 種 を合 わ せ る と繊 維 製 品 全体 の輸 出額 の約

90%を 占め てい る。

この よ うに,群 馬県 にお け る繊 維 産 業 の輸 出動 向は.か つ ての輸 出全 盛

時 に較 べ る と大幅 に衰 退 して きてはい るが,依 然 と して有 力 な輸 出産 業 で

あ り,と りわ け アパ レル産 業 は'品 種 に大 幅 な変動 が み られ る もの の,輸

出構成 比 で は2分 の],輸 出比 率 では約24%と 重 要 な地位 を 占 めて い る。

また,織 物,染 色,レ ース等 も先 染 め産 地 の特 性 を生か して比較 的 好調 な

輸 出 を維持 して い る。 一般 的 には 日本 の繊維 製 品 の輸 出 は依 然 と して衰 退

しつ づけ て拾 り,も は や か つ ての繁 栄 は望 み難 い が,織 物 が 中近 東,ア フ

リカ諸 国 向 け輸 出が好 調 で あ った こ と,ス カ ー フ,マ フ ラー等 の輸 出 比率

が大 きい こ と等 の こ とか ら,新 しい市 場 の開拓 お よ び新 商 品 の企 画 開 発 力

を高 め る等 の企業 努 力 を積 み重 ね る ことに よ っ て,輸 出 拡 大 の余 地 は 充分

残 され てい る とい え よ う。そ の意味 で群 馬県 の繊 維 産 業 の輸 出動 向は 今後

と も注 目 され る ところ で あ る。

(3)小 結

群 馬 県 の衣 服縫 製 業 は,こ れ まで概観 して きた よ うに,繊 維 工業 がそ の

地位 を 大 き く後 退 させ て きた のに反 して,着 実 にそ の地 歩 を 固 めて きてか

り,地 場 産業 で あ る繊 維 産 業 の一翼 を 担 って群 馬県 の経済 に貢 献 し て きて

い る。 そ して,か つ ての輸 出全盛 時 に比 して一時 やや停 滞 気 味 で あ った に

もか か わ らず,最 近 の消 費者 志 向 の多 様化 お よび一 大 消 費都 市 で あ る東 京

に近 い とい う地理 的 利点 もあ って・近年 では 比較 的 好調 な 伸 びを示 して き

た 。 品 目 では婦 人 ・子 供服 拾 よび男 子 服 の外衣,ス カ ー フ ・マ フ ラー,刺
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し ゅ う等 の比較 的 フ ァ ッシ ョン性 の高 い品 目の 出荷額 の ウエイ トが 高 くな

ってい る。 これは東京 直結型 の産 地 と して流 行 に敏感 に反応 して商 品 展 開

を 図 っ て きた結 果 で あ ろ う と思 われ る。 いず れに して も・群 馬 県 の衣 服縫

製 業 は県 経 済 に拾 い て もか な り重 要 な地位 を 占 め てお り・今後 と もそ の発

展 が 注 目 され る ところ であ る 。

β

8L1.2群 馬 県 に おけ る設 備実 態 調査 結 果

(1)調 査 研 究 の視点 とそ の方法 む よび集 計 結果

(a)調 査研 究 の 視点

わ が国 の アパ レル産 業 は企 業 の零 細 性 が高 く,商 品 企画,設 備 近 代化,

取 引 関係 等 の面 で立 ち遅 れ が 目立 ち ・生 産 体 制 の整 備 ・ シ ステ ム化 の推

進 が重 要 な課題 とな って い る。 しか るに,ア パ レル業 界 に 赴い ては ・現

在 ま で設備 設 置 状況 の把 握 が 充 分 に行 わ れて い ないた め ・設備 の過 不足,

地域 分布 ・稼 動 状況 等 を勘案 した適 切 な設備 の導 入が行 わ れず ・生産 体

制 の整 備 ・シ ステ ム化 の推進 を阻 害 し てい る。 そ こで、 アパ レル業 界 に

むけ る(イ)縫製機 器 を中 心 とす る設備 設置 状況,(・)機 種 別 需 要 見 込 み等 を

ド

中心 に調 査 し て業 界 の シ ステ ム化 な らび に設備 近代化 を進 め るた め の資

料 を作 成 す る とい う観 点 で 本調 査 を 行 った 。

ま た,群 馬 県 の縫 製 業界 を特定4地 区 調査 の対象 とした のは,上 記 の

目的 以外 に'伝 統 的 に繊 維 産 業 が 重 要 な地 位 を 占め てい る群 馬 県 にむ い

て,日 本 の縫 製業 界 のなか で も比較 的 早 くか ら縫 製産 地 を 形成 し ・一大

消費 都 市 で あ る東 京都 と直結 した生 産体 制 を維持 して きた群馬 県 縫 製 業

の実 態 を,日 本 の縫製 業全 体 と比 較 してそ の特性 を分析 ・検討 す るた め

で あ る。 さらに また,内 需縫 製,輸 出縫 製 と も盛 んな群 馬県 縫 製業 の実

態 を調 査 し・そ の生産 供 給構 造 の特 性 を抽 出 して分析'検 討 を加 え る こ

とに よ って 、群馬 県 の縫 製 業界 の生 産供 給 体 制 の整備 ・シス テム化推進の

ため の基礎 資 料 の 一助 とし たい とい うのが本 調 査 の意 図 する ところ であ
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る。

.(b)調 査 の方法 拾 よび集 計結 果

上 記 の 目的 を達 成 す るた めに,本 調 査 は,(社)日 雑 協 傘下 組合 員企

業]55社)tstsよ び昭和47年 工業 統 計表 の産 業 分類211・2]2・2132・

2152,2153,2154,2159よ り抽 出 した非 組合 員 企業 の うち従 業 員

]0人 以 上 の事 業所 を対 象 に ・調 査票 を発 送 し て回収 を 図 る とい うアン

ケー ト方式 を採 用 した 。一般 的 に ア ンケ ー ト方式 は 回収率 が ひ じ ょ うに

低 い のが普 通 であ るが,こ の よ うな欠 点 を 補 うた めに,群 馬県 商 工労働

部 な ら びに桐 生繊 維 製 品協 同組 合 の協 力 の も とに,県 内主要8地 区 で説

明会 を 開催 し て回収 率 を高 め る とい う方法 を と った 。 そ の結 果,調 査対

象 企業 数 お よ び回収 状 況 は つ ぎの 通 り とな った 。

表8.1.1.2-]調 査 対 象 事 業 所 数 お よ び 回 収 状 況

調査対象事業所数 回収数(回 収率)
サ ン プ ル 数

(サ ン プル 率)

組 合 員 155 98(63%) 83(54%)

非 組 合 員

(10人 以 上)
183 106(58%) 106(58%)

計 338 204(60%) 189(56%)

(註)サ ン プル 数 とは,コ ン ピ ュ ータ ーに イ ン プ ッ ト可 能 な調 査 票 の こ と 。

調 査 対 象338事 業 所 数 に 対 し て回収 され た調査 票 は204・ 回収

率60%と か な り高 い 回収 率 を示 した が,実 際 に コン ピ ュー タ ーに イ ン

プ ッ ト可 能 な調 査票 は189事 業所,56%と な り,実 質的 に は この数 字 が

有効 回答 数 であ る とい える。 な む,昭 和47年 の衣 服 そ の他 の繊維 製品

製造 業 は1,404事 業 所 数 とな ってむ り,調 査 対 象338事 業 所 は そ

の24%・ 回 収率 は 同 じ く15%・ サ ン プル数]3%と な るが,こ れは

一方は2]分 類 全体 の事 業 所 で あ り・他 方は そ の中 の限 定 され た事 業所

で あ る ので,実 際 には もっ と高 い パ ー セ ン テー ジを示 す もの と思 われ る。
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また ・昭 和50年 には47年 当時 よ り約300事 業 所 増 え ているが ・今

回 の調 査 では対 象 外 とな ってい る。

この よ うな観点 と調 査 方法 に もとつ い て以 上 の よ うな集 計 結 果 が得 ら

れた ので あ るが ・本調査 はた ん に設備 台数 を調査 す るだけ に とどま らず,

機 種 別,経 年 別 にそ の実 態 を調 査 した点 にそ の特 色 が あ り,そ れに よ っ

て生 産 設備 の 自動 化 省 力化 等 の近 代化 の動 向 を把握 す るこ とが可 能 とな

る。 こ うした点 に つい て分析 評 価 す るには 若干 回状 率 が低 いか と思 われ

るが,群 馬県 の縫 製業 の現 状 と動 向 を把握 す るに足 りる回収 率 で あ る と

考 え られ る.

(2}調 査 結 果 の概要

(a)生 産事 業 所 の概 況

まず最 初 に生 産 事 業所 の概 況 を経 営 組織 と作業場 規模 に つい て,縫 製 ,

ニ ッ ト・全 国 との対 比 で図示 す るとつ ぎの よ うに な った
。

図8.1.12-1
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回答 事業 所 を経 営組 織 面 か らみ る と,法 人組 織 が やは り一番 多 く全 体

の約3分 の2を 占 め,個 人経 営 が3分 の 】を 占 め てい る。組 合 組織 ・そ

の他 は 全体 で]%強 に しか す ぎず,経 営 組織 は ほぼ個 人経 営 と会社 経営

に大別 で きる。群 馬県 の場 合,組 合,そ の他 の経 営 組 織 は ゼ ・とな って

お り,個 人 と法 人 に二 分 され てい るが,ニ ッ トに つい で法 人組織 の ウエ

イ トが高 く・縫 製 む よび全 国 の法 人化率 を凌 いで い る。

ま た ・作 業 場規 模 は50～]00坪 未満 の作 業 場 が比較 的 多 い ものの ・

]0坪 か ら300坪 未 満 の規模 に平 均 的 に分 布 し,]0坪 未 満 お よび

300坪 以 上 の事 業所 は そ の パ ーセ ンテ ージにむい ては いず れ も縫 製,

ニ ッ ト,全 国 よ り も低 くな っ ている 。

経 営組 織 お よび作 業場 規 模 につい ては,と くに群 馬 県 が縫 製,ニ ッ ト,

全国 に比 して著 しい特 色 を示 してい る とい うこ とは な く ・ア パ レル産業

の特 徴 であ る中小零細 性 を裏 付 け る結果 とな った。 この点 に つい ては,

つ ぎの従業 員数 の調 査 に よ って,さ らに明 らか にな る。

表&1.1.2.-2常 傭 従 業 員規 模 別事 業所 分布

＼
1～3人 4～6人 7～9人 10～19人

事業所数1%
1

事業所数1%1 ・新 ・1・
`

事業所数1%

群 馬 県 106156.0 38120.1 13168

1

20110.6

1
縫 製

l
l・135143・0

1533

120・2
250195 4041153

ニ ッ ト 3311346
1

2361246
|

1
1191124

l
l741182

全 国 14661408
|

76gl2L4

1

136
910.31 5781161

1

20～29人 30～49人 50～99人 100人 以上 計

|事 業所数

1%

1事 業所数

1% 事業所数1%1 験 所数已 事業所数1%1

6131
1

1
421

1
2113

1

1

「 一
18911001

153156 110142 441L7
1

1010.4 2,639 100

1
51153

1
31132

l
I511・6

l
llOl 958 100

「
204571

l
l41139 59116

1

l
l川0・3 3,597 100
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表8.1.1.2-3従 業 員 男 女 別 ・種 類 別 及 び1事 業 所 平 均 一覧 表

.、

常 傭 従 業 者 臨 時 又 は パー ト
値 入 事 業 主
家 族 従 業 者

小 計

計

男 女 男 女 男 女 男 女

群

馬

県

イ ン

サ イ ダ ー
389 1,150 7 117 64 67 460 1,334 1,794

ア ウ ト

サ イ ダ ー
552 2,774 12 327 62 58 626 3,159 3,785

計 941 3,924 19 444 126 125 1,086 4,493 5,579

1事 業所
平 均

6.2人 22.7人 1.3人 5.6人 L4入 1.4人 4.3人 13.1人 9.3人

縫 製
1事業所平均

9.3人 36.8人 L9人 74入

1

1.6入 1.9入

1

6.5入 21.3人 15.0人

ニ ッ ト

1事 業 所平 均
&9人 28.4入 L8人 72人 1.6人 2.1人 5.1人 16.7人 12.2人

全 国
1事業所平均

9.2入 34.7入 L9人 74人 16人 1.9人 6.4人 20.1人 14.3人

(註)1事 業所 平均 は,男 女別,種 類 別従 業員 数 ÷各回 答 事業所 で求 めた 。

β

●

まず ・従 業 員 規模 別 事業 所 分布 についてみてみ ると,い ずれ も従業員3人

以 下 の事業 所 が圧倒 的 に多 く,従 業 員規模 に反 比例 して企 業数 が減 って

い く傾 向 がは っ き りと この表 に現 わ れてい る。 しか も9人 以 下の事 業 所

構 成 比 を み る と群 馬県83%,縫 製73%,ニ ッ ト72%,全 国73%

とひ じ ょ うに そ の ウエイ トが高 くな ってい る 。 さ らに群 馬県 の場 合 は,

他 の3者 に比 して その比率 が]0%も 高 く,3人 以 下 の事 業所 にいた っ

ては 約]5%も 高 くな ってい る ことか ら もわか るよ うに ・小規 模 零細 企

業 の占 め る ウエイ トが圧倒 的 に高 くな ってい る。 これ は 婦 人 ・子 供 服'

ス カ ーフ ・マ フ ラ ー・刺 し ゅう等 の多 品種 小量生 産 的 な 品種 の ウエ イ ト

が 高 く,そ の ため に工 場生 産形 態 を採 る必 要 がな い とい うこと もその理

由 の 一つ であ る と考え られ る。

この点 に関 連 して,つ ぎに1事 業 所 平 均 の男女 別 ・種 類別 従業 員数 に

つ い て み てみ る と,群 馬 県 の場 合 は,こ れ ら のい ずれ の面 にお い て も,

ノ≠一ノ

、

-81一



縫 製,ニ ット,全 国 よ りも1事 業 所 あた り従業 員 の数 が 少 くな っ てい る。

ま た ・臨 時 または パー ト従 業 者数 を全従 業 者数 で割 った 「臨 時 又は パ ー

ト従 業 者 比率 」 は,群 馬 県 及び ニ ットでは 約10%,縫 製 では8.7%,

全 国 で&5%と な り,群 馬 県 の臨時 又は パ ー ト依 存率 が や は り高 くな っ

てい る。

これ らの こ とか ら,群 馬 県 の縫 製 産業 は ・アパ レル産 業 の1特 質 であ

る中小零 細性 とい う点 では,全 国水 準 よ りも相 当 その度 合 が 高 く,し か

も臨時 又は パ ー ト従 業 員 に対 す る依 存 度 も水 準以 上 で あ る と いえ よ う。

最 後 に主要 生 産 品種 につ い てみ てみ よ う。

群 馬

縫 製

ニ ッ ト

子 ・中 下着

図8.1.12-3主 要 生 産 品 種 分 布 図2(1)2(1)

子 桝10(5)
、 /糟 品 ＼〃 糊

紳 士外 衣
58

(31)

婿 入外 衣

45

(24)

、
■

婦 人 中 衣

52

(28)

〆

その他
12(6

＼ ＼＼＼ 、77〃 ・
＼＼ ＼ ＼ ＼(2Ml.

「

65(2)レ/

1弓06

(40)

809
(25)

202

(6)
217
(7)

267

(8)

K

152
(5)

'

195
(6)

/////二/ll
253
(15)

501
(30)

121
(7)

156
(9)

177
(11)

112
(7)

234
(14) 認語

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼1
＼＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼1891

＼ 、 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼(・)川

1124(3)

1/

●

人

全 国
1,559
(31)

1,310

(26)

4
・
)

4

9

4

(

3
)

7
7
3
(

3
)
2
7
3
(

γ

386261

(8)(5)

(註)数 字は事業所数

()内 は%
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'

主 要 生産 品種 を図 の よ うに群馬 県 ・縫 製'ニ ット・全 国 と対 比 して明

らか にな った こ とは,婦 人 中衣 の比重 が 他 の3者 と較 べて圧倒 的 に 高 く,

縫 製 の8%,ニ ッ トの11%,全 国 の9%を 遙 かに凌 ぐ28%と い う高

い比率 を示 して いる こ とで ある 。 これは 布 吊製 ブラ ウスが依 然 と して内

需 用,輸 出用 を含 め て生 産 品 目に 拾い て重 要 な地位 を占 め てい るこ とを

意 味 す る。 ま た,群 馬 県 に お け る生産 品種 は紳 士外衣,婦 人外 衣 ・婦 人

中衣 の3品 種 で全 体 の83%を 占 め ・残 りの17%を 他 の品種 で分 か ち

あ ってい る とい う結 果 に な った 。 さら に また婦 人外 衣 お よび 中衣 が全 体

の52%を 占 め てお り・これ も他 の3者 よ りも相 当 高 い ウ エイ トを 占 め

てい る。い ずれ に して も,群 馬県 の場 合 は紳 士外 衣,婦 人外 衣 む よび 中

衣 の3品 種 で全体 の83%を 占め,残 りの17%を 他 の品種 で 分 か ち あ

っ ている とい うかな り偏 よった結 果 を示 した。 これは 伝 統 的 に ブ ラウス

を中心 とした婦 人 中衣 の ウエイ トが 高 いこ と,紳 士外 衣 ・婦 人外 衣 に対

す る東 京 の製 造卸 問 屋 の発 注 が 他 の品種 に対 して多 くな っ てい る こ と・

換 言 すれば 多種 小量 生 産 に適 した産 地 構 造 を 形成 してい る こと等 のた め

で あ ると考 え られ る。

生産 事業 所 の概 況 を調 査 した結 果,群 馬県 の衣服 縫 製 業 に つい ては'

経営 組織 お よび作 業 場 規模 が特 に著 しい特 色 を示 してい る とい うこ とは

な いが ・従 業員 規模 別 事 業所 分布 では 他 の3者 に比 して小規 模 零 細性 の

度合 が際 立 ってお り・主 要 生産 品種 も婦 人中衣,紳 士 外衣,婦 人外 衣 に

集 中 している とい う特 徴 が得 られ た。

(b)生 産 設備 現 況 と動 向

本調査 の主 要 目的 で あ る群馬 県 に 赴け る生 産 設備 保 有 状況 とそ の動 向

調査 は ・ さきに指 摘 した よ うに,た んに設備 保 有実 態 を把 握 す るだ け で

な く,機 種 別,経 年 別 に分類 した うえ,新 たな設備 投 資動 向 を も併 せ て

調査 す るこ とに よ っ て ・生 産 設備 近 代化動 向 や省 力化,合 理 化 動 向 ・さ

らに は衣料 品 の フ ァ ッシ ョン化 ・高 級化 に対 応 す る生産 体 制 整 備 動 向等
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を も把握 す る ことを め ざした もの で あ る。 した が って,こ の よ うな観 点

か ら ・こ こ では裁 断 機,工 業 用 ミシ ン・仕 上機 の3機 種 に つい て各機 種

ごとに調査 結 果 の分析 ・評 価 を行 い ・最 後 に総論 として群 馬県 全 体 の設

備 現況 と動 向 に つい て言 及 する ことに した い。 な拾,リ ン キン グ マシン

む よび ニ ッ トの編 立襟 につい ては 今 回 は調 査 対 象 とな ってい な いの で,

資料掲 載 のみ に とどめ て特 に立 ち 入 った 分析評 価 は行 わ な い。

① 裁 断 機

(イ)調 査 結 果概 要

裁 断 機 に関 す る調 査 は 次表 の よ うな結 果 にな った。

表8.1.1.2-4裁 断 機 保 有 内 訳

〈 〉は1事 業所平均所有台数

内 訳

設備名

設 備 台 数

計 新規購入希望台数

経過年数5年 未満 経過年数5年 以上

④竃(1認
223台

(54.8%)

〈2.0台 〉

184台

(45.2%)

〈L9台 〉

407台

(100%)

28台

(6.9%)

〈1.5台 〉

打抜 き,パン

◎ トナイフなど

特 殊 裁 断機

37

(72.6)
<1.1>

14

(274)

〈1.3>

51台

(100%)

11

(21.6)

、 〈1 .6>

小 計
260

(56.8)

198

(43.2)

458台

(100%)

39

(8.5)

ρ

可

亀

④ 裁断 機 は5年 未満 が223台 で全 体 の54.8%,回 答]事 業所

平 均 では2台 設 置 し てtsり,5年 以 上 が]84台 で全 体 の45.2%・

1事 業所 あた り平均 約2台 所 有 し てい る とい う結 果 が得 られ た。 ま

た ・◎特殊 裁 断 機 は5年 未満 が37台 で全 体 の72.6%・]事 業 所

平 均1.]台 所有 し てお り ・5年 以 上 が14台 で全 体 の27.4%・1
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事 業所 平 均1.3台 所 有 してい る。

こ こで特 に注 目に値 す るのは,特 殊 裁 断機5年 未満 の比率 が72.6

%と ・全 国 の52.6%に 比 して遙 か に高 い比率 を示 して い る こ とで

あ る。 しか も,特 殊 裁断 機 の全 裁断機 に対 す る比率 は ・全 国 では

22%で あ るの に対 し て,群 馬県 では]1%と 全 国 水 準 の2分 の]

に しか達 して い な い 。特殊 裁 断機5年 未満 の比 率 が高 い のは,工 場

生産 形 態 を とる婦 人服 メー カーの比 率が 全国 水準 よ りも比較 的 高 い

ため であ り,特 殊 裁 断 機 の全裁 断機 に対 する比率 が低 いのは群 馬県

の縫 製 業 が 全国水 準 に比 して小規模 零細 性 が高 い た め では ない か と

い うこ とが そ の理 由 と し て考 え られ る。

(ロ)新 規 設備 投 資動 向

設備 投 資 動 向 は,現 有 設備 台数 に対 す る新 規購 入希 望 台数 の 比率

を求 め る こ とに よ って,投 資動 向を探 る とい う方 法 を採 ったが ・群

馬県 の場 合は,裁 断機 では 約7%,特 殊 裁断 機 では 約22%と いず

れ も全 国 水準 より も高 い投資動 向を示 した 。殊 に特 殊 裁断 機 は全 国

水準 が6.5%で あ るの に比 して遙 か に高 い比率 を示 して い るが,こ

れは,前 記 の5年 未 満 の所 有 台数比 が高 い ことか ら も うか が わ れ る

よ うに,比 較 的最 近 にな って特 殊裁 断機 の使 用 が増 加 し,今 後 とも

この よ うな傾 向 が続 くで あ ろ うこ とを示 してい る。 こ の点 に関 して

は さ きに指 摘 した群 馬県 の特 殊裁断 機 比 率 が 全国 水 準 よ り群 を抜 い

て高 い点 と併 せ て注 目され る ところ であ る。

◎ 設備 近 代化 動 向

設備 近 代化 動 向 は全 裁 断機 に対 す る5年 未満 設備 台 数 の比率 及び

新 規購 入希 望 台 数 の比 率 によ ってそ の傾 向 を探 る こ とが で きるが,

群 馬県 の場 合は ・5年 未満 の裁断 機 の比 率 が全 体 の57%と な って

起 り,こ れは 全 国 の57%と 同 率 とな ってい る。 ま た新 規購 入希望

台数 も群 馬 県 が8.5%,全 国 が5,3%と 若 干 群馬 県 の投 資 意欲 が高
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い もの の,新 規投 資 意欲 は 低調 にな ってい る。 これは 過去10年 間 比

較 的 好調 だ った アパ レル産 業 が オイ ル シ ヲ ック後 大幅 な景 気 後退 を

みせ,今 後 も急 速 な 景気 回復 を望 め そ う もな い とい う業 界全般 の意

向 を反 映 した もの と思 わ.れる。 し か し ・特 殊 裁 断機 の5年 未 満 の比

率 が 高 い こ と,新 規 設備 投 資 意欲 が 高 いこ とは注 目され る。

② 工 業 用 ミシ ン

工 業 用 ミシ ンの調 査 結果 の概 要 ・評価,分 析 等 に つい ては,工 業 用

ミシ ンを 大別 し て,1本 針 直線 本縫 ミシ ン(① ～③)を 一括 して本縫

ミシ ン とし'そ れ以 外 の各 種 ミシ ン(④ ～⑭)を 特 殊 ミシ ン とし て ・

本縫 ミシ ン,特 殊 ミシ ン別 に調 査 結果 の概 要 ・新 規 設備投 資 動 向,設

備 近 代化動 向等 を検 討 し,最 後 に工業 用 ミシ ン全 体 の分析 検 討 を行 う

こ とに す る 。

(イ)本 縫 ミシ ン

1調 査 結 果概 要

本 縫 ミシ ンの機 種 別,経 年別 お よ び新 規購 入希 望台 数 別 の調 査

結=果は つ ぎの通 りであ る。

表8.1.1.2-5本 縫 ミ シ ン保 有 内 訳

()内 は経年別保有率
〈 〉内は回答1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数 新規購入
希望台数経過年数

5年未満
経過年数
5年以上

計

本

縫

ミ

シ

ン

①1本 針 直線本 縫 ミシ ン

(自動 糸 切 り装置 付 の もの)

899

(88.6)

〈10.7>

114

(11.4)

〈6.7>

1,013

(100)

295

(29.1)

〈9.2>

②1本 針直 線 本縫 ミシ ン

(針 送 り,差 動送 り等 特 殊

送 り機 構 のあ る もの)

346
(54.4)
<5,2>

290
(45.6)
<7.4>

636

(100)

44'
(6.9.)'
<4:9>

③1本 針直線本縫 ミシン

(上記①②以外のもの)

804
(42.9)
<9,0>

1,069
(571)
<10.3>

1,873

(100)

40
(2.1)
<4.0>

小 計
2,049

(58.2)

L473

(418)

・3
,522

(100)

379

(10.8)

一86一



メ

本 縫 ミシンの保 有状 況 を まず経年 別 に台数 と構 成比 につ い てみ

てみ る と,5年 未 満 が2,049台 で58%,5年 以 上が1,473

台 で42%・ 合 計3,522台 とな ったが,こ の構 成比 は ・全 国 の

5年 未満55%・5年 以 上45%に 比 して,3%5年 未満 の保 有

比 率 が 高 くな ってい る 。経 過 年 数5年 未 満 の うち最 も保 有 台数 が

多 いのは① 自動糸 切 り装置 付]本 針 直 線 本縫 ミシ ンであ り ・つ い

で③ の]本 針 直線 本縫 ミシ ン ・②特 殊 送 り機 構 のあ る もの とな っ

てts.り ・ この順 位 は全 国 と同 じにな っ てい る 。 しか し ・5年 以 上

につい ては この順位 が逆 転 して③ の1本 針 直 線 本 縫 ミシ ンが 圧倒

的 に多 くな って お り・つい で② ・① の順 位 とな ってい る。 そ して

この順 位 は 全国 で も同様 とな ってい る 。

機 種 別 の保 有 状況 は,① 自動糸切 り装置付が1,013台 で全体 の29

%,② 特 殊送 り機構 付 が636台 で]8%・ ③ 普 通型 の もの が

1,873台 で53%と な って む り ・全 国 の①33%・ ②]7%・

③50%に 比 し て ・ 自動糸 切 り装置 つ きの ものが全 国水 準 よ り4

%構 成 比 が 低 く,そ の 分 だ け ③ の普通型]本 針 本縫 ミシ ン比

率 が高 くな ってい る 。

また 回答1事 業 所 あ た り平 均 所 有 台数 は(1)① 自動糸 切 装置 付

5年 未満 ・(2)③普 通 型5年 以 上,(3)③5年 未満,(4)② 特殊 送 り機

構5年 以 上 ・(5)① 自動 糸切 り装置 付5年 以 上 ・(6)②特殊 送 り機 構

5年 未満 の順 にな ってむ り,全 般 的 に全国 水準 よ り平 均 所 有 台 数

が約]台 少 な くな ってい る。 ちなみ に ・全 国水 準 では 第]位 に③

普通型5年 以 上 が位 置 し.第2位 に① 自動糸 切 装 置 付5年 未満 が

位 置 し て・群 馬県 の場合 とそ の地位 が逆転 してい る。

li新 規 設備 投 資動 向'

本縫 ミシンの 各機 種 別 現 有 設置 台 数 に対 す る新 規 購 入希 望 台 数

の台数 ・比 率 ・1事 業 所平 均 希望 台数 は ① 自動 糸 切 り装 置 付 が
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1・ 、

295台,29%・9.2台 ・ ② 特 殊 送 り機 構 が44台 ・70/。 ・

4.9台 で あ り,③ 普 通 型 が40台 ・2%・4台 で あ る 。 こ れ に 対

し て 全 国 水 準 で は ①]2%,7.2台 ・②4.60/。 ・4台 ・ ③34%・

28台 とな っ てい る 。 この こ とか ら もわ か るよ うに,群 馬県 の場

合 は,自 動 糸 切 り装置 付 本縫 ミシ ンの新 規 購 入希望 が ひ じょ うに

高 く・.また,特 殊 送 り機 構 付 きの本縫 ミシン も比較 的 そ の需要 が

高 い こ とが うかが われ る。 これ とは逆 に 自動化 され てい な い本縫

ミシ ンの購 入希望 は全 国 水準 よ り も低 くな ってい る。

ま た,全 新 規 購 入希 望台 数 に対 す る各 機種 別 の構 成 比は ① 自動

糸切 り装 置付 き78%(全 国63%)・ ② 特殊 送 り機 構]2%

(全 国]2%)・ ③ 普 通 型]0%(全 国25%)と な り'.① ・②

の 自動化 ミシンの合 計 が90%(全 国 では75%)と い う高 い比

率 を示 した 。 した が って,自 動 化 され な い本縫 ミシ ンは,そ の構

成 比vafoい て も1事 業 所 平 均 希 望台数 に むい て も・全 国 水 準 よ り

もその購 入希望 が少 な くな っ てい る。

これ らの新 規 購 入動 向 か ら,群 馬県 の本縫 ミシ ンの今後 の傾 向
、

と し ては,現 有保 有 設備 に対 す る5年 未満 の比率 が全 国水 準 よ り

も高 い こ と と併 せ て,さ らに 自動 化,省 力化 を推 進 す る方向 に向

か っ てい く もの と思 わ れ る 。

i"設 備 近 代化 動 向

本縫 ミシ ン3機 種 の うち,5年 未満 設備 比率 の 高 い順位 として

は,(1)自 動 糸切 り装 置 付 き88.6%(全 国71.6%),(2)特 殊 送

り装 置 付 き54.4%(全 国60.7%),(3)普 通 型42.9%(全 国

43.]%)と な った が ・この 順 位 は新 規 購 入希 望 台 数 にお い て も

変 わ ってい ない 。

この うち特 に注 目 され る こ とは ・自動 糸切 り装置 付 き本縫 ミシ

ンの 比率 が 全国 水準 よ り も17%も 高 い普 及率 を示 し てい るこ と
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■

であ り,し か も新 規 設備 購 入希望 もこの ミシ ンが ひ じょ うに高 い

比率 を示 し てい る こ とで あ る。 む そ ら く今 後 と も自動 糸 切 り装 置

付 き本縫 ミシ ンが広 汎 に普 及 して い くであ ろ うことが この こ とか

ら推 測 され る。

tた ・5年 未満 の本縫 ミシ ンを 自動 化 ミシ ン(① ・②)と 普通

型 ミシ ン(③)に 分類 し て自動 化 ミシ ンの比率 を求 め る と・5年

未満 の 本縫 ミシン全体 に対 す る 自動化 ミシ ンの比 率 は60.8%と

な り,全 国水 準 の61.5%よ りやや低 くな ってい るが,こ れは 特

殊 送 り機 構 付 き本縫 ミシ ンの比率 が群 馬県 の 場 合は 全国 水 準 よ り

やや 低 くな ってい る ため であ る。 さ らに本 縫 ミシン全 体 に対 す る

自動 化 ミシ ンの普及 率 で は群 馬県 が46.8%・ 全 国 が50.4%と

な ってお り,群 馬県 が3.5%自 動 化 ミシンの 普 及率 が低 くな って

い る 。

この よ うに群馬 県 に おけ る本縫 ミシ ンの現 有設 置 台 数,新 規 投

資 動 向 赴 よび設備 近 代化動 向 を検 討 した結 果,全 体 的 には 合 理化,

省 力化 が全 国 水準 よ り若 干低 くな ってい るが ・過 去5年 間 におけ

る設 備 投 資 が全 国水 準 よ りも高 く,と りわけ 自動 糸 切 り装置 付 き

の 本縫 ミシ ンが急速 に普 及 した ことな ら びに今 後 とも普及 し てい

くで あ ろ うこ と等 の こ とか ら,合 理 化省 力化 に向 か って今後 さら

に進 展 し てい くで あろ う とい うことが いえ る。

(ロ)特 殊 ミシン

調 査 結果 概要

特殊 ミシンの機 種 別 ・経年 別 および新 規購 入希 望 台 数別 の調 査

結果 は つ ぎの通 りで あ る。
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表&1.1.2-6特 殊 ミ シ ン保 有 内 訳

()内 は経年別保有率
〈 〉内は回答1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数 新規購入
希望台数

1

経過年数
5年 未満

経過年数
5年 以上

計

特

殊

、・
、

シ

ン

④ 後列 縫 ミシン

(穰 騨2重 環縫)

204

(63.8)

〈3.8>

116

(36.2)

〈3.4>

320

(100)

27
(8.4)

<3.4>

⑤ 千鳥 縫 ミシン及 び刺 しゅ う

縫 ミシン

(多 頭 刺 しゆ う機 を含 む)

27

(30.3)
<1.6>

62
(69.7)
<3.1>

89

(100)

2
(2.3)

<2.0>

⑥
ボ タ ン付 け ミシ ン

1

59

(50)
<1.6>

59
(50)

<1.8>

118

(100),

11
(9.3)

<1.8>

⑦ ボ タン穴か が り ミシ ン
及 び

かん ぬ き止 め ミシン

`

205

(55.1)
<2.7>

167
(44.9)
<2,6>

372

(100)

23
(6,2)

<1,8>

⑧

飾 り縫 ミシン

1

40
(58.0)
<2.0>

29
(42.0)
<73>

69

(100)

5
(73)

<2.5>

⑨

す くい縫 ミシン

112

(64.4)

〈1.6>

62

(35.6)
<1.3>

174

(100)

4

(2,3)

〈1.3>

⑩ へ り縫 ミ シ ン

(オ ーバ ニ ・ ッ ク)

433

(66.4)

〈3.9>

219
(33.6)
<3.0>

652

(100)

15

(23)

〈1,5>

⑪

安全 縫 ミシン

25
(61.0)
<3.6>

16

(39D)

〈5.3>

41

(100)

3
(7,3)

<1.5>

⑫

自動化 ミシン

42

(84.0)

〈2.0>

10

(16.0)
<2.5>

52

(100)

15

(289)

〈1.3>

⑬ その他 工業 用 ミシン

(キ ルテ ィング マシン含 む)

27

(41.5)

〈2.7>

38
(58.5)
<3.8>

§5

(100)

1
(1.5)

<1,0>

⑭その他の特殊用途向け

ミシ ン

75

(70.8)
<3.3>

31

(29.2)

〈2」 〉

106

(100)

4
(3.8)

<2>

小 計
1,249

(60.7)

809

(39,3)

2,σ58

(100)

110

(5.3)
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特 殊 ミシンll機 種 の保 有 状 況 をまず経 年別 にその台数 と構 成

比 につ い てみ てみ る と,5年 未 満 が1,249台 で60%,5年 以

上が809台 で40%・ 合計2,058台 とな ったが ・こ の構 成 比

は 全 国 の54%・46%に 較 べ ると5年 未満 の構 成 比が 群 馬 県 で

は6%高 くな ってい る。経過 年 数5年 未満 の うち保 有 台数 の多 い

順序 とし ては,(1)⑩ へ り縫 ミシン(オ ーバ ー・ ック ミシン)・ ②

④ 後 列 縫 ミシン'⑦ ボ タン穴 かが り ミシ ン及 び門止 め ミシ ン ・(3)

⑨ す くい縫 ミシ ン とな って:ls'り・ これ らの4機 種 で5年 未満 全 体

の76%を 占 めて い る。 また ・経 過年 数5年 以 上 の順 序 としては・

(1)⑩ へ り縫 ミシ ン,(2)⑦ ボ タン穴 か が りミシン及 び閂止 め ミシ ン・

(3)④復 列縫 ミシ ン とな ってtS・り,5年 以 上全 体 に対 す る この 上位

3機 種 の構 成 比は62%と な ってい る。

つ ぎに機 種 別 保 有台 数 では ・(1)⑩ へ り縫 ミシ ン652台 ・(2)⑦

ボ タ ン穴 か が り ミシ ン及 び閂 止 め ミシ ン372台,(3)④ 復 列縫 ミ

シ ン320台,(4)す くい縫 ミシ ン]7'4台 とい う順 序 とな ってお

り,こ れ らの4機 種 で全 体 の73%を 占 め てい る。全 国水 準 に蛤

け る これ ら4機 種 の構 成比 が69%で あ るの に較 べて群 馬県 の そ

れは 全 国 よ りも高 い構 成比 を示 し て いるが ・これは ・⑩ へ り縫 ミ

シ ン及 び⑦ ボ タン穴 かが り ミシ ン ・④ 後 列縫 ミシ ンの構 成 比 が全

国水 準 の2倍 以 上を 占 め てい るた め であ る。

また,回 答1事 業 所 平 均 所 有台 数 は 上位 か ら・(1)⑧ 飾 り縫 ミシ

ン5年 以 上 ・(2)⑪安全 縫 ミシ ン5年 以 上 ・(3)⑩ へ り縫 ミシ ン5年

未満 とな り,全 国 水準 の(1)⑬ その他 工業 用 ミシ ン5年 以 上 ・② ⑩

へ り縫 ミシ ン5年 未満 ・(3)⑩ へ り縫 ミシ ン5年 以 上 ・⑪ 安全 縫 ミ

シン5年 以 上 とや やそ の傾 向 を異 に し ・平 均所 有台 数 も全 国水 準

より も低 い 。飾 り縫 ミシ ンの平均 所 有 台数 な らび に特 殊 ミシ ン全

体 に対 する構 成 比 が全 国水 準 よ り高 いのは 刺 し ゅ う業 の産 地 で も
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あ る こ とと関連 す る ものと思 われ る。

ii新 規 設備 投 資 動向

特殊 ミシ ンの各 機種 別現 有 設備 台数 に対 す る新 規 購 入希 望 台数

の台数 ・比率 の上位4機 種 は(1)⑫ 自動化 ミシ ン15台,28 .9%,

(・i⑥ボ・ン付 け ・シン ・ ・台 ・9・ ・%・(3
、)@復 列総 シン ・ ・台 ・

　
&4%,(4)⑧ 飾 り縫 ミ シ ン5台,7.3%・1⑪ 安 全 縫 ミ シ ン3台,

キ

7.3%と な っ た 。 こ れ は ・全 国 の(1)⑫ 自 動 化 ミ シ ン ・(2)⑪ 安 全 縫

～
ミ シ ン ・(3)⑭ そ の 他 の 特 殊 用 途 ミ シ ン,(4)⑥ ボ タ、ン 付 け ミシ ン と

　

い う順位 とほぼ 同様 な傾 向 を示 し てい るが,こ れ ら4機 種 に つい

ては 全般 的 に全 国水 準 よ りも群 馬 県 の方 が設備 投 資 意欲 が 高 い。

しか し,全 特 殊 ミシン所 有 台数 に対 す る新 規 購 入希 望 台数 の比率

は5。3%と な っ て」5・り,こ れは 全 国 のそれ とま った く同 じ数 値 に

なっている。 これ らのことか ら全 国 水準 では 各 機 種 に対 して平均 的

な投 資意 欲 を示 して い るの に対 して ・群馬 県 の場 合は 前記4機 種

に対 す る投 資意 欲 が高 いのに 反 してそ の他 の機種 に対 しては投 資

意欲 が低 い とい うア ン バ ラ ンス な結果 を示 し てい る といえ る。

この よ うな ア ンバ ランスな設備 投資 動 向は したが って,全 新 規 購

購 入希望 台 数 に 占め る各 機 種 の構 成 比 に も反映 し ・ω ④ 復 列縫 ミ

シン25%・(2)⑦ ボ タン穴 か が り ミシ ン及 び閂 止 め ミシン2]%,

(3)⑩ へ り縫 ミシ ン ・⑫ 自動化 ミシ ン各14%で これ ら4機 種 で全

体 の74%を 占 め てい るの に対 して・全 国 水 準 では これ ら4機 種

で22%し か 占 め てい な い。

こ れ らの ことか ら,群 馬県 におけ る特殊 ミシ ンの新 規 設備 投 資

動 向は ・]]機 種 のな か で も復 列縫 ミシン,ボ タン穴 かが り ミシ

ン及び 閂止 め ミシ ン,自 動化 ミシ ン,へ り縫 ミシン等 に集 中 し,

他 の機 種 に対 しては その 意欲 も低 調 であ る といえ る。 今回 の調 査

では 全般 的 に設備 投 資 意欲 は 低調 な結果 を示 したが,こ れは 繊 維
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産 業全 般 の不 況 を反映 した もの で ・ とくに群 馬 県 が低 い とい う こ

とは な い。

川 設備 近 代化 動 向

群 馬県 の特 殊 ミシンの設 備 近 代化 は ・全特 殊 ミシン台 数 に対 す

る5年 未満 の比 率 が 約60%(全 国 では54%)で あ ることか ら

も知 ら れ る よ うに,全 国 水 準 よ りも6%高 くな ってい る。 これを

各機 種 別 に つい てみ る と,5年 未満 比率 の高 い順 位 とし ては ・(1)

⑫ 自動 化 ミシン84%(全 国79%)・(2)⑭ そ の他 特殊 用途 向け

ミシ ン7]%(同60%)・(3)⑩ へ り縫 ミシ ン66%(同55%)・

(4)⑨ す くい縫 ミシン64%(同5]%)・(5)④ 復列 縫 ミシン64

%(同49%)と な ってkoり,全 国 水準 で もほ ぼ この よ うな傾 向

とな っ てい るが,そ の パ ー セ ンテ ージに赴い ては遙 か に群 馬 県 の

ほ うが 高 くな っ てい る。全 国 水準 より低 い機 種 は⑤ 千鳥 縫及 び刺

し ゅ う縫 ミシン ・⑥ ボ タ ン付 ミシン ・⑧ 飾 り縫 ミシ ン ・⑬ そ の他

工業 用 ミシ ンの4機 種 で あ る。 千鳥 縫 及 び刺 し ゅう縫 ミシ ンや飾

り縫 ミシ ンが全 国水 準 よ り設備 近 代化 率 が低 い のは群 馬 県 が刺 し

ゅ うの産 地 であ るこ とか ら すれば意 外 の感 が し な いで もな い が,

これは 刺 し ゅう業 を支 え る小規 模零 細 な事業 所 では 耐 用 年数 い っ

ぱ い まで使 用 し新 規 に 設備 を 更新 す る余裕 のない こ とを表 し て い

る もの と考 え られ る。

また,経 過 年 数5年 未 満1,249台 に占 め る上位4機 種 の 台数

及 び構 成比 は(1)へ り縫 ミシ ン433台,35%,(2)ボ タン穴 かが

り及び閂 止 め ミシ ン205台,]6%・ 復列縫 ミシ ン204台 ・

16%・(3)す くい縫 ミシ ン]12台 ・9%と な ってむ り・ これ ら

4機 種 で5年 未 満 全 体 の76%と な っ ている が,全 国 水 準 では そ

の順 位 は ま った く同 じもの の パ ーセンテ ージでは30%に す ぎな い。

以 上 の ことか ら,群 馬 県 に おけ る特 殊 ミシ ンの設備 近代 化 動向 ・
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は ・全 般 的 に全 国水 準 よ り高 く,自 動化 ミシンや特 殊 用 途 ミシ ン

等 の 一部 の ミシ ンでは と くに近 代化 が 目立 ち・設備 近 代化 に対 す

る意欲 の高 さを うか が うこ とが で き る とい う ことが い え よ う。

llll小 結

工業 用 ミシン全 体 の各機 種 別 経 年別 所有 台数 ・構 成比 ・新 規 購

入希 望台 数 は 次表 の通 りであ る。

表8.1.1.2-7工i業 用 ミシン設備保 有 内訳
●

経過年数

機 種 名

設 備 台 数 新規購入希望

5年
未 満

.比 率
5年
以 上 比率 計 比率 台 数 比率

本

縫

ミ

シ

ン

一

①(1本 針直 線 本縫 ミシン自動 糸 切 り装 置 付 の もの) 899 272

`

114 5.0

1

1,013 18.1 295 60.3

1本 針 直線 本縫 ミシン

②(鞠 機軸 送り舗) 346 10.5 290 12.7

1

636 11.4 44 9.0

1本 針直線本縫 ミシン③
(上 記①②以外のもの)

804 24.4

`

1,069 46.8

1

1,873 33.6 40 8.2

小 計 2,049 62ユ

`

1,473
`

64.5

1

3,522
`

63.1 379 775

特

殊

ミ

シ

ン

④(復 列 縫 ミシン本 縫
,単 環,2重 環縫 含 む)

204 6.2 116 5.1 320 5.7 27 5.5

千鳥縫 ミシン及 び刺 し ゆ⑤
う縫 ミシン

(多 頭 刺 し ゆう機含 む)
27 0.8 62 2.7 89 1.6 2 0.4

⑥ ボタ ン付 け ミシン 59 1.8

`

59 2.6

1

118 2.1 11 2.3

ボ タン穴 か が り ミシン⑦

及 び かん ぬ き止 め ミシン
205 6.2

1

167 73

1

372 6.7 23 4.7

⑧ 飾 り縫 ミシン 40 1.2

1

29 1.3 69 L3 5 1.0

⑨ す くい縫 ミシン ll2 3.4 62 2.7 174 3.1 4 0.8

⑩ へ り縫 ミシン 433 13.1 219 9.6

`

652 11.7 15 3.1

⑪ 安全縫 ミシン 25 0.8 16 0.7 41 0.7 3 0.6

⑫ 自動 化 ミシ ン 42 1.3

F

10i 0.4
「

52 0.9 15 3.1

⑬(そ の他 工業 用 ミシ ンキルテ
ィングマシン含 む)

.27 0.8
}

3811.7 65 1.2 1 0.2

その他の特殊用途向け⑭
ミシン 75 2.3

1

31 1.4 106 1.9 4 0.8

小 計 1,249 379 809 35.5 2,058 36.9 110 22.5

合 計 3,298 100

`

2,282 100 5,580 100

1

489 100
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高

工業 用 ミシ ン全 体 に占 め る本縫 ミシ ンと特殊 ミシンの構 成 比 は

63.]%対36.9%と な ったが ・ これは全 国水 準 の構成 比54.4

%対45.6%に 比 べ て本 縫 ミシ ンの使 用度 が群 馬県 の場合 相 当 高

い こ とを表 している。 この 傾 向 は過去]0年 間 ほ とん ど変 らず・

汎 用 ミシンであ る本 縫 ミシ ンに 対 す る生産依 存 度が群 馬 県 の場 合

は 全 国 レベル よ りも相 当 高 くな ってい る とい うこ とが い え る。 し

か も・新 規購 入希 望 台数 全 体 に対 す る本縫 ミシ ンの比率 が77.5

%を 占め てい る ことか ら推測 され るよ うに ・今 後 ともま すま す こ

の よ うな傾 向 がつづ い て い くであろ うと考 え られ る。

本縫 ミシンの なか で と くに注 目に値 す る こ とは ・過去]0年 間

に普 通型 ミシン(③)の 構 成 比 が46.8%か ら24.4%と 約2分

の1に 減 少 したの に対 して ・自動 糸切 り装 置 付 き ミシ ンが5%か

ら27.2%,台 数 では 約8倍 と飛躍 的 に増 大 し,し か も新 規 購 入希

望 台数 中60.3%も 占 め てい る こ とで ある,、この ことか ら ・少 く

とも今後5年 間 の あいだ に 大半 の]本 針 本縫 ミシ ンは 自動 糸 切 り

装 置 付 きの ものに更新 され るで あ ろ う とい うことが で きる 。全 国

水 準 につ い て も同様 な こ とが いえ る 。

また ・工業 用 ミシ ン全体 に 占 め る構 成比 が高 い順位 としては ・

(1)③普 通型]本 針 直線 本縫 ミシ ン33.6%・(2)① 自動 糸切 り装 置

付 き]本 針 直線 本縫 ミシン]8.1%・(3)⑩ へ り縫(オ ー バー ロ ッ

ク)ミ シ ン]1.7%,(4)② 特 殊 送 り機 構付1本 針直線 本 縫 ミシ ン

]1.4%,(5)⑦ ボ タン穴 か が り ミシ ン及 び閂止 め ミシン6.7%と

な り,こ の 順位 は パ ーセ ンテ ージ に若 干の相 異 が あ る ものの全 国

と同 じであ る。

ところで ・一 般 的傾 向 として衣 料 品 の フ ァ ッシ ョ ン化 高級 化 に

伴 って生 産 ・ ットが縮 少 し仕 様 が多様 化 す る とい う傾向 ・ すな わ
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ち多 品種 少量 生 産 傾 向 が顕著 に な って きてい るが,こ の ような傾

向 に対 応 し て本縫 ミシ ンの比 率 が低 下 し特殊 ミシンのそ れ が増 大

す る とい う指摘 が な され て きた 。事 実,こ の よ うな傾 向 を反映 し

て群 馬県 の場合 も本縫 ミシ ンの比率 は64.5%か ら62.1%に 下

が って きてむ りその分特 殊 ミシ ンが増 大 し てい る。 しか し・全設

備 台数 に対 する本 縫 ミシ ン比率 は63.]%で あ り・ これは 全 国 の

54.4%に 較 べ る と8.7%多 くな っ てい る。従来 は 本縫 ミシ ン と

特 殊 ミシ ンの比率 は7対3で あ った とい わ れ るが ・この比率 か ら

み れば全 国 の場 合 は特 殊 ミシ ンの普及 度 が高 く,群 馬 県 の場 合は

かな り低 い とい うこ とが で きる。普 通型 の]本 針 直線 本縫 ミシ ン

の構 成比 が全 国水 準 よ り も高 い こ とが その原因 の 一つで あ る。

最後 に,ア パ レル産 業 の近 代化 と]人 当 りの生 産性 を大幅 に塗

り変 え てい く戦略 的 な役 割 を もった機 種 で あ る自動化 ミシ ンは,

現在 は0.9%と い う極 め て低 い台 数 比率 しか示 して いない が,過

去5年 間 に全 体 の84%が 購 入 さ れ てい るこ と,新 規 購 入希望 台

数が 現有 設備 に対 して29%も あ る こと及 び そ の全 体 に対 す る比

率 は3.]%に まで増 加 し てい るこ と等 の こ とか ら,全 国 水 準 と同

様 に 自動 化 省 力化 に対 す る関 心 が 極 めて高 い こ とを示 し てい る。

以上 が工業 用 ミシ ンに関 す る実 態調 査 の結 果 で あ る。

ψう 仕 上 機

1調 査 結果 概 要

仕 上機 に関 す る調査 は 次表 の よ うな結果 にな った。
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・表8 .1.1.2-8仕 上 機 保 有 内 訳

()は 経年別保有率
〈 〉は回答1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数
新規購入
希望台数経過年数

5年 未満
経過年数
5年以上

計

④

中間 ブレス機

(電 気 及 び スチ ーム のアイ ロン含 まず)

81

(56.3)

〈2.9>

63

(43.7)

<4.2>

144

(100)

22

(15.3)

〈2.4>

⑧

仕上ブレス機

(〃)

61
|

(44.2)

<2.2>

77

(558)
<3.7>

L

138

(100)

18

(13.0)
<2.6>

◎

その他仕上機

く接着又はセット機〉

(〃)

83

(838)

<輻3>

16

(16.2)
<1,1>

99

(100＼)/

8

(8.1)
<1.1>

合 計
225

(59.1)

156

(40.9)

、

381

(100)

48

(12.6)

仕 上機 の保 有 状況 は ・経 過 年数5年 末'満が225台 で59%,

5年 以 上 が]56台 で4]%と な り,全 体 で381台 とな った 。

これを機 種 別 にみ る と⑧ 中間 プ レス機 が144台 で全体の38%⑧ 仕

上 プ レス機 が138台 で36%,◎ 接 着(セ ッ ト)プ レス機 が

99台 で26%と な った 。経 年別 比率 では5年 未満 の59%と い

う数 字 は全 国 水準 の55%と い う数 字 に比較 す る と,若 干群 馬 県

のほ うが新 しい仕 上機 の保 有比 率 が 高 くな ってい る こ とを表 して

い る。 また ・機 種別 比 率 では ・④中間 プ レス機38%は 全 国 と同

じパ ーセ ン トであ るがt・⑧ 仕 上 プ レス機 の36%は 全 国 の44%

に比 して8%低 くな っ てbり,そ の分 だけ◎接 着(セ ッ ト)プ レ

ス機 が高 くな って26%(全 国]8%)と い う数 字 を示 した 。

この よ うに群 馬 県 に お・け る仕 上機 の保 有状 況 は ・全 国 水 準 に比

較 し て若 干5年 未 満 比率 が 高 く,機 種 別比率 で も接 着(セ ッ ト)
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プレス機 が か な りその構 成比 に おい て高 くな ってい る とい う結 果

が得 られ た 。

ii新 規 設備 投 資動 向

現 有設 備 台 数 に対 す る新 規 購 入希 望 台 数 の比 率 は 約]3%(全

国は3%)と ひ じょ うに高 く,機 種 別 では ④ 中間 プ レス機 が全 新

規 購 入希望 台 数 の46%(全 国 は36%)・ ⑧ 仕 上 プ レス機 が

38%(全 国45%),○ 接 着 プレス機16%(全 国19%)と

な った 。全 国水 準 では ⑧仕 上 プ レス機,④ 中間 プ レス機,◎ 接 着

プ レス機 とい う順位 にな ってい るが,群 馬 県 では ④ 中間 プ レス機

の購 入希 望 が最 も多 くな って い る。

川 設 備近 代 化動 向

全 仕 上機 に対 す る5年 未満 の 設備 台 数 比 率 は 約60%で あ り ・

全 国 の55%に 較 べ て設備 近 代化 率 が群 馬 県 の方が 高 い。設備 近

代化 動 向 を機 種 別 につ い てみ ると,も っと も近 代化 率 が 高 い のが

◎ 接着 プ レス機 で84%と な っ て15・り,つ いで④ 中 間 プ レス機

56%,⑬ 仕 上 プ レス機44%と な ってい る 。 この こ とか ら,◎

接着 プ レ ス機 は そ の大部 分 が最 近5年 間 に購 入 され た ことが わか

る。 また,過 去5年 間 に積極 的 に 設備 投 資 された もの に④ 中間 プ

レス機,◎ 接 着 プレ ス機 があ るが,こ の よ うな傾 向は 全 国 水準 で

も同 じ傾 向 に ある 。 しか し・新 規投 資 動 向 では,全 国水 準 は ⑧仕

上 プ レス機 に投 資 意欲 が 高 い(45%)の に 対 して,群 馬 県 で

は ④ 中間 プ レス機 が も っ とも高 い意欲 を示 し てい る。

この よ うな ことか ら,群 馬 県 に かけ る仕 上機 の設備 近 代化 動 向

は,全 般 的 に全 国水 準 よ り も高 く,特 に接着 プ レス機 が め ざ まし

く伸長 し てい る とい うこ とが いえ る。た だ ・過 去 の投 資実 績 を反

映 して新 規投 資 意 欲 は ④ 中間 プ レ ス機,⑧ 仕 上 プ レス機 が全 国水

準 よ り もそ れ ぞれ 約5倍 ほ ど高 くな ってい る のに対 して,接 着 プ
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レス機 は3倍 弱 にな っ てい る 。 しか し,い ず れ に して も,新 規投

資 意 欲 が約]3%と な って拾 り,全 国 の3%に 比 べ てか な り高 い

ことか ら も推 察 され る よ うに ・今 後 とも群馬 県 の設備 近 代 化 動向

は全 国 水準 よ りも高 い傾 向 を示 して い くもの と思 わ れ る 。

(→ 群 馬 県 にお け る生 産 設備 現況 と動 向

これ まで に裁断 機,工 業 用 ミシ ン,仕 上機 の3機 種 につ い て それ

ぞ れ設備 保 有状 況,新 規 投 資動 向 ・設備 近 代化 動 向等 につ い て分析

評 価 して きた ので あ るが,こ こでそれ ら の要 点 を と り ま とめ る と同

時 に群 馬 県 の生 産 設備 の現 況 と動 向 を全体 的 な観点 か ら鳥 ‖敢 し てみ

たい 。

ま ず設備 近 代化 動 向 の指 標 とな る5年 未満 の 設置 比率 と新 規 購 入

希 望 比 率 を群 馬県 と全 国水 準 を裁断機,本 縫 ミシン,特 殊 ミシ ン,

仕上 機 の4機 種 に つい て対 比 す る と次 の よ うにな る 。

表8.1.1.2-9

呵

5年 未 満 設 置 比 率 新 規 購 入 希 望 比 率

群 馬 県 全 国 群 馬 県 全 国

裁 断 機 56.8% 572% 8.5% 5.3%

本 縫 ミ シ ン 58.2% 55.5% 10.8% 6.4%

特 殊 ミ シ ン 60.7% 52.7% 5.3% 3.8%

仕 上 機 59.1% 55.4% 12.6% 3.4%

この表 か ら も知 られ るよ うに,群 馬県 の現有 生産 設備 は 裁 断機 を

除 い ていず れ も全 国 水 準 よ りも設備 近代 化 の程 度 が 高 くな ってお り・

しか も,新 規 購 入希 望 比率 では すべ ての機種 にお い て全 国水 準 よ り

も設備 投 資意 欲 が 高 くな っ ている 。 また ・これ ら4機 種 の5年 未 満

平 均 パ ーセン テ ー ジは群 馬県 が58.7%,全 国 が55、2%と な り・
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同 じく新規 購 入 では9.3%対4.7%と な った 。 これ らの こ とか ら,

群 馬 県 の生 産 設備 近 代化 動 向は ・全 般 的 に全 国 水 準 よ りも高 く,今

後 と もこの傾 向 が持続 し てい くで あ ろ うとい うこ とが い え る。

つ ぎに裁 断機,本 縫 ミシン,特 殊 ミシ ン ・仕 上機 を細 分類 して5

年未 満 比率 の 高い 上位]0機 種 を 列挙 す る と次 の よ うにな る。

表8.1.1,2-10

ぺ 、

群 馬 県 全 国

機 種 名 % 機 種 名 %

1位 自動糸 切 り装 置 付 き①
1本 針 本縫 ミシン

88.6 ⑫ 自動化 ミシ ン 79.1

2〃 ⑫ 自動 化 ミシン 84.0
自動 糸切 り装置 付 き①

1本 針 本 縫 ミシン
71.6

3〃 ◎ 接 着(セ ン ト)仕 上機 83.8 ⑧ 飾 り縫 ミシ ン 617

4〃 ◎ 特殊裁断機 72.6 特殊送 り機構付 き②
1本 針本縫 ミシン

60.7

5〃 ⑭ 特殊用途向け ミシン 70.8 ⑭ 特殊用途向け ミシン 59.8

6〃
へ り縫 ミシ ン⑩

(オ ーバ ー ロッ ク)
66.4 ◎ 接着(セ ッ ト)仕 上機 59.4

7〃 ⑨ す くい縫 ミシン 64.4 ④ 中間 ブレス機 576

8〃 ④ 復 列縫 ミシ ン 63.8 ④ 裁断機 57.4

9〃 ⑪ 安全 縫 ミシン 61.0 ◎ 特殊裁断機 56.7

10〃 ⑧ 飾 り縫 ミシン 58.0
へ り縫 ミシ ン⑩

(オ ー バ ー ロ ッ ク)
54.7

群 馬県 の上 位]0機 種 の うち ・全 国 の上位10機 種 に入 っ て いな

い機 種 は す くい縫 ミシ ン,復 列 縫 ミ シ ン,安 全縫 ミシ ンであ り,逆

に全 国 の上 位]0機 種 の うち,群 馬 県 の 上位]0機 種 に入 らな い機

種 は 特殊 送 り機 構 付1本 針 本 縫 ミシ ン,中 間 ブ レス機,裁 断 機 の3

機 種 に な っ てい る。

群 馬 県 の 上位10機 種 の うち,仕 上機,裁 断 機 が 各]極 ず つ顔 を

出 してい るが,残 りの8機 種 は す べ て工業 用 ミシ ンで あ り'こ の う
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へ

可

ち自動 糸 切 り装 置 付 きの本縫 ミシ ンを除 いた7機 種 が特殊 ミシ ン と

な ってい る。 これ に対 して全 国 の場合 は ・裁 断機2機 種 ・仕 上機2

機 種,本 縫 ミシン2機 種,特 殊 ミシン4機 種 とい う構 成 に な り,群

馬県 と大幅 にそ の様相 を異 に し てい る。 この よ うな結果 に対 しては,

基 礎 デ ータ数 が ま った く異 るので単 純 な比 較 を す る ことは で きない

が ・群 馬県 の場 合 は 過去]0年 間 の間 に特殊 ミシンに対 す る設備 投

資 が全 国 水準 よ りも高 く,裁 断 機 や仕 上機 に対 し ては 比較 的低 い設

備 投 資 しか してこな か った と い うこ とが一 応 は いえ る の では な いだ

ろ うか 。

また ・ これ は群 馬県 で も全 国 で も同 様 な ことで あ るが,合 理 化 ・

省 力化 の ため の 自動 糸 切 り装 置 付1本 針 本縫 ミシ ンと自動化 ミシ ン

が順 位 は異 る もののそ れぞ れ]・2位 を占 め,合 理 化 ・省 力化 の 関

心 の 高 さを うか が わせ る メル クマ ール とな ってい る。 さ らに注 目に

値 す る のは,接 着(セ ッ ト)仕 上 機 が急 速 に普 及 した ことであ るが,

これは 素材 の変 化 に対 応 し ・省 力化 ・合 理 化 を図 る ための有 力な機

種 とし て積 極 的 に設備 投 資 された た め で あろ う。

この よ うに,群 馬 県 の生 産 設備 現況 を裁 断機,工 業 用 ミシ ン,仕

上機 につ いて眺 め て きた わ けであ るが,一 般 的 な傾 向 と しては ・設

備 近 代化 や新規 設備 投 資意 欲 は全 国 的 な 水準 よ り もその 意欲 が 高 く・

省 力化 ・合理 化 に対 す る関 心度 も高 い とい え る 。 したが って,衣 料

品 の多 品種 少 量生 産 に対 応 した生産 供 給 体 制 の整 備 も群馬 県全 体 と

し ては かな り進i度 し てい る とい え よ う。

群馬 県 の生 産 設備 の現 状 と動 向 に関 す る分析 ・評価 は以 上の結 果

とな った が,最 後 に全 生産 設備 の保 有状 況 と新 規 設備 投 資 動 向 に関

す る資料 を次 に掲 げ てむ こ う。
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表8.1.1.2-]0 群馬県 の生産 設備保有内訳

〈 〉は1事業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数 新 規 購 入
希 望 台 数経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上

計

④ 裁 断 機(た て 刃丸 刃
電 動 式)

223台

(54.8%)

〈2.〔冶 〉

184台

(45.2%)

〈1.9台 〉

407台

(100%)

28台

(6.9%)

〈L5台 〉

◎ 打 抜 き,バ ン ドナ イ フな

ど特殊 裁断 機

37

(72.6)
<1.1>

14

(27.4)

〈1.3>

51

(100)

11
(21,6)
<1.6>

小 計
260

(56.8)

198

(43.2)

458

(100)

39

(8.5)

①
一 本針 直線本 縫 ミシ ン

(自動 糸切 り装置 付 のもの)

899

(88.6)

<ユ0.7>

114

(1L4)

〈6.7>

1,013

(100)

295

(29.1)

〈9.2>

②

一本針 直線 本 縫 ミシ ン

纏1機識 羅 特)

346

(54.4)

〈5.2>

290

(45.6)

〈74>

636

(100)

44

(6.9)

〈4.9>

③
一本針 直 線本 縫 ミシン

(上 記① ②以外 の もの)

804

(42.9)
<9.0>

1,069

(571)

〈10.3>

1,873

(100)

40

(21)
<4>

④
復列縫 ミシン

(本 縫,単 環,2重 環縫 を含 む)

204
(63.8)
<3.8>

116
(36.2)
<3.4>

320

(100)

27
(8.4)
<3,4>

⑤
千 鳥縫 ミシ ン及 び 刺 し ゅ

う縫 ミシン

(多 頭刺 し ゆう機 を含 む)

27
(303)
<1.6>

62

(69.7)

〈3.1>

89

(100)

2
(2.3)
<2.0>

⑥ ボタ ン付 け ミシン
59

(50)

〈1.6>

59

(50)

〈1.8>

118

(100)

11

(9.3)

〈1.8>

⑦
ボタ ン穴 かが り ミシ ン

及 びか ん ぬ き止 め ミシ ン

205

(55.1)
<2.7>

167
(44.9)
<2.6>

372

(100)

23

(6.2)

〈1.8>

⑧ 飾 り縫 ミシ ン

40

(58.0)

〈2.0>

29

(42.0)

〈73>

69

(100)

5

(73)

〈2.5>

⑨ す くい縫 ミシン

112

(64.4)

〈1.6>

62
(35.6)
<1,3>

174

(100)

4

(23)
<1.3>

⑩
へ り縫 ミ シ ン

(オ ーバ ー ロ ック)

433
(66.4)
<3.9>

219
(33.6)
<3.0>

652

(100)

15
(2.3)
<1,5>

⑪ 安 全縫 ミシ ン

25
(61.0)
<3.6>

16

(39.0)

〈5.3>

41

(100)

3
(73)
<1.5>
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内 訳

設 備 名

設 置 台 数
新 規 購 入
希 望 台 数経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上

計

⑫ 自動化 ミシン
42

(84.0)
<2.0>

10

(16.0)

〈2.5>

52

(100)
`

15
(28.9)
<1.3>

⑬
その他 工業 用 ミシン

(キ ルチングマシン含 む)

27

(41,5)

<2、7>

38

(585)

〈3.8>

65

(100)

1
(1.5)
<].0>

⑭
そ の他 の特殊 用途 向 け

ミシ ン

75

(70.8)

〈3.3>

31
(29.2)
<2.1>

106

(100)

4
(3.8)
<2>

小 計
3,298

(59,1)

2,282

(40.9)

5,580

(100)

489

(8.8)

⑤
ダ イ ヤ ル

リン キ ング マ シ ン

6

(46.2)

〈3>

7
(538)
<7>

13

(100)

一

⑤
フラ ッ ト

リ ン キ ング マ シ ン
一

F

一
}

1

<1>

小 計
6

(46,2)

7

(53,8)

13

(100)

1

(7.6)

④
中間 ブ レス機

(電 気 及 び ス チ ームのアイ ロン含 まず)

81
(563)
<2.9>

63
(43.7)
<4.2>

144

(100)

22

(15.3)

〈2,4>

⑧
仕上プレス機

(〃)

61
(44.2)
<2.2>

77
(55.8)
<3.7>

138

(100)

18

(13.0)

〈2.6>

◎
その他仕上機
く接着又はセット機〉

(〃)

83
(838)
<1.3>

16

(16.2)

〈1.1>

99

(100)

8
(8.1)
<1.1>

小 計
225

(59.1)

156

(40.9)

381

(100)

48

(12.6)

、

経 過 年 数
7年 未 満

経 過 年 数
7年 以 上 計 新 規 購 入

希 望 台 数

① 横 編 機
10

(76.9)

〈3.1>

3
(23.1)
<3.0>

13

(100)

一

① 丸 編 機 一 一 一 一

⑩ 経 編 機
5

(100)

〈5.0>

一
5

(100)

　

小 計
15

(83.3)

〈3.8>

3
(16,7)
<3,0>

18

(100)

一
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81.1.3生 産形 態,ニ ッ ト ・輸 出 製 品生 産 比率,収 支状 況

(1)生 産 形 態

衣 服 縫 製 業 の事 業 所 を原料 もち製 品生 産,賃 加工 製 品生 産,賃 加工 パ ー

ツ生産 の3つ の生 産 形態 に分類 し,編 立,裁 断 ・縫 製,仕 上 の4工 程 の う

ち,ど の よ うな 工程 に どれだ け の ウ エイ トが あ るかを 明 らか に す る こ とに

よ って衣服 縫 製業 の生産供 給 体 制 の特 徴 を抽 出 す る こ とを 目的 と した のが

本 調査 であ るが ・次 の表 は群 馬県 ・縫 製 ・ニ ッ ト・全国 の調 査結 果 お よ び

群 馬 県 の生 産 形態 と工程 別 の ク ロス表 で あ る。

表&1.1.3-]生 産 形 態 工 程 別 区 分 表

()は 小計に対する%,但 し,工程比率は合計に対する%。 〈 〉内は合計に対する%。

× ＼ ・・ベ

バ ＼

1・ ・ 形 ・
工 程 比 率

数＼

原料 もち製品生 産

小 計

賃 加 工 製 品 生 産 賃加 工バ ーツ生産

合 計

σ魍

瑞立

②領o

裁断

@xり◎

縫 製

④⑧⑫

仕上

合 計①

編 立

②

裁断

③

縫 製

④

仕 上

⑤

編立

⑥

裁 断

⑦

縫 製

⑤

仕上
小 計

⑨

編 立

⑩

叡断

⑪

縫 製

◎

仕上
小 計

群 鳥 県 ▲89

3
(35)

28
(330)

29
(341)

25
(294 (

< 7

5
0)
2>

1
(02)

131
(338)

159
(410)

97
(250

38

(10

く78

)
〉

　 4
U91)

[4
(667)

3
(142)

2

〔10

く4

)
〉

49・`

08)

<100>'

4 163
(330)

202
(409)

125
(253)

494
(100)

縫 製 3,2イ3

48
(21)

764
(347)

776
(352)

617
(280

2,
(
< 7

5
0)
1>

25
(04)

1,833
(316)

2,555
(440)

L395
(240

5β0

(10
<7]

)
〉

2
(1.6)

35
(267)

70
(534)

24
(183)

13

(10

く)

)
〉

8,144

<100>

75
(09)

2,632
(323}

3,401
(41.8)

2036
(250)

8,144

〔100)

ニ ノ ト 1,149

492
(220)

593
(265)

623
(279)

529
(236

2,

(

く

7

)

〉

288
(265)

245
(225)

330

〔303〕

226
(207

1,089
(10
<322>

)
39

(68の
5

〔88)

9
(]58)

4
(70)

57

(100)

<)、7>

3,383

<」00>

819
(2L2)

843
(219)

962
(2M)

759
(225)

3,383
(100)

全 国 4,392

540
([21}

L357
(306)

】,399

(315)

1,146

〔258

4,

(

く38

)
〉

313
(46}

2,078

(301)

2,885

〔418)

】,621

(235

6,897

(口0)

<598>

41
(218)

40
(213)

79
(42ω

28
(119)

]88
(100)

11,527

<L7>K100>

894

〔77)

3,475

〔3《12)

4β63

(379)

279L

(2・`2)

1し527

(100)

{燭i項 業所平均回答件数は群鳥県26件,縫 製2,5件,⇒ プト29件,全 国26件 、

表&1.1.3-2生 産 形 態 工 程 別 ク ロ ス 表

()は%

工程

形態
編 立 裁 断 縫 製 仕 上 計

原 料 も ち
製 品 生 産

3(一) 28(6) 29(6) 25(5) 85(17)

賃 加 工
製 品 生 産

1(一) 131(27) 159(32) 97(20) 388(79)

賃 加 工
パ ー ツ 生 産

一 4(1) 14(3) 3(一) 21(4)

一

計 4(一) 163(34) 202(41) 125(25) 494(100)

(註)上 記 の表 と若 干 パ ー セ ンテ ージが異 るが,こ れ は縦軸 と横軸 の斉 合性 を と るた め で

ある 。
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群 馬県 の調査 結 果 に よれ ば,494件 の 回答 件数 の うち ・85件 が原 料

もち製 品 生産 形 態 を と り,そ の うち編 立3件,裁 断28件 ・縫 製29件 ・

仕 上25件 がそ の工程 内訳 とな っ てい る。Aた ・賃 加工 製 品生 産 形 態 を と

る ものは388件 とな って お り,工 程 別 内訳 と しては編 立]件 ・裁 断]3]

件 ・縫 製]59件 ・仕 上97件 とな ってい る 。賃 加工 パ ーソ生産 は21件

で あ り・ この内訳 は 編 立 ゼ・,裁 断4件 ・縫 製14件 ・仕 上3件 とい う結

果 にな った 。 さらに この494件 の回答 件 数 を4工 程 に分類 し・ それぞ れ

の 内訳 を算 出 した ところ ・編 立4件 ・裁 断163件 ・縫 製202件 ・仕 上

125件 とい う結 果 が得 られ た 。 これ を パ ーセ ンテ ージで示 す と,群 馬県

の生産 事 業所 の生産 形 態は,原 料 もち製品 生産 が]7%・ 賃 加 工 製品生 産

が79%・ 賃 加工 パ ー ソ生 産 が4%と な り,工 程別 ウエ イ トでは編 立 約]

%・ 裁 断33%,縫 製41%・ 仕 上25%と い うことに な る。

また ・3つ の生産 形 態 と4つ の製造 工程 を ク ・ス集計 し・全 体 に占 め る

ウエ イ トを示 してい る表8.1.1.3-2に よれ ば,賃 加工 製 品 生産 形態 を と

って縫 製 を行 う ものが32%と 第]位 を 占 め,つ い で賃 加 工製 品 生 産 ・裁

断27%,賃 加工製 品生 産 ・仕 上20%と な り,圧 倒 的 に賃 加工 製 品 生産

形 態 の事 業 所 が多 い こ とが わか る 。

ところ で,群 馬県 の生産 形態 を縫 製業 全 体 ・ニ ッ ト・全 国 と対比 してみ

る と・・原 料 もち製品 生産 形態 を と る事 業 所 が縫 製業 全体 よ りも10%も 少

な く・また全国 水 準 よ りも20%も 少 ない ことが わか る。 した が って ・そ

の分 だけ他 の形態 を とる事 業 所 が 多 くな っ てJl!i・り,賃 加 工 製 品生 産 の79

%と い う数 字 は ・縫 製,全 国 よ り もか な り高 い ウエ イ トを示 し てい る。 こ

の こ とは賃 加工 パ ー ソ生 産 につ い て もいえ る こ とで あ り,4.3%と い う数

字 は それ ぞ れ の水準 よ りも約3%程 高 くな っている 。要 す るに ・群 馬 県 の

場 合 は 原料 もち製 品 生産 形 態 を と る事 業所 が 少な く,賃 加 工製 品 生産 形 態

及 び賃 加工 パ ー ソ生産 形 態 を とる事 業 所 ・す なわ ち下 請 ・再 下請事 業 所 が

縫 製 業全 体 な ら びに全 国水 準 よ りも多 い とい うことを この調 査 結果 か ら知
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る こ とが で き る。 これは生 産事 業所 の概 況 の 項 で も指 摘 し たよ うに,群 馬

県 が 小規 模 零 細 性 が高 い とい うこ と とも関 連 す る群 馬県 の縫 製業 の]つ の

特 徴 であ る とい え る。

② ニ ッ ト製 品生 産 比率 ・輸 出向 け 製 品生産 比率

最 近 にむ け る ニ ット製 品 の普 及 率 は め ざ まし い ものが あ り,ニ ッ ト製 衣

服 と織 物 製衣 服 の比率 も徐 々にそ の差 を縮 め て きてい る とい われ る。 もち

ろ ん,品 種 に よ っ て ニ ット化 率 に大 きな相 違 が あ るこ とは 当然 で あ るが,

全 体 とし て どの程 度 ニ ッ ト化率 が 進 ん でい る か とい うこ とを今回 の調 査 で

探 ろ うとい うこ とで本 調査 項 目を設 定 した 。 また,衣 料 品 の輸 出 も過去 に

比 し て徐 々に衰退 して き てい る こ とは さ きに指摘 した通 りであるが,現 実

に どの程度 輸 出 され て い るのか もニ ッ ト化 率 と併 せ て この調査 に か い て把

握 す るこ とを 目 ざ した 。

まず最 初 に ニ ッ ト製 品生産 比率 の 調査 結果 であ るが,次 表 は その結 果 を

と りま とめた もの で あ る。

地8.1.1.3-3ニ ッ ト製 品 生 産 比 率

〈 〉は事業所数の比率

生産比率
生 産 比 率

合計(%)
事業所 0% 1～9% 10～29% 3〕～49% 50～99% 100% 平均(%)

群 馬 県 189 91 7 20 15 35 21 5,107

(調査対象縫製のみ)
<100> <48.2> <3.7> 〈10.6> <79> 〈18.5> <11.1>

(270)

群 馬 県 226 95 7 20 15 37 52 8,372

(上 記 フラスニ ッ ト分) 〈100> <42,0> 〈3.1> <8.8> <6.6> 〈16.4> 〈23.0>

(370)

3,265 1,968 94 250 170 333 450 77f28
縫 製 (23.6)・

〈100> <60.3> <2.9> 〈77> <5.2> 〈10.2> <13.7>

1,171 77 一 12 18 69 995 105β51

ニ ッ ト (90.4)
<100> <6.6> 〈 一 〉 〈1.0> <15> 〈5.9> <85.0>

4436 2,045 94 262 188 402 1,445 182,979

全 国 (41.3)
〈100> 〈46.1> 〈2.1> <5.9> 〈4.2> <9.1> <32.6>
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この調 査 結果 に よれ ば,縫 製 業 に属 す る189事 業所 の うち,織 物 製 衣

服 のみを生 産 してい る事 業 所数 は9]事 業所 で48.2%を 占 めて い るが ・

逆 に]00%ニ ッ ト製 衣 服 を生産 し てい る事 業所 が21事 業 所 もあ る 。 こ

れは 近 年 にむげ る カ ッ ト・ア ン ド・ソ ーの普 及 と ともに ニ ッ ト製 衣 服 の ソ

ーイ ングのみ を行 う下請 事 業 所 が増 加 した ため ではな い か と思 われ る 。 そ

して群 馬県 の縫製 業 に属 す る事 業 所 で の ニ ット製 品生 産 比率 は27%と い

う結 果 にな り,群 馬県 全 体 では37%と い うニ ッ ト化率 を示 した 。

ま た,群 馬 県 の縫 製 業 に おけ る ニ ッ ト製 品生 産 比率 と全 国 のそ れ とを比

較 する と,群 馬 県 が3.4%そ の比 率 が 高 く・群 馬県 全体 と全 国水 準 で の ニ

ッ ト製品生 産 比 率は 逆 に4%ほ ど低 くな っている 。要 す るに,全 国 の ニ ッ

ト製 品生産 比率 は41.3%と い う結 果 にな り・群 馬県 の そ れが27%と い

う結果 が得 られ た 。 この よ うに,群 馬県 の縫 製 業 に おけ る ニ ッ ト製 品生 産

比率 が全国 のそ れ よ りも3.4%高 い結 果 を示 した原 因 としては,婦 人服 の

生 産 比 率 が 高 い こ と と相 関 関係 に あ る もの と推察 され る。

つ ぎに輸 出 向 け製品 生 産 比率 の調 査 結果 概 要 であ るが,次 表 の調査 結 果

に よれ ば ・群 馬県 の縫 製 業 の場 合,調 査 対象]89事 業 所 の うち ・輸 出向

表8.1.1.3-4輸 出 向 け 製 品 生 産 比 率

〈 〉は事業所数の比率

＼ 年産比率＼ 生 産 比 率 合計(%)

事 業所数 0% 1～9% 10～29% 30～49% 50～99% 100% 平均(%)

群 馬 県 189 182 1 2 1 2 1 305

(調査対象縫製のみ) 〈100> 〈96.3> <0.5> <1.1> <0.5> 〈1.1> 〈o・5> <1.61>

群 馬 県 226 217 1 2 1 4 1 457

(上 記 フラスニ ッ ト分) <100> <96.0> <0.4> 〈0.9> <0.4> 〈1.8> <0,4> <2.02>

3,265 3,103 27 32 9 53 41 8,700

縫 製
<100> <95.0> <0.8> <1,0> <0.3> <1.6> 〈L3> 〈2.66>

1,171 1,095 13 25 6 23 9 3,099

ニ ッ ト (2.7)
<100> <93.5> 〈11> 〈2,1> 〈0.5> <2.0> <0、8>

4,436 4,198 40 57 15 76 50 11,799

全 国 (2.7)
<ユ00> <94.6> 〈0.9> <1.3> 〈0.4> <L7> 〈1.1>
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け の生産 を行 ってい る事 業所 は7事 業 所 で全体 の 約4%の 事 業所 に しか す

ぎず,全 生産 数 量 に占 め る輸 出向 け生 産 は1.6%に す ぎない とい う結 果 が

得 られ た 。

これ に対 して,縫 製,ニ ッ ト,全 国 の輸 出比 率 は それ ぞ れ約2.7%と い

う数 字 を示 し,～ ・ず れ も群 馬県 の縫 製 業 拾 よび ニ ットを含 む群 馬県 全 体 の

輸 出 比率 よ りも高 い数 字 を示 した。

ところ で ・前 記群 馬 県 の衣服 縫 製 業 の 一般 的 概 況 に溢け る輸 出動 向 では ・

昭和50年 度 の全 国 の衣 料 品 輸 出は 約3%で あ る と指摘 し て拾 いた が.こ

の比 率 と今 回の 調査 結 果 は ほ ぼ 同 じ数 字 を示 す ことにな った 。 し か し本 調

査 では,群 馬 県 の場 合 は 全生 産 数 量 に対 す る輸 出 比率 は縫 製 業 だけ では .

1.6%・ ニ ットを含 む全県 の 輸 出比 率 では 約2%と 全 国水 準 よ り も低 く,

しか もさ きの輸 出動 向t・Cts'ける二 次製 品 の6.4%と い う輸 出比 率 に較 べ て

もか な り低 くな ってい る。 これは数 量 ベ ー スと金額 ベー スに よる輸 出 比率

なの で ・その ま ま単 純 に対 比 す る こ とは で きな い もの の,さ きの輸 出動 向

とま った く逆 の 結果 を示 す こ とにな った。 その原 因 とし ては,前 記 実態 調

査 は 産 地組 合 を 調査 対 象 としてむ り組 合 ア ウ トサ イダ ーの数 字 を含 ま ない

こ と,本 調 査 は実 数 の把 握 では な くパ ー セ ンテ ージの把 握 であ る こ と ・ ア

ウ トサ イダ ーの9人 以 下 の事 業 所 は 対 象 事業 所 とな っていず,そ のな か に

は 相 当部 分 の ス カ ーフ,マ フ ラ ー等 の輸 出 向 け生 産 に従 事 してい る事 業所
、

が あ るで あろ うとい う こと等 の理 由 が 考 え られ る 。 した が って,本 調 査 の

1.6%teよ ぴ2.02%と い う輸 出比 率 は 実際 には も っ と高 い数 字 を示 して

い る もの と推 察 され る。

(3)収 入 ・支 出状況

本調 査 は 本来 は群 馬 県 の衣 服縫 製 業 の収 支状 況 を,生 産 形態 との関 連 で

把 握 す る ことを 目的 とす る もの であ った 。 しか し・た とえば原 料 もち製 品

生産 を行 ってい る事 業 所 は 収 入の部 分 は 製 品 出荷 高 を記 入し支 出 の部 分 は プ

原材 料 費 ・外 注支 払 工料(下 請 を使 って いる 場合),人 件 費 を記 入 し ても
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らい,賃 加 工製 品 生産 は 収 入 とし て受 取 加 工料 を記 入し,支 出と して再下請

を使 ってい る場 合 は外 注 支払 工料 と人件 費を記 入 して もら うとい うよ うに,

それ ぞれ の事 業 所 の生産 形態 と収支 状 況 を把 握 す る ことに よ って生産 形 態

と収 支 状況 の間 にい かな る関連 性 を 有 す るかを調 査 す るこ とが 目的 で あ っ

た が,調 査 票 の 不備 のた め,当 初 意 図 した よ うな回 答 を 得 る こ とが で きな

か った。 また ・収 入だけ記 入し て支 出 を記 入 しな い調 査 票 やそ の逆 の調 査

票 も多 くあ った こ とか ら ・収 入 と支 出 の間 の関連 性 も全 体 とし て把 握 す るへ　
こ と が 困 難iに な っ た 。'＼

馳
＼

＼

そ こ で,こ こでは 集 計 された 調査 票 を単 純 集 計 した結果 のみ を 提示 して

それ 以 上 の立 ち 入 った 分析 評 価 は 行 わ ない こ とに す る。

① 製品出荷 高

図8,IL3-1

1000百万円

%"(・¥1-49醐
500～999(12)

靭

(膓1∠li96

.
300～499

(・門 。。煕 蹴

酬?ろ 、嶋 所数

表8.1.1.3-5製 品 出 荷 高 規 模 別 分 布
'

ひ

回 答

事 業 所

製品出荷高規模別事業所数く構成比〉 合 計

♀諜野百万円
1～49

百万円
50～99

百万P
lOO～299

百万円
300～499

百万Fi
500～999 1,。。馳

群 馬 県
36

<100>

12

〈33>

5

〈14>

3

〈8>

6

<17>

6

<17>

4

〈11>

13,496
(374.9)

縫 製
1,003

〈100>

196

〈19.5>

155

<15.5>

291

〈29.0>

128

〈12,8>

131

<ユ3、1>

102

〈10.1>

420,868

(419.6)

ニ ッ ト
749

<100>

127

〈17.0>

97

〈13.0>

276

〈16.8>

115

<15,4>

91

<ユ2.1>

43

〈5.7>

246,902
(329.6)

全 国
1,752

〈100>

323

<ユ8.4>

252

<14.4>

567

<32.4>

243

<コ3.9>

222

〈12.7>

145

<8.2>

667770

(3812)
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製品 出 荷 高は 回 答36事 業 所 全体 で]34億9,600万 円 とな り ・1

事 業 所 平均 では3億7,500万 円 とな った 。 この]事 業 所平 均3億7,5

00万 円 とい う製 品出 荷 高 は ニ ッ トよ り多 く,縫 製業 全 体 お よび全 国水

,準 よ り も低 くな ってい る。 また,製 品 出荷 高 を規 模別 に分 類 する と]億

円未 満 が47%と 全体 の約 半数 を 占 め ・縫 製,ニ ッ ト,全 国 よ りもその

構 成 比vafoい て約]5%前 後1億 円未満 の製 品出荷 高 の事業 所 数 が 多 く

な ってい る。
200～499'E)ip[]500《
(6)(2)② 受 取 加工 料

図8.1」,1-2

50～99百 万円

(38)N

20～29社

、。一㌶(25)
(35)

多多(噂 業所数

表8.1.1.3-6受 取 加 工 料 規 模 別 分 布

¶

,

、

ゐ

回 答

事 業 所

受 取 加 工 料 規 模 別 事 業 所 敷 く 構 成 比 〉 合 計

1事 業所

㎏ 均)
百万円

1～9
百万円10～19 研20

～29
百万円

30～49
卵

50～99
百万F=

100～199
百万P

200～499
百万P

500以 上

群 馬 県
173

<100>

13

<75>

33

〈190>

25

<14.5>

35

<20.2>

38
'<22

.0>

21

〈12.1>

6

<3,5>

2

<1.2>

17760

(102.7)

縫 製
2,672

<100>

492

<18.4>

442

〈16.5>

295

<ユLO>

387

<ほ5>

450

<16.8>

333

<ユ2.5>

200

<75>

73

<2.8>

248,652

(93,1)

ニ ッ ト 585

<100>

191

<326>

100

<17、1>

52

<8,9>

72

<123>

81

<13.8>

57

<9.7>

22

<3.8>

10

<1,8>

35498

(60.7)

全 国
3,257

<100>

683

〈21.0>

542

〈16,6>

347

<10.7>

459

<14.1>

531

<16.3>

390

〈120>

222

<6,8>

83

<2.5>

284,150

(872)

受取 加工 料 は 回 答]73事 業 所 全体 では]77億6,000万 円 とな り,

]事 業 所平 均 では 約1億 円 とな ってい るが ・こ れは縫 製 ・ ニ ッ ト・全 国

の いずれ よ り も高 くな っ てい る。 また ・受取 加工料 の規 模 別 分類 では,
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3,000万 円か ら1億 円 未満 の間 に44%の 事業 所 が あ り,中 規 模程 度

の下 請縫 製 業 者 が 比較 的群 馬 県 の場合 多 いの では ない か とい うことが想

像 され る。 .

・`せ 調 査 に ・れば ・製 品 出荷 高 ・受 取 力・主料 に よる収 入 の合 講 ・・2

億 円5,600万 円 と な り,こ の 収 入 金 額 は 昭 和50年 度 の 工 業 統 計 調 査

よ り も約]70億 円 少 な く な っ て い る 。 ま た ・全 収 入 額 に 対 す る 受 取 加

工 料 の 比 率 は,群 馬 県57%・ 縫 製37%・ ニ ッ ト13%・ 全 国30%

とな り ・ こ こ で も 群 馬 県 の 縫 製 業 が 圧 倒 的 に 下 請 事 業 所 に 依 存 し て い る

こ と が わ か る 。500以 上(5)

③ 原 材 料 費

1・・～199(4) .200ス99

(8)

50～'
1～9百 方円

図一 一3三10言 艦)(62)

20～29百 万円

(9)ll'・
111

1`1.1

1i(}・-19
,(9)

い は 事 業 所 数

ぐ

●

表&1.L3-7原 材料 費規 模 別 分 布

回 答

事 業 所

原 材 料 費 規 模 別 事 業 所 数 く 構 成 比 〉 合 計

・よ事業4・白方円
1～9

醐
10～19

研
20～29

百万円
30～49

百万円
50～99

百万円
100～199

百万円
200～499

百万円
500以 上

群 馬 県
108

<100>

62

<57,4>

9

〈8,3>

9

<8.3>

7

<6,5>

4

〈3.7>

4

<3.7>

8

<7.4>

5

<4,6>

8ユ24

(75,2)

縫 製
1,646

<100>

628

〈38.2>

166

<10.1>

99

<6.0>

156

<9.5>

177

<10.8>

143

<8.7>

179

<10.9>

98

<5.8>

203,058

(123.4)

ニ ッ ト
798

<100>

117

〈14,7>

69

<8.6>

45

<5,6>

88

<1LO>

165

<20.7>

160

<20.1>

119

<14,9>

35

<4,4>

115,844

(145,2)

全 国
2,444

<100>

745

<30.5>

235

<9,6>

144

<5.9>

244

<10.0>

342

<14.0>

303

<124>

298

<12,2>

133

<5.4>

3181902
(130,5)

■

原 材料 費 は 回答108事 業所 全体 で81億2,400万 円 とな り・1専
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業所 平 均 では7,500万 円 とな った 。群馬県 の場 合,1事 業 平 均原 材 料

費 が他 の3者 よ り もかな り低 い こ と,1,00・0万 円未満 の原材 料 費 を支

出 し てい る事業 所 が57%も あ りこれ も他 の3者 よ り も相 当そ の割 合 が

高 くな ってい るこ と等 の結果 か ら,こ こ で も縫 製業 にむけ る製 造 卸 の ウ

エ イ トが低 く・下請事業 所 に対 す る依 存度 が高 い こ とが うか が われ る
。

④ 外注支払工料

図8.1.1.5-4

20～499S=Hユ ヨ(4)

1～9百 万円

4,928(75)

(29.9)
百万円

いは事業所数

表&Ll.3-8外 注 支 払 工料 規 模別 分布

回 答

事 業 所

外 注支払 工料 規模 別事業 所数 く構成比 〉 合 計

己事業魏・
研

1～9
百万円

10～19
研

20～29
醐

30～49
百万円

50～99
百万円

100～199
百万円

200～499
百万円

500以 上

群 馬 県
165

<ユ00>

75

〈45.5>

32

〈19.4>

18

<10,9>

16

<9.7>

15

<9,1>

5

<3.0>

4

〈2.4>

一 4,928
(29.9)

縫 製
2,393

<100>

1,085

〈45.4>

429

<17.9>

236

<9.9>

216

<9.0>

207

<8,6>

124

<52>

67

〈2.8>

29

<12>

99,5田

(41.6)

ニ ッ ト 919

<100>

265

<28.8>

143

<15.6>

100

<10.9>

120

<13,1>

141

<153>

96

<10.4>

45

<4.9>

9

<!.0>

54,681

(59.5)

全 国
3β12

<100>

1β50

<40.8>

572

<17.3>

336

〈10,1>

336

<10.1>

348

<10.5>

220

<6.6>

112

<3.4>

38

<L2>

154279

(46.6)

回 答]65事 業所 すな わ ち下請 事 業 所 を使 用 してい る1,65事 業 所 全

体 で 下請 に支払 ってい る 加工料 は49億2,800万 円 とな りr1事 業 所

平 均 では3,000万 円 下請 に支 払 ってい る とい う結 果 が得 られ た 。 とこ

ろ で ・群 馬 県 の場 合は 下請依 存 度 が高 い とい うこ とは これ まで指 摘 し て

きた 通 りで あ るが ・この外注 支払 工料 調査 では縫製,ニ ット・全 国 よ り
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も支 払 加 工料 が]事 業所 平 均 では 低 い とい う結果 にな った。 これ は 二見

矛 盾 す る よ うに思 え るか もしれな い が,そ の理 由 と しては ・群 馬 県 内 に

於 け る親 企業(製 造卸 もし くは 流 通問 屋)と 下請 事業所 の関 係 よ り も東

京 都 の親企 業 と群 馬県 の下 請事 業 所 の関 係 が よ り強 い結 合 を も っている

こ とを反映 した もの では ないか と考 え られ る。

⑤ 人 件 費

図8.1.1.5-5

100～199

(9)

50～99

(17)

200～499醐

(4)

5,959

(32,2)

百 万 円

1～9百 大円

(57)

いは事業所数

づ

表8.1.1.3-9人 件 費 規 模 別 分 布

回 答

事 業 所

人 件 費 規 模 別 事 業 所 数 く 構 成 比 〉 合 計

己事業膓・
百万円1
～9

百万円
10～19 2。酬

百万F
30～49

百万円
反)～99

百万円
100～199

百万円
200～499

百万円
500以 上

群 馬 県
185

<100>

57

<30.8>

53

<28.4>

23

<124>

22

<113>

17

<92>

9

<4.9>

4

<2.4>

一 5,959

(32,2)

縫 製
312〔お

<100>

971

<30.3>'

600

<18.7>

373

〈116>

422

〈13.2>

460

<14.3>

235

<7.3>

ll9

<3.7>

28

<0.9>

1621349

(50.6)

ニ ッ ト
1,042

<100>

286

<27,5>

186

<17.9>

129

ぐ2.4>

175

<16.8>

158

<15.2>

78

<7,5>

28

<2,7>

2

〈 一 〉

44,408

(426)

全 国
4,250

〈100>
1,257

〈29,5>

786

<18.5>

502

<1L8>

597

<141>

618

<14.5>

313

<74>

147

〈3.5>

30

<07>

⑳6,757

(487)

人 件 費 は 回 答]85事 業 所 全 体 で は59億5,900万 円 と な り ・]事

業 所 平 均 で は3,200万 円 と な った 。 こ の]事 業 所 平 均 人 件 費 は 縫 製,

ニ ッ ト,全 国 よ り も低 く な っ て い る 。 ま た,人 件 費2,000万 円 未 満 の

事 業 所 は 群 馬 県 で は59%も あ り ・ 他 の3者 よ り もは る か に そ の ウ エ イ

、トが 高 くな っ て い る 。 ＼

,

・

,'
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〉

ところで,こ の 人件 費 か ら常傭従 業 者,臨 時 又は パ ー ト従 業 者 ・個 人

事業 主等 を含 む従 業員]人 当 りの 人件 費を算 出 す る と,群 馬 県]07万

円,縫 製]11万 円,ニ ット106万 円,全 国]]0万 円 と い う結 果・に

な った 。衣 服縫 製 業 の場合 ・婦 人労働 者 が圧倒 的 に多 い こ と・そ の うち

で もパ ー トタイマ ーや農閑 期 を利用 した臨時 労働 者 が比 較 的 多 い こ と等

を 考慮 すれば,こ の1人 当 り人件 費1]0万 円 とい う数 字 は 妥 当 な数 字

で あろ うと思 われ る 。

以 上が 製 品 出荷 高 ・受 取 加工 料 の収 入 と原材 料費,外 注支 払 工料'人 件

費 の支 出 に関 す る調 査結 果 で あ るが,さ きに指摘 した よ うに回答 調査 票 に

よ リバ ラつ きがあ るため に,生 産 形態 と収支状 況 お よび各収 入源 に 対す る

支 出比率等 の調 査 分 析 を 行 うこ とが で きなか った ので,単 純 集 計 の結果 の

みを示 す に留 ま った こ とを お断 り してお く。

4

r K ・
.

81.L4出 荷 先 地 域

本 調査 は 群 馬県 に 赴け る衣 服 縫 製業 の製 品 の 出荷先 を把 握 す る こ とを め ざし

た もの であ るが,そ の結果 は 次 図 の よ うに な った 。

図8.1.1.4-1

輸出(1.8%)
(柵11.6%)

1輸

'
ミ騰 県べ 東 京 都 内 その 他 ・

'
(71,4%) (9.3%)

1
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東京 都 向 けが71.4%,群 馬 県 内 向け15.8%,そ の他 の地域 向 け9.3%,

輸 出 向け1.8%,大 阪 府 向け1.6%と い う結 果 にな ったが,こ の結 果か ら群馬

県 は東 京 都 と直結 した縫 製 産 地 であ る こ とを た だ ちに観取 す る ことがで きる。

81.L5生 産 管 理 方 法

回答]89事 業 所 の生 産 管理 の方法 は ・伝票 の み に よる ものが]26事 業 所

(67%),管 理表 に よ る ものが53事 業 所(28%),特 殊 な カ ー ドに よる

もの が4事 業 所(2%),コ ン ビ=一 夕 ー処 理 が4事 業 所(2%),そ の他2

事業 所(1%)と な った。

この順 位 は 全 国 で も同様 であ るが,伝 票 の み に よる生 産 管理 が群 馬県 よ り少

な く,管 理 表 に よる生産 管理 が多 くな っ てい る点 に全 国 と群 馬県 の相 違 が ある。

ぜ

図8.1.L5-]

126事 業所

伝
票

の
み

管

理
表
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工場経営問題点1.68.1

目 に わ た る調 査 を し た が,

う に な?た 。

衣 料縫製業界 の抱え る当面の問題点 として]0項

89事 業所 の 内訳は 次 図 の よ群馬県の場合は回答]

1611図8

68事 業所

5事 業所

ll

23事 業所
17事 業所

35事 業所

12事 業所7事業所
10事 業所10事 業所

1111
2事業所

llll_一

的
確
な
情
報

の
確
保

下
請
工
場
の
確
保

商

品
企
画

・
開
発

力

の
強

化

条
件

の
改
善

加

工
料

引
上
げ

・
取
引

の
水

準
向

上

生
産
管

理

・
品
質

管
理

設

備

近

代

化

・
合

理

化

生
産
量

の
安
定
確

保

生
産

の
バ
ラ

ツ
キ
を
な
く

す

者

の
確
保

・
質

の
向

上

管

理
者

・
技
能

老

・
技
術

.

従
業
員

の
採
用
定
着

資
金

の
借
入

以下加工高令化 が位置 し定着調査結果 によれば第]位 に従業員 の採用

う問題 点 を抱 え てい る

同 一傾 向を辿 ってお り・

て い る 。

 

い

も

っ

生産量 の安定確保等 々と取引条件改善料の引上 げ

で

な

ニ ッ ト,全 国とに な る。 この よ うな傾 向 は縫 製

くに従業員の問題 がいずれの場合 も最重要課題 と

 

こ

と

＼
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8L2島 根 地 区調 査 結果

81.21調 査研 究 の 視点 と方法 及 び集 計 結 果

(1)調 査 研 究 の視 点

島根 県 に なけ る衣服縫 製 業 の歴史 は浅 く,衣 服 縫製 業 が 島根 県 に 定 着

した のは ・昭和37年 施行 の 「低 開発 地域 工 業 開発 促進 法 」,昭 和4]年

の 「新 産 業 都 市建 設促進 法 」Sliliよび昭 和48年 の 「島根県 工 業 開発 促進 条

例 」等 の 一連 の県 当局 の施 策 に よ って関 西や 四 国の衣 服縫 製 業 が進 出 して

以 後 の こ とであ る。

島根県 では 当時 「一市町 村 一工場 」 の ス ・ 一ガ ンの もとに農 山村 の余剰

労働 力 を産 業 に吸収 す る ことに よ って労働 人口の 県外 流 出 を くい止 め る と

ともに県 内産 業 の育成 をは か る こ とを 意 図 してい た ので あ るが,こ のような

島根県 当局 の意 図 か ら,上 記 諸 条例 に よ って県 内進 出産業 に各種 の優 遇措

置 を講 じて きた 。 そ して,こ の よ うな県 当局 の意 図 と低廉 な労 働 力 を求 め

よう とす る大阪 近 辺 の縫 製 業 者 の意 図が 合 致 して衣 服縫 製 業 が 島根 県 に進

出す る こ とに なっ た ので あるo

した が って島根県 に衣 服縫 製業 が定 着 す る よ うにな った のは こ こ15年

間 にお い てで あ る ・ とい え る。

従来 か ら大阪 近 辺 や東 京 近 辺 では しだい に人 件 費が 高騰 し て きた ため に ・

よ り低 廉 な労 働 力 を求 め て地 方 へ進 出 し て い く縫製 業者 が 多 くな って きて

い るが'縫 製 業 の場 合は 圧倒 的 に女性 労働 者 に対 す る依 存度 が高 い こ とむ

よび 設備 投 資 も他 の産 業 に比 して容 易 であ る こと等 の こ とか ら,生 産 機能

を地 方 に移 す傾 向 が ますま す強 くな ってい る。

島根県 を今 回 の調 査対 象 に とりあ げ た のは,こ の よ うな業 界 の 一般 的 傾

向の な か に あ って ・歴 史 の浅 い縫 製業 の 実態 が どの よ うな もの で あ るか と

い うこ とを 把握 す るこ とに よっ て新 た に地 方 に根 を 下 ろ した縫製 業 の実 態

を理 解 す る と と もに ・島根 県 の実態 を把 握 す るこ とに よ って,他 の歴 史 の

浅い 県 の実 態 を類 推 す るこ とを も可 能 なら し める で あろ う とい うた め で あ
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(2)調 査 方法 と集計 結 果

上記 の 目的 を達 成 す るた めに,本 調査 は,島 根県 商 工 労働 部 な らび に島

根 県縫 製 品 協 同組 合 の協 力 の もとに ・当該 組 合 の組 合 員9事 業所 お よび 昭

和47年 度 工業統 計 表 よ り抽 出 した118事 業 所 ・計127事 業 所 に調査 票

を発 送 して回収 す る とい うアン ケー ト方 式 を採 用 した 。 そ の結 果 調査票 の

回収 状況 は つ ぎの よ うに な った 。

表8.1.2.]一]調 査 対 象 事 業 所 数Jt5・・よ び 回 収 状 況

対象 事業所数
回 収 数
(回 収 率)

サ ン プ ル 数

(サ ンプル率)

組 合 員 9 9(100%) 9(100%)

非 組 合 員

(10人 以 上)
118 67(57%) 59(50%)

計 127 76(60%) 68(54%)

(註)サ ン プル 数 とは コ ン ピュ ータ ー に イ ン プ ッ ト可 能 な 調 査 票 の こ と。

`

調 査対 象]27事 業所 に対 して回 収 された調 査 票 は76事 業所(60%)

で あ ったが,白 紙 回 答 や解 読 不能 の調査 票 が あ った ため,実 際 に利 用可 能

な調 査 票 は68で54%で あ った 。 この種 の ア ン ケー ト調査 は 回収 率 が ひ

じ ょうに低 いの が 一般 的 であ るが ・今 回 の54%と い う有効 回答 率 は そ の

意 味 では ひ じょ うに 高 い回収率 を示 した とい え るで あ ろ う。

P 81.22調 査 結 果 の概 要

(a)生 産 事 業 所 の概 況

島根 県 の生 産事 業 所 の概 況 を まず最初 に経 営 組織 と作業場 規 模 につ い て・

縫 製,ニ ッ ト,全 国 との対 比 で図 示 す る とつ ぎの よ うにな る。

回 答68事 業所 の うち,個 人経 営 が14事 業 所,20.6%・ 法 人組 織 が

53事 業 所,77.9%と な り,組 合組 織 を と る もの が1事 業所 とい う結 果
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図8,1.2.2経 営 組 織 別 事 業 所 数
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図8,1.2.2作 業 場 規 模 別 事 業 所 数
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にな った 。島根 県 の場 合 ・法 人組 織 の形 態 を とる ものが他 の3者 よ り も多

く'個 人 経営 を とる もg)が 少 な くな ってい る。 これは]市 町 村1工 場 とい

うス ロ ー ガ ンの も とで縫 製工 場 を誘 置 した こ と と関連 が あ る もの と思 われ

る。

法 人組 織 が 多 く個 人経営 が少 ない とい う結 果 は ・つ ぎの作 業 場 規模 別 事

業 所数 の分布 に も反映 し て:sliり・]0坪 未満 の作 業場 は ゼ ・とな っ てい る。

これ に対 して]00坪 以 上 の事業 所 が40事 業 所,約60%も あ り,こ れ

は他 の3者 よ り もか な りそ の構 成 比 に お い て高 く.t敷 地 面 積 の 広 い縫 製 工

場が 多 い こ とを 示 してい る。 この よ うに縫 製 工 場 と しては 敷 地 面 積 の広 い

工 場 が多 い こ との理 由 と しては ・ま ず なに よ りも地 代が安 い こ とが挙 げ ら

れ るで あろ う。

つ ぎに従 業 員数 の調査 結 果 は 次表 の よ うにな った 。

表8.1.2.2-1従 業 員 男女 別 ・種 類 別 及 び]事 業 所 平 均 一覧表

常 傭 従 業 者 臨時 又 は パ ー ト
個 人 事 業 主
家 族 従 業 者

小 計

計
男 女 男 女 男 女 男 女

島

根

県

イ ン
'サ イ ダ ー

入
138

人
1,230

人
一 、2

人
一

人
一

人
138

入

1,274
1人
11 ,412

ア ウ ト

サ イ ダ ー
335 3,142 14 149 15 17 364 3β08 3,672

計 473 4,372 14 193 15 17 502 4,582

`

5,084

1事業所
平 均

73 62.5

1

3.5 5.7 1.2 1.4 6.1 39.5 25.7

縫 製
1事 業 所平 均

9.3 36.8

1

1.9

1

74 1.6 1.9 6.5 21.3

l

l5.0

ニ ッ ト

1事 業 所 平 均
8.9 28.4 1.8 72 1.6 2.1 5.1 16.7 12.2

全 国
1事 業 所平 均

9.2 34.7 1.9 74 1.6 L9 6.4 20.1

1

14.3

(註)1事 業 所平 均 は,男 女 別,種 類 別従 業 員 数 ÷各 回答 事業 所 で求 め た。

一123一



表&1.2.2-2従 業 員規 模 別事 業 所 分 布

1～3人 4～6人 7～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50-99人 100人以上 計

1

嫉 新教1・

1

i

事業所数1%l

l

1

綱 数;%

i

i

礫 所数1%

1

事※所数 % 事業所数 % ミ繰 所数 % 窃業所数 % 事※所数 %

島 根 県
i

301418
1

1
161239

!

1

81U8
1
|

i
6190

1

5 75 1 15 戊 15
　 　

67 正00

縫 製

～

ト

1135i430

1

1

53312021

1

1
1

250`95

1

「

1

4041153

1

|

153 56 110 12 44 17 10 04 2,639 100

ニ ッ ト

1

331134.6
1
1

|

1
2351245

1

「

11gI124

…

1

」741182|

1

51 53 31 32 15 〕6 1 01 958 100

全 国

1

`

L4661408

i

I

l

7591214

　

`

1
3691103

`

`

I
I

578`161

|
1

204 57 141 39 59 16 11 〔}3 3,597 100

島根県 の衣 服縫 製 業 にお け る従 業 者 数 は 男 子502人,女 子4,582

人 ・計5,084人 とな った 。 この うち女 子従 業 員 の占 め る割 合 は90%に

及 び,こ の パ ー センテ ージは,縫 製(82%),ニ ッ ト(78%),全 国

(81%)の 女 子従 業員 比 率 よ り も 高 い 比 率 を 示 して い る。 これ は農 山

村 の余剰 労働 力 を縫 製 業 に吸収 し て過 疎 化 を防 止 し ようとの県 当 局 の施策

を反 映 した もの で あ る と と もに,島 根 県 に進 出 した縫 製 業者 の意 図 が そ も

そ も安 い労働 力を求 め る こ とを 目的 とした もの であ った ことを 考慮 す れば

当然 のこ と とい え よ う。 この よ う・に女 子従 業 員 の ウ エイ トが極 め て高 い こ

とは ・常 傭 従業 者 に占 め る1事 業 所 当 りの女 子従 業員数 に も反 映 し て お り・

島根 県 の62.5人 とい う数 字 は 他 の3者 の約2倍 にあ た る。 した が って こ

の こ とは必 然 的 に臨 時 又は パ ー トの従 業 員 に依 存 す る とい うこ とを 少 くし ・

島根 県 では 臨時 又は パ ー ト依 存 率(臨 時 又は パ ー ト従 業員 数 ÷全従 業 員数)

が4%で あ るのに対 して,縫 製8.7%,ニ ッ ト]0.]%・ 全 国8.5%と な

っ てい る。

こ の よ うに ・島根 県 に お け る衣 服縫 製 業 の女子 従業 員 の状況 を概 観 した

結 果 ・農 山村 の余 剰労 働 力を県 内産 業 に吸 収 す る こ とに よ って過 疎 化 を防

ぎ生 活水 準 の 向上 を図 る とい う県 当局 の目的 は 一応 の成果 を あげ てい るの

では な いか とい うこ とが で きる。

つ ぎに従 業 員 規模 別 事業 所 分 布 で あ るが ・調査 結果 に よれ ば ・従 業 員10

一124一

ぐ

'

,具



、

い .

人未満 の 小規模 零 細 な事 業所 が約80%を 占 め てお り,こ の 比率 は 他 の3

者 よ りも約10%程 高 くな っ てい る。 した が って そ の分 だけ]0人 以 上の

事業 所数 が少 な くな っ て お・り,100人 以 上 の事業 所 にいた っては 今 回 の

調査 では ゼ ロとい う結 果 にな った。

とこ ろで,こ の よ うに小規 模零 細 性 が 高 いの に反 し て,さ きの作 業 場 の

規模別 調 査 に よれ ば]0坪 以 上 の作 業 場 の み で]0坪 未満 の回 答が な か っ

たが ・この こ とか ら,]人 当 りの作業 場 面積 は 相 当余 裕 が あ る のでは ない

か とい う ことが想 像 され る。

最 後 に主 要生 産 品種 に関 す る調 査 では,子 供服 外 衣 ・中衣 を除 い て比較

的適遍 な く各 品種 を生 産 し てい るが,一 般的 傾 向 と しては ・外 衣 類 の生 産

ウ エイ トが低 く,単 衣 ・下着 類 の ウ エイ トが 高い とい え る。

島

根

縫

製

ッ

ト

図8.1.2.2-3主 要 生 産 品 種 分 布 図

乳幼児服
/(

紳 士 外 衣 婦人外衣 紳士中衣 婦人中衣 下 着
!

その他
22 9 11 9 8 8

(32) (13) (16) (13) (12) (12)

＼ 、＼.＼ ＼ ＼＼
＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
・
、 ＼ こご 、 ＼ ＼＼ 、'、

〃 ミ

1,306 809 202 217 267 こ152 195

(40%) (25%) (6) (7) (8) こ(5)
＼

(6)

〃 ミ

//////舗 臼(2
!/////

//!!///!1

物 洲253 501 121∠ 156 177 234 59 66

(15%) (30%) (7%) (9%) (11%) (7%) (14%) (4)(4)

% ぶ
＼

＼ ＼/＼ ＼ ＼ ＼ご 汲 峠1・、 孜 賊s・ 、＼ ・、・・ 川

(0.2)

全

国

1,559

(31%)

1,310

(26)

323

(7)
z

つ
」
)

7

7
.

3

(

444

(9%)

　

8386

(4(8)

-

)

6

5

ワ
ピ
(

(註)数 字 は事 業 所数,(}は%
124(3)
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この よ うに,島 根 県 に むけ る衣服縫 製 業 の生産 事 業所 を調 査 した結果'

経営 組 織 に つい ては そ れ ほ ど他 の3者 と異 っては い な いが ・作 業場 規模 に

おい ては相 当余裕 の あ るス ペ ースを確 保 して お り ・従業 員 につい て も女 子

労働 者 の占 め るウ エ イ トが高 く ・臨時 又は パ ー ト従 業 者 に対 する依 存度 は

低 く,中 衣,下 着 等 の軽 衣 料 に 比較 的生 産 ウエ イ トが 高 い と いう特 徴 が得

られ た 。

(b)生 産 設備 現況 と動 向

島根 県 に 鉛け る生産 設備 の保 有状 況 とそ の動 向調 査 は,設 備保 有実 態 を

把握 した うえで ・機種 別 ・経年 別 に分類 し・新 た な設備 投 資動 向 を も調 査

す る ことに よ って ・生産 設備 近 代化 動 向 や省 力化 ・合 理化 動 向等 を含 む生

産体 制 整備 動 向 を把握 す る こ とを 目的 とした もの であ る。 した が っ て ・こ

の よ うな観 点 か ら ここ では裁 断機,工 業 用 ミ シン・仕 上機 の3機 種 につい

て各機 種 ご とに調 査 結 果 の分析 ・評価 を行 うこ とに す る。 な む,リ ンキ ン

グ マシ ン ・編立 機 は 資 料 掲載 のみ に とどめ る こ とを あ らか じめ 赴断 りして

お・きたい 。

① 裁 断 機

(イ)調 査 結 果概 要

裁断 機 の調 査 結果 は 次表 の通 りで あ る。

表8.1.22-3裁 断 機 保 有 内 訳

〈 〉は1事 業所平均所有台数

内 訳

設備名

設 備 台 数
新 規 購 入
希 望台 数経 過 年 数

5年 未 満 ・
経 過 年 数
5年 以 上

計

④ 裁 断 機(た て 刃丸 刃
電 動 式)

133台

(65.8%)

<3,5>

69台

(34.2%)

<2,2>

202台

(100%)

6台

(3.0%)

〈1.0>

㊥
打 抜 き,バ ン ドナ イフ な

ど特殊 裁 断機

49台

(65.3%)

〈2.0>

26台

(34.7%)

<2.2>

75台

(100%)

4台

(5.3%)

〈1.3>

小 計
182台

(65.7%)

95台

(34.3%)

277台

(100%)

10台

(3.6%)

ず
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④裁 断機 は5年 未 満 が]33台 で全 体 の65.8%,1事 業 所平 均3.5

台 設置 してls・り,5年 以 上が69台 で34.2%,平 均2.2台 設備 して

い る。 ㊥特殊 裁 断機 は5年 未満 が4、9台 で全 体 の65、3%,]事 業所

平均2台 設置 し てJt5・り,5年 以 上が26台 で34.7%,平 均22台 保

有 し てい る とい う結 果 にな った 。 また全 裁断 機277台 の うち,5年

未満 が]82台 で65.7%を 占 め,5年 以 上 が95台 で34.3%と な

った。

島根県 の裁 断機 保 有 状 況 にお い ては,全 国水 準 に比 べ て5年 未 満 の

裁 断 機 が65.7%と 全国水 準 の58%よ りも高 く ・特 殊 裁断 機 の保有

率 も若 干全 国 水 準 よ りも高 い とい う結果 が得 られた 。 した が っ て,全

国水 準 よ りも過 去 に 赴け る設備 投資 意欲 が 高 か った とい うこ とが で き

る 。'

(ロ)新 規 設備 投 資動 向

新 規 設備 投 資 動 向 は④裁 断 機6台(3%)・ ◎特 殊 裁 断機4台

(5、3%),計]0台(3.6%)と い う結 果 にな り・ これ は いずれ も

全 国 水 準 より も低 くな って い る。 この理 由 とし ては,過 去5年 間 に 一

応 の設備 投 資 を完 了 し ・この2,3年 の うち に新 た に設備投 資 を す る

,1

必要が ない ことお よび衣服縫製業 にむけ る不況 が新規 の設備投 資意欲

を妨 げ て い るこ と等 の こ とが考 え られ る 。

←ハ 設備近 代化 動 向

裁 断機 の設備 近 代化 動 向は ・④裁 断機 ・◎特 殊 裁 断機 のい ずれ も5

年 未満 比 率 が66%と な ってk・り,全 国 の57%よ り も高 い数 字 を示

した 。 した が って比 較 的新 しい機 種 が過 去5年 間 に設置 され,近 代 化

省 力化 に役 立 ってい る とい うこ とが で きる。 しか し,新 規 の設備 投 資

意欲 が全 国水 準 よ り も低 い こど か ら・近 い将 来 にむ い ては島 根 県 の設

備近 代化 も全 国水 準 に まで後 退 す るの では ない か とい うこ とが懸 念 さ

れ る。
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② 工業 用 ミ シン

(イ)本 縫 ミシ ン

1調 査 結 果概 要

本 縫 ミシ ンの機 種 別,経 年 別 お よび新 規 購 入別 の調 査 結果 は 次 の

よ うにな った 。

表8.1.22-4本 縫 ミ シ ン保 有 内 訳

()は 経年別保有率
〈 〉は回答1事 業所平均所有台数

ぐ

内 訳

設備 名

設 備 台 数
新 規 購 入
希 望 台 数経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上

計

本

縫

ミ

シ

ン

1本 針直 線本 縫 ミシン

①(;動 綱 り鑓 付きのも)

580台

(73.5%)

〈18,工 〉

209台

(26,5%)

<13.1>

789

(100%)

97台

(12.3%)

<13.9>

1本 針 直線 本縫 ミシ ン

②(針 送 り,差 動 送 りな ど

特 殊 送 り機構 の あ る もの)

839
(79.7)
<32.3>

214
(20.3)
<178>

1,053

(100%)

16
(1.5)
<4>

1本針直線本縫 ミシン
③

(上 記①②以外のもの)

873
(54.0)
<24.3>

743

(46.0)
<22.5>

1,616

(100%)

14

(0.9)

〈4.7>

小 計
2,292

(66.3)

1,166

(33.7)

3,458

(100%)

127

<3.7>

本縫 ミシ ンを まず経 年 別 に台 数 と構 成 比 につ い てみ てみ る と,5

年 未 満 が2,292台,66.3%,5年 以 上1,166台'33・7%,合 計 が

3,458台 とな った が,こ の5年 未満構 成比66.3%は 全 国 の55

%に 比 して]0%強 高 くな って い る。経 過年 数5年 未満 の うち最 も

保 有台数 が 多 いのは ③ 普 通型]本 針 直線 本 縫 ミシ ンで あ り・ つい で

② 特 殊送 り機 構付 本縫 ミシ ン ・① 自動 糸切 り装置 付 の もの とな って

い るが,全 国 水 準 で は 自動 糸 切 り装 置 付 が第1位 を 占 め ・以 下普 通

型 本縫 ミシン ・特 殊 送 り機 構 付 とな ってい る 。また ・経 過 年数5年

'
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以 上 の順位 は ・全 国 と同 様 に ③普 通 型 本縫 ミシン'② 特 殊 送 り機 構

付,① 自動 糸 切 り装置 付 とな って#5)り,こ れは5年 未満 と同 じ順位

とな っ ている 。

つ ぎvava種 別 では ・③普 通 型 本縫 ミシン1,616台,47%・ ②

特 殊送 り機 構 付1,053台 ・30%,① 自動糸切 り装 置 付789台 ・

23%と な ってい るが ・全 国 水準 では② と① が 逆転 して お り ・① 自

動 糸 切 り装 置 付33%・ 特 殊送 り機構 付17%と 自動 糸 切 り装 置 付

の構 成 比 が高 くな ってい る。

また回 答1事 業 所 平 均所 有 台数 では,島 根県 の場 合 ・全 国水 準 よ

り も大幅 に多 くな っ てお り,特 殊 送 り機 構 付5年 未 満32.3台 は 全

国 の約5倍,普 通 型 本縫 ミシン5年 未 満24.3台 は 全 国 の2倍 強 と

い うよ うに全 本縫 ミシンに わ た って平 均保 有 台数 が 多 くな っ てい る 。

この こ とか ら,島 根県 の縫 製 業 にお い ては,]事 業 所 あた りの本縫

ミシ ン台数 は 相 当多 くな ってむ り,作 業場 規模,平 均 所 有 台数 に比

して従 業 員 が 少 ない とい う調査 結 果 を勘案 すれ ば,設 備遊 休 率 が 高

い のでは な いか と想 像 さ れ る。

ii新 規 設備投 資動 向

現 有設 置本 縫 ミシ ン台 数 に対 す る新 規 購 入希 望 台数 は ・① 自動 糸

切 り装 置 付97台 ・]2.3%,② 特 殊送 り機 構 付]6台,1.5%・

普 通型]4台,0.9%と な ってい る。 この ことか ら もわか るよ うに ・

自動 糸切 り装 置 付 本縫 ミシン に対 す る投 資意欲 が ひ じ ょうに高 くな

っ てい るが'こ れ は,島 根 県 では 普 通型 か ら 自動 糸 切 り装 置 付 への

転 換 が過去 にお いては 全 国 水 準 よ りも遅 れ てい た こ とを 反映 した も

ので あ る。 今回 の調 査 では'・全般 的 に設備 投 資意 欲 が低 か った もの

の ・ 自動 糸 切 り装 置 付本縫 ミシンだ けは 例外 で・本縫 ミシ ンが普 通

型 か ら 自動 糸 切 り装 置 付 へ と転 換 しつ つ あ るこ とを示 す こ とにな っ

たが ・島根 県 の場 合 もこの よ うな動 向 と軌 を 一 に してい る とい え よ
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う。

lil設 備 近代 化動 向

本縫 ミシン3機 種 の うち ・5年 未満 設置 比率 の高 い順 位 とし ては ・

(1)特殊 送 り機 構付本縫 ミシン7g.7%,(2)自 動 糸切 り装 置 付 本縫 .ミシ

ン73.5%,(3)普 通型 本縫 ミシ ン54%と な ったが ・全 国 の場 合 に

は 特殊 送 り機構 付 と自動 糸切 り装 置付 が逆転 し てい る。 しか し ・こ

の2機 種 の5年 未満 設置 比率 が い ず れ も全 国水 準 よ りも高い こ と ・

本縫 ミシ ン全体 の5年 未満 設 置 比率 も島根 県 のほ うが約10%も 高

い こ と等 のこ とか ら,設 備 近 代 化 率は 島根 県 のほ うが 高 くな ってい

る 。 しか し,新 規 投 資 では 全 国 水 準 では6%強 とな っているの に 対

し て島 根県 は4%弱 とな ってい るこ とか ら ・設備 近代 化 率 が全 国水

準 な みに ダ ウンす る こ とも考 え られ る。た だ ・島根 県 の場 合 は 自動

糸 切 り装置 付 本縫 ミシ ンに対 す る投 資意 欲 が 高 い こ とか ら ・普 通型

か ら 自動 糸切 り装 置 付 への転 換 が今 後急 速 に進 展 す る ことに よ って

現 状並 みの設備 近 代化 率 を維持 し てい く可 能性 が強 い 。い ずれ に し

て も ・島根 県 に 赴け る本縫 ミシ ンの設備 近 代化 動 向は 現 状 では全 国

水 準 よ りも高 く,自 動 糸切 り装 置 付 本縫 ミシンの投 資 動向 如何 によ

って今後 の設 備近 代化 動 向が 左右 され るで あろ う といえ る。

(ロ)特 殊 ミシン

1調 査 結 果概 要

特殊 ミシンの機 種 別 ・経 年 別,新 規購 入希 望 台数 別 の調 査 結果 は

次表 の通 りであ る。
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表8.1.2.2-5特 殊 ミ シ ン 保 有 内 訳

()内 は経年別保有率
〈 〉は回答1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数
新 規 購 入

希 望 台 数経 過 年 数
5年 未 満

経 過 年 数
5年 以 上

計

特

殊

、ミ

シ

ン

④
後 列縫 ミシン

(灘 ■2重 環)

136台

(41,9%)

〈4.5>

189台

(58.1%)

<79>

325台

(100%)

1台
一て'03%)

<1>

⑤
千 鳥縫 ミシン及 び 刺 し
ゅう縫 ミシン

(多頭刺 し ゆ う機 を含 む)

34
(43.0)
<1.9>

45
(570)
<3.8>

79

(100)

7
(8.9)
<2.3>

⑥ ボ タ ン付 け ミシ ン

66

(51.6)

〈2.6>

62

(48、4)

<2.7>

128

(100)

4

(3.1)

〈1.3>

⑦
ボタ ン穴か が り ミシ ン

及 び かん ぬ き止 ミシン

224
(65.5)
<5.6>

ll8
(34.5)
<3.4>

342
(100)

7
(2.1)
<1.4>

⑧ 飾 り縫 ミシン

41
(672)
<3.4>

20
(32.7)
<3.3>

61

(100)
一

⑨ す くい縫 ミシン

81
(68.6)
<2.8>

37
(31.4)
<1,8>

ll8

(100)

5
(4.2)
<1.7>

⑩
へ り縫 ミシ ン

(オ ー ベ 一 口 ッ ク)

337
(50)
<8.4>

336

(50)

〈10.5>

673
(100)

12

(1.8)
<2.'4>

⑪ 安全縫 ミシ ン

14
(100)
<70>

一
14

(100)
一

⑫ 自動 化 ミシン

22
(100)
<1.7>

一
22

(100)

1
(4.6)
<1>

⑬
そ の他 工業 用 ミシン

(キルチングマシンを含む)

60

(53.1)

〈8.6>

53

(46.9)

〈5.3>

113

(100)

2
(1.8)
<2>

⑭
そ の他 の特殊 用 途 向 け

ミシ ン

19
(50)
<2.4>

19

(50)

〈2.4>

38
(100)

2
(5.3)
<2>

小 計
1ρ34

(54.1)

879

(45.9)

1,913

(100)

41

(21)
■
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特 殊 ミ シ ン11機 種 の 保 有 状 況 をAず 経 年 別 に 台 数 と構 成 比 に つ

い て み て み る と,5年 未 満 が1,034台 で54%・5年 以 上 が879

台 で46%,計1,913台 とな った が ・こ の 構 成 は 全 国 の そ れ と ま

っ た く 同 じ構 成 比 に な っ て い る 。 経 過 年 数5年 未 満 の な か で 保 有 台

数 の 多 い 順 序 と し て は(1)⑩ へ り縫(オ ー バ ー ・ ッ ク)ミ シ ン,(2⑦

ボ タ ン 穴 か が り 及 び 閂 止 め ミ シ ン,(3)後 列 縫 ミ シ ン と な っ て お り ・

こ の3機 種 で5年 未 満 特 殊 ミ シ ン全 体 の67%を 占 め て い る 。 経 過

年 数5年 以 上 の 順 序 は(1)へ り縫(オ ー バ ー ・ ッ ク)ミ シ ン ・(2)復 列
/

,縫 ミシ ン,(3)ボ タ ン穴 か が り及 び閂止 め ミシ ン とな り・ この3機 種

で5年 以 上全 体 の73%を 占め ・5年 未満 の3機 種 構 成 比 よ り も6

%高 くな ってい る。5年 未 満及 び5年 以 上 にts・け る この 上位3機 種

は全 国 水準 で も上位3機 種 を構 成 してい る。

つ ぎに機種 別保 有 台 数 で は(1)へ り縫(オ ー バー ・ ック)ミ シ ン

673台,(2)ボ タ ン穴か が り ミシ ン及 び 閂止 ミシ ン342台 ・(3)後

列縫 ミシ ン325台 ・等 々とな り,合 計 で1,9]3台 とな っている

が,こ の3機 種 で全体 の70%を 占 め てい る。 この3機 種 の 構成 比

70%は 全 国 の48%に 比 べ て相 当高 い比率 を示 し てい る。

また,回 答]事 業 所 あた りの平 均 所 有台数 は特 殊 ミシ ンにお い て

は 全般 的 に全 国 水準 よ りも低 く・ この こ とは各 事業 所 にお い ては 本

縫 ミシンに比較 し て,特 殊 ミシ ンの ウエ イ トが低 いこ とを表 し てい

る。 これ は 多 品種 少量 生 産 志 向 すな わ ち フ ァ ッシ ョン化 に対応 した

生産 体制 を 採 る度 合 が 低 く,大 量 生 産 向 きの製 品 を多 く供 給 し てい

る産 地特 性 と関連 が あ るた め で あ ろ う。

ii新 規 設備投 資動 向

特 殊 ミシ ンの新 規 購 入希望 台数 は 全体 で41台 で あ り ・これは 現

有 設備台 数 の21%に あた る。そ のな か で とくに多 い のは ⑤ 千鳥縫

ミシ ン及び刺 し ゅ う縫 ミシ ン と⑦ ボ タン穴か が り ミシ ン及 び 閂止 め
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ミシ ン各7台 ・⑩ へ り縫(オ ーバー・ック)ミ シン12台 であ る。 島 根

県 のこの2.1%と い う新 規設 備 投 資 率は 全 国 の5,3%に 較 べ て かな

り低 くな ってい る。今 回 の調 査 結果 に よれ ば一般的 に 自動化 ミシ ン

に対 す る設 備投 資意 欲 が高 い こ とを示 す デ ー ターを得 られたが.島

根県 では 自動化 ミシンは 過去5年 間 で22台 購 入 され てい る ものの,

新 規 投 資 では わ ずか]台 に しか す ぎな い。 いず れ に して も,こ の調

査 結 果 か ら本縫 ミシ ンに対 す る特殊 ミシ ンの比 重 が 低 い とい う島根

県 の特 徴 は 今後 とも継 続 してい くで あろ うことが 推測 され る。

川 設備 近 代化 動 向

島根 県 の特 殊 ミシンの設備 近 代化 は ・全 特殊 ミシンに対 す る5年

未 満 の 比率 が54.1%と な ってい る ことか ら も知 られ る よ うに ・あ

ま り高 い とは い えな い 。(こ の比 率は 全 国 水準 と同様 で あ る。)し

か し・ これ を各機 種 別 に つい てみ てみ ると ・⑫ 自動 化 ミシン・⑪ 安

全 縫 ミシ ンが各 】00%・ ⑧ 飾 り縫 ミシンが67%,⑦ ボ タ ン穴 か

が り ミシ ン及 び閂止 め ミシン66%と い うよ うに,】 部 の機 種 に対

す る設備 近 代化 は ひ じ ょ うに高 くな って い る。全 国 レベ ルでは 各機

種 と も比較 的平 均化 された 設備 近 代化 率 を示 し てい るの に対 して島

根 県 では この よ うに上下 の ア ンバ ラ ン スが 目立 つ設備 近 代化 率 を示

してい る。 しか も,過 去5年 間 に投 資 さ れた機 種 に対 す る新 規 購 入

希 望 台数 をみ る と,一 般 的 にい って過 去5年 間 に投 資 され た機 種 の

比率 が 高 い もの ほ ど新 規 購 入希 望 台 数 が低 くな っ てい る 。また ・新

規 購 入希 望 台 が少 な い こ と,そ の比 率 も全 国水 準 より も低 い こ と等

の こ とか ら・近 い将来 にむい ては]部 の機 種 を 除 い て全 般 的 に設備

近 代化率 が全 国 水準 より もダ ウ ンす る ことが懸 念 され る。

iiil小 結

工業 用 ミシン全体 の各機 種 別,経 年 別 所有 台数 ・構 成 比 お よび新

規購 入希 望 台 数は 次表 の通 りであ る。
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表8.1.2.2-6工 業 用 ミ シ ン 設 備 保 有 内 訳

経過年数

機 種 名

設 備 台 数
新規購入
希望台数

5年
未 満 比率

5年
以 上 比率 計 比率 台 数 比率

本

縫

ミ

シ

ン

1本 針直 線本 縫 ミシ ン

①(;動 細 り装置付のも)
台

580
%

174
台

209

%
10.2

1

台

789

%

14.7

台

97

%
577

1本 針直 線 本縫 ミシン

②(鞍 ㍊ 馨 りなど) 839 25.2

1

214 10.5

1

1,053 19.6 16 9.5

1本針直線本縫 ミシン③

(上 記①②以外のもの)
873 26.3

1

743 36.3 1,616 30.1 14 83

小 計 2,292 68.9

1

1,166 57.0 3,458 64.4

1

127 75.5

1
一

復 列縫 ミ シン④

(本 縫,単 環,2重 環含)
136 4.1 189 9.2 325 6.1 1 0.6

千 鳥縫 ミシン及 び刺 し ゆ

⑤ う縫 ミシ ン

(多 頭 刺 し ゆう機 含 む)

34 1.0 45 2.2 79 1.5

.

7

.

4.2

⑥ ボ タ ン付 ミシ ン 66 2.0 62 3.0 128 2.4 4 2.4

ボ タン穴 かが り ミシン⑦

か んぬ き止 め ミシ ン
224 6.7 118 58 342 6.4 7 4.2

⑧ 飾 り縫 ミシ ン 41 1.2 20 1.0 61 1.1

.

一 一

⑨ す ぷ 縫 ミシン 81 2.4 37 1.8 118 2.2

.

5

.

3.0

へ り縫 ミシ ン⑩

(オ ー バ ー ・ 。ク)
337 10.1 336 16.4 673 12.5 12 71

⑪ 安 全縫 ミ シン 14 0.5 一 一 14 0.2

1

一 一

⑫ 自動化 ミ シン 22 0.7 一 一 22 0.4 1 0.6

そ の他 工業用 ミシン⑬

(キ ルティングマシン含 む)
60 1.8 53 2.6 113 2.1

1

2 1.2

その他の特殊用途向け⑭

ミシン
19 0.6 19 1.0 38 0.7

1

2 1.2

小 計 1ρ34 311 879 43.0 1,913 35.6

1

41 24.5

合 計 3,326 100 2,045 100 5,371 100 168 100
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工 業 用 ミシン全 体 に 占 め る本縫 ミシ ン と特 殊 ミシ ンの構 成 比 は

64.4%,35.6%と な った が この 構成 比 は全 国 水準 の5440/o・

45.6%に 比 べ て]0%本 縫 ミシ ンの構 成 比 が高 くな ってい る。 し

か も,新 規購 入希 望台 数 に かけ る本縫 ミシ ンの構 成 比 が75,5%も

あ る こ とか ら,今 後 とも本縫 ミシ ンに 対 す る生 産依 存度 が高 くな っ

てい くことが 予 想 され る。

本縫 ミシンのな か で 目を 惹 くのは,普 通 型 本縫 ミシンが36%か

ら26%と そ の構 成 比 にむ い て10%減 少 し・自動 糸切 り装 置 付 本

縫 ミシ ン と特 殊 送 り機構 付 本縫 ミシ ンが増 加 した ことであ り,自 動

糸切 り装置 付 の ものが新 規 購 入にお い て58%も 占 め てい るこ とか

ら,今 後 は普 通型 本縫 ミシ ンか ら自動 糸 切 り装置 付 の もの に転 換 し

て い くもの と思 わ れ る こと である 。

また 工業用 ミシン全体 に 占 め る構 成 比 の高 い順位 としては,(1)

普通 型]本 針 直 線 本縫 ミシン ・② 特 殊送 り機 構 付 本縫 ミシン,(3)自

動 糸 切 り装 置 付 本縫 ミシ ン,(4)へ り縫(オ ーバ ー ・ ック)ミ シ ンと

な っ、てお り,こ の4機 種 で全 体 の77%も 占め て い る。 この順位 は

全 国水 準 にむ い て も同様 で あ るが ・島 根 県 の場 合 は 本縫 ミシ ンの構

成 比 が 高 いた め,そ の構成 比 が圧倒 的 に 高 くな ってい る。

ところ で ・一般 的傾 向 として衣 料 品 の多 品種 小 量 生産 に伴 な って

本縫 ミシ ンの比 率 が減 少 し特 殊 ミシンが増 大 す る とい うこ とが指摘

され て きた が,島 根県 の場 合 には この よ うな 傾 向 とは逆 の結果 に な

った 。 すな わ ち ・過去]0年 間t・CtS'いて本縫 ミシ ンの構 成 比 が57

%か ら69%へ と増 大 し・特 殊 ミシ ンが減 少す る現 象 を呈 した 。 こ

れ は 自動 糸切 り装 置付 本縫 ミシン ・特 殊送 り機 構 付 本縫 ミシンが 大

幅 に増 え た た めで あ る。

最 後 に,合 理 化 ・省 力化 のた めの 自動化 ミシンが過 去5年 間 に22

台導 入 され てい るが ・全 体 に対 す る構 成 比 が0.7%と ・全 国 の3コ%
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に比 べ て低 くな っ てい る こ とを 指摘 して赴 く。

◎ 仕 上 機

調査 結果 概 要

仕 上機 の調査 結果 は 次表 の通 りで あ る。

表8.1.2.2-7仕 上 機 保 有 内 訳

()は 経年別保有率

〈 〉は回答1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 者

設 備 台 数 新 規 購 入

希 望 台 数経 過 年 数
5年 未 満

経 過 年 数
5年 以 上

計

④
中 間 プ レス 機

(電 気及 び スチ ームのア イ ロン含 まず)

台85

(79.4)

〈4.7>

台22

(20.6)

<3.1>

台
107

(100)

A

2口

(1.9)

〈2>

⑧
仕 上 プ レス機

(〃)

75

(70.8)
<5.4>

31
(29.2)
<3.1>

106

(100)

10

(9.4)
<10>

◎
そ の他 仕 上機
く接着又はセッ ト機 〉
(〃)

19
(48.7)
<1.6>

20
(51,3)
<2.0>

39

(100)

2
(5.1)
<2>

小 計
179

(71.0)

73

(290)

252

(100)

14

(5.6)

仕 上機 の保 有 状 況 は ・経 過年 数5年 未満 が]79台 ・71%・5

年以 上 が73台,29%と い う結 果 に な り,機 種 別 では,中 間 プ レ

ス機]07台,仕 上 プ レス機]06台,そ の他 仕 上機39台 ・合 計

252台 とな った 。

ii新 規 設備投 資 動向

現 有 設備台 数 に対 す る新 規 購 入希 望台 数 の比率 は5.6%で あ り ・

全 国 の3%に 比 較 し て高 くな ってい る。 また機 種 別 の動 向 とし ては

仕 上 プレス機 が 最 も多 い]0台,つ い で中間 プ レス機 ・その他 仕上

機 の各2台 とな って お り,こ れ らの3機 種 は いず れ も全国 レベ ル よ

◎
〉
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り も高 い比率 を示 してい る。 仕上 プ レス機 に対 す る要求 が高 い のは

全 国 レベ ノレと同 じで あるo

m設 備 近 代化 動 向

仕 上機 の設備 近 代 化 動向は ・5年 未 満 比 率 が 島根 県 で71%・ 全

国 で55%で あ る こ とお よび新 規 購 入意欲 も全 国水 準 に比 べて高 い

こ と等 の こ とか ら,全 体的 に島 根県 の方 が 高 い。

機種 別 では,中 間 プ レス機79%(全 国58%),仕 上 プレス機

7]%(52%),そ の他 仕 上機49%(59%)と い うよ うに ・

中間 プレ ス機 と仕 上 プ レス機 の設備近 代化 が圧 倒 的 に高 い。

以 上 が 島根 県 の衣服 縫 製 業 の裁 断 機,工 業 用 ミシ ン,仕 上 機 に 関

す る調査 結 果 の概 要 で あ るが,参 考 の た め に今 回の調 査対 象 に なっ

た全 機 種 の 設 備現 況 をつ ぎに掲 げ てお く。

鯵●

∨
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表8.1.22-8生 産 設 備 保 有 内 訳

〈 〉は1事 業所平均所有台数

内 訳

設 備 名

設 備 台 数
計

新 規 購 入
希 望 台 数経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上

裁

断

機

④ 裁 断 機(た て 刃丸 刃
電 動 式)

133台

(65.8%)

〈3.5>

69台

(34.2%)

<2.2>

202台

(100%)

6台

(3.0%)

<1.0>

◎ 打 抜 き,バ ン ドナ イ フな

ど特殊 裁断 機

493
(65,3)
<2.0>

26
(34.7)
<2.2>

75

(100)

4

(5.3)
<1.3>

小 計
182

(65.7)

95

(343)

277

(100)

10

(3.6)

工

業

用

ミ

シ

ン

①
一本針 直線 本縫 ミ シン

(自動 糸切 り装置 付 の もの)

580

(73.5)

〈18.1>

209

(26、5)

〈13.1>

789

(100)

97
(12.3)
<13.9>

②

一本針 直線 本縫 ミシン

(針 送 り,差 動送 りな ど特殊送 り機 構 のあ る もの)

839

(79.7)

〈323>

214

(20.3)

〈178>

1,053

(100)

16
(1.5)

③
一本針直線本縫 ミシン

(上記①②以外のもの)

873

(54.0)

〈24.3>

743
(46.0)
<22.5>

1,616

(100)

14
(0.9)

④
復列縫 ミ シン

(本 縫,単 環,2重 環縫 を含 む)

136

(41.9)
<45>

189
(58.1)

325

(100)

1

(0.3)

〈1,0>

⑤
千鳥縫 ミシン及 び刺 し ゅ

う縫 ミシン

(多頭 刺 し ゆう機 を含 む)

34
(43.0)
<1.9>

45
(570)
<3.8>

79

(100)

7

(8.9)
<2.3>

⑥ ボ タン付け ミシ ン
66

(51,6)

〈2.6>

62
(48.4)
<2.7>

128

(100)

4
(3.1)
<1.3>

⑦
ボ タ ン穴 かが り ミシ ン

及 び かん ぬ き止 め ミ シン

224

(65.5)
<5.6>

118

(34.5)
<3.4>

342

(100)

7
(2.1)
<1.4>

⑧ 飾 り縫 ミシン

41

(672)
〈3,4>

20

(328)
〈3.3>

61

(100)

一

⑨ す くい縫 ミシン

81
(68.6)
<2.8>

37
(3L4)
<1.8>

118

(100)

5
(4.2)
<1.7>

⑩
へ り縫 ミシ ン

(オ ーバ ー ロッ ク)

337
(50)
<8.4>

336
(50)
<10,5>

673
ふ

(100)

12
(1,8)
<2.4>

⑪ 安 全縫 ミシン

14
(100)
<70>

一 :、
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内 訳

設 備 名

設 備 台 数
新 規 購 入
希 望 台 数経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上

計

工

業

用

ミ

シ

ン

⑫ 自動化 ミシン

22
(100)
<1.7>

一
22

(100)

1
(4.6)
<1.0>

⑬
そ の他 工業 用 ミシン

(キ ルチ ングマシン含 む)

60

(53.1)

〈8.6>

53
(46.9)
<5.3>

113

(100)

2
(1.8)
<2.0>

⑭
その他 の特 殊 用途 向 け

ミシン

19
(50)
<2.4>

19

(50)

〈2.4>

38

(100)

2
(5.3)
<2.0>

小 計
3326

(61,9)

2,045

(38.1)

5,371

(100)

168

(3.1)

リ

ン

キ

ン

グ

マ

シ

ン

⑤
ダ イ ヤ ル

リン キ ン グ マ シ ン

5
(13.9)
<5.0>

31

(86.1)

〈15.5>

36

(100)
一

⑤
フ ラ ッ ト

リ ン キ ン グ マ シン

一

二
一 一

小 計
5

(13.9)

3・1

(86.1)

36

(100)

一

仕

上

機

④
中間 ブレス機

(電 気 及 び スチ ー ムのア イ ロン含 まず)

85

(79.4)

〈4.7>

22

(20.6)

〈3.1>

107

(100)

2
(1.9)
<2.0>

⑧

、

仕上 プレス機

(〃)

75
(70.8)
<5.4>

31
(29.2)
<3.1>

106

(100)

10

(9.4)
<10>

◎
そ の他 仕上機
〈 接 着又は セ ン ト機 〉

('・)

19

(48、7)

〈1.6>

20
(513)
<2.0>

39

(100)

2

(5.1)

〈2.0>

小 計
179

(71.0)

73

(29.0)

252

(100)

14

(3.5)

経 過 年 数
7年 未 満

経 過 年 数
7年 以 上 計 新規 購 入

希 望 台数

編

立

襟

① 横 編 機
45

(32.1)
<22.5>

95
(67.9)
<19.0>

140

(100)

一

⑧ 丸 編 機 一

4
(100)
<2.0>

4

(100)

一

1

⑪ 経 編 機 一 一 一 一

小 計
45

(31.3)

99

(68、7)

144

(100)

一
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島根 県の生産設備保有 台数内訳 グラフ

 

4図8.1.2.2
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覧

8L23生 産 形 態,ニ ッ ト ・輸 出製 品 生 産 比率,収 支状 況

(!)生 産 形 態

次表 は 島根県 の 衣服縫 製業 の生 産 形態 と工程 区 分 を と りま とめ た もので

あ る 。、

表8.1.2.3-]生 産 形 態 工程 別 区 分表

()は 小部に対する%,但 し,工程比率は合計に対する%o〈 〉は合計に対する%。

形 ⑲ 生 酊 形 態 工 程 比 率

原料もち髪品生方 ']加 工製品生産 w加 工 パーツ生産 WX5⑨ ②吃m ③⑦◎ ⑱(8⑫

」入

襲 ・|・ ト.

L'
u、 (21 (3) ") ⑤ ⑥ の ⑧ ⑨ oo ⑪ ◎ 合計 合計

所
数 小 川 小 肘 小計

酪 、Lr 政 断 紐 製 {1」 『 編 立 政断 随 製 引 上 編 立 裁 断 筒 型 仕 上 編 、1 政断 縫 製 仕 ヒ

2 8 s 7 25 4 40 62 40 ▲16 1 2 , | 175 了 18 72 " 175

島 根 県 70 (8) 〔32) (3ご) (28 (100} (4} 〔27) 《12) (2了) (∫00) 〔25) (50) (25) UOO) (5〕 (27) 〔川) (27) (100)
<14> <83> <3> <100>

18 7t川 77(, 617 2z(漏 25 `.8." 2555 L3m 5.8〔喝 ビ :>5 70 24 1.`1 8,]41 75 2b.'2 、ス`)1 2036 8.11・ 】

樋 製 」,31ハ 〔21) (317) (352) (280) いo田 (《〕4) 〔31の (`10 (zイo) (100) 〔`6) 〔267) 〔53・D (183) 〔100) (1)9) 〔323) (418) 〔25の 〔100)

〈2T]〉 <713> <】.6>KlOO>

↓92 593 033 529 z.z37 288 215 330 226 Lo89 39 5 9 4 57 3,383 819 8`3 962 759 :～.383

二7ト 1,1`9 (220) 〔265) (279} 〔23め 〔100) (265) c225} (3《)3) (20" (100} 〔684) (88) (158) (70〕 〔]00} (2`2) (219} (2H4) (225) (100)
<66t> <3り2> <17> <100>

5`O L357 L3男 L14b 4.・`'2 313 2,D78 2885 `,62〕 6β97 u 40 79 28 188 `1,527 894 3,・`75 4063 z,791 1,527

全 国 4.3と[2 (121) (3u6) (315) (258) UOω (杁6) 〔3(1D (1`8 (235) (10め 〔218) (2)3) (420) 〔119) (100) (77) (31)2) (379) 〔212) (100)
<385> <5り8> <17> <100>

(註)1事 某 所 平 均 回 答 数 は島 根 県25件.縫 製25件,二'ト29件,全 国2、ti件 。

表&1・23-2生 産 形 態 工 程 別 ク ロ ス 表

()は%
・虜

.

亀

形態 工程
層編 立

裁 断 縫 製 仕 上 計

原 料 も ち
製 品 生 産

2(1) 8(5) 8(5) 7(4) 25(15)

賃 加 工
製 品 生 産

4(2) 40(23) 62(35) 40(23) 146(83)

賃 加 工
パ ー ソ 生 産

1(1) 一 2(1) 1(一) 4(2)

計 7(4) 48(28) 72(41) 48(27) 175(10σ)

(註)上 記 の表 と若干 パ ーセンテ ージが異 るが,こ れ は縦 軸 と横軸 の斉 合 性を とるた め であ る。
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そ の結 果 ・原 料 もち製 品 生 産 を とる もの が25件 あ り・そ の 工程別 内訳

と しては編 立2件'裁 断 ・縫 製各8件,仕 上7件 とな り・賃 加 工製 品生 産

形態 は]46件 で内訳 と して編 立4,裁 断40,縫 製62,仕 上40と な

った 。 また ・賃 加 工 パ ー ソでは4件 あ り ・縫 製2・ 編 立,仕 上各]件 とい

うよ うに な った 。 これ を パー セ ンテ ー ジで表 わ す と ・島 根県 の生 産 事業 所

の生 産 形態 は,原 料 もち製 品生産 が14%・ 賃 加 工製 品 生 産 が83%,賃

加工 パ ーツ生 産 が3%と な り'工 程 別比率 では編 立5%,裁 断27%.縫

製4]%,仕 上27%と な る 。

また,3つ の生 産 形 態 と4つ の製造 工程 を ク ・ス した表8.1.2.3-2に

よれ ば ・賃 加 工製 品生 産 ・縫 製35%,賃 加 工製 品生 産 ・裁 断 む よび仕 上

各23%と な り,圧 倒 的 に賃 加 工製 品生 産 形態 を と る事 業 所 が 多 い こ とが

わか る。

この よ うに賃加 工 製 品生 産 形 態 を とる事業 所 が 多 い こ とは 衣 服縫 製 業 の

特 色 の]つ であ るが,島 根 県 の場 合 は,縫 製業 全 体 よ り も約20%,全 国

水準 よ りも約30%も 多 い とい う結 果 を示 した 。 こ れは企 画 一生産 一流 通

一販 売 とい うサ イ クルの な か で,生 産 を 除 い て原 反 手 当を 含 む す べ ての機

能 を 製造 卸 問屋 もし くは流 通 問 屋 に委 ね て生産 活動 のみを 行 ってい るとい

う島根 県 産 地 の特 性 に基 因 す る もの であ る と思 わ れ る。

② ニ ッ ト製品生 産 比 率,輸 出 向 け製 品生 産 比率

島根県 に 赴け る衣 服縫 製業 の ニ ッ ト製 品生 産比 率 は 次表 の通 りであ る。
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表8.L2.3-5

製

品

出

荷

高

受

取

加

工

料

原

材

料

費

外

注

支
払

工

科

人

件

費

収 入

単位 百万円

規模

数～＼＼

製 品 出 荷 高 規 摸 別 事 業 所 数 合 計

己事業野
百万円

1～49
百万11

50～99
百万円

100～299
卵

300～499
百万円

500～999
百万円

LDOO以 上

島 根 県
16

<100>
2

<13>

一 6
<36>

4
<25>

2
<13>

2
<13>

6.1肝.
(:38】9)

縫 製
1,003
<100>

196
<L9.5>

155

<15、5>

291
<29.0>

128

<12、8>

13[

<13、1>

ユ02
<10.1>

42α8路

(419.6)

…1く 、7品
127

<170>
97

<13、0>
276

<16.8>
115

<15.4>
91

<12.1>
43

<5.7>
246,902
(329.6)

全 国1口品 323
<18、4>

252
<14.4>

567

.<32 、4>

243
<13.9>

222
<12.7>

145
<8.2>

66τ770

(381.2)

〔}内は事業所数

規模

所数

受取 加工 料規 模 別事 業 所数(構 成 比) 合 計

・↓事業5
1～ 白9円 10～ 百ず 20～ 剛 ド 30～ 彌 ド 50珊 弓100一守鉗 200～醐 500唖 ・

島 根 県
61

<100>
4

<6.5>
6

<9.8>
5

<8.2>

11

<18、0>

17
<28、0>

10

<16.5>

4

<6.5>

4

<6.5>
zoぽ1

(115、7)

縫 製
2,672
<100>

492
<18.4>

442
<16.5>

295
〈11.a〉

387
<14.5>

450
<16.8>

333
<12.5>

200
<75>

73
<2、8>

248,652
(93.1)

ニ ッ ト
585

<100>
191

<32.6>
100 P

<171>
52

<8.9>
72

<12、3>
81

<138>
57

<9、.7>

22
<3、8>

10
<1、8>

35,4田

(60、7),

全 国
3,257
<100>

683
<21.0>

542
<16.6>

347
<10.7>

459
〈14」 〉

531
<16.3>

390
〈12.0>

222
<6.8>

B3
<2.5>

284,150
(872)

支 出

(4)

10e--199

百万円

(10)

1～9

百万円 百万円14)

C4)

7,059

(115.7)

50～99百 万円

(17)

10～19
百万円

6)

四顧 円5)

30～49百 万円

(11)

規模

数＼

原 材 料 費 規 模 別 事 業 所 数 〔構成比) 合 計

・‡蝶2・百万円
1～9

酬
10～19

皿
20～29

醐
30～49

百万円
50～99

百万円
100～1田

百万円
200～4gg

百万円
500以 上

島 根 県
32

<100>
16

<50>
4

<12.5>

一 4
<12.5>

1
<3>

2
〈6.3>

3
<9.4>

2
<6.3>

2.☆H
(78.3)

縫 製
1,646
<100>

628
<38.2>

166

〈10、 工〉

99
<6.0>

156
<9.5>

177

<10.8>

」43

<8.7>
179198.<ユ
0.9>〈5.8>

a)3,058
(123.4)

ニ ッ ト
798

<100>
▲17

<14.7>

69
<8、6>

45
<5.6>

88
〈1Lσ 〉

165
<20.7>

160
<20.1>

119
<14.9>

35
<4、4>

115,&14

(145.2)

全 国
2,444

<100>
745

<30.5>
235

<9.6>
144

<5.9>
244

<10.0>
342

<140>
303

<12.4>
298

<12.2>
133

<5.4>
318,902

(1305)

規模

数

外注支払工料規模別事業所数(構 成比) 合 計

・皐事業膓・既
1～9

醐
10～19

酬
20～29

醐
30～49

百月q
50～99

醐
100～199

百θ弓
200～499

百日9
500以 上

島 根 県
53

<100>
32

<60.4>
3

<5、7>
2

<3.8>
6

<11、3>
4

<75>
6

<11.3>

一 一 1.図皇別

(29.2)

縫 製
2,393
<100>

lO85
<45.4>

429236.

<17、9>'<9.9>
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<9.0>
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<8、6>

124
<5.2>
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<2.8>
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<].2>

旬.598

(41.6)

1919ニ ッ ト
:<100>
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<28.8>

143,▲00
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9
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<173> .
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<3.4>
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<1.2>
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(46、6>

50～99百E円

(1)
500

以 上

OO㌧(2)

1～9百 万円

(16)

規模
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人 件 費 規 摸 別 事 業 所 数(構 成 比) 合 計
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)～9
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10～19
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醐
30～49
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島 根 県
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8
<11.4>

7
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5.45靭
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1
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<75>
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<2.7>

2
〈 一 〉

44,408
(42.6)

全 国
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<100>
」257

<29.5>
786

<ユ8,5>
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<lL8>
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〈14.L〉

618
<14.5>

313
<74>

i47
<3,5>
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206,757

〔48.7)

(2)
2.506

(78.1)
30～49百 万円
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莇 円
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5.459
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表8.1.2.3-3ニ ッ ト製 品 生 産 比 率

生産比率
＼事

業 所 数　

生 産 比 率

0% 1～9% 10～29% 30～49% 50～99% 100%
合計(%)
平均%)

島 根 県

(調査対象縫製のみ)
73

(100)

34

(46、6)

一
3

(4.1)

3

(4.1)

5

(6.8)

28

(38.4)

3345

(45.8)

島 根 県

ゼ～フ静
79

(100)

35

(443)
一

3

(3.8)

4

(5.1)

5

(6.3)

32

(40.5)

3,775

(478)

縫 製
3,265

<ユ00>

1,968

<60.3>

94

〈2.9>

250

<77>

170

〈5.2>

333

<10.2>
・

450

〈13.7>

77,128

(23.6)

ニ ッ ト
1,171

<100>

77

〈6.6>

一

〈 一 〉

12

<1.0>

18

<1.5>

69

〈5.9>

995

〈85.0>

105,851

(90.4)

全 国
4,436

〈100>

2,045

〈46ユ 〉

94

<2.1>

262

<5.9>

188

<4.2>

402

〈9」 〉

1,445

<32.6>

182,979

(41.3)

衣 服縫 製 業 に属 す る73事 業 所 の うち,織 物 製 衣服 の み を生産 し てい る

事業 所 は34事 業 所47%で あ り,他 の53%は ニ ッ ト製品 を生産 し てい る

とい う結 果 に な った 。 しか も,]00%ニ ッ ト製 品を 生産 してい る事 業所

が28事 業所 もあ り・そ の38%と い う構 成 比 は 全国 の縫 製業 の]4%に

比 べ ては るか に 高 い比 率 を 示 してい る。

また,73事 業 所全 体 の比率 は46%と な り・ これ も縫 製業 全 体 で24

%の2倍 近 くも高 い比率 を示 した 。島 根県 全 体 の ニ ッ ト製 品生 産 比 率48

%は 全 国 の4]%よ りも7%高 くな って い る 。 この こ とか ら,島 根 県 では

ニ ッ ト製品 の 占 め る ウエ イ トが約50%近 くもあ り,そ の 生産 の大部 分 は

織 物 製 衣 服 を 生産 し てい る事 業 所 に依 存 し てい るこ とが わか るが ・この点

に島根 県 の衣服縫 製業 の特 徴 があ る。

つ ぎに 輸出 向け 製 品生 産 の調 査 結 果 の 概要 であ るが ・次表 に よれ ば,島

根 県 全体 の輸 出 比率 は7.]%も あ り・ これ は他 の3者 のい ずれ よ りも高 い

輸 出 比率 を示 し てい る。島根 県 には 輸 出縫 製 品 の協 同組 合 が 進 出 し てい る

こ とを考 慮 すれば,こ の よ うに輸 出 比率 が比 較 的 高 い のは 当然 の結 果 で も
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あ る 。

表8.1.2.3-4輸 出 向 け 製 品 生 産 比 率

生産 比率

＼
事 業 所数

生 産 比 率

0% 1～9% 10～29% 30～49% 50～99% 100%

合計(%)

平均(%)

島 根 県 73

(100)

66

(90.4)

1

(1,4)
一 一

3

(4.1)

3

(4」)

516

(7.1)

縫 製
3,265

〈100>

3,103

<95.0>

27

〈0.8>

32

〈1,0>

9

〈0.3>

53

<1.6>

41

<1.3>

8,700

〈2.66>

ニ ソ ト
1,171

<100>

1,095

<93.5>

13

〈1,1>

25

<2.1>

6

<0.5>

23

<2.0>

9

〈0.8>

3,099

(2.7)

全 国
4,436

<100>

4,1田

ぐ94.6>

40

〈0.9>

57

<1,3>

15

〈0.4>

76

<1,7>

50

〈1.1>

11,799

(2.7)
」

(3)収 支 状 況

島 根県 の衣 服縫 製 業 の収 支状 況 は 当初 意 図 した回答 を得 られ なか った こ

と,お よび回 答 内容 が ア ンバ ラ ンス で あ ったた め に ・単 純集 計 した 一覧 表

を掲 げ るに留 め る。

■

8L24出 荷 先 地 域

島根 県 の衣 服 縫 製業 の製 品 出荷先 を 地域 別 に とりまとめ る と次 図あ よ うにな

る。

愛知1県(1.1%)

) `

島根 県内

(18.3%)

東 京

都 内

(6・1)%

大 阪 府

(51.0%)

そ の 他

(17.9%)

T

輸 出

(5.6%)

図8.1.2.4-1
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大阪 府 向 け51%,県 内向 け18.3%,そ の他]7.9%・ 東 京 都 向け6、 】%,

輸 出 向 け5.6%(輸 出向 製 品生 産 比 率 よ りも低 くな っている),愛 知 県 向 け

1.]%と い う結 果 に な ったが ・そ の他 と し ては広 島県 向け の比 率 が比 較 的 高 く

な ってい る。

8L25生 産 管 理 方 法

生産 管理 の方法 は ・全 国水 準 と同様 に伝票 のみ に よる ものが40事 業 所 で

57%,以 下 管理 表,特 殊 な カ ー ド,コ ン ピ ューター処理 ・そ の他 とな ってい

るが ・伝 票 の みに よ る管理 と管 理 表 に よ る管理 が大部 分 を 占め るのは 他 の場合

と同様 であ る。

図8.1.2.5-1
40事業所

伝
票
の
み

管
理
表

特

殊
な

カ

ー

ド

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処

理

そ
の
他

や

合
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8.1.26工 場経 営 問題 点

島根県 の衣 服縫 製業 界 の抱 え る当面 の工場 経 営 上 の問題 点 と しては,従 業 員

の採 用 ・定 着,一高 齢化 の問題 ・加工料 引 上げ ・生産 量 の安 定確 保 とい う問題 が

も っとも多 く・これ らの3つ の問題 点 は全 国 水準 で も同 じで あ るこ とか ら,衣

服縫 製業 界全 般 の 問題 点 で もあ る。

図8.1.2.6-1

29事 業所

2事 業所 4事 業所

13事 業所

4事 業所

14事 業所

4事業所
一「一一1 11 Il
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8-1-.3大 阪 地 区

調 査 結 果 の 概 要

(1)調 査 対 象 事 業 所 と経 営 組 織

調 査 対 象 事 業 所1,722(大 阪 地 区)に よ り調 査 し た 結 果,回 収1,285

(回 収 率74.6%),集 計 サ ン プ ル 数951(55.2%)に よP分 析 しk。(図1

-3)

事 業 所 数951の う ち,個 人558(58.79a),法 人384(40.4%)で あ り,

個 人 比 率 は 全 国 比 よb23%高 く,法 人 比 率 は 逆 に 全 国 比 よ9約23%低

く な っ て い る 。(図1-4)〈 な 齢,全 国 比 は 資 料 編 の 調 査 結 果 概 要 欄 を

ご 参 照 下 さ い 〉

(2)工 場 規 模 と 従 業 員 数

工 場 規 模 に お い て は,全 国 平 均100～300坪 が22.6%,10～30坪

が20.6%を 示 し,10坪 未 満 が9.29・ で あ る 。

大 阪 地 区 に お い て は,10～30坪 が36.3%,10坪 未 満 が21.3%

も 占 め て お り,規 模 的 に も 中 小 零 細 性 を 示 し て い る 。(図1-5)

従 業 員 数 に お い て は,全 国 縫 製 関 係 約15万 人 の う ち,① 常 傭 従 業 者

約13万 人(89.1%)② 臨 時 又 は パ ー ト従 業 者 約1.2万 人(8.0%)

③ 個 人 事 業 主,家 族 従 業 者 約4千 人(2.9%)で あ る 。

大 阪 地 区 に 拾 い て は,約22,000人 の う ち,① 常 傭 従 業 者80%,② 臨

時 又 は パ ー ト従 業 者10,6%,③ 個 人 事 業 主,家 族 従 業 者9.49・ を 示 し て

お り,個 人 的 色 彩 の 強 い 事 業 所 を 如 実 に 表 わ し て い る 。 又,男 ・女 の 比 率

を 見 て も 全 国 比 で は,男 子18.49・,女 子81.6%で あ る が,大 阪 地 区 で

は 男 子31.6%,女 子68.4%を 示 し て い る 。(図1-6)

{3)生 産 品 種

全 国 平 均 で は,紳 士 外 衣 類(39.8%),タ 散 外 衣 類(24.5%)の 順

で あ る が,大 阪 地 区 で は そ の 紳 士 外 衣 類 は 更 に 高 く57.0%で あ9,婦 人

外 衣 類 は18.9%と 低 く な っ て い る 。

従 っ て,大 阪 地 区 は 約6割 が 紳士 外 衣 類 の 産 地 と い え よ う。
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(4)設 備 保 有状 況

リンキ ング マ シ シ と編機 を除 き,そ れ らの設 備 台数 を合計 して,そ の構

成 比 を見 る と,裁 断 機 は全 国 比 約7%,大 阪13.4%,基 本 ミシ ン(1

本 針 直 線 本 縫,オ ー バ ー ロ ック等)は,全 国 比 約61%,大 阪 約52% 、

を示 してtoり,中 間 ミシ ン(後 列 縫,千 鳥 縫,飾 り縫 等)は 全 国 比13.2

%,大 阪14.6%,プ レス機 は 全 国 比7,2%,大 阪9.5%で あ る。(参 考

資 料:設 備 台数 比較 表 ご参 照)

従 って,、大 阪 地 区 では紳 士 外 衣 類 を主 要生 産 品種 と して裁 断 か ら仕 上 ま

で一 貫 した工 場 形態 の特性 が示 され て い る。

(5)生 産 形 態

全 国 的に は,① 原 料 もち製 品生 産 の指 数 約27.1%,② 賃 加 工 製 品生 産

71.39・,③ 賃 加エ パ ー ツ生 産1.6%で あ る。

大 阪 地 区 で は,前 記 ①17,3%②80.69・ ③2.1%と な って お り,

① が 全 国 比よP10%低 く,② ・③ の賃 加 工 製 品生産 お よび賃 加工 パ ー ツ

生 産 の 比 重 が高 く,大 都 市 に お け る生 産 形 態 が示 されてい るo(図1-17)

(6)ニ ッ ト製 品生 産 比率 と輸 出 向 け製 品生 産 比 率

① ニ ッ ト製品 生産 比 率 では,全 国平 均23.89%,大 阪地 区6.69%と

3分 の1以 上 低率 で あP,織 物 製 の 紳士 外 衣 類 の比率 の高 い こ と が うか

が え る一(図1-18)

② 輸 出 向 け製 品生 産 比 率 では,全 国平 均2.66%,大 阪 地 区0.74%と

① と同 じ く3分 の1以 上 低 率 で あD,や は9主 に 内需 用 の 紳士 外 衣 類 の

生 産 を示 してい る。(図1-18)

(7)収 入

① 製 品生 荷高 では,5千 万 円以 下全 国19.5%,大 阪17.5%,1～5

億 円全 国41.8%,大 阪40.3%と な って い るが,5億 円以 上 は,全 国

23.2%で あ るの に対 し大 阪30.8%と 高 くな ってい る。

従 って,そ の1社 平 均 に おい て も全 国420百 万 円,大 阪490百 万

円 で あ る。 これ は 中小 零 細 事 業 所 が 多 い反 面,原 料 もち製 品生 産 の事 業
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所 で特 に大 きい 事 業所 が 含 ま れ てい るた め で あ る。

② 受取 加工 料 では,5千 万 円以 下,全 国 平均60.5%,大 阪76・4%と

高 率 で あ るが,5～10千 万 円 全 国16.8%,大 阪10・4%,1億 ～5

億 全 国20%,大 阪11.5%,5億 円以上 全 国2.7%,大 阪1.7%と い

ず れ も低 くな ってい る。 この こ とか ら㈲ 生産 形 態 で記 した よ うに,中 小

零 細性 を もつ 賃 加工 製 品(パ ー ツと も)生 産 事業 所 の特 に 多い こ とが示

され て い る。(図1-19)

(8)主 要 支 出

① 原 材 料 費 に お いて は,全 国1社 平 均1.22億 円 で あP,大 阪地 区 では

1.23億 円 で僅 か に多 い こ とを示 して い る。

② 外 注支 払 工 科 に おい ては,全 国1社 平 均4千 万 円 で あるが,大 阪45'

千 万円 であ る,こ れは 大都 市 よ り周辺 地 方 都 市工 場 へ の依 存 度 の 強 い こ

とか らと思 わ れ る。

③ 人 件 費 に おい て は,全 国1社 平 均5千 万円 で あ るが,大 阪2.8千 万円

とな っ てい る,従 って ここに も中小 零 細 事 業所 の特性 が 見 られ る。(図

1-20)

(9)出 荷(納 品)先

大 阪 地 区 より出荷(納 品)先 と して は,同 地 区 内 へ 約91%,そ の他 国

内地 域 約4%,東 京 都 内約3%で ある。

蜘 生 産 管 理 の方法

伝 票 のみ に つ い ては,全 国 平 均67%,大 阪81.3%,管 理 表 は 全 国

25.9%,大 阪14.4%と な っ て お り,伝 票 のみ の比 重 が特 に高 くな って

い るo(図1-22)

田)工 場 経 営 問題

鋼 平 垣 は・!繰 員、の採i用'・定 着 ・齢 化30・4%・ 次 い で加 工 料 の

値 上 げ ・取 引 条 件 の 改 善 が16.9%の 順 で あD,大 阪 地 区 も 同 じ 順(22.6

%,20、3%)で あ る が,特 に 設 備 の 近 代 化 ・合 理 化 に つ い て 全 国5・8%

が,大 阪10.6%で あP,裁 断 も 含 め 仕 上 げ ま で 中 小 零 細 性 を も つ 生 産
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事 業 所 と して の重 要問 題 点 が うか が え る。(図1-23)

(12)以 上,大 阪地 区 生 産 事業 所 の もつ産 地 特性 と して,都 市部vak・ け る生 産

事業 所 の現 況 を集 計 結果 か ら指 摘 す るに と どめ た。 以 下,こ れ を補 充 す る

資料 を添 付 した の で ご参 照願 い た い。

表

`
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8.1.3大 阪 地 区

本題 に 入 る前に,全 国縫 製 品生 産 事業 所概 況 をみ る と,工 業 統 計 表(昭 和

50年 度版 ・産業 編)に よ り,産 業 分類21衣 服 そ の他 の繊 維 製 品製 造 業 は,

次の表 の とお り とな る。

(図1-1)

産業 分類21 衣 服 そ の他 の 繊 維 製 品 製 造 業

従業者規模

項 目

従 業 者 規 模 別

19人 以 下 20人 以 上
合 計

3人 以下 4～9人 1(ト19人 計 ル)29人 瓢}～2田人 300人以上 計
事業 所

38,028

(100)

〈100>

A 事 業 所 数

14,200

(373)

13,304

(35D)

5,456

(144)

32,960

〈867>

1,535

(4,0)

3,490

(9.2)

43

(0.1)

5,068

<133>

B 従 業 者 数

人
30238

(62)

80428

(164)

78367

(160)

人
189,033

<386>

一 一 一
人

301,095

(614)

〈614>

人
49(X128

(100)

〈100>

C
製 造 品
出 荷 額 等

卵
6q372

(32)

271,076

(142)

303,934

(159)

百万円
635,382

<333>

一 一 一

百万 円
1,271,530

(667)

<667>

百万 円
L906,913

(100)

〈100>

B/A1事 業所当り

平 均 従 業 者 数

人

2.1 6. 14.4

人

5.7 一 一 一

人
59.4

人
129

C/Al事 業所当 り

平 均 出 荷 額

調
4.3 20.4 55.7

百万 円
19.3 一 一 一

百 万 円
250.9

百万 円
50.1

C/B従 業者1人 当り

平 均 出 荷 額

卵
2.0 3.4 3.9

百万 円
3.4 一 一 一

百万 円
4.2

百 万円
3.9

()内 及び〈 〉内は各構成比

① 生 産 事業 所 数 約38,000に お い て,従 業 員19人 以 下 は 約87%に も達

してお り,更 に10人 以 下 は約72%を 占め て い る。

② 従 業者 数 約4gO,000に お いて,19人 以 下 の事 業 所 は約39%,製 造

品 出荷 額 等 にk・い ては,19人 以 下 の事 業 所 は約33%と な っ て い る。 こ

のな か で,1事 業 所 当 りの平 均 出荷額 及 び従 業者1人 当 りの平 均 出荷 額 は,

従 業 員規 模 の拡 大 と ともに増 加 して い る。

工 業 統 計 表 に.より大 阪地 区 を概 観 す る と次 の表 の とお り とな る。

一154一



(図1-2) 産 業 分 類21・ 〈大阪府 〉

従業者規模 従 業 者 規 模 別
シ19人 以 下

20人 以 上 合 計

項 目 3人 以下 4～9人 10～19人 計 2〔ト29人 3D～299人 = 計

事業所
1,904 1,722 470 4,096 88 175 3 266 4,362

A 事 業 所 数 (43.6) (39.5) (10.8) (2.0) (4.0) (0.1) (100)

〈93.9> 〈6.1> 〈100>

人 人 人 人
4,146 10,063 6,468 20,677 一 一 一 16,801 37,478

B 従 業 者 数 (11.0) (26.9) (17.3) (44.8) (100)

<55.2> 〈44.8> <100>

百万円 百万円 百万円 百万円

&524 44,606 48,273 101,403
一 一 一

126,334 227,737

C
製 造 品
出 荷 額 等

(3.7) (19.6) (21.2) (55.5) (100)

<44.5> 〈55.5> <100>

B/A1事 業所当 り 人 人 人 人

平 均 従 業 者 数 2.2 5.8 13.8 5.0 一 一 一
63.2 8.6

c/工1事 業所当 り 百万円 百万円 百万円 百万円

平 均 出 荷 額 4.5 25.9 102.7 24.8
一 一 一 474.9 52.2

碗 従業者1人当り 百万円 百万円 百万円 百万円

平 均 出 荷 額 2.1 4.4 7.5 4.9
一 一 一 7.5 6.1

良
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① 生 産 事業 所 数 約4,400に お い て,従 業 員19人 以 下 は約94%に も達

して お り,こ れ は 全 国平 均 よ り約7%上 廻 って い る。

② 従業 者 数 約37,000にk－ い て,19人 以 下 の事 業 所 は約55%で,こ れ

は全 国平 均 よ り約17%上 廻 って い る。

③1事 業 所 当 りの平 均 出荷 額 は,従 業者 規 模 の増 加 と と もに全 国平 均 よ り

激 増 してお り,特 に10人 以 上 の従 業者 規 模の平 均 額 は全 国平 均 の2倍 と

な って い る。従 って,従 業 者1人 当 り平 均 出荷額 も,そ の規 模 の増 加 と と

もに全 国平均 よ り漸 増 して い る。

〈大 阪 地 区 〉 本 調査 結果 につ い て(縫 製 品生 産 事業 所 のみ)

{1}調 査 対 象事 業 所 とデ ー タサ ン プル 数

(図1-3)

業 目 調査対象事業所数 調査票回収状 況 デ ー タサ ン プ ル 数

大

阪

地

①輸 出縫製品 64
(100)

22
(34.4)

10
(15.6)

②布 吊 製 品 276
(100)

136
(49.3)

45
(16.3)

③婦人子供服
177

(100)
73

(4L2)
20

(11.3)

④紳 士 服
157

(100)
148

(94.3)
30

(19.1)

⑤被 服
80

(100)

"
80

(100)
41

(51.3)

⑥既製服縫製
401

(100)
401

(100)
380

(94.8)
1

区1小 計
1

1,155
(100)

860
(74.5)

526
(45.5)

⑦そ の 他
567

(100)
425

(75.0)
425

(75.0)

合 計 1,722
(100)

1,285
(74.6)

951
(55.2)

〈註 〉 ①～ ⑥ は 大阪 地区 にお け る業 種 団体 で あ り,⑦ その 他 は,工 業 統計

の リス トに よ る事業 所 。但 し,① ～ ⑥ の業 種 団 体 に よりそ の 関連 事業

所 の調査 に つ き多大 の ご協 力 を賜 った が,各 業 種団 体 の 員 外者 につ い

て は その デ ー タを ⑦ そ の他 に廻 した の で,デ ー タサ ン プル 比率 が高 い 。,
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し

・

② 経営組織別事業所数

(図1-4)

内 容

業 種

経 営 組 織

個 人 法 人 組 合 そ の 他
計

大

阪

地

①輸 出縫製 品 }

10
(100)

一 10

(100)

②布 吊 製 品
10

(22.2)
35

(778)
一 一 45

(100)

③婦人子供 服
1

(5.0)

19

(95.0)
一 一 20

(100)

④紳 士 服
2

(6.7)
28

(933)
30
(100)

⑤被 服
1

(2.4)
40
(976)

『 『 41
(100)

⑥既製服縫製
274

(72.1)

106

(27.9)
一 一 380

(100)

:

区;小 計

:

288

(54.8)

238

(452)
一 526

(100)

⑦そ の 他
270

(63.5)

146

(344)

9

(2.1)
一 425

(100)

合 計
558

(58.7)
384
(40.4)

9

(0.9)
一 951

(100)1

全
国 縫 製 関 係

1,133

(35.4)
2,020
(63.1)

42

(1.3)

6

(0.2)
3,201、

(10d)

1
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(3} 生産事業所(工 場)規 模別事業所数)

(図1-5)

模 別 、

業 種

生 産 工 場 規 模 別
'1

3坪 未 満

2

坪 未満

3～10

3

坪 未満

10～30

4・

坪 未 満
'30～50

5

坪 未 満

5〔ン)100

6

坪 未満

100～ ㎜

7

坪 以上

300

合 計

大

阪

・

地

①輸出縫 製品
}. 一. 1

(10.0)
4

(40,0)
2

(20.0)
1

(10.0)
2

(20.0)
10

(100)

②布 需 製 品
一 3

(6.7)
7

(15.6)
3'
(6.7)

.

9
(20.0)

16

(35.5)』

7
(15.6)

45
(100)

・③ 婦 人 子 供服
一 一 一 一 7

(35.0)
5

(25.0)
8

(40.0)
20

(100)

④紳 士 服
一 39

(10.0)
1
(3.3)

1
(3.3)

4
(13.3)

9
(30.0)

12
(40.b)

30
(10d)

⑤被 服
_. 1

(2.4)
11
(26.8)

7
(17.1)

6
(14.6)

14
(34.2)

2
(4.9)

41
(100)

⑥既製服縫製
一 32

(84)
227
(59.7)

60
.(15.8)

35
(9.2)

26
(6.9)

一 380(
100)

▲

区1小 計
'

一 39
(7.4)

247
(47.0)

75
(14.2)

63
(12.0)

71
(13.5)

31
(59)

526
(100)

⑦そ の 他
40
(9.4)

12・4

(29.2)

98
(23.0)

50'
(11.8)

52
(122)

42
(9.9)

19
(4.5)

425
(100)

合 計
40
(4.2)

163
(17.1)

345(
36.3)

125
(13.1)

115
(12.1)

113
(11.9)

50
(5.3) lilo)

.晴

・

全
国

縫 製 関 係
54

(1.7)

241

(7.5)

658

(20.6)

476

(14.9)

631

(19.7)

725

(22.6)

416

(13.0)

3,201

(100)

(4) 生産事業所.(工場)従 業者数

(図1-6)

内 容

.

業 権

生 産 部 門 従 業 者 男 ・ 女 別

① 十 ② 十 ◎ 合 計①常用従業者. ②塁敬 呈バー↓ ①塁震 『蒙薯 、計

男 子 女 子男 子 女 子 小 計男 子 女 子 小 計 男 子 女 子 小 計

大

阪

地

区

①輸出縫製品
44

<5、5>

106

<11.8>

150
(73.5)

8

<8.0>

46

<11.5>

54

(26、5)

一 一 一 204
(100)

52
(25.5)

152
(74.5)

204
(kOO)

②布吊 製 品
433

<10.1>

909

<23.3>

L342
(85.8)

5

<LO>

184

<8.4>

1R9

(・12.1)

'16

<1.5>

18

<1.5>

34
(2.1)

1,555
(100)

元54

(29.0)

1,111
(71.0)

1,565
(100)

③婦人子供服
216

<u.4>

600

<31.6>

816
(72.4)

1

<1.0>

292

<17.2>

293
(26.0)

3

<3.0>

15

<15.0>

18
(1.6)

1,127
(100)

220

(19、5)

907
(80.5)

L127

〔100)

④紳 士 服
LO73

<37.0>

L621

<60、0>

2,694
(93.6)

3

<1.5>

正73

<9.1>

176

(6」)

4

<1.3>

3

<LO>

7
.(0.3)

2β77

(100)

LO80
(37.5)

1,797
(62.5)

2,877
(100)

⑤被 服
358
<9.0>

792

<233>

1,150
(87.6)

7

<L8>

151

<7.2>

158
(12.0)

3

<3.0>

2

<2.0>

5
(0.4)

1,313
(100)

368
(28.0)

945
(72.0)

L313
(100)

⑥既製服縫製
1,430

<5、7>

3,319

<11.2>

4,749

〔79.6)

50

<2.6>

344

<5.3>

39イ

(6、6)

289

<1.2>

533

<2.8>

822
(138)

5,965
(100)

1,769

(29、7)

・1,196

(70.3)

5,965
(100)

.
:

1小 計
3554 7,347 10,901

(83.5)

74 U90 1,264
(9.7)

315 571 886
(6.8)

13,051
(100)

3,943
(30.2)

9,108
(69.8>

13,051
(100)

⑦そ の 他
2,450

<8.7>

4,550

<16、9>

7ρ00
(75の

55

<1.7>

1,049

<5、6>

1,104
(U.8)

617

<2.3>

602

<2、4>

1,219
(13.1>

9,323
(100)

3,122
(33.5)

6201

(66.5)

9β23

(100)

合 計
6,004 11,897 17,901

(80.0)
129 2,239 2,368

(10.6)
932 1,173 2,105

(9.4)
22,374
(100)

7ρ65

(31.6)

15,309

(68.4)
22374
(100)

全
国

縫 製 関 係 2イ,479 105,853 130,322
(89,1)

イ98 11,192 n、690

(8.o)

L970 2274 4,244

(2、9)

146,266
(100)

26,947
(18.4)

119,319
(8|.6)

1イ6,266

(100)

<註>1.( )内は構成比

2,〈 〉内は1事 業所当りの、V.均従業者数
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(5) 生産 品種(比 重 の高 い もの)事 業所数

・(図1-7)

■
.

,

内 容

業'種

生 産 事 業 所 指 指 数

1

紳士外衣類

2

婦人外衣類

3

子供外衣類

4

紳士中衣類

5

婦人中衣類

6

子供中衣類

7.

下 着 類

8

乳幼児服類

9

そ の 他
(寝衣類他)

合 計

(○印肉事業所数)

大

、

阪

地

①輸出縫製品
1
(10.0)

2
(20.0)

1

(10、0)

3
(30.0)

一 .1(
10.0)

一 一 21
(20.0) ◎ 10(100)

②布 畠 製品
2
(4.4)

.

5
(11.1)

1
(22)

12
(26.7)

2

(4、4)

1

(2、2)

8
(17.8)

一 14
.(31.1)

◎ 45.(100)

◎婦人子供服
1

(5、0)

6
(30.0)

6
(30.0)

一 1
(5.0)

一 一 6
(30.0)

} ◎ 20(100)

④紳 士 服
29
(96.7)

一 1
(3.3)

一

-

一 一 一 一 一 ⑧,。
(100)

⑤被 服
30
(55.5)

12
(222)

4

(7、4)

3

(5、6)

2
(3.7)

一 一 一 3
(5.6) ◎,、 "00)

⑥既製服縫製
160.

(40、5)

123
(31.1)

38

(9、6)

4
(1.0)

39
(99)

20
(5.1)

一 2
(0.5)

9
(2.3) ㊥395(1。 。)

区1
… 小 計

1

223
(40.3)

148
(26.7)

51
(9.2)

22

(4、0)

44

(7、9)

22
,(4.0)

8
(1.4)

8

(1、4)

.
28

(5.1)

一
⑭55・(1。 。)

⑦そ の 他
335

(78.8)
37

(8.7)
10

(2、4)

16
(3.8)

8
(1.9)

3
(0.7)

7
(1.6)

5
(1.2)

4
(0.9)

一
巴5)425(100)

合 計 558

(57、0)

185
.(18.9)

61
(6.2)

38

(3、9)

52
(5.3)

25
(2.6)

15
(1.5)

'13

(1.3)
32

(33)

・ず恥
一979

(100)

〈註〉 ① 事業所数以上に指数の多いのは,同 業種企業において生産品種が多種類にわたっているためである。(被 服製造業,既 製服縫製業)

◎ 品種別による品名については,か おむね下記のと卦りです。.

③

1～3外

幼

中

下

乳

6

7

8

～4

衣

9そ の他(寝 衣類他)

木表についての全国 縫製関係については,調 査結 果概要をご参照下 さい。

衣

着

児

類 背広(上 下又は三揃い),コ ー ト,ジ ャンパー,礼 服,替 上衣 替ズボン,制 服,

プクス(パ ンタロン),セ ーター等。

類:ワ イシャツ,ス ポー ツシャツ,Tシ ャツ,ブ ラウス,ベ ス ト等。

類:ア ンダーシ ャツ,パ ンツ,ス リヲプ,ブ ラジャー,ガ ー ドル,肌 着類等。

服 類1外 衣 レギ ンス,肌 着,オ シメカバー,そ の他のベ ビー用品等。

:パ ジャマ,ネ グリジェなど寝衣類,ハ ンカチー フ,靴 下,相 子な ど身の回 り品等。

作業服,ワ ンピース,ス カー ト,ス ラ

ひ

`
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(6)生 産設備設 置状 況

① 裁 断 機

(図1-8)

設備名 裁 断 機 設 置 台 数 ④ 十 ◎

④裁断機(た て刃,丸 刃, 電動式)
新規 購入

◎特殊裁断機釘抜き,バンEナイフ式等)
新規 購 入 経過 年 数 経過年 数

新規 購入

年数

業 種 ・

経過 年 数
5年 未済

経過年 数
5年 以上 計 希望 台 数

経過 年 数
5年 未 満

経過 年 数
5年 以 上 計 希 望台 数 5年 未 満 5年 以 上

合 計 希望 台 数

7 5 12 一 6 2 8 1 13 7 20 8
①輸 出縫製品 .(583) (41.7) (100) (75.0) (25.0) (100) (65.0) (35.0) (100)

<1.75> <1.7> <1.2> <2.0> <LO>

49 62 111 8 15『 34 49 6 54 96 160 14

②赤 鳥 製 品 (44、1) (55.9) (100) (30.6) (69.4) (100) (40.0) (60.0) (100)
<2.3> <2.1> <1.3> <1.6> <L8> <2.0>

832 32 864 1 16 11 27 一 848 43 891 1

⑤婦人 ・子供服 (96.3) (3.7) (100) (593) (40.7) (100) (95,2) (4.8) (100)
<59.0> <2.5> <1.0> <1.5>1 <1.0>

大
56 59 115 1 27

馳

25 52 一 83 84 167
.

1

④紳 士 服 (48、7) (51.3) (100) (51.9) (48.1) (100) (49.7) (503) (100)
〈2.7> <3.1> <1、0> <L7> <1.6>

阪
44 60 104 4 10 5 15 1 54 65 11.9 5

⑤被 服
1(42

.3) (57.7) (100) (66.7) (33、3) (100) (45.4) (54、6) (100)
<2.1> <1.9> <LO> <1.1> <1.3> <1.0>

地
436 242 678 6 138 57 195 3. 574 299 873 9

⑥既製服縫 製 (64、3) (35.7) (100) (70.8) (29.2) (100) (65.8) (34.2) (100)
<1.7> <1.7> <1.2> <1、7> <1.7> <1.0>

区
, 1,424 460 1,884 20 212 134 346 11 1,536 594 2,230 31'
1小 計

:
(75.6) (24.4) (100) (6L3) (38.7) (100) (73.4) (26.6) (100)

503 743 L246 129 109 67 176 25 512 810 1,422 154.

◎そ の 他 (40.4) (59,6) (100) (61.9) (38.1) (100) (43.0) (57.0) (100)
<2.5> <3.8> <4.6> <1.6> <L4> <1.3>

1,927 1,203 3,130 149 321 201 522 36 2248 1,404, 3,652 185

合 計 (61.6) (38.4) (100) (61、5) (38.5) (100) (61.6) (38.4) (100)

〈註〉 ①().内 院 各計又 は合計に対す る構成比。

② 〈 〉 内は,1事 業所当 りの平均設置(又 は,新 規購入希望)台 数。

ワ

.

亀

一160一



■

②1本 針 直 線 本縫 ミシ ン

(図1-9)

設備名 1本 針 直 線 本 縫 ミ シ ン ① 十 ② 十 ③

①自動糸切り装置つき 新規購入 ②曇送り・騨 送㌘ ど特竃送り糟 新規購入 新規購入 経 過 年 数 経過 年 数
合 計

新規購入
経過

年数

業 種 5年 未 満 5年 以 上
小 シ 計

希望台数 5年 未 満 5年 以 上
小 計

希望台数 5年 未 満 5年 以 上
小 計

希望台数 5年 未 満 5年 以 上
希望台数

24 5 29 5 15 6 21 1 14 61 75 3 53 72 125 9
①輸 出縫 製 品 (828) (17.2) (100) (71.4) (28.6) (100) (18.7) (813) (100) (42.4) (57.6) (100)

〈4.8> <5.0> 〈5.0> <3.0> <3.0> <工0>

②布 吊 製 品
132
(60.8)

85
(39.2)

217
(100)

33 38
(31.7)

82
(68.3)

120

(100)

30 182
(36.7)

314
(63.3)

496

(100)

17 352
(423)

481
(57.7)

833
(100)

80 .

大
〈8.8> <1.2> <8.2> 〈3.5> <4.6> <7.5>

193 21 214 15 30 39 69 1 157 389 546 一
380 449 829 16

③ 婦人 ・子供 服 (90.2) (9、8) (100) (43,5) (56.5) (100) (28.8) (71.2) (100) (45.8) (54.2) (100)

阪
<17.5> <7.0> 〈7.5> 〈6.0> <7.8> <1.0>

214 42 256 35 69 96 165 2 88 252 340
一

371 390 751 37

④紳 士 服 (83.6) (16.4) (100) (41.8) (58.2) (100) (25.9) (74.1) (100) (49.4) (51.9) (100)

地
〈12.6> <4.2> 〈11.7> <4.1> 〈6.4> <2.0>

130 167 297 5 95 146 241 1 152 225 377 20 377 538 915 26

⑤被 服 (43.8) (56.2) (100) (39.4) (60.6) (100) (40.3) (59.7) (100) (41.2) (58.8) (100)

区
<11.8> 〈27.8> 〈25> <73> <11.2> <1.0>

1,555 446 2001 35 1,053 158 1,211 498 192 690 5 3,106 796 3,902 40
⑥既 製 服縫 製 (77.7) (22.3) (100) (8τ0) (13.0) (100) (72.2) (27.8)

、

(100) (79.6) (20.4) (100)
〈7.5> <5.1> <7.0> 〈6.2> 〈53>

2,248 766 3,014 128 1,300 527 1,827 35 1,091 1,433 2,524 45 4,639 2,726 7,365 208
小 計 (74.6) (25.4) (100) (71.2) (28.8) (100) (43.2) (56.8) (100) (63.0) (37.0) (100)

1,092 262 1,354 242 451 431 882 21 1,361 1,776 3,137 310 2,904 2,469 5,373 573

⑦そ の 他 (80.6) (19.4) (100) (51.1) (48.9) (100) (43.4) (56.6) (100) (54.0) (46.0) (100)
<9.3> <6.0> <5,3> <4.1> <7.6> 〈1.7>

3,340 1,028 4,368 370 1,751 958 2,709 56 2,452 3,209 5,661 355 7,543 5,195 12,738 781

合 計 (76.5) (23.5) (100) (64.6) (35.4) (100) (43.3) (56.7) (100) (59.2) (40.8) (100)
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●



⑱
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③ 復列誌 千鳥縫 ボタツ付各 ミシン

(図1-10)

設備名 後 列 縫 千 鳥 及 び 刺 し ゅ う 縫 ボ タ ン 付

1 ④後列縫 ミシン
新規 購 入

⑤千鳥縫 ミシ ン及び刺しゅう縫 ミシン
新規 購入 ⑥ボタ ン付 ミシン 新規 購 入経過

年数

業 種
経 過年 数
5年 未 満

経過 年 数
5年 以 上 小 計 希 望台 数

経過年 数
5年 未 満

経過 年 数
5年 以 上 小 計 希望 台数

経過 年数
5年 未満

経過 年 数
5年 以 上 小 計 希 望台 数

16 18 34 1 1 26 27 一 3 6 9 一

①輸出縫製品 (47.1) (52.9) (100). (3.7) (96.3) (100) (33.3) (66.7) (100)
<2.7> <3.6> <1> <1.0> <8.7> <1.5> <2、0>

58 79 137 22 29 47 76 5 12 43 55 9
②赤 島 製 品 (423) (57.7) (100) (38.2) (61.8)

9
(100) (21.8) (78.2) (100)

<53> <5.6> <1LO> <5.8> <4.3> <5> <L3> <1.9> <2.3>

18 33 51 一 8 8 16 一 18 13 31
一

③婦人 ・子供服 (353) (64.7) (100) (50.0) (50,0) (100) (58、1) (41.9) (100)
<4.5> <6.6> <2.0> <2.0> <2.3> <1.9>

大
40 72 112 2 15 21 36 一 19 13 32

一

①紳 士 服 (35.7) (64.3) (100) 7 (41.7) (58.3) (100) (59.4) (40.6) (100)
<4.0> <6.0> <2.0> <L5> <1.4> <L4> <L2>

阪
51 73 124 1 6 20 26 一 21』 20 41

一

⑤被 服 (41.1) (58、9) (100) (23.1) (76.9) (100) (51.2) (48.8) (100)
<43> <3.7> <1> <1.2> <2.0> <1.6> <1.7>

地
152 53 205 2 128 37 155 1 30 4 34 1

⑥既製服縫製 (74.1) (25、9) (100) (77.6) (22,4) (100) (88.2) (11、8) (100)
<4.2> <2.2> <LO> <2.7> <L6> <1> <1.8> <1.0> <tO>

区
335 328 663 28 187 159 346 6 103 99 202 10

小 計 (50.5) (49.5) (100) (54.0) (46.O) (100) (51.0) (49.0) (100)
.

F

225 202 427 21 207 227 434 5 54 68 122 10
⑦そ の 他 (52.7) (47.3) (100) (47.7) (52.3、 (ω0) (443) (55.7) (100)

<3、0> <3.1> <L8> <L7> <L7> 〈1> <L5> <2.1> <L1>

560 530 1,090 49 394 386 780 ll 157 167 324 20

合 計 (51.4) (48.6) (100) (50.5) (49.5) (100) (48,5) (51.5) (100)

ふ

●

L

④ ボ タ ン穴 か が り及 び か ん ぬ き止 め,飾 り縫,

(図1-11)

す くい縫 各 ミシ ン

設備名 ボタ ン穴かが り及びかんぬ き止め 飾 り 組 す ぐ い 縫

⑦ボタ痴 凶刃ミシン及ひ淑 ぬきdめミシン
新規 購入 ◎飾 り縫 ミシン

新規 購入
⑨す ぐい縫 ミシン

新規 購入
経過

年数
a

業 種
経.過年 数
5年 末 滴

経過年 数
5年 以 上 小 計 希望 台数 経過年 数

5年 未 満
経過年 数
5年 以 上 小 計 希望 台数 経過 年 数

5年 未 満
経過年 数
5年 以 上 小 計 希望台 数

5 13 18 一 2 4 6 一 5 5 10 1
①輸出縫製品 (27、8) (72.2) (100) (33.3) (66.7) (100) (50.0) (50.0) (10・0)

<1.3> <3、3> <1.0> <2,0> <1.3> <1.3> <1.0>.

②赤 鳥 製 品
41
(38.o)

67
(62.0)

108
(100)

21 15

(38、5)

24
(61.5)

39
(100)

5 14
(48.3)

15
(51.7)

29
(100)

4

<2.6> <2、7> <3、5> <3.0> <3,0> <5.0> <2、8> <1.5> <2.0>

26 28 54 一 15 4 19 一
17 19 36 一

) ③婦人 ・子供服 (48.1) (51.9) (100) (79.0) (21.0) (100) (47.2) (52.8) (100)～ <2.6> <3.1> <3.0> <2.0> ' <1.7> <2.4>
大

52 59 111 5 22 3 25 一
54 73 127 1

◎紳 士 服 (46、8) (53.2)
.

(100) (88.0) (12.0) (100) (42.5) (57.5) (100)
〈3.1〉 <3.7> <1.7> <2.2> <LO> <2.8> <4.9> <1.0>

阪
噛

52 72 124 2 13 3 16 一 11 22 33 1
⑤被 服 (4|.9) (58.1) (100) (81.2) (18.8) (100) (333) (66、7) (100)

<3.1> <3.0> <2.0> <3.2> <1.0> <1.0> <1.6> <1.0>
地

142 37 179・ 2 49 8 57 5 167 104 271 1
④既製服縫製 (79.3) (20.7) (100) (86.0) (14.0) (100) 〔61.6) (38.4) (100)

<2.0> <1.8> <2.0> <2.2> <L3> <5.0> <2.3> <2.0> <1.0>
区

. ・

` 318 276 594 30 116 46 162 10 268 238 506 8
;小 計
` (53、5) (46.5) (100) 〔7L6) (28.4、 (100) (53,0) (47.0) (100)
1

'

337 200 537 18 90 42 132 7 320 322 642 13
一 「 ⑦そ の 他 (62.8) (37、2) (100)

1

・ (68.2) (31.8) (100) (49.8) (502) (100)
<2,6> <1.9> <L1> <1.8> <2.O> <1.2> <23> <2.2> <1.3>

.
655 476 1,131 48 206 88 294. 17 588, L148

'21 .'.い合"計
.

(58、0.) 1(42.o、1 (1'00)
引1.

1 (70、0・) (3010)
川(1.OO) .F..

. C51.2).
『ぴ 、)

(100')
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⑤ へ り縫(オ ー バ ー ロ ッ ク) ,安 全 縫,自 動 化 各 ミ

(図1-12)

シ ン
1

設備名 へ ・ 縫 安 全 縫 ・動化(馴脇 罐 訟腰 閑麗 瓢 烈

⑲ヘ リ縫 ミシン(オ ーバー ロック)
新規 購入

⑪安全縫ミシン 新規 購入 @自 動化 ミシン 新規 購 入経過
年数

業 種
経過年 数
5年 未 済

経過年 数
5年 以 上 小 計 希望 台数

経過 年 数
5年 未 満

経過 年数
5年 以 上 小 計 希望 台 数

経過 年数
5年 未満.

経 過年 数
5年 以 上

小 計 希 望 台数

15 29 44 3 5 一 5 5 1 一 1 一

①輸 出縫製品 (34.1) (65.9) (100) (100) (100)
<3、0> <4.8> <1.5> <5.0> <5.0>

58 88 146 2 13 20 33 一 一 10 10 1

②海 南 製 品 (39、7) (603) (100) (394) (60.6) (100)
<4.8> <4.0> 〈2.0> <43> <3.3> <5.0>

.

82 100 182 一 6 5 11 一 3 一 3 1

③婦人 ・子供服 (45.1) (54.9) (100) (54.5) (45.5) (100)
<7.5> 〈9ユ〉 <3.0> <5.0> <|.5>

大
16 31 47 ・一 一 一 一 一 30 4 34 3

④紳 士 服 (34.0) (66、0) (100) (88.2) (11.8) (100)
<|.6> <2.2> <4.3> <1、3> <3、0>

阪 ■

54 73 127 3 一 1 1 一 6 一
6

一

⑤被 服 (42.5) (57.5) (100) (100) (100)
<3.2> <3.8> <3.0> <2.0>

地
213 72 285 5 13 4 17 一 25 2 27 一

◎既製服縫製 (74.7) (25、3) (100) (76,5) (23、5) (100) (92.6) (7.4) (100)
<2.6> <2、9> <5.0> <3.3> <2.0> <3.6> <1.0>

区i

ト 438 3go 831 13 37 30 67 5 65 16 81 5
I

l

I「

小 計 (52.7) (47.3) (100) (55.2) (44、8) (100) (80.2) (19.8) (100)

375 240 615 19 34 41, 75 3 69 9 78. 19

⑦そ の.他 (6LO) (39.0) (100) (45、3) (54.7) (100) (88.5) (11.5) (100)
<2.7> <2.1> <1.7> <3.8> <4.6> <1.5> <2.2> <1.8> <2.1>

813 633 1,446 32 71 71 142 8 134 25 159 24

合 計 (56.2) (43.8) (100) (50.0) (50.0) (100) (84.3) (15.7) (100)

㌧

o

・

＼

⑥ その他 の工 業用,そ の他 の特殊 用途向 け各 ミ

(図1-13)

シ ン

..

設備名 そ の 他 の 工 業 用 その他の特殊用途向け

・ 過年

数

@ぞ鵠;議 廃都
小 計

新規購入 ⑭その他の特殊用途向けミシン

小 計

新規購入

業 種 5年 未満 5年 以 上
L

希望台数 5年 未 満 5年 以 上 希望台数

4 2 6 一
1 4 5

一

①輸出縫製品 (66.7) (33.3) (100) (20.0) (80.0) (100)
<4.0> <2.0> <1、0> <2.0>

5 58 63 9 4 3 7 一

②布 吊 製 品 (7、9) (92.1) (100> (57.1) (42.9) (100)
<5.0> <19.3> <4.5> <1.3> <LO>

一 一 一 一 11 17 28 一

◎婦人・子供服 (39.3) (60、7) (100)
<5.5> <17、0>

大
77 89 166 5 51 47 98 3

◎紳 士 服 (46.4) (53.6) (100) (52.0) (48.0) (100)
L <11D> <11.1> <1.7> <6.4> <7.8> <3.0>

阪
一 1 1 一 14 22 36 一

⑤被 服 (100) 〔10い (38.9) (61.1) 〔100)

<1.0> <2.3> <4.4>

地
171 36 207 2 419 83. 502 5

⑥既製服縫製 (82.6)
<5.2>

(.17.4)
<2.8>

(100)
<2.0>

(83.5)
<5.0>

(16.5)
<3.8>

(100)
<5.0>

区
. 257 186 443 |6 500 176 676 8

;小 計 (58.の (42.0) (100) (74.0) (26.0) (100)
1

1

74 99 173 11 267 278 545 30

⑦そ の 他 (42.8) (57.2) (100) (49.0) (51.0) (100)
<3、1> <3.7> <5.5> <3.6> <4.0> <1.8>

331 285 616 27 767 454 1,221 38

合 計 (53.7) (46.3) (100) (62.8) (37.2) (100)

◆

●

/
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⑦ ダ イ ヤ ル 及 び フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン

(図1-14)

◆

●

設備名

経過
年数

業 種

.

ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ フ ラ ッ ト リ ソ キ ソ グ

⑮ ダ イ ヤ ル リ ンキ ン グマ シ ン 新規購入

希望台数

●
⑯ フ ラ ッ トリンキ ング マ シ ン 新規購入

希望台数5年 未 満 5年 以 上

小 計

5年 未 満 5年 以 上

小 計

大

阪

地

区

①輸 出 縫製 品
/

'

②施 用 製 品
1

1 2 3
.

1

③婦人 ・子供服

④紳 士 服
/'

⑤被 服

⑥既製 服縫 製

2
一

2
一

2 12 14
一

「
1小 計

1

2 一 2 一 3 14 17 1

⑦そ の 他

2 一 2 2 17 8 25 一

合 計

4 一 4 2 20 22 42 1

◆

●
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●

⑧ 中間 プ レス機,仕 上 ブ レス機,そ の他 の仕 上機(い ず れ も電気 及 び ス チ ーム の ア イ ロン含 まず)

(図1-15)

設備名

経過
年数

業 種

中 間 プ レ ス 機 仕 上 プ レ ス 機 そ の 他 の 仕 上 機
④ 十(B)十 ◎

新規購入

希望台数

④中間プレス機 新規購入

希望台数

⑧仕上プレス機

小 計
新規購入

希望台数

Oそ の他仕上機(接 着又はセット機) 新規購入

希望台数

経 過 年 数

5年 未 満

経 過 年 数

5年 以 上
合`計

5年 未 満 5年 以 上

小 計

5年 未 満 5年 以 上 5年 未 満 5年 以 上

小 計

大

阪

地

区

一

①輸 出縫 製 品
2

(28.6)
<2.0>

5
(71.4)
<1.7>

7
(100) 一

1

(25.0)
<1.0>

3

(75.い

<1.5>

4
(100) 一

1
(33.3)
<1.0>

2
(66.7)
<2.0>

3

(100)
1

<1.0>

4
(28.6)

10
(71.4)

14
(100)

1

②浦 島 製 品
10

(45.5)

〈2.0>

12
(54.5)
<2.0>

22
(100)

2

〈1.0>

30
(50.0)
<2.7>

30
(50.0)
<2.7>

60
(100)

4

<13>

14

(63.6)

<1.8>

8
(36.4)
<13>

22
(100)

7

<1.4>

54

(51、9)

50
(48.1)

104
(100)

13

③婦人 ・子供服
20
(80.0)
<3.3>

5
(20.0)
<2.5>

25
(100) 一

33

(56.9)
<3.7>

25
(43.1)
<3.6>

58
(100) 一

4
(57.1)
<1.3>

3
(42.9)
<1.0>

7
(100)

一一

57
(63.3)

33

(36.7)
90

(100)
・ 一

④紳 士 服
67
(26.4)
<5.2>

187
(73.6)

<11.7>

254
(100)

～ ㎡　

113
(31.9)
<6.6>

241
(68.1)

<14.2>

354
(100) 一

10

(66、7)

<2.5>

5

(33.3)

〈1.3>

15
(100)

1

<1.0>

190

(3α5)

433

(695)

623
(100)

1

⑤被 服
17
(53.1)
<2.8>

15
(46.9)
<5.0>

32
(100)

1

〈1、0>

21
(43.8)
<26>

27
(56.2)
<3.0>

48

(100)
1

<1.0>

14
(933)
<1.4>

1

(6.7)
<1.0>

15
(100)

1

<1.0>

52
(54.7)

43
(45.3)

95

(100)

3

⑥既 製 服 縫 製
229

(80、9)

<3.1>

54
(19.1)
<3.4>

283
(100) 一 一

181

(74.5)

〈2.6>

62
(25.5)
<33>

243

(100)

2

<2.0>

54
(83.1)
<1.2>

11

(16.9)

〈1.1>

65
(100)

1

<1.0>

464
(78.5)

127 、

(21.5)

591

(100)

3

l

l小 計
1

345

(55.4)
278
(44.6)

623
(100)

3 379

(49.4)
388
(50.6)

767
(100)

7 97
(76.4)

30
(23.6)

127
(100)

11 821
(54.1)

696
(45.9)

1,517
(100)

21

⑦そ の 他
280
(57.6)
<4.7>

206

(42.4)

〈6ユ 〉

486
(100)

9

<1.5>

226

(47.0)

〈5.1>

255

(53、0)

〈9ユ 〉

481
(100)

15

<1.5>

87

(79.8)

〈2.0>

22
(20.2)
<1.2>

10'9
(100)

4

<1.0>

593
(55.1)

483
(449)

1ρ76

(100)

28

合 計
625
(56.4)

484

(43.6)
1,109
(100)

12 605
(48.5)

643
(51.5)

1,248
(100)

22 184

(78.0)
52
(22.0)

236
(100)

15 1,414
(54.5)

1,179
(45.5)

2,593

(100)
49

/
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機

)61一1

線

図(

⑨

設備名

過年
数

業 種

横 編 機 丸 編 機 経 編 機 ①+⑪+⑩

新規購入

希望台数

① 横 編 機 新規購入

希望台数

⑧ 丸 編 機 新規購入

希望台数

⑩ 経 編 機 新規購入

希望台数

経 過 年 数

5年 未 満

経 過 年 数

5年 以 上

合 計

5年 未 満 5年 以 上

小 計

5年 未 満 5年 以 上
小 計

5年 未 満 5年 以 上

小 計

大

阪

地

区

①輸 出縫 製 品

②赤 鳥 製 品

③婦 人 ・子 供 服

④紳 士 服

⑤被 服

⑥既製 服縫 製

、

:、1、 計
1

.

⑦そ の 他

5
(15.6)
<2.5>

27

(84.4)

〈9.0>

32
(100) 一

4
(13.8)
<4.0>

25
(86.2)

<125>

29
(100)

2

<2.0>

一 一 一 一 9
(14.8)

52
(85.2)

61
(100)

2

合 計

5
(15.6)

27
(84.4)

32
(100) 一

4
(13.8)

25

(86.2)
29
(100)

2
一 一 一 一

9

(14.8)

52
(85.2)

61

(100)

2
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〈参 考 資 料 〉

設 備 台 数 比 較 表

地 区 及 び項 目

設 備 名

全 国(縫 製 関 係) 大 阪 地 区(縫 製 関 係)

.

設 備 台 数 構 成 比
新規購入

希望台数
設 備 台 数 構 成 比

新規購入

希望台数

A

裁
断
機

④裁 断 機(た て丸 丸刃 、 9456(80.7) 490 3,130(85,7) 149

◎特 殊 裁 断 機(打 抜 き 、 2.258(193) 170 522(14.3) 36

.
計 11.714(100) (7.1) 560 3.652(100) (134) 185

①1本 針直線本縫(自 動糸切り) 27,570(33.0) 3,381 4,368(34,3) 370

②'"(針 送 り特 殊送 り 、 14,129(16.9) 640 2,709(213) 56

③"(① ・②以外! 41,776(50.1) 1,220 5.661(44.4) 355

B

基

本

ミ

シ

ン

,

1

1小 計
`

93.475(100) 5,241 12,738(100) 781

⑩へ り 縫(オ ーバ ー ロック) 15,382 536 1,446 32

⑪ 安 全 縫 ミ シ ン 2,420 145 142 8

計 101,277 (61.1) 5,922 14,326 (52,4) 821

C

中

間

ミ

シ

ン

④後 列 縫 ミ シ ン 9・676(44・0) 331 1ρ90(27.2) 49

⑤千 鳥 縫 及 び 刺 し ゅ う 縫 4.3'90(2α0) 151 780(19,5) 11

⑧飾 り 縫 ミ .シ ン 1,992(9,D 90 294(7.4) 17

⑬その他工業 用(キ ルチングマシン含む)
、

2,235(10.2) 98 616(15.4) 27

⑭そ の 他 特 殊 用 途 向 け 3β82(16.7) 157 1,221(30.5) 38

計 21.975(100) (13,2) 827 4,001(100) (14.6) 150

D

最
終

ミ
シ
ン

⑨す ぐ い 縫 ミ シ ン 5.524(31.4) 133 1,148(44.1) 21

⑦ボタン穴かがり及びかんぬき止め 8,998(5L2) 278 1,131(43,4) 48

⑥ボ タ ン 付 ミ シ ン ン 3ρ6b(17,4) 113 324(12,5) 20

計 17,591(100') (10.6) 524 2,603(100) (9,5) 89

E⑫ 自 動 化 ミ シ ン 計 1β55 てα8) 249 159 (0,6) 24

F

プ

レ

ス

機

④中 間 プ レ ス 機 4,833(40.6) 154 1」09(42,8)
'12

⑱仕 上 プ レ ス 機 5,159(434) 165 1248(48,1) 22

◎そ の 他 仕 上 機 1,907(16,0) 83 236(9.1) 55

計 11β99(100) (7.2) 402 2,593(100) (9.5) 49

A～F 合 計
165,811 (100) 27,334 (100)

G

リ
ン
キ
ン
グ

⑮ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ マ シ ン 197 6 4 2

⑯ フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン 165 12 42 1

計 362 18 46 1

H

編

機

①横 編 機 376 9 32 0

⑪丸 編 機 162 25 29 2

⑪経 編 機 40 0 0 0

計 578 34 61 2
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(7) 生産形態(指 数内訳)

(図1-17)

形 態 生 産 形 態 工 程 比 率

原料 もち製 品 生 産 賃 加 工 製 品 生 産 賃 加 工 パ ー ツ 生 産 2・6 3・7 4・8
工 程 A計

口 1・5・9 合 計
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ・10 ・11 ・12

、 事 業 小 計 小 計 小 計

業 種 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上

①灘 10

2

(33.3)

2

(333)

2

(33.3)

6

(100)

6

(35、3)

6

(353)

5

(294)

17

(100)

1

(200)

3

(600)

1

(200)

5

(100)

28 9

(32ユ)

11

(393)

8・

(286)

28

(100)
<214> <607>噛 <17.9> <100>

②鰭 45

2

(2.5)

28

(354)

26

(330)

23

(29ユ)

79

(100)

15

(283)

20

(37.7)

18

(340)

53

(100)

132 2

(15)

43

(326)

46

(348)

41

(31ユ)

132

(100)
' <60.0> <40.0> <100>

③撃鱗 20

13

(36ユ)

12

(333)

11

(306)

36

(100)

8

(286)

10

(35.7)

10

(35.7)

28

(100)

64 21

(328)

22

(344)

21

(328)

64

(100)
<563> <43.7> <100>

大

13 13 10 36 15 17 14 46 1 1 83 28 31 24 83

④紳士服 30 (36ユ) (36.1) (278) (・100) (326) (370) (30.4) (100) (33.7) (37.4) (289) (100)
<43.4> 〈55.4> 〈1.2> 〈100>

阪

31 25 17 73 12 13 11 36 1 1 2 111 44 38 29 111

⑤被 服 41 (425) (422) (233) (100) (333) (36ユ) (306) (100) (397) (342) (26ユ) (100)
<658> 〈324> 「

、<ユ8> <100>

地

4 3 3 10 1 374 376 48 799 809 1 378 379 51 809

⑤羅曙 380 (400) (300) (300)、 (100) (0.1) (468) (47ユ) (60) (100) (0.1) (46.7) (469) (6.3) (100)ノ

<1.2> <988> <100>

区
ー

1 2 91 81 66・ 240 1 430 442 106 979 2 4 2 8 1227 3 523 527 174 1227

1小 計 926 (0.8) (380) (33.7) (275) (100) (0ユ) (43.9) (452) (108) (100) (250) (500) (250) (100) (0.3) (426) (430) (14.1) (10q)

1 〈19.⑤ 〉 <798> <0.7> 〈100>

4 41 38 30 113 1 168 373 121 663 8 21 5 34 810 5 217 432 156 810

⑦その他 425 (35) (363) (336) (26.6) (100) (0.2) (25.3) (563) (182) (100) (235) (618) (14.7) (100) (0.6) (268) (533) (19.3) (100)
<140> <819> <4.1> <100>

6 132 119 96 353 2 598 815 227 1β42 10 25 7 42 2ρ37 8 740 959 330 2037

合 計 951 (1.7) (374) (33.7) (272) (10⑪ (0.1) (364) (497) (138) (100) (238) (595) (167) (100) (0.4) (36.3) (47.1) (162) (100)
〈173> <80.6> 〈2ユ 〉 <100>
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(8)生 産 比 率

(図1-18)

① ニ ッ ト製 品 生 産 比 率

生産 比率

地 区 事業所数

生 産 比 率

0% 1～9% 1(ト29 3〔ン)49 50ぽ)9 100%
合 計 ㈲

(平 均%)

大 阪 地 区
951

〈100>

823

〈866>

13

<L4>

28

<2.9>

18

〈1.9>

47

〈4.9>

22

〈2.3>

σ364%

(6.69%)

全国(縫 製関係)

3,20.1

〈100>

1,929

〈60.0>

92

〈29>

245

〈7.6>

167

<5.2>

327

〈10.2>

441

〈13.8>

76,502%

(2389%)

② 輸 出向け製 品生産 比率

生産 比 率

地 区 事業所 数

生 産 比 率

0% i～9% 1(〉～29 30～49 50～99 100%
合 計 ㈲

(平 均%)

大 阪 地 区
951

〈100>

933

〈98.2>

6

<0.6>

3

〈0.3>

2

〈0.2>

5

〈0.5>

2'

〈0.2>

703%

(0.74%)

全 国(縫 製 関係)
3,201

〈100>

3,041

〈95.0>

27

〈0.8>

31

〈LO>

9

<0.3>

52

'

〈1.6>

41

〈1,3>

8,530%

(2.66%)

(9)収

'

(図1-19)

入(製 品出荷高,受 取加工料)

収 入 額! ■

収 入 額
製品出荷

高 1～49百 万 円 100～299 300～499 500～999 LOOO百万円以上 合 §†
取加

内 容 工料 1一楯 珊i1・ ～1gi2・ ～2gi3・ ～49
1`1

50～99
100～lggi2・0～499

.

500百 万円以上 (1社 平均)

」

1,003 196 155 29.1 128 131 IO2 420.868百 万円

全 ① 製品出荷高 百万円
<100> <19.5> <15.5> <29.0> <12.8> 〈13、1> <10、1> (419.61)

2,672 492 442 295 387 450 333 200 73 248,652

国 ② 受取加工料
〈100> <18.4> <16.5> <u.1> <14.5> <16.8> <12.5> 〈7.5> <2.7> (93.06)

3,675 L812 605 952 306

計 、

<100> <49.3> <16.5> <25.9> 〈8.3>

大 】49 26 17 50 10 26 20 72,884

阪
① 製品出荷高

<ioO> <17、5> <11.4> 〈33.6> <6.7> <17.4> <13.4> (489.15)

地 855 305 177 8「4 87 89 62 36 15 52,695

② 受取加工料
区 〈100> <35.7> <20.7> <9、8> 〈10.2> <1G.4> <7.3> <4.2> <1.7> (6].53)

1,004 679 106 158 61

計
<100> <67.6> 〈」0.6> <15.7> 〈6.1>

〈砂 ① 全INfil・ …t… ブルぷ 縫製関 励 みで ある・ 撒 地区のサ・ブル撫951政 所であ るが・計覧1・OO4と あるの!土・製品鋼 高と

受取加工料の両 方に記入 している事業所 があるためで ある。

② 合計覧 に工・いて収入額 を製品出荷 高と受取加工料 を加算 して も正確 ではないので、 表記の とお り空 白とした。
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佃}支 出(原 材 料 費,外 注 支 払 工 料,

(図1-20)

人件費く工場内〉)

支 出 額

内 容

支 出 額

①

百万円
1～9

②

1〔ン>19

③

2(>>29

④

3(ト49

⑤

5(ト ・99

⑥ .

100～199

⑦

加 ∨4旬

⑧

百万円
300以 上

合 計

(1社 平均)

大

阪

地

区

③原材料費

273

〈100>

111

〈40.6>

23

〈8.4>

18

〈6.6>

23

〈8.4>

33

〈12.1>

13

〈4.8>

36

〈13.2>

16

〈5.9>

3誇98百 万円

百万円

(122.34)

外 注④
支払工料

519

〈100>

252

〈48.6>

80

〈15.4>

48

〈9.2>

40

<7.7>

41

〈79>

28

〈5.4>

20

<3.9>

10

〈1.9>

25,874

(45.85)

人 件 費⑤
(工場内)

951

〈100>

515

〈54.2>

141

〈148>

76

〈8,0>

85

〈8.9>

72

〈7.6>

42

〈4.4>

18

〈1.9>

2

<0.2>

26,769

(28ユ5)

全

国

③原材料費
1,646

〈100>

628

〈38.0>

166

〈10.1>

99

<6.0>

156

〈9、5>

177

〈10.8>

143

<8.7>

179

〈10.9>

98

<6.0>

,

203,058

(123.36)

外 注④

支払工料

2β93

〈100>

1,085

〈45.3>

429

〈17.9>

236

〈9.9>

216

〈9.0>

207

〈8.7>

124

〈5.2>

67

<28>

29

〈1.2>

99,598

(41.62)

人 件 費⑤

(工場内)

3,201

〈100>

969

<30.3>

598

〈18.7>

372

〈11.6>

421

〈13.2>

459

〈14.3>

235

〈7.3>

119

〈3.7>

28

〈0.9>

161,997

(50.60)

ω 出荷(納 品先)

(図1-21)

出荷(納 品)先

鑑)比 所数

大 阪 地 区 よ り の 出 荷(納 品 先)

1・3大 阪府 内 2東 京都内 4愛 知 県 内
___一 一 一 一

48

そ の 他5

国 内地 域
__一 ー ー 一 一

107

6輸 出 向
_一 ー 一 一 一 一

6

計
___一 一 ー 一 一

輻211

一

951

一 一 一 一

99

出

荷

(

納

品
)

比

率

①1～9% 3 8 17 16 1 45

②10～19 10 16 18 23 1 68

③20～29 13 20 5 18 1 57

④30～49 36 33 3 16
一 88

⑤50～59 36 13 2 12
一 63

⑥60～69 17 3 1 4 一 25

⑦70～79 12 3 2 4 一 21

⑧80～89 27 2 一 2 一 31

⑨90～99 17
一 一 2 2 21

⑩100% 780 1
一 10 1 792

合 計 ㈲

(1社 平均%)

87,126%

(91.6%)

〈91.5>

a136

(31.7)

〈33>

800

(16.7)

<0.8>

3,817

(35,7)

〈4.0>

331

(55.2)

〈0.4>

95,210%

(78.6%)

<100>

〈註 〉 事業所数の計が多いのは, 出荷(納 品)先 が1～6の2以 上 に該当 してい るためである。
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(12)生 産 管理 の方 法(工 場 内)

(図1-22)

項 目

事 業
所 数

地区及び業種
.

該 当 指 数

1

伝 票の み

2

管 理 表

(グ ラ フ

など含め)

3

特 殊 な
カ ー ド

(チケット

など含め)

4

コ ン ピ ュ

ー タ 処 理

5

そ の 他

合 計

全

国
縫製関係 3,201

2,145

(67.0)

829

(25.9)

112

(3.5)

61

(1.9)

54

(1.7)

3,201

(100)

大

阪

地

輸 出①
縫製品 10

7

(70.0)

3

(30.0)
一 一 一 10

(100)

②誘 45
29

(64.5)

9

(20.0)

4

(8.9)

2

(4.4)

1

(2.2)

45

(100)

婦人 ・③
子供服

20
9

(45.0)

10

(50.0)
一 一 1

(5.0)

20

(100)

④紳士服 30
12

(40.0)

8

(26.6)

5

(16.7)

5

(16.7)
一 30

(100)

⑤被 服 41
27

(66.0)

11

(26.8)

1

(2.4)

1

(2.4)

1

(2.4)

41

(100)

⑥羅埋墓 380
354

(93.2)

22

(5.8)

3

(0.8)

1

(0.2)
一 380

(100)

1

区i
,」、 計

1

526
438

(83.3)

63

(12.0)

13

(25)

9

(1.7)

3

(0.5)
526

(100)

⑦その他 425
335

(78.9)

74

(17.4)

6

(L4)

3

(0.7)

7

(1.6)

425

(100)

合 計 951
773

(81.3)

137

(14.4)

19

(2.0)

12

(1.3)

10

(1.0)

951

(100)
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(13)工 場 経 営 重 要 問題 比 率

(図1-23)

項 目

事 業
所 数

地区及び業種

該 当 指 数

①

資 金 の 借 入

②

従 業 員 の採 用,

定 着,高 令 化

③

管理者技能者等
の 確 保 と

質 の 向 上

④

生産のパラつき
をなぐす生産量
の 安 定 確 保

⑤

設備の近代化や

合 理 化

⑥

生 産の 管 理や
品質管理などの
水 準 向 上

⑦

加 工 料 の
引 上 げ や
取引条件の改善

⑧

商 品の 企 画

開 発力 の 強化

⑨

下 請 工 場 の

確 保

⑩

的 確 な 情 報

の 確 保

計

全

国
縫 製 関 係 3,201

145

(4、5)

972

(3α4)

385

(12.0)

449

(14.0、

187

(5.9)

261

(8.2)

541

(16.9)

メ

126

(3.9)

106

(33)

29

(0.9)

3,201

(100)

大

阪

地

①輸 出縫 製 品 10
1

(10.0)

2

(20.0)

1

(10.0)

2

(20.0)
一 一 4

(40.0)
一 一 一 10

(100)

②布 吊 製 品 45
1

(2.2)

14

(31.1)

7

(15.6)

4

(89)

3

(6.7)

5

(11.1)

2

(4.4)

4

(8.9)

4

(8.9)

11

(2.2)

45

(100)

③婦人 ・子 供 服 20 一 10

(50.0)

3

(15.0)

3

(15.0)
一

2

(10.0)

1

(5.0)

1

(5.0)
一 一 20

(100)

④紳 士 服 30 『 6

(20.0)

5

(16.7)

7

(23.3)

1

(3.3)

4

(13.3)

3

(10,0)

2

(6.7)

2

(6.7)
一 30

(100)

⑤被 服 41
1

(2.4)

4

(9.8)

5

(12.2)

9

(22.0)

1

(2.4)

3

(7.3)

5

(12.2)

3

(7.3)

9

(22.0)

1

(2.4)

41

(100)

⑥既 製服 縫 製 380
53

(13.9)

69

(18.2)

22

(5.8)

30

(7.9)

75

(19。7)

23

(6.1)

73

(19.2)

14

(3.7)

16

(4.2)

5

(13)

380

(100)

区i小 計

1

526
56

(10.6)

105

(20.0)

43

(8、2)

55

(10.5)

80

(15.2)

37

(7.0)

88

(16.7)

24

(4.6)'

31

(5.9)

7

(13)

526

(100)

⑦そ の 他 425
19

(4.5)

110

(25.9)

29

(6.8)

91

(21.4)

21

(5,0)

25

(5.9)

105

(24.7)

12

(2.8)

9

(2.1)

4

(0.9)

425

(100)

合 計 951
75

(7.9)

215

(22.6)

72

(7.6)

146

(15、4)

101

(10.6)

62

(6.5)

193

(20.3)

36

(3.8)

40

(4.2)

11

(1.1)

951

(100)
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8-1-4愛 媛 地 区

調 査 結 果 の 概 要

(1)調 査 対 象 事 業 所 と経 営 組 織

調 査 対 象 事 業 所311(愛 媛 地 区)に よP調 査 し た 結 果,回 収303

(回 収 率97.4%),集 計 サ ン プ ル 数300(96.4%)に よ り 分 析 し た 。

(図2-2)

事 業 所 数300の う ち,個 人157(52.3%),法 人141(47%)

で あP,個 人 比 率 が 全 国 比 率 よD約17%高 く な っ て い る 。(図2-3)

② 工 場 規 模 と 従 業 員 数

工 場 規 模 に お い て は,全 国 平 均100～300坪 が22.6%,10～30

坪 が2'0.6%,10坪 未 満 が9.2%と な っ て い る。

愛 媛 地 区 に お い て は,100～300坪 が27.6%,30～50坪 が23.7

%,10坪 未 満 は 僅 か1.7%で あ る 。

以 上 の,こ と か ら,愛 媛 地 区 で は 規 模 的 に は 中 型 以 上 の 事 業 所 が 多 い こ と

が う か が え る 。(図2-4)

従 業 員 数 に お い て は,全 国 縫 製 関 係 約15万 人 の う ち,① 常 傭 従 業 者 約

13万 人(89.1%),② 臨 時 叉 は パ ー ト従 業 者1.2万 人(8.0%),③

個 人 事 業 主,家 族 従 業 者 約4千 人(2.9%)で あ る 。

愛 媛 地 区 に お い て は,従 業 者 約12,000人 で あ る が,全 国 比 と ほ ぼ 同

じ 比 率(①89.3%,②7.5%,③3.2%)と な っ て い る 。

唯,男 女 比 に お い て 全 国 比 男 子18.4%,女 子81.6%に 対 し,愛 媛

地 区 男 子12.9%,女 子87.1%と 僅 か に 男 子 が 少 な く,女 子 従 業 者 の

多 い 縫 製 工 場 の 特 色 が 見 ら れ る 。

〔3)生 産 品 種

全 国 平 均 で は,紳 士 外 衣 類(39.8%),婦 人 外 衣 類(24.5%)の 順

で あ る が,愛 媛 地 区 で は,婦 人 外 衣 類(31.3%),紳 士 外 衣 類(20.0

%)の 順 と な っ て お り,更 に 婦 人 中 衣 類(11.3%),そ の 他 寝 衣 類(9.3

%),下 着 類(8.7%)と つ づ き,こ れ ら は 全 国 比 の 約2倍 の 比 率 で あ る
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(図2-6)

(4)設 備 保 有 状 況

リン キ ング マ シン と編機 を除 き,そ れ らの設 備 台 数 を合 計 して,そ の構

成 比 を見 る と,裁 断 機 は 全 匡1比7%,愛 媛4.6%,基 本 ミシ ン(1本 針 直

線 本縫,オ ー バ ー ロ ック等)は,全 国 比 約61%,愛 媛 約71%を 示 して

k・D,自 動 化 ミシ ンは 全 国 比O.8%,愛 媛O.4%,プ レス 機全 国 比7.2%,

愛 媛3.6%で あ る。

以 上 の こ とか ら愛 媛 地 区 では,裁 断 され た生 地 を 中型工 場 で賃 加 工形 態

に より縫 製 をす る事 業 所 が 多 い と推測 さ れ る。

なお,愛 媛 地 区 では 輸 出縫 製 業 と して,そ の団 体 区 分 で輸 出向 け生 産 数

量比 をみ る と,昭 和46年 約88%,47年 約76%と 減 少傾 向 とな り,

昭 和50年 に は約39%と 低 減 してい る。

この た め,内 需志 向 をは か り,縫 製 事 業 所 と して の基 盤 の 安定 化 が,設

備 の老 朽性 の改 善 と と もに急 務 と してい る と思 わ れ る。(参 考 資料:設 備 台

数 比較 表 ご参 照)

(5)生 産形 態

全 国 的 に は,① 原 料 もち製 品生 産 の指 数 約27.1%,② 賃 加工 製 品生産

71.3%,③ 賃 加工 パ ー ツ生産1.6%で あ る。

愛 媛 地 区 で は,輸 出縫 製 業 の原 料 もち製 品 生産 が4.8%と 低 く,賃 加 工

製 品 生 産 は93.1%と 極 度 に 高率 で あ る。

内 需 縫 製業 の 原料 も ち製 品生 産 は55,8%,賃 加 工 製 品生 産44,2%と

な っ て お り,い ずれ も極 端 に そ の特性 が 見 られ る。 愛 媛 地 区 の平 均 に おい

て も全 国 比 でみ る と① ・③ は10%低 く,② 賃加 工 製 品生 産 が10%高 く

な っ て い るo(図2-16)

(6)ニ ッ ト製 品 生 産比 率 と輸 出向 け製 品 生 産 比 率

① ニ ッ ト製 品 生 産 比率 では,全 国 平 均23.89%,愛 媛 地 区46.89・ と

ほぼ 倍 率 で あ り,婦 人 お よび紳 士 の外 衣,婦 人 ・子 供 の 中衣等 の産 地 で

あ る。
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② 輸 出 向 け 製 品 生 産 比 率 で は,全 国 平 均2.66%,愛 媛 地 区 約12 .98

%と 約5倍 を 示 し てk・9,(4)で 述 べkLMD輸 出 縫 製 業 が,な お 依 然 と し

て 生 産 出 荷 に 比 重 の 高 い こ と を う か が わ せ て い る 。(図2-17)

(7)製 品 出 荷 額,受 取 加 工 料

① 製 品 出 荷 額 に お い て は,5千 万 円 以 下 全 国 平 均19.5%,愛 媛24.1

%,1～5億 円 全 国 約42.%,愛 媛 約46%,5億 円 以 上 全 国23 .2%,

愛 媛12.8%と な っ て い る 。 こ の こ と か ら 中 堅 以 上 の 原 料 も ち 製 品 生 産

事 業 所 の 少 く な い こ と を 示 し て い る 。

② 受 取 加 工 料 に お い て は,5千 万 円 以 下 全 国60,5%,愛 媛63.4%,

5～10千 万 円 全 国16.89・',愛 媛19.2%,1～5億 全 国20% ,愛

媛16.6%,5億 円 以 上 全 国2,7%,愛 媛0.8%と な っ て い る 。

こ れ ら に よ り 賃 加 工 製 品 生 産 の 中 型 事 業 所 の 多 い 特 性 と な っ て い る 。

(図2-18) .

(8)主 要 支 出

① 原 材 料 費vak・ い て は,全 国1社 平 均1.2億 円,愛 媛 地 区0.9億 円 で あ

るo

② 外 注 支 払 工 料 に お い て は,全 国1社 平 均4千 万 円,愛 媛2千 万 円 で あ

るo

③ 人 件 費 に お い て は,全 国1社 平 均5千 万 円,愛 媛2.9千 万 円 で あ る 。

(図2-19)

(9)出 荷(納 品)先

愛 媛 地 区 よ9出 荷(納 品)先 と し て は,大 阪 府 内 へ 約47%,そ の 他 国

内 地 域 約18%,同 県 内 約14%の 順 で あ る 。(図2-20)

⑭ 生 産 管 理 の 方 法

伝 票 の み に つ い て は,全 国 平 均67%,愛 媛75.7%,管 理 表 全 国25 .9

%,愛 媛17.0%,特 殊 な カ ー ド全 国3.5%,愛 媛4 .7%,コ ン ピ ュ ー タ

処 理 全 国1.9%,愛 媛0.3%,と な っ て お り,伝 票 の み と,特 殊 な カ ー ド

に 高 く,コ ン ピ ュ ー タ 処 理 で 低 く な っ て い る 。(図2-21)
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(11)工 場 経営 問題

全 国平 均 で は,従 業 員 の採 用 ・定 着 ・高令 化30.4%,次 い で加 工 料 の

値 上 げ,取 引 条件 の改 善 が16.9%の 順 で あg,愛 媛 地 区 も同 じ順(32.3

%,27.7%)を 示 してい る。

唯,愛 媛 地区 の 内需 縫製 業 関係 で は,そ れ が逆 に なっ て お り,こ れ は主

に取 引 条件 の改 善 を重 要点 と してい る と思 われ る。(図2-22)

(12)以 上,愛 媛 地 区 産 地 の特 性 につ い ては,項 目別 集 計 に も とつい て,そ の

主 要 点 につ い ての指 摘 と説 明 の記 述 に とX'め,以 下 これ を補 充 す る資 料 を

添付 した の で ご参 照戴 きた い。
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本題 に入 る前 に大阪 地区 の 冒頭 に述 べ た 全 国縫製 品生 産 事業 所 概 況 を ご参

照 下 さい。

同 じ く工 業 統 計表 に よ り愛 媛 地 区 を概 観 す る と次 の とお りに な る。

(図2-1)産 業 分類21〈 愛 媛 県 〉

句

従業者規模 従 業 者 規 模 別

19人 以 下 20人 以 上 合 計
計 計

項 目 3人 以下 4～9人 1〔}～]9人 20～29人 3〔)一)299人 蹴
事業所 事業所 事業所 事業所
75 154 149 378 36 92 1 129 507

A 事 業 所 数 (14.8) (30.4) (29.4) (7ユ) (18ユ) (0,2) (100)
〈74.6> <25.4> 〈100>

人 人 人 人
B 従 業 者 数 163 1,001 2,266 3,430 7,351 10,781

(1.5) (9.3) (2LO) (68.2) (100)
<3L8> 〈68.2> <100>

百万円 百万円 百万円 百万円

C
製 造 品

出 荷 額 額
300

(12)

2,335

(9.2)

2982

(11.7)

5,617 19,781

(77.9)

25,398

(100)
<22.1> <77.9> 〈100>

B/A1事 業所当 り 人 人 人 人

平 均 従 業 者 数
2.2 6.5 15.2 9.1 57D 21.3

q/遙1事 業所当 り 百万円 百万円 百万円 百万円

平 均 出 荷 額
4. 15.2 20.0 i4.9 1533 50.1

C/B従 業者1人 当り 百万円 百万円 百万円 百万円

平 均 出 荷 額
1.8 2.3 1.3 L6 27 2.4
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① 生 産 事業 所 数 約500に お いて,従 業 員19人 以 下 の 事業 所 数 は約

75%,こ れ は全 国平 均 よ り12%下 廻 ってお り,産 地特 性 と して の基

盤 が安 定 して い る。

② 従 業者 数約11,000にk・ い て,19人 以 下 の 事 業所 は約32%,こ れ

も全 国 平均 よ り7%低 く,ま た製 造 品 出荷額 等 に お い て も約22%,こ

れ も全 国平 均 よ り11%低 率 で あ る。

③1事 業 所 当 りの平 均 従業 者 数 は,全 国平 均 よ り(19人 以 下 で は)高

い が,反 面1事 業 所 当 りの平 均 出荷 額 及 び従 業者1人 当 りの平 均 出荷 額

は,全 国平 均 を大 き く下廻 って い る。 これ は愛 媛 地 区 が賃 加 工生 産 の形

態 を と って い る事 業 所 が多 い こ とか ら と思 わ れ る。

〈愛 媛 地 区 〉 本 調 査 結果 につ いて(縫 製 品 生 産 事業 所 の み)

(1}調 査 対 象 事業 所 とデ ータ サ ン プル数

(図2-2)

業 種 項 目 調査対象事業所数

`

調査票回収状況 デ ー タサ ン プ ル 数

愛

媛

地

区

①輸 出縫製業
74

(100)
73

(98.6)

73
(98.6)

②内需縫 製業
56

(100)

56

(100)

53
(94.6)

小 計
130

(100)

129

(99.2)

126
(96.9)

③そ の 他
181

(100)

174

(96.1)

174

(96。1)

小 計
181

(100)

174
(96.1)

174

(96.1)

合 計
311

(100)

303
(97.4)

300
(96.4)

〈 註 〉 ① ・② は愛 媛地 区 の業 種 団体 で,③ そ の他 は,工 業 統 計 表 の

リス トに よ る事 業 所 。
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② 経営 組織別 事業所数

(図2-3)

内 容

業 種

経 営1組 織

個 人 法 人 組 合 そ の 他
合 計

愛

媛

地

区

①輸 出縫製業
30

(41.1)
42

(57.5)
1

(1.4)
0

(0)
73

(100)

②内 需縫製業
23

(434)
30

(56.6)

0 0 53

(100)

小 計
53

(42.1)
72

(57.1)

1

(0.8)

0 126

(100)

③そ の 他
104

(59B)

69

(39.6)

1

(0.6)

0 174

(100)

小 計
104 69 1 0 174

合 計
157

(52.3)

141

(47.0)
2

(0.7)

0

(0)
300
(100)

全
国

縫 製 関 係
1,133

(35.4)
2ρ20

(63.1)

42

(1.3)

6

(0.2)
3,201
(100)
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(3)生 産 事.業所(工 場)規 模 別 事 業 所 数

(図2-4)

項 目

業 種

生 産 工 場 規 模 別

1

3坪 未満

2

未満
3～10坪

3

10～30坪

4

30～50坪

5

50～100坪

6

坪 未 満

10(ン>300

7

300坪 以上

合 計

愛

媛

地

区

①輸 出縫製業
一 一 6

(8.2)
10
(13.7)

11

(15.1)

31

(42.5)

15

(20.5)

73

(100)

`
② 内需 縫製 業

一 1

(1.9)

10

(18.9)

10

(189)

11

(20.8)
13

(245)

8

(15.0)

53

(100)

小 計
一 1

(0,8)

16

(12.7)

20

(15.9)

22

(17.5)

44

(34.9)

23

(18.2)

126

(100)

③そ の 他 一 4

(2.3)

34

(19.5)

51

(29.3)

39

(22.4)

39

(22.4)

7

(4.1)

174

(100)

小 計 一 4 34 51 39 39 7 174

合 計 一 5

(1.7)

50

(16.7)

71

(23.7)

61

(20.3)

83
(27.6)

30

(10,0)

300

(100)

全 縫 製 関 係
国

54

(1.7)

241

(75)

658

(20.6)

476

(149)

631

(19.7)

725

(22.6)

416

(13.0)
a201
(100)

■

■

(4)生 産事業所(工 場)従 業者数

(図2-5)

内 容

業 種

生 産 部 門 従 業 者 男 ・ 女 別

①+②+③ 合 計① 常 用 従 業 者 ②臨時又はパート従業者 ⑤個人η楼主家族従業者 合 計
小 計

男 子 女 子男 子 女 子
小 計

男 子 女 子
小 計

男 子 女 子

愛

媛

・

地

区

①輸出縫製業
656人

<10.4>

3,457

<49.4>

4.U3
(go.4)

6

<1、2>

350

<80>

356
(7.8)

42

<1.4>

38

<13>

80
(1.8)

4,549
(100)

704

(15、5)

3,845

(84、5)

、1,549

(100)

◎内需縫製業
267

<6.0>

1,524

<30、0>

1,791
(86.6)

7
<1.8>

206

<6.2>

213(
10.3)

26

<1.1>

38

<1.5>

64

(3、1)

2ρ68
(100)

300
(14.5)

L768
(85.5)

2068
(100)

小 計
923 4,981 5,904

(89.2)
13 556 569(

8.6)
68 76 144

(2.2)
6,617

(100)
1ρ04

(15.2)'

5,613
(84.8)

6,617
(100)

◎そ の 他
453

<3.6>

4,464

<25.8>

4,917
(89.4)

る

5

<1.0>

331

<4.8>

336

(6、1)

102

<1.2>

145

<L6>

247
(4.5)

5,500
(100)

560
(10.2)

4,940
(89.8)

5,500
(100)

小 計
453 4.4.64 4,917

(89.4)
5 331 336

(6.1)
102 145 247

(4.5)
5,500

(100)
560

(10.2)
4.9・`0

(89.8)

5,500
(100)

合 計
1,376 9,445 10,821

(89.[i)
18 887 905』(

7.5)

170 22` 391
(3.2)

12,117
(100)

L564
(12.9)

10,553
(87.1)

12、口7

(1〔}o)

全
国

樋 製 関 係 24,479 105,853 130,332

(89」)

498 11」92 1L690

(8、0)

1,970 2,274 4,244
(2.9)

146,266
(}oo)

26,947

(ls.D
、

119,319
(8L6)

1.`6266

.(100)

、

φ

<註)1,()内 は構成比

2.〈 〉内は1事 業所当りの平均従業者数
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⑤ 生産品種(比 重の高いもの)事 業所数.

(図2-6)

●

内 容

業 種

生 産 事 業 所 数

1

紳 士 服
外 衣 類

2

婦 人
外 衣 類

3

子 供
外 衣 類

4

紳 士
中 衣 類

5

婦 人
中 衣 類

6

子 供
中 衣 類

7

下 着 類

8

乳 幼 児
服 類

9

そ の 他
(寝衣類他)

合 計

愛

媛

地

区

①輸出縫製
10
(13.7)

35
(48.o)

4
(5.5)

6
(8.2)

12
(16.4)

2
(2.7)

2
(2.7)

1
(1.4)

1
(1.4)

73
(100)

②内需縫製
16
(30.2)

15
(28.3)

3
(5,7)

6
(11.4)

4
(7.5)

1
(1.9)

4
(7.5)

一 4
(7.5)

53
(100)

小 計
26
(20.6)

50
(39.7)

7
(5.6)

12
(9.5)

16
(12,7)

3
(2.4)

6

(4.8)
、

1
(o.8)

5
(39)

126
(100)

③そ の 他
34
(19.5)

44
(25,3)

13
(7.5)

6
(35)

18
(10.3)

ll
(63)

20
(1L5)

5
(2.9)

23
(13.2)

174
(100)

小 計
34
(19.5)

44
(25,3)

13.
(7.5)

6
(3.5)

18
(10.3)

11
(6,3)

20
(11.5)

5
(2.9)

23
(13,2)

174
(100)

合 計
60
(20.0)

94
(31.3)

20
(6.7)

18
(6.o)

34
(11.3)

14
(4.7)

26
(8.7)

6
(2.o)

28
(9.3)

300
(100)

(註)①

②

品種別に よる品名につい ては,お おむねの下記の とおりです。

1～3外 衣 類:背 広(上 下又 は三揃い),コ ー ㌧ ジ ャンパー,礼 服,替 上衣 替ズボ ン,制 服,作 業

服,ワ ンピー ス,ス カー ト,ス ラックス(パ ンタ ロン),セ ー ター等

4～6中 衣 類 ワイ シャツ,ス ポー ツシ ャツ,Tシ ャツ,ブ ラウス,ベ ス ト等

7下 着 類 アンダー シャツ,パ ンツ,ス リップ,ブ ラジャー,ガ ー ドル等肌着 類等

8乳 幼 児 服 類 外衣 レギンス,肌 着,オ シメカパー,そ の他のベ ビー用品等

9そ の他(寝 衣類他)パ ジャマ,ネ グ リジェな ど寝衣規 ハ ンカ チー フ,靴 下,帽 子 など身 の回 り品等

本表につい ての全国縫製 関係については,調 査結果概要を ご参照下さい。

(6)'生 産設備設 置状 況

① 裁 断 機

(図2-7)

《

設備名

年数

業 種

裁 断 機 設 置 台 数 ④ 十 ◎

新規 購 入

希望 台 数

④裁断機(た て刃 丸刃,電 動式)
新規 購 入

希望 台 数

◎特殊裁断機(打抜き パソドナイフ式等) 新規 購 入

希望 台 数

経過 年 数

5年 未 満

経過 年 数

5年 以 上

合 計

経 過年 数
5年 未 満

経過年 数
5年 以上 計

経過 年 数
5年 未 満

経過 年 数
5年 以 上 計

愛

媛

,

地

区

①輸出縫製
18

(10.3)

<2、0>

156
(89.7)
<3.0>

174
(loo)

4

<1.3>

5

(14、7)

<1.7>

29
(85.3)
<1.5>

34
(100)

〈一 〉

23
(11.1)

185

(88、9)

208
(100)

4

②内需縫製
83
(62.9)
<2.2>

49

(37、1)

<1.5>

132
(100)

10

<1.7>

14
(82.4)
<L4>

3
(17.6)
<1.0>

17
(100)

4

<1.3>

97
(65.1)

52
(34.9)

149

(ゴoo)

14

小 計
101
(33.o)

205
(67.0)

306
(100)

14 19
(37.3)

32
(62.7)

51
(100)

4 120
(33.6)

237
(664)

357
(100)

18

③そ の 他
184(

70.0)
<2.0>

79

(30、0)

<1.6>

263
(100)

13

<1.2>

42
(70.0)
<1.2>

18

(30、0)

<1.2>

60
(100)

6

<1.2>

226
(70.0)

97
(30.o)

323
(100)

19

小 計
184
(70.0)

79
(30.0)

263
(100)

13 42
(70.0)

18
(30.0)

60
(loo)

6 226
(70.0)

97
(30.o)

323
(100)

19

合 計
285
(50.1)

284
(49.9)

569
(100)

27 61
(55.0)

50
(45.o)

111
(100)

10 346
(50.9)

334

(49、1)

680
(100)

37

〈註〉()内 は各構成比

〈 〉内は,1事 業所当りの平均設置(又 は新規購入希望)台 数
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②1本 針直 線 本 縫 ミシ ン

(図2-8)

4

設 備 名

過年

数

業 種

1本 針 直 線 本 縫 ミ シ ン ① 十 ② 十 ③

新 規 購 入

希 望 台 数

① 自動糸切り装置っき
新 規 購 入

希 望 台 数
`

針 送 り,差 動 送 りな ど②

特 殊 送 り機構 の あ る もの
新規 購 入

希 望 台 数

③ 同左 ① ・②以 外の もの
新 規 購 入

希 望 台 数

経 過 年 数

5年 未 満

経 過 年 数

5年 以 上

合 計

経過 年 数
5年 未 満

経 過 年 数
5年 以 上 小 計

経 過 年 数
5年 未 満

経 過 年 数
5年 以 上 小 計 経 過 年 数

5年 未 満
経 過 年 数
5年 以 上 小 計

愛

媛

地

区

①輸出縫製
231

(12,7)

〈15.4>

1,586

(87.3)
<26.0>

1,817

(100う

69

<11.5>

54

(12.2)
<10.8>

387
(87.8)

<11.7>

441

(100)
8

〈8.0>

35

(18.4)

〈17.5>

155

(81.6)

〈2.2>

190
(100)

一
320
(13.1)

2,128
(86.9)

2,448

(100)
77

②内需縫製
399

(64.8)
<16.0>

217

(35.2)
〈24.0>

616

(100) 、.

103

〈8.6>

91

(54.8)
<6.5>

75

(45.2)

<9、4>

166

(100)
2

<2.0>

520

(59.0)

<18、6>

361

(41.0)

〈12.9>

881
(100)

10

〈10.0>

1,010
(60.7)

653
(39.3)

1,663
(100)

115

小 計
630
(25.9)

1,803
(74.1)

2,433

(100)
1・72 145

(23.9)
462
(76.1)

607

(100)
10 555

(51.8)
516

(48.2)
1,071
(100)

10 1,330
(32.4)

2,781
(67.6)

4,111
(100)

192

③そ の 他
694

(8.1)

〈7.6>

163

(19.0)
<11.6>

857
(100)

126

<7.4>

235

(61.8)

〈4.2>

145
(38.2)
<8.0>

380
(100)

26

〈6.5>

922

(50、4)

<10.4>

908

(49.6)

〈11.5>

1,830
(100)

21

〈5.3>

1,851
(60.4)

1,216
(39.6)

3,067
(100)

173

小 計

合 計
1,324
(40.2)

1,966
(59.8)

3,290
(100)

298 380
(38.5)

607
(61.5)

987
(100)

36 1,477
(50.9)

1,424
(49.1)

2,901
(100)

31 3,181
(44.3)

3,997
(55.7)

7,178

(100)
365

`
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`

`

③ 復列 縫 千 鳥縫 及 び刺 しゅう縫,

(図2-9)

ボ タ ン付 各 ミシ ン

設備名

数業 種

復 列 縫 千 鳥 縫 及 び刺 しゅ う 縫 ボ タ ン 付

④ 後列縫 ミシン 新規購入

希望台数

千鳥縫 ミシン及び⑤
刺 しゅう縫 ミシン小 新規購入

希望台数

⑥ ボタ ン付 ミシン 新規購入

希望台数5年 未満 5年 以上

小 計
5年 未満 5年 以上

計

5年 未満 5年 以上

小 計

愛

媛

地

区

①餓
57

(134)
<4.4>

369
(86.6)
<5.9>

426
(100)

13 1
(33.3)
<1.0>

2

(66、7)
<2.0>

3
(100) 一

16
(129)
<2.0>

108
(87.1)
<1.9>

124
(100) 一

②2藷
149
(71.0)
<7.5>

61
(29.0)
<3.8>

210
(100)

12 10
(52,6)
<2.5>

9
(47.4)
<1.8>

19
(100) 一

36
(47.4)
<1.7>

40
(52.6)
<1.7>

76
(100)

1

小 計
206
(32.4)

430
(67.6)

636
(100)

25 11
(50.0)

11
(50.0)

22
(100)

0 52
(26.0)

148

(74、0)

200
(100)

1

⑤その他

340
(71.0)
<4.3>

139
(29.0)
<3.9>

479
(100)

9 59
(73.8)
<L8>

21
(26.2)
<1.6>

80
(100)

1 88
(633)
<1.4>

51
(36.7)
<13>

139
(100)

2

小 計
340
(71.0)

139
(29.0)

479
(100)

9 59
(73.8)

21
(26,2)

80
(100)

1 88
(63,3)

51
(36.7)

139
(100)

2

A

合 計
546
(49,0)

569
(51.0)

1,ll5
(100)

34 70
(68.6)

32
(314)

102
(100)

1 140
(4L3)

199
(58.?)

339
(100)

3

.

④ ボ タ ン穴 か が り及 び か ん ぬ き止 め,飾 り縫,

(図2-10)

す くい 縫 各 ミ シ ン

設備名 ポタソ穴かがり及びかんぬき止め 飾 り 絶 す ぐ い 縫

経 過

年
ボタン穴かが り及び⑦
かんぬき止め ミシ ン 新規購入 ⑤ 飾り縫 ミシ ン 新規購入 ⑨ す ぐい縫 ミシン 新規購入

数 小 計 小 計 小 計
業 種 5年 未満 5年 以上 希望台数 5年 未満 5年 以上 希望台数 5年 未満 5年 以上 希望台数

14 118 132 3 21 24 11 14 384 398 3

①麟 (10.6) (89.4) (100) 一 (125) (87.5) (100) (3.5) (96.5) (100)
<1.8> <23> <1.5> <7.0> <2,0> <7.7>

愛
80 43 123 9 1 10 11 61 25 86 1

②㌶ (65.0) (35.0) (100) (go) (91.0) (100) 『 (70.9) (29.1) (100)
<24> <2、2> <LO> <5.0> <28>、 <1.7>

媛
94 161 255 9 4 31 35 ll

、
Y75 409 484 4

小 計 (36.9) (63.1) (100) (11.4) (88,6) (100) `15.5)・ (84.5) (100)
、

地
217 83 300 8 19 7 26 3

、

121 46 167 1

③その他 (72、3) (27.7) (100) (73.D (26.9) (100) (72)5) (27.5)` (100)

区

<2.1> <1.7> <1.7> <1.4> <L9> <L4>

小 計

、
L

s

三

. 、

311 244 555 17 23 38 61 14 196 455 651 5

合 計 (56、0) (44.0) (100) (37.7) (62.3) (100) (30.1) (6'9.9う

＼
『

(100)

一193一

、

、



⑤ へ り/縫(オ ー バ ー ロ ッ ク),安 全 縫,

(図2-11)

自動 化各 ミシン

備名

過年

数
業 種

自動制御付で,作 業者一人で同

へ り 縫 安 全 縫 自動化 麟 犀橿鴛 釈 毘 駕」習
ゆう用を除 ぐ)

⑩ へり縫 ミシン(オ ーバーロック) 新規購入

希望台数

⑪ 安全縫 ミシ ン 新規購入

希望台数

⑫ 自動化 ミシン 新規購入

希望台数
5年 未満 5年 以上

小 計
5年 未満 5年 以上

小 計
5年 未満 5年 以上

小 計

愛

媛

地

区

①鍵 鎧
185

(21.3)
<123>

682
(78.7)
<10,5>

867
(100)

26

<6.5>

57

(10、6)
<6.3>

483
(89,4)
<9.3>

540
(100)

2 10
(37.0)
<10.0>

17

(63、0)

<34>

27
(100)

3

②誘
343

(67、5)
<10.4>

165
(32.5)
<5.7>

508
(100)

23

<7,7>

77
(73.3)
<6.0>

28
(26.7)
<4.0>

105
(100)

4 17

(89、5)
〈2.4>

2
(10.5)
<2.0>

19
(100)

3

小 計
528(
38.4)

847
(61.6)

L375(
100)

49 134
(20.8)

511
(79.2)

645
(100)

6 27
(58.7)

19
(41.3)

46
(100)

6

③その他

669
(66.0)
<5.4>

344
(34,0)
<5.2>

1,Ol3
(100)

30

<28>

160

(79.6)

〈3.9、〉

41
(20.4)
<3.4>

201
(100)

2 9
(90.0)
<1.5>

1
(10.0)
<1.0>

10
(100)

1

小 計

'

合 計
1,197

(、50.1)

1,191
(49.9)

2388
(100)

79 294
(34.8)

552
(65.2)

846
(100)

8 36
(64.3)

20(
35.7)

56
(100)

7

払

⑥ その他工業 用,

(図2-12)

その他 の特殊 用途 向 け各 ミシ ン

設備名

過年

業 種

そ の 他 の 工 業 用 そ の 他 の 特 殊 用 途 向 け

⑬(‡兜 宕㌻諸ご)
小 計

新規購入

希望台数

その他の特殊⑭
用途向け ミシン 新規購入

希望台数5年 未満 5年 以上
小 計

5年 未満 5年 以上

愛

媛

地

区

①舗 一
13
(100)
<6.5>

13
(100) 一 一

23
(100)
<5.8>

23
(100)

2

②㌶
4

(67,0)
<1.3>

2
(33.0)
<2.0>

6
(100) 一

33
(84,6)
<3.7>

6
(15,4)
<2.0>

39
(100)

一

小 計
4

(21,0)

15
(79.0)

19
(100) 一

33
(53.2)

29
(46.8)

62
(100)

2

③その他

73

(92.4)
<9、1>

6
(7.6)
<3.0>

79
(100)

1 73
(87.0)
<2.7>

ll
(13.0)
<22>.

84
(100)

1

小 計

合 計
77
(78.6)

21
(21.4)

98
(100)

1 106
(72.6)

40
(27.4)

146
(100)

3

6
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1

＼

⑦ ダ イ ヤ ル 及 び フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン

(図2-13)

σ

設備名

経 過
年 数

業 種

ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ

⑮ ダイヤル リンキングマシ ン 新規購入

希望台数

⑯ フ ラ ッ トリンキ ングマ シ ン 新規購入

希望台数5年 未満 5年 以上

小 計

5年 未満 5年 以上

小 計

愛

媛

地

区

①竃 麹
一 15 15 一 一 13 13

一

②覆 籔
5 一 5 一 一 一 一 一

小 計
5 15 20 一 一 13 13 一

③その他

一
9 9

一 一 一 一 一

小 計

合 計
5
(17.2)

24
(82.8)

29
(100)

一 一 13 13 一

一195一



⑧ 中間プ レス機 仕上 プ レス機 その他 の仕上 機

(い ずれ も電 気 及び スチームの ア イロン含 まず)

(図2-14)

設備名 中 間 プ レ ス 機 仕 上 プ レ ス 機 そ の 他 の 仕 上 機

.

④+⑧ ÷o

経 過
年 数-

④ 中間プレス機 新規購入 ⑪ 仕上プレス機 新規購入 。芝晶熟語 雲泉 新規購入 経過年数 経過年数 合 計
新規購入

小 計 小 計 計 希望台数

業 障 5年 未満 5年 以上 希望台数 5年 未満 5年 以上 希望台数 5年 末潤 5年 以上 希望台数 5年 来滴 5年 以上

6 79 85 3 14 127 141 2 6 75 81 1 26 281 307 6

①2鎧 (7.1) (92、9) (loo) (9.9) (go.D (100) (7、4) (92.6) (100) (8.5) (91.5) (100)
<2、0> <6.1> <2.B> <5.8> <2.0> <6.3>

愛
15 2 17 38 4 42 2 16 2 18 69 8 77 2

②2竃 (882)
<5.0>

(11.8)
<LO>

(100)
一

(90.5)
<3.8>

(9.5)
<1.3>

(100) (88.9)
<2.7>

(114)
<LO>

1

(100)
一 (89.6)

1

(10.4) (100}

媛
21 81 102 3 52 131 183 4 22

・

77 99 1 95 289 384 8

小 計 (20.6) (79.4) (100) (28.4) (71、6) (100)
.

(22、2) (77.8) (100) (24.7) (75.3) (100)

地
68 5 73 6 38 13 51 1 15 12 27 1 121 30 151 8

④その他 (93.2) (6.8) (100) (74、5) (25.5) (100) (55、6) (44.4) (100) (80.1) (19、9) (100)

<3.0> <1.3> <2.5> <4.3> <1.2> <13>

区

小 計 7

P

9

8.9 86 175 9 90 144 234 5 37 89 126 2 216 319
・535

16

合 計 (50.9) (49、D (100) (38、5) (61.5) (100) (29.4) (70.6) (100) (40.4) (59、6) (100)
「

■

⑨ 編

(図2-15)

機

F

設備名

過年数

業 種

横 縞 機 先 編 機 経 編 機 ①+⑪+⑩
新規購入

希望台数
① 横 縞 甑 新規購入

希望台数

⑯ 九 日 機 新規購入

希望台数

⑩ 経 編 機
小 計

新規購入

希望台数

経過年数
一

5年 未満

経過年数

5年 以上

合 計

5年 末滴 5年 以上

小 肘
5年 未満 5年 以上

小 計
5年 末演 5年 以上

愛

媛

地

区

①麟 一 一 一 一 一 一 二 一 一 一 　 一 一 一 一 一

②購
12

(85.7〕

<12.0)

2

(14,3)

<1.0>

14

(100)

2 8

(30、8)

<4.0>

18
(69,2)
<9.0>

26
(100)

2

一
1 1

一
20
(48.8)

21
(51.2)

41
(100)

4

小 計
12 2 14 2 8

、
18 26 2

一
1 1

一
20 21 41 4

③その他

6

(20.7)

<6、0>

23

(79.3)
<23.0>

29

(100)
一 一 一 一 　 一 一 一 一

6
(20.7)

23
(79.3)

29

(100)
一

小 計

合 計

18

r41.9)

25

(58、D

43
(100)

2 8

(30、8)

18
(69,2)

26
(100)

2

一
1 1

一
26

(37.1)

44
(62.9)

70

(100)

4

■

■

'
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〈参 考 資 料〉

設 備 台 数 比 較 表

地 区 及 び 項 目

設 備 名

全 国(縫 製 関 係) 愛 媛 地 区(縫 製 関 係)

設 備 台 数 構 成 比

新規購入

希望台数

設 備 台 数 構 成 比
新規購入

希望台数

A

裁
断
機

④ 裁 断 機(た て刃,丸 刃) 9.456(80.7) 490 569(83.7) 27

◎特 殊 裁 断 機(打 抜 き) 2,258(19.3) 170 111(16.3) 10

計 11,714(100) (7.1) 660 680(100) (4.6) 37

①1本 針直線本縫(自 動糸切り) 27,570(33.0) 31381 3,290(45.8) 298

②"(針 送 り特殊送 り) 14,129(16.9) 640 987(13,8) 36

③'(① ・②以 外) 41,776(50,D 1,220 2901(40.4) 31

B

基

本

ミ

シ

ン

1小 計
`

83,475(100) 5,241 7.178(100) 365

⑩へ り 縫(オ ーバー ロ ック) 15,382 536 2,388 78

⑪安 全 縫 ミ シ ン 2,420 145 846 8

計 101,277 (61.1) 5,922 10,412 (70.6) 451

C

中

間

ミ

シ

ン

④復 　lj縫 ミ シ ン 91676(44.0) 331 1,116(733) 34

⑤千 鳥 縫 及 び 刺 し ゅ う 縫 4,390(20.0) 151 102(6.7) 1

⑥飾 り 縫 ミ シ ン L992(9.1) 90 61(4.0) 14

⑬その他 工業用(キルチングマシン含む) 2.235(10,2) 98 98(6.4) 1

⑭そ の 他 特 殊 用 途 向 け 3.682(16.7) 157 146(9、6) 3

計 2L975(100) (13.2) 827 1,523(100) (10.3) 53

D

最

終

ミ

シ

ン

⑨す ぐ い 縫 ミ シ ン 5,524(3L4) 133 651(42,1) 5

⑦ボタン穴かがり及びかんぬき止め 8,998(51,2) 278 555(35.9) 17

⑥ ボ タ ン 付 け ミ シ ン 3ρ69(17,4) 113 339(220) 3

計 17,591(100) (10.6) 524 1.545(100) (10,5) 25

E⑫ 自 動 化 ミ シ ン 計 1,355 (0.8) 249 56 (0.4) 7

F

プ

レ

ス

機

④中 間 プ レ ス 機 4,833(40.6) 154 175(32,7) 9

⑱仕 上 プ レ ス 機 5,159(43.4) 165 234(43,7) 5

Oそ の 他 仕 上 機
.

1、907(16.0) 83 126(23.6) 2

計 11.899(100) (7,2) 402 535(100) (3.6) 16

A～F合 計 165,811 (100) 8,584 14,751 (100) 589

G

リ
ン
キ
ン
グ

◎ ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ マ シ ン 197 6 29 .一

⑯ フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン 165 12 16 一

計 362 18 45 『

H

編

機

①横 編 機 376 9 43 2

⑪丸 編 機 162 25 26 2

⑩経 編 機 40 0 1 0

計 578 34 70 4
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{7}生 産 形 態(指 数 内訳)

(図2-16)

形 態 生 産 形 態 工 程 比 率

原 料 も ち 製 品 生 産 賃 加 工 製 品 生 産 賃 加 工 パ ー ツ 生 産 2・6 3・7 4・8

事 エ 1・5・9

業 程 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合 計 :10 ・11 ・12 合 計

所 小 計 小 計 小 計
業 種 数 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上 編 立 裁 断 縫 製 仕 上

輸 出①
縫 製

73 一

3

(333)

3

(33.3)

3

(33.3)
9

(100)
一

51

(29.1)

67

(38.3)

57

(32.6)

175

(100)
一

1

(25.0)

2

(50.0)

1

(25.0)

4

(100)

188
一

55

(293)

72

(38.3)

61

(32.4)

188

(100)

愛
<4.8> <93.1> <2.1> <100>

内 需②
縫 製

53

3

(33)

30

(330)

31

(34.1)

27

(29.6)
91

(100)
一

23

(31.9)

26

(36.2)

23

(31.9)

72

(100) 一 一 一 一 一
163 3

(1、8)

53

(325)

57

(35.0)

50

(30.7)

163

(100)
〈55.8> <44.2> <100>

媛 う

3 33 34 30 100 74 93 80 247 1 2 1 4 351 3 108 129 111 351

小 計 126 (30) (330) (34.0) (30.0) (100)
一

(30.0) (37.7) (32.3) (100) 一
(25.0) (50.0) (25.0) (100) ピ (0.8) (30.8) (36、8) (31.6) (100)

地

<28.5> <70.4> <1.1> 〈100>

1 9 10 8 28 2・ 104 167 99 372 400 3 113 177 107 400

③その他 174 (36) (32ユ) (35.7) (28.6) (100) (0.5) (28.0) (44.9) (26.6) (100) 一 一 一
7一

一
(o.7) (28.3) (44.3) (26.7) (100)

<7.0> <93.0> <100>

区

小 計

'

合 計 300

4

(3ユ)

42

(328)

44

(34.4)

38

(29.7)'
128

(100)

2

(03)

178

(28.8)

260

(42.0)
179

(28.9)

619

(100)

1

(25.0)

2

(50.0)

1

(25.0)

4

(100)

751 6

(o.8)

221

(29.4)

306

(40.8)

218

(29.0)

75{

(100捕

<17.1> <82.4> <α5> <100> .
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〔8)生 産 比 率

(図2-17)

① ニ ッ ト製 品 生 産 比 率

●

生産比率

業
地 区

生 産 比 率

0% 1～9% 10～29 30～49 50～99% 100%

合 計(り

(平 均%)

愛 媛 県
300

<100>

111

<37.0>

2

<0.7>

22

〈73>

13

<4.3>

55,

<18.3>

97

<32.4>

14041%

(46、8%)

全 国(縫 製関係)
3,201

<100>'

1,929

<60.3>

92

<2,9>

245

<7.6>

167

〈5,2>

327

<10,2>

441

<13.8>.

76,502%

(23.89%)

6̀

② 輸 出向け製品生産比率

生産比率
事 業

所地 区 数

生 産 比.率

0% 1～9%

F

10～29 30～49 50～99% 100%

合 計(%)

(平 均%)

愛 媛 県

.

300

<100>

245

<81,7>

,

4

<1.3>

5

<1.7>

2

<0.7>

19

<6.3>

25

<8.3>

3β94%

(12,98%)

全 国(縫 製関係)
3,201

<100>

3,041

<95.0>
、

27

<0,8>

31

<1.0>

9

<0.3>

52

<1.6>

41

<輻3>

8,530%

(2,66%)・

シ

■

(9)収 入

(図2-18)

(製品出荷高,受 取加工料)

人 頼

出

超 加 ・・。
内 容

収 入 額

1～49百 万円

50～99

100～299 300～499 500～999 1.000百 万円以上 合 計

(1社 平均)1皇召円i1…i・ ・-2gi・ 内 ・ 1。 。～1ggi2。 。 ～ 、99
1

500百 万円以上

全

国

・「

① 製品出荷高
1,003

<100>

196

<19.5>

155

<15.5>

291

<29.0>

128

<12.8>

131

<13.1>

102

<10.1)

420.858百 万 円

〔419、61)百 万 円

② 受取加.L料
2,672

<100>

..

牛 』岡 三㌫
1`1

イ50

<16.8>

333

<12、5>

200
A

l<7.5>

73

<2.7>

248,652

(93.05)
,

計
3,675

<100>

1,812

<49.3>

605

<16.5>

952

<25.9>

306

<8.3>

愛

媛

地

区

① 製品出荷高
5イ

<100>

13

<24.1>

9

<16.7>

20

<37.0>

5

<9.3>

3

<5.5>

イ

<7.3>

15,881
(294.09)

② 受取加:〔村
260

<100>

`Il

l`1
19`64136146

<7.3>|<24.6>`<13.8>|<17.7>II|

1`1

50

<19.2>

34

<13.1>

9

<3.5>

2

<0.8>

15,504
(59.63)

計 314

<100>

17R『

<56.7>

59

<18.8>

68
く2L6)

9

<2、9>

、

〈st♪ ①x・K["EtC"'ttる サつ ノレ故障 醐 励 みtSる ・難 距 のサソブ・レttn3ee・ptmmで あ砿ttfi31・ とあ・のは・痴訊 硫 と受取加工料の両方に証人 して・・るfX・i所があるため

である。

② 合計覧にお・いて収入額を製品出荷研と受取加工料を加算しても正確ではないので,友 記のとS:t)空臼としたo
＼
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㈹ 支 出(原 材料 費,

(図2-19)

外注 支 払工 料,人 件 費 〈工 場 内 〉)

支 出 額

事

内 容 業 所 数

支 出 額

①

百万円
1～9

②

1(ン}19

③

2(ン>29

④

3〔}～49

⑤

5(ト99

⑥

1(Xン～199

⑦

㎜499

⑧

百万円
500以 上

合 計

(1社 平 均)

愛

媛

地

区

③原材料費
94

〈100>

41

<43.7>

13

〈13.8>

5

〈5.3>

9

〈9.6>

8

<8.5>

10

<10.6>

2

〈2.1>

6

〈6.4>

8,806百 万 円

(93.68)百 万 円

外 注④

支払工料

222

〈100>

114

〈51.2>

39

〈17.6>

29

〈13.1>

19

〈8,6>

12

〈5.4>

6

〈2.7>

3

〈L4>

『 4,613

(20.78)

人 件 費

破 工場内)

300

<100>

81

<27.0>

92

〈30.7>

40

〈13.3>

37

<12.3>

38

〈12.7>

8

〈2.7>

3

〈LO>

1

<0.3>

8,914

(29.71)

全

国

③原材料費
1,646

〈100>

628

<38.0>

166

〈10.1>

99

〈6.0>

156

〈9.5>

177

〈10.8>

143

〈8.7>

179

〈10.9>

98

〈6.0>

203,058

(123.36)

外 注④

支払工料

2,393

〈100>

1,085

〈45.3>

429

〈17.9>

236

<9,9>

216

〈9.0>

207

.〈8・7>

124

〈5,2>

67

〈28>

29

〈L2>

9⑨598

(41.62)

悟㌶
3,201

<100>

969

〈303>

598

〈18.7>

372

〈11.6>

421

〈13.2>

459

〈143>

235

<7.3>

119

〈3.7>

28

〈0.9>

161,997

(50.6)

皐
≠

UD出 荷(納 品)先

(図2-20)

べ
出荷(納 品)先

主
出荷 数

(納 品)比 率

愛 媛 地 区 よ り の 出 荷(納 品)先

1県 内

65

〈13.7>

2東 京都 内

59

〈12.5>

3大 阪府 内

190

〈ao.1>

4愛 知県内
________________一 ー 一 一'一 一 ー 一 一 一 一ー ー ー 一 一 ー ー一一 ー ー ー 一 一

21

〈4.4>

そ の 他5

国内地 域

85

<17.9>

6輸 出 向

54

〈11.4>

計
_一 ー ー 一 一

474

〈100>

出

荷

(

納

品

)

比

率

A口

①1～9% 9 7 2 3 3 3 27

②10～19 5 15 8 7 9 5 49

③20～29 5 9 11 5 7 一 37

④30～49 6 17 22 3 14 3 65

⑤50～59 一 3 14 2 6 7 32

⑥60～69 一 1 10
一 3 1 15

⑦70～79 1 一 12
一 7 4 24

⑧80～89 1 3 7 1 2 2 16

⑨90～99 3
一 7

一 2 4 16

⑩100% 35 4 97
一 32 25 193

計 ㈲

(1社 平均%)

4,311%

(66.3%)

〈14.4>

1,755

(29.7)

〈5.9>

14182

(74.6)

〈47.4>

503

(24.0)

〈L7>

5,268

(62.0)

〈17.6>

3,891

(72.6)

〈13.0>

29910

(63.1)

〈100>

〈註 〉 事業所数 の計が 多いのは,出 荷(納 品)先 が1〆6の2以 上に該当 しているためである。
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(12) 生産管理 の方法(工 場内)

(図2-21)

◆

十

.

項 目

事 ・業

所.数

地区及び業

該 当 指 数

1

伝 票 のみ

2.

管 理 表

(グ ラ.フ

など含 め)

3

特 殊 な

カ ー ド

(チケット
など含め)

4

コ ン ピ ュ

ー タ処 理

5

そ の 他

計

全

国

.

縫製関係 3,201
2,145

(67.0)
829

(25⑨)

112

(3.5・)

61

(1.9)

54

(1.7)

3,201

(100)

愛

媛

地

区

輸 出①

縫 製
73

51

(69.9)

17
.(233)

4

(5,5)

一 1

(1.3)

73

(100)

内 需②

縫 製

.

53
44

(83.0)

6

(.113)

1

(1.9)

1

(1.9)

1

(1.9)

53

.(100)

小 計 126
95

(7514)
23

(18.2)
5

(4.0)

1

(018)

2

(1.6)

126

(100)

そ の他③

小 計 ・
174

132
(75.8)

28

(16.1)

・

9

(5.2) .

一 5

(2.9)

174

(100)
一

合 計 300
227

(75.7)

51

(17.0)

14

(.4.7)

1

(0.3)

7.

(2.3)

300

(100)

(13)工 場経営 重要 問題比率

(図2-22)

`

項 目

事業

地区及び難 所数

該 当 指 数 ・

①

資金の 借入

②

従業員の採用,

定着,高 令化

③

管理者技能者
等 の確保 と
質 の 向 上

①

生産のバラつき
をなζす生産
量の安定確保

◎

設備の近代化

や 合 理 化

⑥

生産の管理や
品質管理など
の水準 向 上

⑦

加工料の引上
や取引条件の
改 善

⑨

商工の企画

開発力の強化

⑨

下請工 場の

確 保

6

的 確 な

情報 の確 保

計

.

全

.国

縫製 関 係 3,201

145

(4.5)

972

(30.4)

385

(12.0)

449

(U.0)

187

〈5.9)

261

(8.2)
54〕

(16.9)

126

(3.9)

▲06

(33)

29

(0.9)

3,201

(10ω

愛

媛

地

区

①輸出縫製 73
5

(.6、8)

31

・(42
.5)

5

(6.8)

6

(8.2)

1

(L4)

8

(H、 川

13

(17、8)

2

(2.7)

1

(}.川

1

(L4)

7:き

〔100)

②内需縫製 53

3

(5.7)

11

(20.7)

7

(13.2)

7

(13.2)

3

(5.7)
.

2

(3.8)
13
(24.5)

4

(7.5、

3

(5.7)

一 53

(100)

小 計 126
8

(6、4)

42
(333)

12
(9.5)

13

(10、3)

4

(3.2)

10

(7、9)

26
(20.6)

6

(4.8)

4

(3.2)

1

(o、s)

126

(100)

そ の 他③

小 計
174

14

(8.0)

5S
(31.6)

16

(9.2)

13

(7.5)

5

(2.9)

11

(6、3)

57

(32.8)

2

(L.1)

一
1

ω 、6、

17.1

(100)

合 計 300
22

(7.3)

97

(323)

2B

(93)

26

(8.7)

9

(3.0)

21

(7.0)

83

(27.7)

8

(2.7)

・1

(L.3)

2

(o.7)

300

(100)
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9.今 後 の 課 題

ア パ レル 製 造 業 にお け る基 本 的 な課題 は,そ の主要 機 能 で あ るアパ レ ル生産

機 能 の徹 底 的 な追及 に よる生 産 性 の向 上で あ り,今 後,一 層 の進展 が予 測 され

る ア パ レル需 要 の多様 化,短 サ イク ル化 の動 向 に 柔軟 に対 応 す るた め経 営 面 で

の知 識集 約的 活 動 の強 化 に よ る,生 産,流 通 シ ステ ムの近 代 化 の推 進 で あ ろ う。

まず 第1に,生 産 体制 面で の課 題 と して,今 後 アパ レル の 需要 は 従来 の よ う

な量 的 な拡 大 を期 待 す る こと はむ つ か し く,定 番 的 な製 品 を 中 心 に アパ レル製

品 輸入 の増 大 傾 向 が進 む な か に あ っ て,ア パ レル生産 事 業 所 は,物 的 生 産 性 の

向 上,品 質 の安 定 向上,短 サ イクル 生 産 な ど生 産 体 制 面 で の徹 底 した効 率化 を

追 及 す る とい うシ ビア ーな経 営 姿 勢 が求 め られ る。

また,生 産 体 制 面 で の効 率 化 を 実現 す るた め には,消 費 ニ ー ズ の動 向 に 即応

した,商 品企 画 に もとつ く生 産,販 売 の機 能 バ ランス の も とで の生 産 維 持 が 不

可 欠 の要 件 で あ ろ う。

本 調 査 結果 で明 らか に され て い る通 り,現 状 の生 産事 業 所 の大 部分 は,製 造

卸 売 業 や 流通 業 者 な どか らの 下 請賃 加 工 形 態 が とられ てい る実 情 の 下で,こ れ

ら中小 零 細 の個 別 企 業 に おい て,商 品企 画,生 産,販 売 の諸 機 能 トー タル 化 は

容 易 で は な い と思 われ るが,ベ ー ス とな る生産 機 能 の強 化 を通 じて 消 費動 向 に

対 応 す るた め,発 注先 関連 企 業 との 間 に お い て相 互 の機 能 を対 等 の立 場 で補 完

す る提 携,協 調 関 係 を 進め る こ とが 重要 で あ る。

また,生 産 事 業 所 の規 模 が 小 零 細 で あ る事 業 所 で は,設 備 近 代 化 をは じめ 効

率 的 な生 産 体 制 を築 くこ とは事 実 上 困難 とな る ことが予 想 され る状況 の 下で は,

事 業 の共 同化,協 業 化 な ど グル ー プ化 に よる資本 力充 実,適 正規 模 の実現 を図

る とい う積極 的 な対 策 を検 討 す る こ と も必 要 と され る課題 の1つ で あ ろ う。

次 に,生 産技 術 面 で の課 題 につ いて は,昭 和49年 に中 小 企業 庁 で 「縫 製 品

製造 業 にお け る技 術 開 発 の あ り方 」に関 す る報 告 書 に よる と,多 品種 少量 生産
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体制 へ の移 行 に伴 う,生 産効 率 の低 下 に対 応 す るた め の生 産 シス テ ム と して,

「フ ァ ッシ ョン性 の高 い 製 品 分 野 で は当 然,多 種 少量 生 産 方 式 と な ら ざ るを得

な いが,一 方,あ る一 定 の生産 効率 を維 持 す るた め技 術 面 で は,規 格 化 ・標 準

化 の追 求 が求 め られ る。 この ような,個 性 化,多 様 化 の要 求 と,規 格 化 とい う

矛盾 した 命題 の なか で いか に調 和 を とbな が ら生 産 を進 めて ゆ くかS縫 製 品製

造業 にお け る基 本 的 な技 術 課 題 と思 わ れ る。

従 っ て,具 体的 に は,生 産 のベ ース とな る工 程 段 階 で の モ ジ ュー ル生 産技 術

の適 用 と加工 組立 段 階 で の多様 化 を 図 る とい うシス テ ム技 術 の開 発 に よる解 決

の方 向が 指 向 され よ う。」と述 べ て い る。

この よ うな,ア パ レル生 産 に おけ る シス テ ム化技 術 の開 発 は,近 年 の電 子技

術 の活 用を バ ック に 大 き く進 展 をみ せ て い る。

アパ レル 生 産 シス テ ムは,大 別 して,ア パ レル の各 製造 工 程 別 の 実施 レベ ル

で の シス テ ム と主要 生 産 機 能 に対 応 す る管 理 レベル で の シス テ ム とに区 分 され,

これ らサ ブ シス テ ムが生 産 シス テ ム の 目標 に対 し トー タル シス テ ム と して機 能

す る形 とな る。(図 表14)'
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現 在,こ れ らの サ ブ シス テ ムは,コ ン ピ ュータ利 用 シス テ ムを 中心 と して 各

面 にわ た って研 究 開発 が進 あ られ てお り,最 近 で は,工 業 用 パ タ ー ンの グ レ ー

デ ング,マ ー キ ング,カ ッテ ン グ迄 の準 備 工程 にお け る一 貫 自動 シス テ ム化 で

は,既 に一 部 企業 で 実 用化 の段 階 に入 っ てい る。

縫 製工 程 で の最 大 の技 術 課題 と され て い るマテ リア ル ・ハ ン ドリング(布 を

取 扱 うこと:略 して マ テハ ン とい う。)の合 理化技 術,接 着 縫 製,布 の一 時硬 化

技 術 な ど の研 究や マ テハ ン合理 化 の ため の補 助器 具 の開 発 が すXめ られ て い る。

また,電 子技 術 を と り入 れ た 省 力化,自 動化 設備 も次 々 と開発 されつ つ あ る。

この他,生 産 工 程 の管 理 シス テ ムか ら経 営活 動全般 に わ た る コン ピ ュー タ利

用 の事 務処 理 シス テ ムな ど,ア パ レル生 産 全般 にわ た って ソ フ ト面,ハ ー ド面

をふ くむ シス テ ム化 推 進 の研 究,開 発 が すXめ られ て い る。

これ ら シス テ ム化 の 進展 に よ っ てア パ レル生 産 に お け る技 術 的 課題 の解 決 が

期 待 され る とこ ろで あ るが,こ れ らの技 術 を受 入 れ るた め には,ア パ レル 製造

企 業 の 資 金,人,技 術 力 な ど経 営 力 の強 化,高 度 化 が'ど う して も必要 条件 とな

るで あ ろ う。

現在,ア パ レル産 業 の当 面 す る課 題 とそ の解決 の た め の諸 施 策 の検 討 が,中

央の政 策 レベル で すxめ られ て お りそ の ア パ レル産 業 振興 対 策 は,国 民衣 生 活

に直 結 す る生 活産 業 と して繊維 産 業全体 の構 造改 善 の 成 否 を きめ る キ ー ポ イ ン

トと して位 置 づ け られ施 策 の 焦 点 もアパ レル 産業 の基 盤 整備 に 向 け られ て い る

と ころで あ るo

この なか に あ っ て,ア パ レル産業 の 中核 的役 割 を もつ アパ レル製 造 業 が,個

別企 業 の近 代 化 へ の経 営 努 力 を ベ ース に,個 別企 業 の枠 組 み を超 えた 新 しい視

点 の も とで♪構 造改 善施 策 の 助成 措置 を テ コと した 積 極的 な課 題 解決 へ の取 組

み が期 待 され る と ころで あ る。

〈 付 記 〉

アパ レル産業 シス テ ム化 の推 進 に関 連 し て,設 備 実態 調 査 委 員 会 で は,(社)

日本衣 料 縫 製 品協 会 を 中心 とす る,シ ステ ム化 普 及,促 進 に関 す る調 査 研 究事
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1

P

ル産 業 シス テ ム化 普 及促

とまと して別 途 と り

 

」)

レ

ク

パア

ツブ

 

「

ト

そ の事業成果を業 を 併行 して実施 して お り,

イシ ス テ ム 化 ガ

 

(進 に関す る調査 研究報告書

め を行 なっ て いる の で本 調 査 報 告 と併 せ て ご参照 され た い。

アパ レル生産 システム概略 図図表15
.

アパ レル生 産システム
P

生 産 機 能 別 サ ブ シ ス テ ム製 造 工 程 別 サ ブ ン ス テ ム

「 ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ユ
ア 縫 二 縫 縫 E
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設備欄左はサンプル数
覧 表

 

一布分国況 全

 

状設 置別産 設 備 機 種

 

生1

設 備

都 道

府県 名

裁 断 機 工 業 用 ミ シ ン

1

1本 針 直 線

本 縫 ミ シ ン

2

1本 針 直 線

本 縫 ミシ ン

3

1本 針 直線

本 縫 ミ シ ン

1～3

1本 針直線

本縫 ミシン

小 計

イ

裁 断 機

(4て 笛 丸卦

口

特殊裁断機

(女.謬,主)

小 計

1 北.海道 19

ムロ

49 10
ム

130
ム

62ロ 13
ム

121ロ 15
ム

108ロ 19 32σ 台 549台

2 青 森 9 28 7 13 41 7 101 6 57 9 163 321

3 岩 手 23 39 14 32 71 15 26 17 105 19 341 735

4 宮 城 42 132 16 19 151 泌 459 17 246 34 LO64 1,769

5 秋 田 3土 82 20 41 123 25 466 19 163 27 550 Ll79

6 山 形 34 106 14 28 134 35 236 34 125 49 431 792

7 福 島 51 143 30 48 191 41 595 43 250 69 861 L706

8 茨 城 60 138 26 37 175 32 331 32 219 58 781 1,331

9 栃.木 104 239 33 57 296 56 530 54 291 82 LO66 1,887

10 群 馬 218 426 48 56 482 ▲13 1,075 117 677 205 L912 3,664

11 埼 玉 149 311 42 52. 363 84 830 81 567 121 1,358 21755

12 千 葉 35 92 14 19
.

111 24 207 21 305 30 504 LO16

13 東 京 347 723 145 269 992 171 1,488 182 983 349 2,626 5,097

14 神奈 川 28 54 10 15 69 13 80 12 94 29 712 886

15 新 潟 135 4」4 69 112 526 103 lJ90 62 4.17 126 1,415 3,052

16 長 野 27 91 20 43 134 34 527 27 132 35 321 980

17 山 ・梨 21 63 11 17 80 11 99 15 108 17 178 385

18 静 岡 32 63 11 27 90 22 364 20 127 25 498 989

19 愛 知 234 473 111 143 616 126 997 ▲22 549 195 1,505 3ρ51

20 岐 阜 115 252 48 70 322 82 1,097 72 688 77 742 2527

21 三 連 47 103 22 35 138 26 315 29 489 51 568 1,372

22 富 山 32 60 23 30 90 28 367 70 115 23 218 700

23 石 川 109 322 41 6▲ 383 70 652 62 278 120 L458 2β88

24 福.ヰ 45 93 35 94 187 33 354 24 246 40 595 1,195

25 滋 賀 24 43 22 48 91 16 134 17 61 33 645 840

26 京 都 57 93 29 43 136 37 44・1 33 87 62 699 1,230

27 奈 良 98 168 50 75 243 60 397 35 222 92 762 L381

28 大 阪 IP86 3,364 423 189 4,053 595 4,716 511 2,855 774 6,420 13,991

29 兵 庫 78 且74 411 82 256 45 598 44 314 63 888 良1800

30 和歌 山 54 114 24 37 151 29 229 29 134 47 740 UO3

31 鳥 取 54 143 39 93 236 34 648 34 258
「

51 1,326 2,232

32 島 根 77 218 42 88 306 56 904 41 L125 76 1,703 3,732

33 岡 山 157 401 62 ω9 510 115 21057 84 881 152 3,060 5,998

34 広 島 105 346 34 59 ・405 79 929 60 399 15 L673 3,001

35 ]」 口 20
'44 17 39 .83 23 278 17 104 26 598 980

36 徳 島 64 129 38 49 178 42 435 37 294 62 LO86 L815

37 香 川 74 165 42 77
ト

242 55 697 48 395 67 984 21076

38 愛 媛 273 573 90 114 687 217 2,292 137 LOOO 237 2,927 7,219

39 高 知 18 32 13 19 51 10 63 7 53 18 4」4 530

40 福 岡 57 164 z9 60 224 39 729 30 308 49 912 L949

41 佐 賀 19 52 15 21 73 17 384 15 297 12 352 1,033

42 長 崎 30 78 24 47 125 23 365 14 214 27 573 L152

43 熊 本 27 64 12 19 83 21 451 15 94 21 344 889

4・1 大 分 7 19 4

.

7 26 8 86 3 13 10 275 374

45 宮 崎 13 28 1 18 46 15 181 12 68 13 173 422

46 鹿 児 島, 11 22 8. 14 36 10 139 10 21 13 165 325

47 沖 縄 2 6 2 7 13 1 161 　 1 22 183

合 計

4,352

台10
,936

L889
ム

3.145ロ
ム

14,081口

21737

ム
31.084ロ

2β36

ム
16.566]

3,810

ム
46,931]

ム
94.58P

 

.

.209一

 

「

「'

」

.

'

1

'

`

声

`



項 目

都道

府県名

,

工 業 用 ミ シ ン

4

復 刺縫

ミシ ン
ト

5

千鳥縫刺

しゆ う縫

ミ シ ン

6

ボ タ ン

付 け

ミ シ ン

7

ボタン穴
か が り
かんぬ き

止めミシン

8

飾 り 縫

ミ シ ン
.

9

すくい縫い

ミ シ ン

10U

へ り 縫 安 全 縫

ミ シ ン

fオ ーバ
ー ロ ック)ミ シ ン

12

自 動 化

ミ シ ン
.

13

その他の

工 業 用

ミ シ ン
`

14

その他 の

特殊用途

ミ シ ン

1～14

計

1 北海道 10
台

56 9

.

2窮 14
台36

15

'台

41 2

ム

『 11

ム

2富 22 1諒3
台
4 4

台
7 3

台
9 2

台
15

台
967

2 青 森 8 56 18 56 5 8 9 31 2 3 5 10 9 100 1 2 2 4 4 7. 598

3 岩 手 15 95 14 ▲64 13 29 26 83 3
.

6 20 38 25 181 3 12 3 4 一 6 29 1376

4 宮 城 24 167 18 103 26 70 41 189 5 11 ⑳ 76 35 271 1 1 4 9 6 38 1」 76 2780

5 秋 田 18 163 13 37 23 43 34 163 9 38 18 42 31 323 1 2 7 17 11 94 11 57 2,158

6 山 形 31 83 13 60 47 63 68 123 10 25 50 82 80 397 4 10 2 9 15 85 17 71 1β00

7 福 島 33 155 ▲5 」69 48 90 68 183 15 46 39 71 71 354 2 ▲3 11 38 10 65 15 60 2950

8 茨 城 32 107 21 54 21 30 51 164 13 26 46 125 54 219 5 16 ▲3 ▲7 3 9 14 91 21189

9 栃 木 46 227 41 182 36 61 69 190 25 57 61 175 85 522 5 92 8 25 8 55 23 143 3,116

10 群 馬 98 345 43 95 82 133 154 401 30 83 」29 193 212 765 ▲0 41 25 52 21 67 42 115 5954

11 埼 玉 U7 379 39 142 81 131 036 368 32 85 106 249 136 636 15 154 16 270 . 21 180 33 121 5470

12 千 葉 21 95 11 30 16 30 37 122 11 22 23 44 40 183 6 14 8 14 5 27 15
'

97 1β94

13 東 京 137 4・45 126 281 141 311 2▲7 523 70 373 241 410 343 1β64 24 101 32 87 21 106 70 327 9.75

14 神奈川 14 60 18 143 9 1.0 17 34 10 26 ▲9 37 24 61 『 1 2 1 2 2 2 1263

15 新 潟 4 291 51 97 90 124 154 345 37 70 124 248 145 727 5 9 18 34 18 99 39 234
'

5390

16 長 野 22 83 14 45 29 53 41 134 6 20 29 51 51 256 3 27 5 3▲ 7 29 9 37 1741

17 u」 梨 13 54 6 10 11 16 19 ' 43 6 8 18 35 18 92 3 8 2 4 4 8 1 5 668

ユ8 静 岡 26 188 11 104 21 46 28 88 8 18 16 47 29
.

271 4 45 6 11 5 20 一

」9 愛 知 133 353 97 180 121 167 177 344 66 145 M4 291 254 1432 10 34 17 30 26 136 49 221 6β84

20 岐 阜 」0 156 次 47 26 38 60 141 18 63 60 134 79 331 6 17 15 36 11 37 21 79 3β06

21 三 重 28 」74 24 99 26 64 44 1ρ19 16 72 35 78 48 395 1
-

4

28

27

11 89 8 40 14 73 3503

22 富 山 22 92 18 41 る 39 31 70 20 42 28 49 40 313 1 213 4 5 」3 1β92

23 石 川 75 222 28 56 61 109 91 250 19 44 70 160 87 352 40 192 22 73 9 67 Z3 88 4ρ01

24 福 井 17 354 」3 76 34 70 4▲ 163 1 54 31 73 47 582 5 44 10 46 7 100 11 146 2903

25 滋 賀 22 338
、

14 368 20 33 30 67 9 35 19 71 33 237 3 16 7 17 7 33 5 25 2ρ75

26 京 都 74 280 24 n4
.

31 63 57 202 17 72 27 51 57 508 一 8 41 16 79 8 74 2714

27 奈 良 71 282 43 110 51 75 84 188 26 54 48 UO 110 695 15 87 8 8 14 64 22 96 3,150

28 大 阪 1555 441 874 270 450 584 ll448 200 467 570 245 638 3223 49 181 7▲ 177 154 843 319 1331 25,785

29 兵 庫 50 240 33 164 45 95 75 319 26 16b 45 87 77 789 9 27 7 26 10 172 17 61 3940

30 和歌山 27 300 19 45 35 74 42 123 12 28 33 90 58 391 4 31 4 7 6 19 10 20 2231

31 鳥 取 42 304
-

30 385 34 77 51 180 14 193 38 100 57 808 4 33 8 16 6 69 14 116 4,513

32 島 根 58 383 32 85 55 148 85 382 19 71 53 123 81 824 4 70 14 25 21 156 16 38 6.7

33 岡 山 133 870
.

65 180
「

109 233 160 706 30 102 109 316 169 1ρ22 16 90 3▲ 72 26 439 38 120 10』48

34 広 島 80 456 73 52 77 140 109 385 18 42 76 157 UO 403 8 36 18 34 10 ▲8 26 136 4β58

35 山 口 23 143 7 ▲0 19 35 29 97 6 20 18 48 31 239 一 4 7 7 17 9 56 1β52
」

36 徳 島 47 289 25 57 42 74 62 209 13 50 40 187 57 538 9 35 6 14 12 73 且1 52 3393

37 香 川 66 487 32 92 58 122 72 222 19 61 54 122 77 479 8 33 u 15 10 71 15 45 3β20

38 愛 媛 231 LM9 57 103 212 343 268 570 26 70 197 662 339 2436 134 846 21 56 19 117 49 M9 13,720

39 高 知 13 94 11 67 11 19 13 37 4 7 6 7 14 132 一 ▲ 旦 1 32 2 3 929

40 福 岡 37 203 14 38 31 52 49 248 10 61 38 124 40 303 17 ▲27 且3 39 6 50 16 78 3272

41 佐 賀 10 58 11 28 13 38 19 81

.

6 44 13 74 17 144 2 7 8 27 1 4 4 29 1567

42 長 崎 24 323 9 57 18 64 28 145

1

7 24 14 ・'4 23 239 6 59 7 26 6 90 7 27 2250

43 熊 本 16 108 7 14 20 36 28 83 6 16 18 36 24 165 3 7 4 9 4 10 u 50 143

44 大 分 11 150 9 16 15 34 5 27 11 112 1 5 2 4 且 9 一 731

45 宮 崎 10 48 5 13 13 19 14 45 4 6 u 26 20 186 1 1 1 5

.

4 34 3 5 810

46
「

鹿児島 12 52 5 5δ 14 16 16 39 5 39 n 22 .18 238 1 13 1 2 2 6 2 6 816

47 沖 縄 一 2 6 1 3 1 6 1 M 一 一 1 10 1 1 223

合 計

2,447
台

12507

1584
台

5220

2」94
台

3996

3519
ム]

11β53

917
台

2965
1

2791
台

6502

4ρ29
台

2740

454
台

2595

497
台

1537

569

台
3β96

1D42 台

4β25

台
174,Ol7
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項 目

都 道

府 県 名

リ ン キ ン グ マ シ ン 仕 上 機 ・.、

タ'イヤル リン キン.

グマシ ン

フ ラットリン

キングマシン

④

中間 プレス機

⑧

仕上げ

プレス機

◎

その他仕上機

④+⑨+◎

計

1 北 海 道 台 台 首
8・

台45
7 台4?

6
口15
〔 ム

84ロ

2 青 森. 1 30 1 4 34 4' 17 6 16 4
5、

38

3 岩.手 6 53 2 80 133 7 22 8 28 5 6 56

4 宮 城 3 10 3 14 24 7 41 19 107 18 37 185

5 秋 田 3 11 2 26 37 15 71 ,15 69 11 31 171

6 山 形 40' 313 10 259 572 13 44 45 8i 12 22 147

7
.. 福 島. 18 106 13 273 379 . 26 116 39 ll7 32 59 292

8. 茨 城 1 5 5 20 98 27 202 27 70 370

9 栃 木 9 28 28
.

22 176 31 170 25 42 388

10 群 馬 15 86 5 56
.

142 47 152 63 158 88 lll 421

11 埼 玉 10 100 3・ 44 144 38 186 59 247 55 87 ,520

12 千 葉 5 21 3 37 58 15 79 15 64 14 24 167

13 東 京 52 309 31 407 716 72 273 97 343 101 166 782

14 神 奈 川 2 ll .1 2 13 5 29 10 24 7・ 11 64

15 新 潟 81 760 8 2941 1ρ54
`41

148 60 222 59 100 470

16 長 野 25 302 8 126 428 17 116 23 89 16 124 329

17 山 梨 6 26 4 95 121 5 16 8 30 6 8 54

18 静 岡 1
・ 2 2 7 45 12 42 9 14 101

19 愛 知 34 2.02 41 521 723 43 154 64 191 63 96 441

20 岐 阜 3 16 1 5 21 40 168 33 128 49 86 382

21 三 重 1 4 2 5 1 9 m 37 14 48 ll 24 109

22 富 山 3 32 7 45 77 12 40 12 41 8 13 94

23 石 川 4 6 2 31 37 41 218 49 166 39 100 484

24 福 井 4 22 2 4 26 25 55 15 33 12 13 101

25 滋 賀 1 20 1 3 23 8 63 13 68 6 8 139

26 京 都 . 1 5 2 7 12 8 67 14 45 12 18 130

27 奈 良 5 18 6 25 43 11 21 26 50 17 37 108

28 大 阪 24 llO 29 385 495 259 11147 310 11336 179 277 2,760

29 兵 庫 6 48 5 31 79 22 48 32 96 30 .55 199

30 和 歌 山 4 47 47 6 13 12 24 .18 37 74

31 鳥 取 1 23 23 ・24

.‥L

30

99 19 96 25 73 268

32 鳥 根 4 41 41 121 29 129
.

25 45 295

33 岡 山 3 13 2 15 28 40 240 64 378 52 126 744

34 広 島 1 3 2 22 25 37 141 30 153 33 51 345

35 山 口 7 63 9 41 13 17 121

36 徳 島 1 2 2 21 74 25 66 23 58 198

37 香 川 3 3 3 18 68 34 105 28 42 215

38 愛 媛 8 59 2 13 72 49 176 61 243 47 128 547

39
、高 知 2 26 4 9 5 7 42

40 福 岡 3 26 6 80 106 20 164 25 90 23 56 310

41 佐 賀 2 13 13 10 140 11 154 9 15 309

42 長 崎 2 3 3 10 52 15 68 13 42 162

43
. 熊 本 4 22 11 23 10 10 55

44 大 分 5 12 4 6 18一

45 宮 崎 5 87 6 60 147 5 28 12 34 5 7 69
46

. 鹿 児 島 2 24 9 99 123 5 3 11 14 5 12 29

47 沖 縄
1 1 1

合 計
396

台
2,969

2%

台
31099

台
6ρ68

Ll33

台
51122

1504

台
5,875

1259

台
2,391

台13
1388
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項 目

都 道

府 県 名

①

横 編 機

⑰

丸 編 機

⑰

経 編 機

①+①+⑰

計

1 北 海 道 1 声 台 台 1台

2 青 森 ll 191 1 1 192

3 岩 手 13 520 520

4 宮 城 5 123 123

5 秋 田 8 232 232

6 山 形 84 21463 15 39 2,502

7 福 島 49 1,711 6 14 1 1 1,726

8 茨 城 7 56 5 50 106

9 栃.木 29 303 6 29 9 44「 376

10 群 馬 57 L370 13 48 2 6 1,424

ll 埼 玉 37 302 13 217 2 10 ・529

12 千 葉 16 338 4 61 399

13 東 京 149 2,317 47 801 6 14 3,138

14 神 奈 川 6 47 4 22 1 4 73

15 新 潟 ll6 1,657 68 404 1 2 2,063

16 長 野 59 803 9 23 1 1 827

1'7 山 梨 15 146 6 28 174

18 静 岡 1 3 3

19 愛 知 116 2,262 38 550 2 2 2,814

20 岐 阜 7 37 10 72 2 4 113

21 三 重 2 18 5 100 118

22 富 山 23 190 9 69 6 42 301

23 石 川 21 133 12 131 4 27 291

24 福 井 6 73 6 683 4 34 790

25 滋 賀 4 40 2 52 92

26 京 都 3 26 6 265 291

27 奈 良 21 125 20 1,154 11279

28 大 阪 110 1,926 46 2ρ93 2 505 4,524

29 兵 庫 12 317 5 42 359

30 和 歌 山 8 90 28 1213 L303

31 鳥 取 1 4 2 34 38

32 島 根 11 213 3 5 218

33 岡 山 2 37 37

34 広 島 1 10 1 1 11

35 山 口

36 徳 島 3 65 1 15 1 14 94

37 香 川 10 352 3 27 379

38 愛 媛 10 368 6 46 1 1 415

39 高 知

40 福 岡 10 201 2 32 233

41 佐 賀

42 長 崎 1 73 73

43 熊 本

44 大 分

45 宮 崎 ll 324 324

46 鹿 児 島 10 226 1 55 281

47 沖 縄

合 計
1,064

台19
,616

403

台8
,425

47

台745 台28
,786

一212一
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② 主 要 生 産 品 種 別 ・機 種 別 設 備 設 置 状 況

( )内 ナンプル事業所当 り平均台数

品 種 別

合

設 備 計

紳
士
外
衣
類

婦
人
外
衣
類

子
供
外
衣
類

・

紳
士
中
衣
類

婦
人
中
衣
類

子
供
中
衣
類

下

着

類

乳
幼
児
服
類

そ

の

他

⑦

裁

断

機

5年

来満

6.250台

(2.7)

2.」41台

(2.5)

1.535台

(2.3)

359台

(2.1)

446台

(2.3)

527台

(2.2)

322台

(3.1)

も

316台

(L9)

924台

(134)

248台
.

(2.o)

5年

以上

4,588

(2.3)

1,770

(2.4)

1,025

(2.o)

433

(3.7)

462

(2.4)

4'12

(2.o)

263

(2.9)

404

(L9)

109

(1.8)

207

(1.9)

合 計
10,838

(3.3)

3,911

(33)

2,560

(2.8)

792

(3.5)

908

(3.2)

969

(2.7)

585

(3.9)

720

(2.5)

11033

(10.7)

455

(2.5)

新 規
544

(1.7)

180

(1.5)

144

(1、4)

40

(1.7)

139

(4.6)

22

(1.2)

16

(1.2)

15

.

(1.2)

7

(1.o)
,

28

(1.1)

◎

特

殊

裁

断

機

5年

未満

1,775

(1.7)

639

(1.7)

407

(1.6)

97

(1.6)

287

(2.0)

267

(2.0)

157

(2.3)

189

(L7)

58

(1.4)

L

72

(1.6)

5年

以 上

1,347

(1.7)

407

(1.6)

214

(1.3)

62

(1,4)

288

(2.o)

200

(1.8)

101

(1.7)

262

(2.1)

61

(1.5).

80

(1、9)

合 計
3,122

(1.9)

1,046

(1、9)

621

(L6)

159

(1.8) .

575

(2、5)

467

(2.2)

258

(z、4)

451

(2.2)

119

(1.7)

152

(].9)

新 規
204

(1、3)

79

(1.3)

52

(1.3)

10

(1.1)

29

(1,5)

21

(L2)

10

(1.3)

10

(1.o)

14

(1、8)

7

(1.o)

⑦

十

◎

合

§十

5年

未満

8,025

(3.2)

2,780

(3.1)

1,942

(2.7)

456

(2.4)

733

(3、4)

794

(3.o)

479

(3.9)

505

(24)

982

(12、6)

320

(2.3)

5年

以上

5,935

、

(2.8)

2,177

(2.8)

1,239

(2.3)

495

(4・o)

750

(3.5)

642

(2.6)

364

(3、6)

666

(2.8)

170

(24)

287

(2.4)

合 計
13,960

(4.1)

4,957

(4.1)

3,181

(3,4)

951

(4.o)

1,483

(5.0)

ll436

(3.8)

843

(5.2)

1,171

(3.7)

1,152

(11.o)

607

(3.1)

新 規
748

(1,8)

259

(1.6)

196

(L6)

50

(L8)

168

(4.2)

43

(1.4)

26

(1.4)

25

(|3)

21

(1.4)

35

(1.2)

①

一 直

本 線

針 本

縫

ミ

シ

ン

5年

未満

22,▲96

(lL2)

9,824

(13.7)

5β37

(10.2)

L534

(9.7)

21559

(13.3)

1,754

(9.4)

856
,

(9.7)

1,032

(6.9)
-

255

(6.1)

695

(8.9)

5年

堤
.

8β18

(11.7)

3,183

(11.6)

2,460

(11.4)

511

(11.1)

L461

(」4.9)

867

(13.6)

252

(7.9)

600

(9.o)

138

(6.0)

234

(8.1)'

合 計
31,014

(13.5)

131007

(15.7)

8,297

(12.4)

2,045

(11.6)

4,020

(17.8)

21621

(11.9)

UO8

いO,5)

1,632

(8.7)

393

(7.7)

929

'

(10.4)

新 規
3β10

(7.2)

1,545

(7.8)

LO80

(7.0)

249

(6.4)

418

(7.5)

281

(6.D

139

(6,6)

146

(4.4)

61

(5.6)

155

(5.2)

②
一 直

本 線

針 本

縫

ミ

シ

ン

5年

未満

10,031

(6.9)

4,且01

(7.6)

2,598

(6.o)

630

(5、7)

917

(7.3)

1,126

(6.9)

422

(7.4)

321

(5.o)

173

(6.0)

1,069

(143)

5年

吐

6,456

(74)

2,699

(8.6)

1,465

(6.o)

372

(5.7)

893

(8.4)

695

(7.8)

263

(8.2)

382

(48)

191

(10.6)

222

(4.5)

合 計
16,487

(8、6)

6,800

(9.7)

4,063

(7、1)

LOO2

(7.1)

L810

(1〈}.4)

1,821

(8.6)

685

(8、9)

703

(6,0)

364

(9.3)

L291

(13.3)

.新 規
763

(4.」)

257

(4.o)

193

(3、4)

79

(4.7)

69

(4、6)

77

(7、0)

67

(5.6)

32

(2.5)

11

(2.2)

68

(43)

213



'

品 穂 別 紳 婦 子 紳 婦 子 下 乳 そ

A

.士
人 供 士 人 供 幼

口

外 外 外 中 中 中 児
の

設 備 計 衣 衣 衣 衣 衣 衣 着 服 他

③ 5年 21).1R8台 6.891台 5.349台 1.517台 2」75台 2,061台 659台 L153台 547台 1.600台

一 未満 臼{,.8) rlO.5) 〔ω.1) (11.1) (13.2) rlO,7) (9.9) (8.5) (8.7) (13、7)
本

針 5年 26,421 8,993 6,421 1,418 3,189 2227 LO90 3,443 673 1,445

直
線
本

以 上 rl3.7) rl2.9) f12.3) (12.3) r16.0) r12.8) (14.0) (17.4) (12.2) (11.5)

縫 46,539 ▲5,884 1L770 2,935 5,364 4Z88 1,785 4,596 1,220 3,045

ミ 合計
シ r16.1) r15.い r14.7) (14.9) (20.o) r14.8) (16.1) (18.5) (14.7) (17.3)
ン

L469 542' 323 216 101 81 19 122 19 98

新規
(8.1) (8.5う r5.6) (36.0) r5.6) (6.8) (6.3) (15.3) (3.8) (5.8)

④ 5年 6.UO 2,249 1,006 438 779 568 437 950 188 524

復 未満 (4.9) r4.4) f4.0) (4.5) 〔6.4) r5.1) (6.9) (6.9) (3.9) (73)

列 5年 61277 L983 1,057 345 751 609 383 1,697 145 457

縫

ぐ 以.上 (5、3) 〔4.6) (4.D (4.2) 〔5.5) (5.4) r6.7) (9.7) (3.4) (5.9)
、

シ 12,387 4,232 2,063 783 L530 1,177 825 2,647 333 981

合 言十 .ン
〈6,い r5.7) (4.8) (5.4) 〔7.7) (6.4) (8.8) 臼1.4) (4.8) (8.3)

418 133 56 65 27 33 22 50 9 87

新規
(2.8) r2,2) (1.9) r3.6) (1.9) r3.7) (3.7) (2.5) (4・5) (6.7)

⑤ 5年 21524 747 304 63 129 182 85 1,014 80 ▲86

千及 未満 r33) (2.1) (2,3) rl.8) (2.7) (2.6) (2、7) rg.7) (2.2) (3・3)

鳥び
縫刺 5年 21679 656 270 62 169 148 100 1,209 81 225

ミ し 以 上 (3,4) ('1.8) (2,2) (2.【) (3.0) (2.6) (2.7) (10.3) (2・1) (33)
シゆ

ン う 5,ZO3 L403 574 125 298 330 185 2223 161 411

合 計
縫

〉
(3.7) rz.1) r2.5) (2.0) (3.1) (2.8) (3.2) r12.6) (2,3) (4、o)

、

シ 180 30 17 10 6 2 2 81 5 36
ン 新規

r2.4) r1.5) 臼.7) rz.5) (1.5) 〔1.0) (1.0) (1.0) (13) (2.8)

⑥ 5年 2,022 652
,

437 164 388 303 113 127 56 口9

ボ 未満 r1.8) rL9) 臼.5) rl.6) 〔2.5) rl.9) 臼.6) (1.7) (1.4) (1.8)
タ

ン 5年 1,935 596 428 122 405 264 96 196 51 91

付 以 上 (1.8) (L8) (L6) 〔L5) (2.4) (1、9) (1.6) (1,7) (L3) (1.4)
"、

シ 3,957 」,248 865 286 793 567 209 323 107 2▲0

ン 合計 7

.

(2.D f2.2) (L7) 臼.8) 〔3.1) (2.2) (1、8) (1.9) (1.5) (L8)

153 56 41 16 22 17 6 7 4 8

新規
(Lの (LZ) rl.3) (1.8) (2.2) 臼.6) r2.0) (2、3) (1、3) (2.o)

⑦ 5年 5,461 2,277 lJ62 341 670 428 269 496 130 250

ボ 未満 (2.9) (33) r2.4)
'(2

.5) (3.6) (2.2) 〔3.0) r3.0) (2.o) (2.6)

タ

ン
5年 5,552 2,820 873 298 692 424 248 670 118 165

穴 以 上. (3.4) r4.7) r2.2) (2.8) (3.4) (Z.5) 〔3.2) 〔3.6) (2.1) (2.o)
か

が ▲LO」3 5,097 2,035 639 L362 852 517 如166 248 415

合計

、、
r4.0) r5.2) r2.8) 〔3.2) 〔4.8) (2.8) (3、9) (4,3) ・(2 ・7) (2.8)

、

シ 350 14▲ 72 29 40 30 19 33 5 29

ン
.新規

臼.6) (1.6) (1.4) (1.4) 臼 、7) 臼.7) 臼.7) 臼.9) (1.3) (2」)

214
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一

.̀

.β

よ

吟

品 種 別

合

設 備 計

紳

士

外

衣

婦

人

外

衣

子

供

外

衣

紳

士

中

衣

婦

人

中

衣

子

供

中

衣

下

着

乳

幼

児

服

そ

の

他

⑧

飾

り

縫

ミ

シ

ン

5年

未 満

1,827台

(3.2)

581台

(2.9)

545台

(3.5)

94台

(2.1)

139台

(3,2)

125台

(2.6)

153台

(4.6)

331台

(49)

91台

(2,8)

58台

(2.2)

5年

以 上

1,128

(33)

.212

(2,2)

151

(1.9)

37

(2.1)

170

(43)

122

(3.1)

131

(4.1)

486

(5,5)

92

(3.2)

75

(2.7)

合計
2,955

(3,7)

793

(2.8)

696

(3.3)

131

(2.4)

309

(4,5)

247

(3.1)

284

(5,5)

817

(6.3)

183

3.3.8)

133

(3.0)

新規
llO

(1.6)

33

(1.2)

22

(1,7)

11

(1.4)

15

(1.7)

5

(2,5)

5

(2.5)

6

(L2)

13

(4.3)

11

(L8)

⑨

す

く

い

縫

ミ

シ

ン

5年

未満

3,295

(2.2)

1,559

(2β)

1,059

(2.0)

253

(L8)

169

(2,0)

227

q・8)

llO

(23)

73

(1.8)

53

(1.5)

104
「

(2.1)

5年

以 上

3,138

(2.4)

1,429

(2.6)

930

(2.1)

205

(2,1)

242

(3.0)

265

(2.1)

74

(L9)

73

(1.9)

65

(L6)

157

(3.5)
「

合計

61433

(2,7)

2,988

(3,2)

1,989

(2.4)

458

(2.2)

411

(2.9)

492

(2,2)

184

(2,2)

146

(L9)

ll8

(L7)

261

(3,1)

新規
160

(L6)

67

(1.6)'

54

(1.5)

13

(L9)

16

(1.5)

10

(1.7)

9

(2.3)

2

(2.0)

7

(2.3)

3

(1.5)

⑩

へ

り

縫

ミ

シ

ン

5年

未 満

13,518.

(6,2)

2,656

(4,1)

3,590

(5.2)

994

(5,4)

2,315

(11,9)

2,538

(10.2)

1,690

(13,3)

2,662

(12.4)

604

.(7・5)

854

(7.1)

5年

以 上

ll,183

(6,1)

2,255

(3,8)

2,417

(4.4)

698

(5.9)

1,689

(9.0)

1,938

(10.0)

1,245

(13,7)

2,827

(12.1)

682

(9.8)

714

(6.8)

合計
.

24,701

(8.2)

4,911

(5.1)

6ρ07

(6,5)

1,692

(7.2)

4,004

(15.0)

4,476

(13,7)

2,935

(L9.3)

5,489

(18.2)

1,286

(13,0)

1,568

(9.9)

新規

889

(3.8)

285

(4.5)

204

(2.8)

105

(4.o)

139

(4.8)

97

(4.6)

103

(5.2)

101

(3,5)

39

(3,9)

43

(3.6)

⑪

安

全

縫

ミ

シ

ン

5年

未 満

1,239

(5,4)

349

(6.7)

222

(4,4)

103

(4,7)

219

(6.4)

175

(4、2)

63

(4.5)

87

.(54)

49

(5.4)

87

(5.8)

5年

以上

1,348

(6.o)

312

(5.7)

355

(5.9)

39

(4.9)

246

(6.8)

268

(8,4)

41

(3,7)

48

(2.7)

25

(5.0)

72

(5,1)

合計
2,587

(7.2)

661

(8.o)

577

(6.8)

142

(5.7)

465

(8.2)

443

(7,8)

104

(4,7)

135

(4.7)

74

(6.7)

159

(7,6)

新規

146

(7.o)

ll5

(16.4)

13

(2.6)

一

ll

(2.8)

4

(2.0)

一

1

(1.o)

一

3

(ω

⑫

自

動

化

ミ

シ

ン

5年

未 満

1,210

(3.1)

556

(2.7)

363

(3、9)

27

(1,5)

167

(3.3)

58

(3・1)
..

42

(4.7)

65

(46)

16

(2.3)

34

(3.8)

5年

以 上

320

(3.1)

154

(3.5)

49

(2,6)

19

(3,8)

45

(2.4)

37

(3.1)

9

(1.8)

37

(2.9)

ll

(2,2)

13

(3.3)

合計
1,530

(3.4)

710

(3.1)

412

、(39)

46

(2,3)

212

(3.4)

95

(3.7)

51

(4.3)

102

(44)

27

(2.5)

47

(3.6)

新規

282

(2・1)

118

(1,9)

87

(1.9)

29

(3.6)

44

(3.7)

26

(4.3)

13

(6.5)

15

(3.8)

28

(5,6)

9

(1.8)
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品 種 別 紳 婦 子 紳 婦 子 下 乳 そ

士 人 供 士 人 供 幼
A の
口

外 外 外 中 中 中 児

設 備 計 衣 衣 衣 衣 衣 衣 着 服 ,他

5年
1,777台 748台 250台 113台 185台 219台 126台 413台 20台 59台

⑬ 「

未満 (5.9) (5,7) (3,0) (7.5) (8.8) (ll.0) (9.7) (10,1) (2.9) (4,2)

そ

の
5年

1β44 562 224 ll5 164 120 151 605 104 135

他

の 以上 (7,2) (5.0) (53) (9.6) (6.6) (6.7) (8,0) (ltO) (8.7) (6・8)

工

業 3,621 1β10 474 228 349 339 277 LO18 124 194

用 合 計 '

ミ (7.9) (6.8) (4.4) (9.9) (10.0) (10.6) (9.9) (14,0) (69) (7,5)

シ

ン 122 62 7 5 11 5 3 26 5 14

新 規
(2,7) (3,1) (1.2) (2.5) (L6) (1,3) (L5) (3.7) (L7) (2.8)

⑭
'

5年
2,756 1,564 405 99 338 339 232 289 54 147

」

、

そ

の

未満 (4.6) (4.9) (3.2) (3,0) (7、7) (63) (ll,6) (6.9) (3,2) (5.7)

他
の 5年

1,860 1,006 345 69 190 136 90 229
F

33 61

特
殊

以上 (43) (4.6) (3,4) (2,6) (5.4) (4.4) (4.7) (5・9! (2・8) (3.1)

用

途 4,616 2,570 750 168 528 475 322 518 87 208

向 合計

け (5.4) (6,0) (3.8) (3.4) (8,7) (6.4) (1.1.1) (7,9) . (3,5) (4,8)

ミ

シ 184 97 37 7 3 4 8 23 4 12

ン 新規

(23) (2.0) (2.3) (1.8) (1,5) (1.o) (4.0) (2,9) (4.0) (4,0)

5年
94,084 34,754 23,127 6,370 ll,149 10,103 5,293 9,013 2,316 5,786

① 未満 (27.1) (28,6) (23.2) (23.0) (37.9) (29.7) (33.9) (30.8) (229) (29,1)
1

～

⑭
5年

78,959
'
2.6,860 17,445 4β10 10,306 8120. 4,178 12,502 21409 4,066

の

以上 (26.7) (25.4) (20,7) (22.7) (36,2) (28,2) (32.6) (42.1) (26,2) (23.5)

合 173,043 61,614 40,572 10,680 21,455 18,223 9,471 21,515 41725 9β52

合 計
計 (41.9) (4L2) (34,2) (35.0) (61,1) (44.0) (53,2) (60.3) (41.1) (4L9)

g,036 3,481 2,206 834 922 672 415 645 210 576

新規
(10.2) (11.5) (83) (11,6) (10・6) (9.2) (11.9) (8.4) (7,2) (ll.1)
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、

L

叱

♪
●



夕
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●

'
b

品 種 別 紳 婦 子 紳 婦 子 下 乳 .そ

A
士 人 供 士 人 供 幼

の口

外 外 外 中 中 中 児

設備 計 衣 衣 衣 衣 衣 衣 着 服 他

1
.

⑮ 5年
1,545台 417台 L171台 224台 78台 82台 8台 34台 9台 11台

ダ

未満 (7.2) (7,3) (7.7) (8.0) (7.1) (5.9) (8,0)
』(4

.3) (3,0) (3.7)

イ

ア 5年
1,422 522 1,060 141 73 90 22 40 lO 8

ル

リ
以上 (7.9) (9、0) (8.2) (5:9) (6.1) (5.3) (4,4) (5.7) (10.0) (2.7)

ン

キ 2,967 939 2,231 365 151 172 30 74 19 19

ン 合計
7 '

グ

マ
(9.5) (10.4) (10.1) (8,3)

.
(7.2) (69) (5.0) (6,2) (4,8) (3.8)

シ 9

167 42 123 39 1 4 　 11
ン

新規 一 一

(3.9) (28) (4.o) (4.3) (1.o) (1,3) (3,7)

⑯ 5年 1,493 432 912 247 10 55 27 40 31 16

z

未満 (12.1) (13,9) (17.5) (10.7) (2,5) (6.9) (3.4) (2.5) (4.4) (3.2)

フ

ツ 5年
1,606 716 1,002 338 191 158 35 53 6 ll '

ト

リ

ン

以上 (15.6) (22.4) (19.3) (14.7) (19.1) (15.8) (4.4) (4.4) (2,0) (3.7)

キ 3,099 1,148 1,914 585 201 213 62 93 37 27

ン
合計

グ

マ (17.1) (23.0) (23.9) (16.3) (16.8) (15.2) (4.8) (3.7) (3.7) (4.5)

シ

ン 89 49 37 7 1

新規 一 一 一 一 一

(6.9) (6.1)) (12.3) (3.5) (1.o)

5年
3,038 849 2,083 471 88 137 35 74 40 27

⑮ 未満 (10.4) (11.2) (ll.7) (ll.0) (63) (65) (3,9) (3.4) (5,0) (3.9)

と

⑯
5年

3,028 1,238 2,062 479 264 248 57 93 16 19

の
以上 (12.6) (16,7) (13.2) (14.1) (13.9) (103) (5.7) (5.2) ('4,0) (38)

A口 6,066 2,087 4,145 950 352 385 92 167 56 46

合 計

計 (14.8) (18.3) (16.7) (15,6) (12,1) (11,0) (5,8) (5,2) (4,7) (5.1)

256 42 172 76 1 ll ll 1

新 規 一 一

(5,0) (2,8) (5.1) (6.3) (1.0) (2.2) (3.7) (1.0)
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品 種 別

合

設 備 計

、

紳

士

外

衣

婦

人

外

衣

子

供

外

衣

紳

士

中

衣

婦

人

中

衣

子

供

中

衣

下

着

乳

幼

児

服

そ

の

他

④

中

間

プ

レ

ス

機

5年

未満

2,932台

(4.2)

1.826台

((5.2)

686台

(3,6)

133台

(3.6)

235台

(3,1)

189台

(3.3)

27台

(2.1)

39台

(3.6)

2台

(2.0)

19台

(2.4)

5年

以上

2,170

(5.0)

1β80

(6.5)

352

(33)

97

(5,7)

324

(4,2)

90

(2.7)

22

(L7)

7

(1.4)

7

(2.3)

4

(1.0)

合計

5,102

(5,3)

3,206

(6,8)

1,038

(4.0)

230

(4.6)

559
-

(4.5)

279

(3.3)

49

(2.0)

46

(2.9)

9

(2.3)

23

(1,9)

新規

159

(1.8)

90

(1.8)

49

(1,9)

5

(1.3)

11

(1,6)

3

(1,5)

1

(1,0)

1

(1,0)

⑧

仕

上

げ

プ

レ

ス

機

5年

来滴

3,Ol9

(3.5)

1,768

(5.3)

665

(2.4)

160

(2.2)

254

1

(2.8)

177

(2.2)

82

(L9)

100

1

(1.7)

17

(1.4)

49

(2.7)

5年

以 上

2,794

(4.4)

1,787

(6.7)

425

(2.5)

111

(3.1)

323

(3,6)

108

(1.9)

42

(1.6)

103

(L8)

4

(Lo)

32

(1.5)

合計

5β13

(4.5)

3,555

(7.2)

11090

(2.8)

271

(2.8)

577

(3,8)

285

(2.3)

124

(2.1)

203

(2,0)

21

(1,3)

81

(2.1)

新規

202

(L9)

94

(2.0)

88

(L9)

9

(1.5)

12

(1,2)

6

(1.0)

1

(1.0)

4

(LO)

1

(1.0)

4

(4.0)

@

そ

の

他

の

仕

上

げ

機

5年

未満

1,418

(L7)

504

(1.8)

517

(1.6)

85

(1.6)

172

(2,4)

150

(L6)

57

(2.0)

54

(1,6)

15

(2.1)

43

(1.9)

5年

以上

964

(2,3)

273

(2.0)

337

(2.2)

38

(1.8)

159

(2,5)

136

(3,4)

21

(1.4)

54

(1.9)

6

(1.2)

28

(1.3)

合 計

2,382

(2,1)

777

(2.0)

854

(2,0)

123

(1.7)

331

(2.7)

286

(2.3)

78

(2.0)

108

(1.8)

21

(1.8)

71

(1,8)

新規

89

(Ll)

29

(1.1)

32

(1.1)

7

(L2)

5

(1、3)

4

(1.0)

3

(1.0)

1

(1.0)

1

(LO)

7

(1.4)

④

～

@

の

合

計

5年

未 満

7,369

(4.6)

4,098

(7.2)

1,868

(3.3)

378

(3.1)

661

(4.2)

516

(3.1)

166

(2.4)

193

(2,4)

34

(L9)

ll1

(3.o)

5年

以 上

5,928

(5,9)

3,440

(9.o)

1,114

(3.6)

246

(4,8)

806

(5.5)

.

334

(3、6)

85

(2.o)

164

(2,1)

17

(L7)

64

(1,7)

合 計

13,297

(6.2〕

71538

(10,0)

2,982

(41)

624

(4.1)

1,467

(6,2)

850

!3・8)

251

(2,6)

357

(2.6)

51

(L8)

175

(2.5)

新 規

450

(2.)

213

(2.5)

169

(2.4)

21

(1.6)

28

(1.9)

13

(1.2)

'

4

(1.0)

6

(1.2)

3

(1.5)

ll

(L8)
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品 種 別
紳 婦 子 紳 婦 子 下 乳 そ

士 人 供 士 八 供 幼

A 外 外 外 中 中 中 児
c

.
口設 備

計
衣 衣 衣 衣 衣 衣 着 服 他

F

5年
7.544台 2.227台 5,068台 1,064台 251台 366台 124台 379台 160台 216台

① 未満
(13.9) (13.8) (14,8)

L
(146) (8,1)

.

(11・1) (10・3) (13.5) (9.4) (103)

横 5年
11β70 4,511 7β35 1,595

.

958 687 108 666 191 906

編

以上
(23.7) (27.9) (26.1) (25・3) (30.9) (19・6) (13・5) (21.5) (12,7) (34,9)

合計
19,414 6,738 12,903 琴659 1,209 1,053 232 1,045 351 1,122

機 (28.7) (33.4) (31,5) (30・2) (26.9) (2L9) (15・5) (25.5) (16,0) (37.4)

644 208 340 193 15 41 4 42 21 25

新 規

(4.0) (4.5) (3、5) (6・9) (2,1) (3・4) (1・3) (5,3) (2.6) (3.6)

5年
3,395 489 747 301 10.52 1,735 985 966 119 240

① 未 満 (16.1) (8.6) (7.2) (16・7) (27,7) (41・3) (44・8 .) (37.2). (10.8) (133)

5年
3,894 727 806 465 1,443 1,649 1,296 2,001 189 453

丸 .

以上 (23.7) (13.7) (13.0) (31.0) (45.1) (50・0) (81・0) (60.6) (31,5) (32,4)

編
7,289 1,216 1,553 766 2,495 3β84 2,281 2,967 308 693

機

合 計

(27.8) (17.1) (12.7) (31・9) (55.4) (72・0) (95・0) (72.4) (23.7) (34,7)

.

246 44 57 28 60 82 66 91 27 28

新 規

(4.0) (2.4) (2.0) (3・1) (5.5) (7・5) (1LO) (15,2)
`

(4,5) (3.5)

5年
93 16 27 1 12 29 54 20

一 一

⑪ 未 満
(Ll) (0.6) (1.0) (0,1) (1,7) (2・6) (4,5) (4.0)

経 5年
93 16 27 1 12 29 54 ・ 20

一 一

以上
(1.1) (0.6) (LO) (0・1) (1.7) (2・6) (4.5) (4.0)

編
217 36 62 2 25 65 90 57

.合 計 一 一

機 (6.8) (5.1) (4,1) (LO) (5、0) (8・1) (15.0) (9.5)
.

新 規
5

一 一 一 一 一 一

2

一

3

(0.1) (0.3) (1,0)

5年
11,032 2,732 5β42 1,366 1,315 2,130 1,109 1399 279 476

① 未 満 (17.1) (15,2) (15.5) (16,5) (21,6) (30・9) (35・8)
^(25 .9) (12.7) (13,2)

～害

5年
15,888 5258 8,676 2,061 2,414 2,372 1,404 2,703 380 1,396

⑪ 「

の
以 上

(27.1) (29.7) (26.9) (29・4) (42,4) (37・7) (66・9) (44.3) (20.0) (36.7)

合 26,920 7,990 14,518 3,427 3,729 41502 2,513 4,102 659 1,872

計
合 計

(34.1) (36.3) (32,9) (34.6) (47,8) (51・8) (76・2) (54,0) (24.4) (42.6)

895 252 397 221 75 123 70 135 48 56

新規

(4,3) (4,2) (3.4) (6・5) (4.7) (5・4) (7・8) (9.o) (3.7) (4.o)

219-一



(3)調 査結果概要報告(集 計表)

事 業 所 各 位

社団法人 日本衣料縫製品協会

会 長 近 藤 駒太郎

日本 ニ ッ ト工 業組 合 連 合 会

理事長 外 海 忠 吉

日 本 工 業 ミ シ ン 協 会

会 長 美 馬 隆 一 も

アパ レル産業設備の実態等 に関す る

調査の結果報 告の概 要について

謹 啓 春 暖 の候,貴 事 業 所 各 位 益 々御清 栄 の こ とと心 か らお慶 び 申 しあ げ ます。

さて,昨 年9月 通 商産 業 省 生活 産 業 局 の御 指 導 の もとに標 記の生 産 設 備等 の

実態 につ き,書 面郵 送 アン ケ ー ト調査 を 実施 さ せて い た だ き ま した が,ご 繁 忙

の折 柄,格 別 の 御協 力を賜 わ り,誠 に有難 うご ざい ま した。

厚 く御 礼 申 し上 げ ま す と と もに,以 下 の とお り調 査 の結 果 概 要 を と りま とめ

出来 ま した の で,御 報 告 申 し上 げ ます 。

本 調査 の実 施 に際 しま しては,昭 和47年 度 工 業 統 計 にお け る調査 対象事 業

所 リス ト(員 外事 業所 として)に ょ り郵送 致 し ま した 関係 で,何 か と ご迷 惑 を

おかけいた し,遺 憾 に存 じますが,そ れ にもかかわ らず,群 馬,大 阪,愛 媛 お よび 島

根 の4府 県 を は じめ 全 国 か ら多大 の 御 助 力を賜 わ り,業 界 に と りま して誠va貴

重 なデ ータ と して,ア パ レル産 業 の流 通,生 産 体 制 等 の構 造 改善 諸 対 策 の 推進

に役 立 て た い所 存 で ござい ます。

な お,こ の調 査 結 果 概 要 の と りま とめ が,遅 延 致 しま しだ こ とを深 謝 申 し上

げ ます とと もに,今 後 の ア パ レル業 界 の 安定 と発 展 の ため 御 指 導 ・御 鞭 捷 賜 わ

ります よ うお願 い 申 し上 げ ま す。

末筆 乍 ら,御 多端 の 時節,皆 様 の 一層 の御繁 栄 を祈 り上 げ ます。

謹 言
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1.調 査 対 象 事 業 数 と デ ー タ サ ン プル 数

項 目 ⑪ 損 査 対 象 ⑧ 調査票回収 ◎ データサ ンプル
業 種 手 業 所 数 状況(⑧/③) 事業所質◎/①)

日 組合員事業所 6,978 2283 L490
縫
協

全 嬰 員 外事業所 6、7H 1,773 1,711

係

計 13,689 4,056

」

3201

(100) (30.0) (234)

.

二 組合員事業所 &092 1,520 913

シ

国 主
連 員 外事 業所 L398 278 217

関
係

計 9,490
(]00)

1,798
(19.0)

|.130
(12.0)

合 計 2&[79
(100)

5,854

(25.3)

4β31

(187)

〈註〉 ⑧ ε◎ の差は.峡 耐 在地白 いて生齢 動 を行 ・ていないもの又

は,ニ ット工遠祖係で〆 リャス生地のみの生産'μ楽所 であ るため,デ ー

クサ ンプルとしなか つた。

2.経 営 組 織 別 事業 所 散

楽 項 目

種

経 営 組 織

1

個 入

2

法 人

3

組 合

4

その他

計

全

国

日

縫
協
関
係

組合員月`業所 525
(352)

942
(63.2)

19
(L3)

4
(0.3)

1,490(
100)

員合 事業所 608
(355)

1ρ78

(63.0)

23
(1.4)

1
2

(O.1)
L711
(100)

計 1,133
(35.1)

ao20(
63.D

42
(1.3)

6
(02)

32《)1

(100)

:
ト
.L

連
関
係

組合負u∬黄所 275
(3ω)

628
(6&8)

9
(LO)

】(

0.1>

913(
IOO)

員外 ゆ某所 ・)3

(tg.8)

174
(80.2)

一 一 217
(100)

計 318
(282)

802
(71.0)

9
(0.7)

1
(0.D

1,130
(100)

合 計 1,451
(335)

2β22
(652)

51
(1.1)

7
(σ2)

4,331
(100)

3.生 産 事 業 所(工 場)規 模 別.事業 所 数

芸産当.
種

規 模 別

1

3坪 未満

2

3～10
坪未満

3

〕0～30
坪未満

、4

30～50

坪 未 満

5

50～IOO
坪未満

6

100～300
坪※満

7

300坪
以 上

計

全

国

日

日
協
関
係

頗合負事某所 12

(0お)

.

101

(6艮)

.1u3
(27.o)

9

193〔
130)

259

〔174)

318
(2L3)

204
(|3.7)

レ190
(10の

員 外`」'※ 所 .12

(2.5)
140
(&2)

255

(1・`.9)

283
(165)

372
(2LT)

・】07

(238)

212

(1必1}

1,711
(100)

計 5・1

(1.7)

2.11
(7.5)

65呂

(20.6)

・)76

(1・↓.9)

631
(19.7)

725
(22.6)

・116

(130}

3201
(loo}

:
卜
.[

連
関
係

組 合 員'1匹※ 所 9
(1.u)

67
σ.3)

156
(i7.1)

99

(10δ)

Iso
(19.7)

2・16

(27幻

156

〔17.1)

913
(loo)

員 外`1`業 所 一
2

(0、9)

2D
(92)

32
(14.8)

、B

(19.8)

8・1

(38.7)

36
(16.6)

2〕7

(1こ)o)

計 9
(0お)

69
(6.川

176
(15.6)

131
(ll.6)

223
(19.7)

330
(29.2)

192
07.0)

〕.131)

(loo)

合 計 63
(1.5)

3]o
(7.2)

83・1

(19.2)

607
(い1助

85寸

(19.7)

lU55

(2d.・1)

{沁8
(は.の

4,33]
(IOO)

4.生 産 事 業 所(工 場)従 業 者 数

ρ

)
L

、

菜 内 容

種

生 産'μ 業 所(工 場)従 業 者 男 ・ 女 別

①+◎+③ 合 計① 党 情 従 菜 占 ◎臨時又はパート従業者 ◎個人,P英.E及 び家族従業者 合 計

男 手 女 子男 子 女 イ」 小 計 男.チ 女 チ 小 計 男 ・r 女 子 小 計

全

国

日

経
協
関

係

組合員 山菜所 1】,748

<9.6> 畿19>
59～ξ83) 22δ

<L9>
4,989
<7.o>

5208
(7.9)

810
<1.'L>

ω66<輻9> L876
(2.8)

662t3
(100)

'摺 §) 53メ27(80
.7)

66,2B
(100)

員 外 事 業 所 12フ31

<9>v 詰聡 7'襯
・!

270

<2、0>

6212
<7.4>

6,482(
B.[)

1,160

<LX>

1208
〈LE〉

2纈) 80ρ53

(100)

14,161
(177)

6瑠 ぎ
)

80ρ53

(100)

計 24,479

＼
、-

1〔}5β53

,.
/
130繊) 498 lU92 ]1{留) 1,970 2274 4,244(

2.9)
14斤88) 26,947(18

.4)
ll9319(8

L6)
146,266

(100)

ニ

ン

ト

工

連

関

係

組合員事業所 6,975<9
.2> 瑠Pよ〉

25織
)

170

<1.8>

3237
<7.4>

3407(
11.2)

488
〈L兀 〉

507
<1.4>

995
(3.3)

3酬
)

7,633
(25.1)

2～粥
〉

30β80

(100)

員 外 事 業 所 1532
<7.7> 晶聡 102・`5

(87.9)

33
<L6>

834
<6.8> ～皇ζ)

】71

<29>

369
<7.1>

540
(4.6)

11,552
(100)

1,736(
14.9) 提P)

11β52

(IOG)

計 8,507 27716 36,223
(862)

203 4,071
紹2)

659

.

876 閤)
42ρ32

(100)

9β69
(223)

3ξ辮) 42ρ32

(100)

合 計 32,986 133,569 16増 量
、)

701 15263 15ぞξぎ) 2629 3,150 5,779(3
.1)

18腎8ぎ
)

3習 ↓§
)
151翻

)
188,298

(100)

〈註〉 ①()内 は 各合目fvat・tする構成比

② 〈 〉内は1企 業当 りの平均従業者数
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'5
. 生産品種(比 重の高いもの)事 業所数

生 産 事 業 所 数

内 1 2 3 4 5 6 7 8 9
一

業 合 計
客

種 輪姦原論 子 供外衣類 紳 士中衣類 婦 人中衣類 子 供中
衣類 下着類 農糟 そ の 他

(寝衣類他)

組合員申藁所 476 434 105 120 151 39 51 26 88 1490
日 (3】.9) (29.1) (7、1) (8.1) (10.1) (26) (3、4) (1.8) (5.9) (ioO)
縫

全

協
関

員外乎莱所 798
(46.6)

351
(20.5)

91

(5、3)

91
(5.3) }2§)

35

(2、1)

98
(5.7)

37
(22)

102
(6.0)

ハ,711

(100)

係

計 1274
(398)

785
(24.5)

196
(6.1)

211
(6.6) 1品

74
(23)

149

(4、7)

63
(2.0)

1go
(5.9)

3201
(100)

二 組合貝事業所 153 302 69 76 94 50 104 2B 37 913

ソ (16.8) (33.1) (7.5) (脇) (103) (55) (L1、4) (3.1) (4.O) (100)
ト

工 員外事業所 17 35 12 29 25 26 54 12 7 217

連 (7.9) (16、1) (55) (13.4) (IL5) (120) (24、9) (55) (3.2) (100)
関

国 係
計 170 337 81 【05 119 76 158 40 44 1,130

(15D (29β) (72) (93) 、(10.5) (67) "40) (35) (39) (100)

合 計 1メ44

(33.3)

1,122
(259)

277
(64)

316
(70) 1孟9)

150
(3.5)

307
(7.1)

103
(24)

234
(5.4)

4,331
(100)

・、

三'

6 生産設備設置状況

(1)裁 断 機

＼

種業

股 偏

名

裁 断 機 ⑦+◎

新規購入

希望台数

⑦ 裁断機(た て刃丸刃電動式) 新規購入

希望台数

◎ 特殊裁断機(打 抜き,刈 けイフ式) 新規賄人

希望台数
5年 来満 5年 以上

合 計5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以」二 小 計

全

U

日

縫
協

関

係

組合貝事業所
㊥2929 ⑳1β24

4,753
@>

193
@

606
⑳488

1β94
③

75

灘) 観 』)
5β47

(100)

268

員 外 事 業 所
@

勾97
⑱2206

4,703
⑧

297
㊨

675
⑲

489 1,164
◎

95

揺) 罐8)
5β67

(100)

392

計 5,426 4ρ30 旦456 490 1281 977 2258 170 6,707
(573) 躍 ヲ)

11714)
(100)

660

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

超合負事業所
⑳

646

⇔
474 L120

◎
41

⑭
379

⑲
271 650

◎
20 1β25

(57、9)

745
(421)

1,770
(100)

61

員 外41莱 所
◎

204

⑧
156 360

①
15

⑦
122

⑥
115 237

◎
15 326

(54.6)
271

〔454)

597
(100)

30

計 850 630 L480 56 50】 386 887 35 剖) 搬 ξ)
2β67

(100)

91

合 計 6,276 4,660 10β36 546 1782. 1363 3」45 205

799》) ε聡 〉
14,081
(100)

751

(註)○ 印肉数字は,デ ータサ・プル嫉 新教である・

従って,該 当設備台数を○ 印内数字 で割ると1碩 英所当 りの平均台数とtる 。

(2) 1本 針 直線 本 縫 ミ シ ン

設備名

案
顧 経過年

1本 針 直 紙 本.健 ミ シ ン ・ ①+②+③
新規購入

希望台数
①自動糸切 り装置っ き 新規購入

希望台数

②糠も離離駄。 新規購入

希望台数

③同左①②以外のもの 新規購入

希斑台数
5年 未満 5年 以上 合 計

5年 未済 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 針

金

田

日

縫

協

関

係

組合貝事業所
⑧

8774
⑭

5ρ28 13β02
⑧

1476
◎

3β02 ⑫ 。、 6β06
◎

256
◎

7560
⑭

9β28 17,388
◎

367 2ql36
(530)

17β60

(470)

37,996
(100)

2ρ99

員外事業所 曾 、5,
◎

2813 13768 ⑤
1,905

◎
4β78 璽 、1 7β23

⑨
384

@
10,387 ㊥ 。。、 24,388 ㊥ 、5、 26,020

(57.2)
19459
(428)

45,479
(100)

3,142

計 19729 7,841 27β70 3β81 8480 51649 】4,129 640 17,947 23β29 41,776 1220 46156
(55.3)

37β19

(44.7)

83475
(100)

5241

二

7

ト

工

連

関

係

組合員事業所 『747 ⑮
544

,
2,291

⑤
248

⑳
1,211

◎
681 1β92

③
98
⑧1467

⑳
19H 3β78 q、, 4メ25

(585)
3戊36

(4]5)

7561
(10G)

5951

員外事業所
⑧

765
◎

458 L223
⑫

203
⑤

356
◎

正89 545
◎

28
◎

829
◎

948 1,777
⑧40

L950
(550)

1,595
(4ao)

■45(
100)

271

計 2512 1ρ02 3,514 451 L567 870 2μ37 126 2296 2β59 5,155 289 6β75
(5胴)

.
4,731
(426)

1UO6
(100)

866

合 計 22241 a843 3膓ρ84 3β32 10ρ47 6519 1亀566 766 20243 26β88 46,931 1,509 52531
(555)

4ao50
(44.5)

94,581
(100)

6,107

亀

▲
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."

,、
ー

(3)後 列 誌 千 鳥織 ボ タ ン付 け,各 ミ シ ン

設備名

菓 経過年数
種

後 列 縫 子烏及び刺 しゆ 随 ポタノ付け ④+⑤+⑥
新規購入

希望台数

④復列縫 ミシン 新規購入

希望台数

⑤千鳥縫及び刺 しゅう縫ミシン 新規購入

希望台数

⑥ボタン付け ミシン 新規購入

希望台数
5年 未満 5年 以上 合 計5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計

全

国

日

経

協

関

係

組合員事業所
⑧2ρ67 ◎2294

4,361
⊂∋

200
⑫

862

F

⑳755
1,617

②3
9
⑫

727
◎

814 1,541
◎

50 3,656
(48.6)

3,863
(51.4)

71519
(100)

289

員外輻某 所
◎
2フ62

⑧2553
5,315

◎
131

◎
)244

⑭1529
2,773

③
112

◎
821

◎
707 1528

◎
63 4β27

(50.2)

4フ98
(492)

9β16

(100)

306

計 4β29 4β47 9β76 331 2,106 2284 4β90 151 1548 1521 3ρ69 113 &483
(495)

8652
(50.5)

17,135
(100)

595

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

組合負事業所

.

◎
952

⑳UO9
2ρ61

◎
|4

◎
282 ⇔,、 561

◎
25

⑳
363

⑳
343 706

(珍
29 1,597

(480)
1,731
(52.0)

3,328
(100)

68

員外事業 所
⑤

345
㊦

425 770
⑦

12
◎

140
◎

129 269
④5 ◎

117
⑱

104 221
⑧13

602
(47β)

658
(52.2)

1260
(100)

30

計 1297 L534 2β31 26 422 408 830 30 480 447 927 42 2,199
(47.9)

Z389(5
2.1)

4,588
(10D)

98

合 計 5126 6β81 1距07 357 2528 2β92 522《} 】81 2ρ28 1β68 3,996 155 10β82

(492)

Uρ41

(508)
「

2L723
(100)

「

693

(4)ボ タ ン穴 か が り及 び か ん ぬ き 止 め,飾 り縫,す く い 縫,各 ミ シ ン

設 備 名

薬,
年数

橿

ボタン穴かが り及びかんぬき止め 飾 り絶 す くい縫
⑦+⑤ 十⑨

新規購入

希望台数

⑦㌶語鶴?㌍ 新規購入

希望台数

⑧ 飾 り 縫 ミ シ ン 新規購入

希望台数

⑨す くい縫 ミシン 新規購入

希望台数
5年 末満 5年 以上 合 計5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計

全

国

日

縫

協
関 .
係

組合員事業所
⑧

L880 9615. 4,495
◎

142
⑫

755
⑧

288 1ρ・13
◎

3δ
⑥1ρ56 ⑯

1,483 2539
⑤

54 3,691

〔45.7)

4,386
(54.3)

8ρ77(

100)

234

員 外事業所 璽1、
⑧1β,、

4,503
⑤

136
◎

655

⑲
294 949

◎
52

⑤
1,750

◎
1235 2,985

◎
79 5ρ171

(59.5)

3,420

〔40.5)

8437
(100)

267

計 蓼92 4β〔工6 8,998 278 1,410 582 1,992 90 2,806 2118 5,524 133 8,708
(527)

7β06

(47.3)

165国

(100)

501

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

組合員41菜 所
◎

646
◎

681 L327
◎

50
@

260
◎

349 609
⑦9 ◎

404
⑳

357 76】
◎

19 」βlo

(48.6)

1β87
(5M)

a697
(100)

78

員外事業 所
@

337
⑪

391 728
⑫

25
◎

」60
③!。 、

364
⑦1

2
③

96
③

121 217
⑦10

593
(45.3)

716
(54.7)

1β09

(100)

47

計 983 1ρ72 2n55 75 420 553 973 21 500 ・178 978 29 L903(
47.5)

ZlO3(
525)

4PO6
(100)

」25

合 計 5475 5,578 ll,053 353 1,830 1,135 2β65 ll1 3,306 3」96 6β02 162 10β11

(51.7)

9909(
483)

20520
(100)

626

(5)ヘ リ縫(オ ー ・ミー ・ ッ ク),安 全 縫,自 動 化 各 ミ シ ン

.,

ー
£

・

設 備 名

業

種 数
F

ヘ リ 縫 安 全 縫 自 動 化
@+⑪+◎

新規購入

希望台数

⑩ ヘリ縫 ミシン(オー・⊂ 巧 ク) 新規購入

希望台数

⑪ 安全縫 ξシ ン 新規購入

希望台数

⑫ 自動化 ミシン 新規購入

希望台数
5年 未満 5年 以上 合 計5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 ↓り上 小 計

.

5年 末滴 5年 以上 小 計

全

国

日

経

協

関

係

組合員事業所 ◎
3β30

⑰
亀409 7ρ39

⑤
184 鷲 輌⑭

989 1470
⑨

26
◎

592
⑭

134 726
@

128 4フ03

(50.1)
4,532(49

.1)
9235
(lno)

338

員外事業 所
⑧

4ρ55
◎

3388 8343
⑤

352

⑪
634

⑥
316 95G

①
u9

⑳
497

⑯
132 629

③
121

(曾鵠
3β36

(38.7)

9,922
(100)

592

計 8585 6,797 15,382 536 L115 】β05 2メ2n U5 1ρ89 266 L355 249

19ζ§1
8368

〔437)

19,157

(10〔[)

930

ニ

ツ

ト

エ

連
関

係

組合員事業所 @
3・640

⑧
3046 6β86

◎
278

◎
61

⑬
40 101

②
3

◎
79

⑫
39

'

U8
◎

36

(ξ瑠 (鵠
6,905
(100)

317

員外卒業所
⑧

1,315

◎
L357 2β72

◎
76

⑥
69

②
5 74 一

①
48

⑧
16 64

⑤
8

■
1,432

(51D) (▲鰯
2β10

(】00)

84

計
4,955 4,403 9β58 354 130 45 175 3 127 55 182 44

(§粥 (榴1
9715(
100)

40]

合 計 1a540 111200 24,74Ω 890 1245 1β50 2β95 N8 1216 32] 1,537 293

{ξ221
12β71

(44.6)

28β72

(100)

1331

一223一

、

N

、



(6)そ の 他 の 工 業 用,そ の 他 の 特 殊 用 途 向 け各 ミシ ン

設備名

案 年数

種

,
その 他 の工 業 用 そ の他 の特 殊 用 途向 げ ⑬+◎

新規購入

希望台数
その他の工業用 ミシ ン◎(キ

ルチングマシンを含む) 新規購入

希望台数

⑭その櫃の特殊用途向け ミシン 新規購入

希望台数
5年 来満 5年 以上

合 計

5年 未満 5年 以上 小 計 5年 未満 5托 以上 小 計

全

国

日

縫

協
関

係

組 合員 手 業 所
、 、

◎
560

◎
609 1,169

⑰
48

⑳
1ρ92

⑫
515 L607

◎
69 1,652

(59.5)
1,124(
405)

2776
(100)

U7

・`

員 外 事 業 所
◎

600
⑲

466 1ρ66

◎
50

◎
1JI3

@
962 2P75

⑭
88 1713(

54.5)
1428(
45.5)

・3」4〕

(100)

138

計 1,160 1ρ75 2,235 98 22n5

、

1,477 3β82 157 3365(
56 .9)

2,552(
43.り 1習;6)

255

ニ

ン

ト

工

連

関

係

組合員事業所
◎

393
③

367 760
⑦

12
⑧

450
⑧

279 729
④

10 843(
56.6)

646(
4a4)

1,489
(100)

22

員 外 事 業 所
◎

242
◎

!459 701

③
22

◎
109

⑲
105 2]4

④
17 351(

384).
564(
6L6)

女.

915
(100)

39

曽十 635 826 1461 34 559 384 943 27 1,194
(49.7)

〕210(5

0.の

2,404
(100)

61

合 計 1,795 1,901 3696 132 2764 1β61 4,625 )84 4559

〔548)

3,762(
452)

8,32|
(100)

316

.、 .

■

(7)ダ イ ヤ ル 及 び フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン

設 備名

※ 過年
数種

ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ ◎+⑯

新規購入

希望台数

◎ タ イ ヤ ル リ ン 杢 ン グ マ シ ン 新規購入

希望台数

@フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン 新規購入

希望台数
5年 未済 5年 以上 合 計

5年 末満 5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上 小 計

全

国

[]

縫

協

関

係

組 合員 」ハ業所
9

⑥
43

⑤55
98 一

⑥
45

⑤
31 76

①
1 88(50

.6)
86

(49.4)
174(100) 1

員 外 事 業 所
⑦75 ⑥

24 99

②
6

⑦
6・1

③25
89

②u
139(73

.9)
49

(26.1)
188

(100)
17

計 118 79 176 6 109 56 165 12 227(62
.7)

135(37
.め

362
(100)

18

二

.ン

ト

.仁

連

関

係

組 合 員 」1'業所 ㊥1, ◎120】
2416

◎
M9

⑤lJ37 ◎
1,282 2評119

⑨
62 2β52(

48.6)
力83(51

.4)
4β35(100) 210

員 外 事 業 所
◎

21・1
㊤

142 356
⑦

13
⑲

247
◎

26S 515
①

15 46】(

52.9)

410(47
.1)

871(100) 28

.

計 1,429 1,343 2,772 161 L384 1550 2,934 77 2813
(493) そ§問) 秤88)

238

合 計 |547 L422 2,969

.

167 1μ93 L606 3ρ99 89

}9乱♀) 据 慧)
6ρ68〔100) 256

㈲ 中間 プ レス 機,仕 上 プ レ ス機,そ の 他仕.上 機(い ず れ も電 気 及 び ス チ ー ム の ア イ ロ ン含 まず)

ぺ

設備名

栗

種

F

中間 ブレス機 仕上 ブレス機 その他仕上機 ⑭+⑬+⑥

新規購入

希望台数

④中間 プレス機 新規殿人

希望台数

⑧仕上 プレス機 新規購入

希望台数

○その他仕上機(接 着又は)セフ 新規賎人

希望台数
5年 未満

」

5年 以上 合 計

5年 来滴 5年 以 上 小 計 5年 未満
∨

5年 以上 小 計 5年 未満 5年 以上

ト機

小 計

全

国

日

経

協

関

係

組合員事某所
◎

1,072
◎

997

.

2P69
③

57
◎1ユ28 ⑤

1,338 2,466

③
78

◎'
528

◎
422 950

③
40 2,728

(⑲7)

2,757

(50.3)

、

5,485

(100)
.175

員外事業所
@1β80 @

1ρ84
`
2764

③
97

◎
1,506

⑳
1,187 2β93

◎
87

⑧
668

◎
289 957

③
43 3,854

(6σ1)

2β60

(39.9)

6,414
(100)

227

計 2752 2D81 4,833 154 2634 2525 5,159 165 1,196 711 1β07 83 6582
(55.3)

5,317

(44.7)

⑪.899

(100!.
402

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

組合負事業所
⑫

151

◎
68 219

④
5
⑲

315
⑱

236 551
◎

33
⑫

169
◎

210 379

⑤
5 635

(55.3)

514

(44.7)

1,149

(100)
43

負外事某所
◎

45

◎
25 70

③
3
◎

97
③

68 165

④
4
③

55

◎
50 105

①1
197

(57.9)

143

(42.1)
340

(100)
8

計 196 93 289 8 412 304 716 37 224 260 484 6 832
(559)

657

(44」)

1489

(100)
5ユ

合 計 2,948 2,174 5,122 162 3ρ46 2,829 5β75 202 1,420 971 2,391 89 7,414
(55.4)

5,974

(44β)

13,388

(10の

453

'

.▲
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1

'
.

ム

(9)編 機

設備名

薬 年
数種

横 編 機 丸 編 機 経 編 機 ①+①+⑩

新規購入

希望台数

①横編機 新規購入

希望台数

① 丸編機 新規膳人

希望台数

⑯経編機 新規購入

希望台数
7年 未満 7年 以上 合 計

7年 未満 7年 以上 小 計 7年 未満 7年 以上 小 計 7年 未満 7年 以上 小 計

全

国

日

経

協

関

係

組合員辛菜所
⑤

30
⑤

15 45

②
2

⑤
29

⑦
47 76

③
15

①
2.1

②
11 35 一 83

↓53.2)

73
(46.8)

156
(100)

17

員外毒薬所
◎

137

⑬
194 331

②7 ⑤
48

⑥
38 86

⑤
10

①
5 　 5 一 190

(45.0)
232

(55.O)
422

α00)
17

計 167 209 376 9 77 85 162 25 29 U 40 273
(472)

305

〔52.8)

578
(100)

34

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

組合貝事業所 ◎
6β07

◎
10β89 17,796

◎
590

⑮
3,442

@
3904 7,346

⑤
249

◎
564

◎
113 677

④
7 10913

(42.3)
14,906
(57.7)

25,819
(100)

846

員外事業所
⑭

572

◎
872 L444

⑧
48

⑲
259

⑬
658 917

④
30

③
10

③
18 28

一 841

(35.2)

1,548
(648)

2389
(100)

78

計 7,479 11,761 19,240 639 3,701 4562 8,263 279 574 131 705 7 ll,754

〔41、7)

」6,454

(5δ.3)

2&208
(100)

924

合 計 7646 11970 19β16 648 3,778 4,647 8㌦25 304 603 142 745 7 12027

↓41.8)

16,759
(58.2)

28,786

(100)

958

7.生 産形 態(指 数 内訳)

生産形態 生 産 形 態 別 指 数

工 原料 もち製品生産 賃加工製品生産 賃加」ニパーツ生産 1.5.9 Z6.10 3.7」1 4.8.12

合 計
茶 柱

種
1 2 3 4 5 6 7 8 9 ↓o 11 12

編 立 裁 断 縫 製 仕 上

編立 裁断 縫製 仕上
、小2†

編立 裁断 縫製 仕上 小 言† 編笠 裁断 縫製 仕上 小 §†

21 429 421 3・19 1220 5 912 1,112 569 2,598 【 7 25 9 42 27 [,348 1,558 927 &860
組合負事菓所 (07) (34.9) (40.4) (24.0) (100)

日 (14go) <3L6> <67.3> <1.1> 〈10α 〉

縫
27 324 346 260 957 19 896 1,410 808 3133 1 28 44 15 88 47 1248 1,800 1,083 4A78

全 協 員外事業所 〔1.1) (29.9) (43、1) (25.9) (100)

関 (17川) 〈22鳥〉 <75.6> 〈2、[〉 <]00>

係
48 753 767 609 2,177 24 L808 2,522 1377 5,731 2 35 69 24 130 74 2596 3,358 2010 8,038

計 (09) ↓323) (41δ) (25.0) (100)

<27.1>
<71.3> <]6> <100>

446 502 528 453 1β29 261 147 197 123 728 29 3 7 2 41 736 652 732 578 2β98
二 組合員事業所 (27.3) (24.2) (27.1) (21.4) (100)

国 ツ (913) <71.5>
<27.d> <1.5> <ユ00>

ト
37 82 85 67 271 23 94 127 99 343 9 2 2 2 15 69 178 214 168 629

.[ 員外事業所 〔U、O) (283) (34.0) (26.7) (100)

連 (217) <43.1>
<54.5> <2.4> 〈 ユ0〔[〉

関 483 584 613 520 2200 284 241 324 222 1,071 38 5 9 4 56 805 830 946 746 3,327

標 針 (24.2) (250) (28.4) (224) (100)

<66.L>

.

<32.2> 〈1.T〉 <100>

合 計
531 L337 1β80 1,129 4,377

<385>

308 2,049 2β46 1,599 6β02

<59.9>

40 40 78 28 186

<1.6>

879
(7.7)

3,426
(30.2)

4β04

(37.9)

2,756

〔24.2)

11,365

〔100)

〈10〔[〉

〈註〉 業醐 の()内 数字は・

&生 産 比 率

(1)ニ ッ ト製 品 生 産 比 率

データサンプル事業所数。

生産比率

業 種 事業 所数

ニ ッ ト製品 生産比 率 合 計 ㈲

,0% 1～9% 10～29 30～49 50～99% 100% (}内 平均

全

国

日 経 協 関 係

・

3,201

、

1,929 92 245 167 327 441

%
76β02

(23.89%)

ニ ッ トJ漣 関 係 1,130 74F 一 12 17 67 960 102,146

(90.39)

合 計 4β31 2,003 92 257 184 394 1401 ]78,648

(41.25)

_225一



② 輸出向け製品生産比率

生産比率

業 種 事業 所数

輸 出向 臓 品生 産比 率 合.計 〔㊨

0% 1～9% 10～29 30～49 50～99% 100% い内平均

全

国

日 経 協 関 係 3,201 3,041 27 31 9 52 41

%

8,530

(2、66%)

ニ ッ トーL連関係 U30 1,057 .12 24 6 22 9 2,990
(26)

合 計 4,331 4,098 39 55 15 74・ 50 11,520
(266) 「、

●

9.収 入(製 品出荷高,受 取加エ料)

メ

収入額

製品出荷
高

一

収 入

1～49百 万 円

50～99

100～299 300～499 500～999
1000百 万円
以 上' 合 計

(1社 平均)菜 種4、
111

1づ 百フヲFl10～19120～29130～49
L..

i

100～1991200～499
1

500百 万 円以 上工料

日

経

協

関

係

製品

出荷高

組合員事業所 545 126 78 139 62 75 65 26ag16百 万円(484.25百 万円)

員 外 事業 所 458 70 77 152
F

66 56 37 156,952(34269)

1小 計 ①
LOO3 196 155 291 128 131 102 420,868(41⑨61)

受取

加↓科

組合員事業所 u89 230 222 124 149 206 145 81 32
:

101β52(854)

員 外 事 業所 1,483 262 220 171 238 244 188 119
`41

:
147,100(992)

.F

小 計 ③ 2,672 492 442 295 387 450 333 200 `73

1
24a652(g31)

計

ニ

ツ

ト

エ

連

関

係

製品

出荷高

組合員事業所 638 107 83 231 102 80 35 212.663(33333)

員 外 事 業所 111 20 14 45 13 11 8 34.239(308 .46)

小 計② 749 127 97 276 115 91 43 246.902(329.64)

受取

加工料

組合員事業所 428 173 72 34 48 49 33111
v

8 22ち477(52.5)

員外 事 業所 157 18 28 .18 24 32 24 11 2 1ao21(829)

小 計④ 585 191 100 52 72 81 57 22 10 35,498(607)

計

全

国

①+②
製品出荷高

11752 323 252 567 243 222 145 6671770(381.15)

③+④
受取加工料

弐257 683i542i3471459
!ll

531 3gol222
i

;83

i
284,150(87.2)

合 計
へ

〈註〉 ①製品出荷高と受取加工料を単純に合算するのは適当でないと思われるので,空 覚とした。

従って各位にょ.りご検討をお願いしたい。
1
{

・L

－226一
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10.支 出(原 材 料 費,外 注 支払 工 料,人 件 費(工 場 内)

項

目

支出 額

栗 種 一… 。
。

支 出

①百万F

1～9
②

10～19

③

20～29

④

30～49

⑤

50～99

⑥

100～lgg

⑦

200～499

⑤

500百万円以上

合 計

(1社 平均)

原

材

料

費

全

国

日
経

関脇

係

組合員事業所 734 215 85 44 70 84 76 91 69 127β45百 万円(1735百 万円)

員 外 事 業所 912 姐3 81 55 86 93 67 88 29 75,713(830)

小計① 1,646 628 166 99 156 177 143 179 98 203,058(123.4)

エ 二

連 ツ

関 ト

係

組合.員事業所 652 74 51 37 77 139 139 107 28 101、044(1550)

員 外 事 業所 146 43 18 8 11 26 21 12 7 14β00(1014)

小計② 798 117 69 45 88 165 160 119 35 115,844(1452)

①+② 合 計 2444 745 235 144 244 342 303 298 133 318,902(130.5)

外
注

支

払

工

料

全

国

日

経

関脇

係

組合員事業所
F

1,099 448 200 117 100 100 74 45 15 55,939(50.9)

員 外 事業 所 1,294 637 229 119 116 107 50 22 14 43.659(3a7)

小 計③ 2β93 1,085 429 236 216 207 124 67 29 99β98(434)

エ ニ

連 ッ

関 ト

係

組合員事業所 735 179 106 85 104 130 84 40 7 47.459(64,6)

員 外 事業 所 184 86 37 15 16 lI 12 5 2 7,222〈393)

小計 ④ 919 265 143 100 120 141 96 45 9 541681(59,5)

③+④ 合 計 a312 1,350 572 336 336 348 220 112 38 154,279(466)

人

件

費

(
工

場

内
)

全

国

日

経
関脇

係

組合員事業所 1490・ 531 240 154 185 213 103 48 i6 76.057(51.0)

負 外事 莱所 1,711 438 358 218 236, 246 132 71 12 85β40(5α2)

小計 ⑤ 3,201 969 598 372 421 459 235 119 28 161097(50.6)

エ ニ

連 ッ

関 卜

係

組合員事来所 830 247 136 108 145 115 58 19 2・ 33500(4σ4)

員 外 事 業所 212 39 50 21 30 43 20 9 一 10β08(51.5)

小計⑥ 1ρ42 286 186 129 175 158 78 28 2 44408(426)

⑤+⑥ 合 計 4,243 1255 784 501 596 617 313 147 30 205405(4&6)

ノ

.'
,
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11.出 荷(納 品)先

出荷 出荷(納 品)先
(綱島)比 率

藁 菰 データ事業
所

比 率

先 ①%

1～9

②

10～19

③
20～29

④

30～4』9

⑤

50～59

⑥
60～69

⑦
7σ～79

⑤
8(卜89

⑨

go.99

⇔

100多

合 計(%)

(1社 平均%)

全

国

日
経

関協

係

組合負事某所 413 63 39 32 49 24 13 17 18 17 141 23,452%(56.78%)

員 外 事業 所 476 32 54 23 33 18 7 19 21 14 255 3a446(7026)

小 計 889 95 93 55 82 42 20 36 39 31 396 56β98(64DO)

」:二

連 ッ

関 ト

係

組合負事某所 529 18 33 29 52 39 20 33 38 37 230 37β95(7164)

員 外 果菜所 97 4 4 3 10 4 1 4 10 5 52 τ524(7757)

小 計 626 22 37 32 62 43 21 37 48 42 282 45419(72.55)

合 計 1,515 ll7 130 87 144 85 41 73 87 73 678 102β17(67.54)

2

東

京
都

内

全

国

日

経

関脇

係

組合員事業所 595 35 69 69 109 32 22 22 14 14 209 34,229(5753)

員 外 事業 所 612 18 41 62 87 49 25 26 27 28 249 40,466(66.12)

小 計 1,207 53 llO 131 196 81 47 48 41 42 458 74β95(61.88)

エ 二

連 ッ

関 卜

係

組合員事業所 452 20 43 49 91 41 35 26 26 22 99 24β37(55,17)

員 外事 業所 88 2 15 12 15 5 1 4 3 2 29 4,909(55.78)

小 計 540 22 58 61 106 46 36 30 29 24 128 29846(55.27)

合 計 1μ7 75 168 192 302 127 83 78 ZO 66 586 104.541(5984)

a

大

阪

府
内

全

国

日
健

側協

係

組合員事業所 903 29 57 41 105 45 35 33 30 21 507 67.297(74.53)

員 外 事業 所 904 21 50 51 76 50 22 22 32 32 548 7卯20(7τ57)

小 計 1,807 50 107 92 181 95 57 55 62 53 1,055 137.417(76.05)

エ二

連 ッ

関 ト

係

組合員事業所 346 23 64 44 79 32 18 11 14 9 52 15209(4396)

負外 事 莱所 86 2 5 5 11 7 4 3 5 一 44 6,170(7174)

'」・ 計 432 25 69 49 90 39 22 ・14 19 9 96 21,379(49.49)

合 計 2239

.

75 176 141 271 134 79 69 81 62 U51 15&796(7092)

4

愛

知

県

内

全

国

日

縫
関協

係

組合員事業所 227 68 63 23 20 4 8 4 3 4 30 6β29%(30.08%)

員 外事 藁 所 191 47 57 22 17 8 1 1 5 2 31 亀187(3239)
「

小 針 418 115 120 45 37 12 9 5 8 6 61 13ρ16(3U4)

エ 二

連 ッ

関 ト

係

組合負事英所 131 30 37 18 11 5 1 6 2 2 19 4.284(3270)

員 外 事 業所 24 7 6 3 4 一 1
一 一 一 3 664(27.67)

小 計 155 37 43 21 15 5 2 6 2 2 22 41948(31、92)

合 計

1

573

`

152 163 66 52 17 11 11 10 8 83 17.964(31.35)

5

そ

の

他

国

内

地

域

全

国

日

縫

関協

係

組合員事業所 367 41 68 62 70 34 24 15 ]2 8 33 14ユ79(38.63)

員 外 事業 所 399 43 58 50 70 26 16 14 10 5 107 1旦666(4929)

小 計 766 84 126 ll2 140 60 40 29 22 13 140 3a845(4418)

エ 二

連 ッ

関 ト

係

組合員事業所 236 33 60 41 44 11 11 8 6 7 15 7、608(32.24)

員 外 事業所 46 9 6 8 5 2
-
1 3 1 2 9 aoO8(4365)

小 計 282 42 66 49 49 13 12 11 7 9 24 9.616(34.10)

合 計

.

1,048 126 192 161 189 73 52 40 29 22 164 4a461(4L47)

全

国

日

経

関脇

係

組合員事業所

.

91 ll 12 6 7 6 4 5 4 12 24 5280(58.02)

員 外 事業 所 29 5 3 3 一 4 一 一 一 2 12 1,696(58.48)

小 計 120 16 15 9 7 10 4 5 4 14 36 6976(58.13)

エ 二

連 ブ

関 ト

係

組合貝事業所 32 6 4 1 6 2 3 1 3 2 4 L490(46.56)

員 外 事 業所 7 1 1
一 一 1 1 τ 一 1 2 425(60,71)

小 計 39 7 5 1 6 3 4 1 3 3 6 1,915(49.10)

合 計 159 23 20 10 13 13 8 6 7 17 42 a891(55.92)

一228一
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12.生 産 管 理 の 方 法(工 場 内)

8

4

項 目

デ

ー業 種 ぷ ㌔

該 当 指 数

1

伝票 のみ.

2

管 理 表

(グ ラフなど含め)

3

特殊なカ_ド

(チケットなど含め)

4

コンピュータ処理

5

そ の 他

合 計

全

国

日

経

協

関

係

組合員事業所 1,49D 1ρ71
(70.5).

356
(23.4)

45

(3.0)
28

(1.8)
19「

(1.3)

Il519
(100)

員 外 事業 所 1,711 U15
〔64.0)

488

〔2&0)
69

(4.0)
33

(1.9)
37

(2,1)
1,742

(100)

計
、 3,201 2,186

(67.0)
844

(25.9)
114
(3.5)

61
(1.9).

56
(1.7)

3,261
(100)

ニ

ッ

ト

工

連

関

係

組合員事業所 913 705
(63.4)

281

〔25.3)

75
(6.7)

21
(1.9)

30
(2.7)

Ll12(
100)

員 外事 業所 217 153
(560)

81
(29.7)

22

(&0)

'10

(37)
7

(2.6)
273

(100)

計 1,130 858
(62.0)

362
(26.1)

97

〔7.0)

31

(2、2)

37(
27)

1β85
(100)

合 計 4β31 3,044
(65.5)

1,206
(26,0)

211
(4.5)

92
(20)

93
(2.0)

4,646
(100)

.

〈註〉 データ事業 所数 〔433i)と 該当 指数 の合計(4646)の 差 は ,1～5の 該当項 目に1個 以 上該当 してい るた めで ある。

13.工 場 経 営 重 要問 題 比率

'

・

項 目

一

業 種 タ事業＼

①

資金の借入
.

②
従業員の採
用,定 着,
高令化

③
管理者,技
能者,技 術
者などの確保
と質の向上

④
生産のパ ラ
ッキをなく

す,生 産量
の安定確保

⑤
設備の近代
化や合理化

⑥
生産の管理
や品質管理
などの水準
向上

⑦

加工料の引
上げや取引
条件の改善

⑧
商品の企画
・開発力の

強化

⑨
下請工場の
確保

⑩
的確な情報
の確保

＼ 所数

日
経

組合員事業所 11490
(100)

90
(6.0)

397

(26.7)

185

(124)
170

(lI.4)
115

(7.7)
118

(7.9)
245

(16.4)
80

(5.4)
74

(5.0)
16F

(1.1)
協

全. 関 員外 事業所 1,711 55 575 200 279 72 143 296 46 32 13
係 (100) (3.2) (33.6) (11.7) (16.3) 〔42) (8.4) (17.3) (2字) (1.9) (07)

計 3,201 145 972 385 449 187 261 541 126 106 29
(100) (4.5) 〔30.4) (120) (14、0) (5.9) (8.2) (16.9) (3.9) (3.3) (0.9)

、L

国 二 組合員事業所 913 49 144 103 215 38 86 156 86 25 ll
ツ qOO) 〔54) (158) (11.3) (235) (4.2) (94) (17.1) (94) 〔27) (L2)'
ト

工 員 外事 業所 217 14 65 29 、37 15 21 22 8 5 1
連 (100) (64) (29.9) (134) (17.1) (6、9) (9.7) (10.1) (3.7) (23) (05)
関

係 計 1,130 63 209 132 252 53 107 178 94 30 12
(100) (5.6) (1&5) (11.7) (223) (4.7) (95) (157) (8.3) (2.6) (Ll)

合 計 4β31 208 1,181 517 701 240 368 719 220 136 41
(100) (4.8) (27.3) (11.9) (16.2) (5.6) (8.5) (16.6) (5.1) (3.1) (●9)
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<別 表1>

昭 和51年9月

事 業 所 各 位

郎

吉

一

会
大

会

協

合

志

会
隆

品
駒

連

協

繊
藤
齢
海

三

料

業

シ

衣
近

工

外

ミ

美

鱈

…㌘

社

日

日

1

アパ レル産業生産 設備 の実態等に関する調査 への ご協 力お願 い

謹啓 初秋 の候,各 位 益 々ご清栄の こととお慶び 申 し'上げ ます。

このた び衣服類等 製造業関連 団体では,通 商産業省生 活産業 局のご指 導のも とに

衣服類な どの生産設備実 態等 につ き,全 国約25,000事 業所 を対 象 として.書 面調

査 を実施す ることにな りました。

この調査 の 目的は,現 在通商産業省で検討 されてい る繊維産業 に対 す る諸対 策の

なかで,重 要な位置 にあ るアパ レル産業 の生産設備 実態な どの事情 を明 らか にす る

ことによって,今 後の振興諸対 策検討の基礎 資料 に活用 す ることにあ ります。

つ きましては,日 々社業 ご繁 忙の ところ誠 に恐れ入 りますが,ア パレル業界 の安

定 と今後 の発展を 図 るため,関 連業界 の力を結集 して実 施す るこの調査 に対 しま し

て,組 合 員各位 は も とよ り業界 団体未加盟 の事業所各位 におかれて も,趣 意 ご理 解

の上格別の ご助力賜 わ るよ うお願 い 申し上げ る次第です。

敬 具

<付 記>

1.こ の調査は,生 産設 備澱 賢 し,実 際に衣服 類を生産(絹 地 な ど素 材は のぞ く)す る事 業所

(工 場)を 対象 噛 査 す る もので すので,生 産 設備 澱 置 されて・・な・・事 業所 は・ ご面 倒です

が,調 査票 の企 業名 欄 のみに ご記入 の上 ご返送 下 さ る ようお願 い し ます。

2,こ の調 査票 到着 の企業 で,自 工場 を別 の地域 にお もちで,複 数 工場 で生 産 さ れてい る ときは,

お手数 です が調査票 描 写 な どされて洛 工場 それぞ れか ら ご提 出下 さ る よ う瀕 い 申 し上 げ

ます。

8.調 査票発 送 には,万 全を 期 してお りますが,万 一宛 先,住 所 ・ 名称等 の誤 りや重複 して到着

しま した 場合 には,何 卒 ご寛 容 の程 お願 い申 し上 げ ます。
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事 業 所No.

① ② ③ ④

カ
ー
ド

柘

⑤

亡
‥

一口

⑥

カ

ー

ド

・ー

アパ レル産業生産設備の実態等に関す る調査

昭和51年9月
e

社団法人 日本 衣 料 縫 製 品協 会

日本 ニ ッ ト工 業 組合 連合 会

日 本 工 業 ミ シ ン 協 会

協力 通 商 産 業 省 生 活 産 業 局

ρ

1こ の調 査 は,衣 服類 製造 業界 の各 事業 所(本 社,営 業所 な どを除 く生 産 工 場)に つ

い て実 施 します 。

2こ の調 査 は,資 料 作成 のた め に だけ 使用 し,他 の 目的 には 使 用 しませ ん。 また,調

査 票 に記 入 した ま まのか た ちで 出 る こ とはな く,秘 密は 厳正 に守 ります。

5こ の調 査 に つい て のお 問 い合 わせ ば,下 記 又 は 工 場所 在地 の地 区工業 組合 に お願 い

します。

ア パ レ ル 産 業 設 備 実 態 調 査 事 務 局

社団法人 日 本 衣 料 縫 製 品 協 会

東京都千代 田区岩 本町2丁 目4番9号

TEL(05)862-8891～2

4こ の 調査 票 は,昭 和51年9月50日 まで に 同封 の返 信 用 封 筒に 入 れ て お送 り下 さい。

5な お,こ の調 査 票 が,工 場 のな い本 社,営 業 所 又は 編 立生 地 のみ生 産 の工 場 に届 きま

した ら,お 手 数 なが ら貴企業 名 のみ ご記 入 の上,ご 返 送 下 さい。

在

地
TEL TEL

府
県

市

(、)

町 回
著
者
名
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Q1あ な た の 工 場 の 最 近 の 概 況 に つ い て お 答 え 下 さ い。

G↓1-1あ な た の事 業 所 の経 営 組 織 に つ い て次 の う ち 該 当 す る番 号 に○ 印 を つ け て 下 さ い 。

1個 人2法 人3組 合4そ の 他()⑨

Q1-2あ な た の 工 場 で 直 接 生 産 に 使 わ れ て い る作 業 場 の広 さ に つ い て 次 の うち 該 当 す る番

号 に○ 印 を つ け て下 さ い。

13坪 未 満23～10坪 未 満310～30坪 未 満

430～50坪 未 満550～100坪 未 満6100～300坪 未 満 ⑩

7300坪 以 上

Q1-5あ な た の 工場 の生 産 部 門 の 従 業 員 数 に つ い て,本 年9月1日 現 在 の 人数 を ご 記 入 下 さ い 。

1常 傭 従 業 者

・麟 曇はパー ト

個人事業主,3
家族従業者

男子[=名
⑪

男子[[口 名
⑰

男子
3

名

女子[工=口 名
⑭

女子臣 コ コ 名

好[ロ コ 名
⑳

Q1-4あ な た の 工 場 で 生 産 され て い る製 品 に つ い て,該 当 す る品 種(1～9)に ○ 印 を つ け,

そ の 中 で一 番 生 産 比 重 の 高 い 品 名 を1つ だ け[=コ 内 に ご 記 入 下 さ い 。 ノ

〈 記 入 の 例 〉'

1紳 士 外 衣 類

1

背 広(上 ・下)

2婦 人 外 衣 類 ワ ン ピ ー ス

3子 供 外 衣 類

4紳 士 中 衣 類

1ジ ・ ン ・・ 」

ワ イ シ ャ ツ

5婦 人 中 衣 類 1 1 巨 ラ ウ ・1

ス ポ ー ツ シ ャ ツ

⑳

6子 供 中 衣 類

7下 着 類 1 1 ブ ラ ジ ャ ー

8乳 幼 児 服 類 1

1

レ ギ ン ス

9そ の他(寝 衣類他)
1一 ン ・ チ ー ・1

(注)品 種 別 に よ る 品 名 に つ い て は,お お む ね 下 記 の と お りで す 。

1～3外 衣

4～6

7

8

0
V

類 :背 広(上 下 又 は 三 揃 い),コ ー ト,ジ ャン パ ー,礼 服,替 上 衣,替 ズ

ボ ン,制 服,作 業 服,ワ ン ピ ー ス,ス カ ー ト,ス ラ ッ ク ス(パ ン タ

ロ ン),セ ー タ ー 寺

中 衣 類:ワ イシ ャツ,ス ポー ツ シ ャ ツ,Tシ ャ ツ,ブ ラウ ス,ベ ス ト 等

下 着 類:ア ンダー シ ャ ツ,パ ン ツ,ス リップ,ブ ラ ジ ャー,ガ ー ドル 等

肌着 類 等

乳 幼 児 服 類:外 衣,レ ギ ン ス,肌 着,オ シ メカバ ー,そ の他 のベ ビー 用 品等

そ の他(寝 衣類 他):パ ジ ャマ,ネ グ リジ ェな ど寝衣 類,ハ ンカ チ ー フ,靴 下,帽 子 な ど

身 の回 り品 等
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じ

β

'

Q2あ な た の 工 場 に 設 置 し て あ る生 産 設 備 につ い て,そ れ ぞ れ の機 械 の台 数 を 内 訳 別 に ご 記 入

下 さ い 。

内 訳
設 備 名

設 備 台 数
新 規 の 購 入
希 望 台 数

(昭和52年 末まで〕

⑩～@

⑳～⑰

⑱～㊨

⑰～⑮

㌶
⑮～⑳

⑭ ～⑳

⑬ ～㊨

⑫ ～⑩

⑪ ～⑲

㊥～㊥

⑲ ～⑰

カー ドm

⑥ ～⑭

⑮ へ⑳

⑭ ～⑳

⑳ ～㊨

⑫ ～⑳

⑪～⑲

⑯ ～⑱

㊥ ～⑰

カー ドiv

⑥～⑭

⑮ 一⑳

⑭ 一⑲

経過年数
5年 未満

経過年数
5年 以上

④ 裁 断 機(た て 刃,丸 刃,電 動 式)
1台

1

台 1台

|

◎ 打 抜 き,バ ン ドナ イ フ 式 な ど特 殊 裁 断 機 : :
① 1本 針 直 線 本 縫 ミシ ン(自 動 糸 切 り装 置 つ きの も の)

② ・本針直線本縫 ・シ ・(針 送 り,差 動送 りなど特殊
送り機構のあるもの)

③ 1本 針 直 線 本 縫 ミシ ン(上 記① ,② 以 外 の もの)

④ 後 列 縫 ミシ ン(本 縫,単 環,2重 環 縫 を含 む)

⑤ 千 鳥 縫 ミシン及び刺 しゅう縫 ミシン(多 頭 刺 しゅう機 を 含む)

⑥ ボ タ ン 付 け ミ シ ン

⑦ ボ タ ン穴 が が り ミシ ン及 び か ん ぬ き 止 め ミ シ ン

⑧ 飾 り 縫 ミ シ ン

⑨ す く い 縫 ミ シ ン

⑩ へ り 縫 ミ シ ン(オ ー バ ー ロ ッ ク)!z

⑪ 安 全 縫 ミ シ ン

⑫ 自動化・シ・(懸 難 訓 議 割
|

⑬ そ の 他 の 工 業 用 ミシ ン(キ ル チ ン グ マ シ ン を 含 む)

⑭ その他の特殊用途向け ミシン

⑮ ダ イ ヤ ル リ ン キ ン グ マ シ ン

⑯ フ ラ ッ ト リ ン キ ン グ マ シ ン

④ 中 間 ブ レ ス 機(電 気及 び スチー ムの ア イ ロン含 まず)

⑧ 仕 上 ブ レス機('〃)

◎ その他仕上機〈接着又はセット機〉(〃)

経過年数

7年 未満
経過年数
7年 以上

新規 の購入
希 望 台 数
(昭和52年末まで)

① 横 編 機 1
① 丸 編 機 ;
⑪ 経 編 機 1

Qろ あな た の 工 場 の生 産 の現 状 に つ い て お 答 え 下 さ い 。

Q5-1あ な た の 工 場 の 生 産 形 態 に つ い て,次 の1～12の 番 号 で 該 当 す る番 号 に ○ 印 を つ け て

下 さ い 。(例 え ば ・ 賃 加 工 生 産 で 縫 製 と仕 上 の み の 場 合 は ⑦ ・⑧ と し て 下 さ い 。)

工 程
形 態 編 立 裁 断 縫 製 仕 上

(プ レス仕 上)

原料もち 製品生産 1 2 3 4

賃加工 製 品生産 5 6 7 8

賃 加 工 パ ー ツ生 産 9 10 11 12
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Q5-2あ な た の 工 場 の年 間 生 産 高 を100%と し た 場 合,吹 の2つ の 比 率 に つ い て ご記 入 下 さ い 。

・ … 製品生産比率[戸%

2輸 出向け製品生産比率[===口%
@

Q5-5あ な た の 工 場 の 最 近1ヵ 年 間 の収 入 と 主 要 な 支 出 に つ い て ご 記 入 下 さ い 。

⑪ ～ ⑭

⑮ ～ 働

⇔ ～@

@～ ⑯

⑰ ～ ⑳

旬 受 取 加 工 料 は 純 工 賃 に つ い て ご 記 入 下 さ い。

Q4あ な た の 工 場 の 生 産 出 荷 額 又 は 受 取 加 工 料 をIoo%と した 場 合,吹 の]～6の 出 荷(又 は

納 品 先)地 域 の 比 率 を ご 記 入 下 さ い 。

(但 し,分 工 場 の場 合 は,本 社 工 場 か ら 出 荷 され て い る地 域 に つ い て ご 記 入 下 さ い 。)

Q5

Q6

収 入
製 品 出 荷 高

百万円

受 取 加 工 料

主 要 支 出

原 材 料 費

　

外 注 支 払 工 料

人 件 費(工 場 内)

1同 一都 道 府 県 内

2東 京 都 内

3大 阪 府 内

4愛 知 、 県 内

5そ の他 国 内 地域

6輸 出 向

冨 工%

臣 エコ%

口=コ%
・一・辱=コ%

[〔%
⑨

雇ユコ%

… ・〉都 道 府 県 名 記 入( )

あな た の 工 場 の 生 産 管 理 の 方 法 で,次 の1～5の うち 該 当 す る番 号 に ○ 印 を つ け て 下 さ い 。

1伝 票 の み

2管 理 表(グ ラ フな ど 含 め)

3特 殊 な カ ー ド(チ ケ ッ トな ど含め)⑮

4コ ン ピ ュー タ 処 理

5そ の 他()

あ な た の 工 場 経 営 で の い ろ い ろ な 問 題 の うち 最 も重 要 な も の を,吹 の1～10の 中 か ら1つ

だけ を 選 び ○ 印 を つ け て 下 さ い 。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

資金 の借 入

従業 員 の採用,定 着,高 令化

管理者,技 能者,技 術者な どの確保 と質の向上

生産 のパ ラつ きをな くす,生 産量 の安定確保

設備 の近 代化や合理化

生産 の管理 や品質 管理 な どの水準 向上

加工料の引上げや取引条件 の改善

商 品の企画 ・開発力の強化

下請 工場 の確保

的 確な情報 の確保
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禁 無 断 転 載

昭和52年3月 発行

財 団 法 人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

東 京都 港区 芝公園3-5-8

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

株 式 会 社 正 文 社

東 京都 文 京区 本郷3丁 目38番]4号

TEL(815)7271(代 表)
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